


十 勝 事 業 場

天 塩 事 業 場



天 塩 支 場 庁 舍 99.17㎡

相 走 事 業 場  飼青池 663.90㎡

徳 志 別 事 業 場

ふ 化 室

62.8㎡

刊 行 の こ と ば

わが国におけるさけ ・ ます増殖事業は、国際的な意義を背景に人工ふ化放流事業

が進められてお ります。

昭 和 3 7 年 か ら 「 さ け ・ ます増殖事業強化拡充計画」を進めてまいりましたが、

いまだに目標を達成するに至つておらず、  また沿岸回帰量も拡充計画で期待した量

よ りも著しく低く 、来遊量は地域的な偏重の傾向が強くなってお り ます。

こ の た め 昭 和 4 3 年 度 か ら 「 さ け ・ ます増殖事業推進整備計画 」 ( 3 ケ年計画 )

を立案しました。 この計画は前記計画の補完が意図されており、主意は将来のさけ

ます漁業資源の再生産管理の基盤を確立し、 「 さ け ・ ます資源拡大再生産計画」

( 仮称 ) 樹立の意図を含んだものであ り ます。

すなわち、  現在北海道に偏している国費の投資を本州を含めた新らたな観点にた

つて活用することを検討すぺきであ .り、受益者は自から資源の増殖事業に参画し、

国は合理的な資源管理および高度な技術開発をめざし、  地方公共団体は増殖のため

の保護対策、有効な漁業調整、および自然環境の保全など、各種の調整を担当し、

官民一体となって さ け ・ ます再生産を図ることが、近代社会に即応した将来の理想

的な体制と確信します。

本年度の全道沿岸来遊量は 2 1 3万尾であ り 、全道的に不漁で、これは主群とな

る 4 年魚 ( 1 9 6 4 年級群 ) の回帰が非常に少なかつた こ と と 、 稚魚放流数が多かつ

た年の回帰群である 3年魚が期待したほど多くなかつた結果であります。

この原因については種々考えられますが、  河川沿岸を含めて、  稚魚期の環境条件

の影響が大きく左右したものと思われ、  今後は早急に調査研究を進め、 対策を検討

しなければならないと考えます。

以 上 の よ う に 、 さ け ・ ます資源の安定と拡大を図るためにはまだまだ多く .の問題

点があ り 、広 く関係各位と協力し 、 こんご も一層の努力を重ねてまいりたいと思い

ます。
昭 和 4 5 年 3 月  

水産庁北海道さけ ・ ますふ化場

場 長 逸 見 文 彦
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S l さけ・ます補獲事業実施体制
昭和 4 3年度のさけ - ます捕獲採卵事業は、道内、 7 o河川、 7 8 捕 獲 場 ( さ け 4 4 箇 所 、 さ け 十
ます2 9筒所、ます4箇所、ひめます1箇所 )で実施した。 このうち国が実施した捕獲場は5箇所

(徳志別、西越、意別、遊楽部i;,よび支切湖)、 民間団体に実施させた捕獲場7 3箇所 (さけ 4 3高

所、さけ+ます2 6箇所、 ます4箇所 )で、その詳細については第1表のと i ;,りであり、これを支場別

に整理したものが第3表である。 {〇さ く らます
からふ とます

ます
〇ひめます

第 1表  昭和43年度さけ・ます捕獲採卵事業実施体制 ◎さ く ら ます, からふとます

水産庁北海道さけ ・ ますふ化場事業成績書
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第 3 表  還元移殖放流河川 註 : 〇印は量元 ②は移殖
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第 4.表 支場別さけ、 ますふ化放流実施体制

支 場
放 流

水 系 数

ふ 化 施  設 実 施 区 分
備 考

国 営 民 間 計 さ け ま す

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

波 島

9

1 Q

6
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9
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8

8
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6

4

l

3

2

3
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1 1

9
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1 0
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' 9

8

1

5
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s 3 さけ・ます増殖事業経費
u11和43年度、さけ・ます増殖事業のために要した経費予算及決算額は下記のと2りである。

第 1 表  昭和 4  3年度さけ  ・ ます增殖事業のための予算額及決算額

区 分 予 算 額 決 算 額 決算額(含む開発局分)

( 組 織 )

水 産 庁

( 項 )

北海道さけ・ますふイl1;場

( 目 )

人 当 経 費

職 員 旅 費

庁 費

光 熱 水 料

採 卵 ふ 化 放 流  費

事業用機械器具購入費

土 地 建 物 借 料

各 所 修 結 費

施 設 整 備 費

国有資産所在市町村交付金

円 円 円

3 2 '2, 2 l 4 ,Q lll 0 3Q 3,2 23,2 6 1 3 l 1 , 4 Q 4 , l 9 1

1't 5l, 5 5 6l0 0 0

6, 2 4 :91QQQ

e,6 9 3,aaa

'21, 2 '1l 6,a 0 0

'「3,a 6 4 ,aa Q

1 4 , 7Q 3,a 0 0

6 6 ()1QQ 0

a1 6 i a a o

3 3,6 ' l (1lOL a 0

1 8 5l 0 0 0

1 6 1 6 5 4 , ll1 4 5

1ll, l 'ta5 6 5

a 6 4 0 , 8 4 2

2 , 2 '1l 4 , Q 9 1

'「?2 't 6l2 5 6

1 4 ,r a sa Q a

5 9 '11 0 3 2

a1 6 4 , 9 8 0

'25,,554,a a Q

1 8 4 , 5 5 0

1 6・6 5 4 , 9 4 5
6 , 2 4 2 , 5 6 5

6:6 9?7 'i 2

2.2 't 4,Q 9 1

70,2 '「 l6 ,256

14,・r a :91aoo

5 9 1 Q S 2

9,1 6 4,9 8 a

33,614,Q a 0

1 8 4 , 5 5 0
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'S 4 北海道さけ ・ ますふ化場の現員
昭和 4 3 年 3 月 3 1 日現在の本場 1 「',び支場別人員配置状況は第9表のと3りである。

第 1 表  北海道さけ・ますふ化場の職員本、 支場別人員配置表

場 名 技 官 事 務 官 情 人 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

2 9

l ・r

2 4

'2 2

1 Q

1 1

8

1 3

4

4

4

、 2

3

t
3

2 4 4

' 2 1

2 8

2 6

1 2

l 4

1 1

計 1 2 1 3 3 2 l 5 6

註 : 本場技官のうち9名は研究員
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s 5 北 洋 さ け ・ ま す 漁 業

1 ) 漁 業 規 城

母船式さけ・ ます流し細漁業(集数)

3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 l 4 2 4 3

l 6

4 6 1

1 6

4 6 0

l 6

4 1 0 4:: l 2

3 6 9

1 l

3 6 9

l 1

3 6 9

l 1

3 6 9

1 l

3 6 9

1 l

3 6 9

l 1

3 6 9

l l

3 6 9

4 8度以南流し網、 はえなわ漁業 (許可集数)一許 可 別  昭 和 年
3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3

大臣~中 型 さ け ま す 流 し 細

大臣~中型 さ け ま す は え な わ

知事~太平洋7トン以上流し細

2 3 1

3 7 3

2 5 6

2 ・41

3 7 3

2 1 l

2 4 8

3 7 3

1 8 2

2 6 4

3 7 3

l 5 1

2 7 7

3 7 3

l 3 7

2 4 2

3 6 9

9 l

2 8 3

3 6 9

6 0

2 9 3

3 6 9

4 0

3 l 7

3 6 9

1 5

3 2 0

3 6 9

l 2

3 2 3

3 6 9

9

太 3 2 7

日 4 4

3 6 9

5

その他さけ ・ ます漁業 (道知事許可集数)一許 可 別  昭 和 年
3 2 3 3 3 4 3 6 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 l 4 2 4 3

太平洋小型流し網 7 ト ン 未満

日 本 海 小 型 流 し 網

津 軽 海 峡 流 し 網

日 本 海 小 型 は え な  わ

太 平 洋 小 型 は え な わ

オ ホ ー ツ ク 海 小 型 は え な わ

宗 谷 海 峡 小 型 は え な わ

文庁長̃さ け ・ ますはえなわ

1 5 1

4 6 2

7 9

l. 3 6 7

.El l 2

:し 7 0 7

6 8

3

1. 2 8 3

2 0 6

9 7

1. l 3 3

l 4 2

L 2 8 2

2 9 4

9 5

]L.0 l 6

1 6 2

2 6 6

6 4 0

1し 2 7 8

2 8 1

9 2

9 l 6

3 1 8

l. 2 8 0

2 7 8

9 2

3 3 0

3 0 5

;L 2 8 0

2 8 1

1 0 0

3 9 7

3 0 8

2 0 3

L 2 8 2

2 8 2

1 0 0

4 7 7

3 0 5

1 8 8

:L 2 7 5

2 0 5

1 0 0

4 8 3

2 6 3

2 3 5

1 8 3

3 5 8

資 料 ; 「 漁 業 養 殖 業 漁 獲 統 計 表 」 :i;・ よ び 「 北 海 道 漁 業 現 勢 」
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:s 6 さ け ・ ます増殖事業成績総括
昭和43年度さけ・ます捕獲採卵事業は1月16日西別採卵場の事業終「をもつて、 全道01 . ・業 1l-完;した . ;i.・り- .j果、i以下のと :1s・り であ る。
第 1表  海区別,魚種別成積集計.。.f海 区 項 魚 目i さ け さ < ら ま す l か ら ふ と ま す
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千尾
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計 画
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l 4
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1 4
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3 9 l 8 2 0
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8l 8 a 6
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1 Q 4 4

l 4 , 1 8 5
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日 本 海 区

計 画

実 積

通 成 率
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5
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8
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l ' l l Q 8 l

,% 8 ;LQ

2a '「 3 2

14 , 9 8Q

5 8.2

6 2 , l Q 7

l 61 'l Q 't

2 l i 9

,t・i「「: t'e
・t'1.'/ /
1 2,Q6'「

2 4.9

4 lL,Q Q Q

4 8 3 6

8 3 6

1 , 4 4 6

1,5 a 9

1 0 4.4

1 , 4 46

1.4 9't

l 0 3.5

1 , l 5 '1l

1 , l 1 9

9 6.' !

l

1

l

l

3 a Q

3 1 l

l Q a ,r

1 4 8

l 3 3

8 a9

l 4 8

1 3 3

. 8 a 9

l 1 8

1 2 3

l Q 4.2

計 画

実 積

通 成  率

1't

1 ,r

1 7

1 1

1 7 9 l 9 a 0

8lll,4 11

% 4 a3

2 1a 4Q  0

9 4 , 3 5 1

4 a6

1 7 a 31Cl

9 2 , 3 2 5

5 4.2

1 3el,2 41

'「8, 8 7 8

5 'Z9

,z1, 8 a a

8 1l12 6 a

8 5.8

4,1l 9 3

'i,9 5 6

61.T

4 , 7 9 3

2 , 9 5 6

6 1.'「

31 8 3 5

2 , 4Q6

6 2.'「

8

1 2

8

l 2

4 1 5 Q  a

26l,4 6 6

55l.'!

2 3.' 「 7 9

5 , 5 0 3

2 al

l 9ln 9

C l 6 1 3

33 . 4

1 5l 8 2 3

5l, 2 7 4

3 3.3

根 室  海 区

計 画

実 積

達 成 率

't

8

l 2

l 2

SQ 0 l8Q a

3 5l,a 5 4

% 28 ,3

2 0 91854

'i2 , 5 4 -t
' i4.2

2 3 0,6 8 6

't2 ,66 't

3 1.5

1 8 4 , 5 4 9

6 4 , 0 5 6

3 4.'t

2

1

2

l

3 0 Q

3 0

l o,a

l 5 Q

l 3

a ・z

1 5 0L

1 8

8.1

」L 2 a

1 l

a '2

標裳以東海区

計 画

実 積

達 成  率

1 8

l 9

l 8.

1 9

2 ら 8 a 0

l 4 , 5 6 0

% 6 a 9

2 ' l,6 '1l 6

1 ; l , 3 6 9

4 1.l

5 3, 4 6 0

1 5l, 6 Q 5

2 a 2

44,a 4 3

l 4 , 8 4 ' !

3 3.1l

1 IQ a

' l l 0

l a Q

9 6

1 2

1 2.5

9 e

1 2

l 2 . 5

7 ?

Q

Q

1

l

1

1

5 0 Q

2 3 8

4 'Z6

2 2 7

4 a

1 'Z6

a2 2 ?

2 , 1 8 8

9 8 ' 2

1.' 「 8 2

1.8 7 6
1 a 5,3

標裳以西海区

計 画

実 積

達 成 率

5 9

6 2

6 8

6 9

5 8 a,oaa

2 3 5l,6'Z,i

% 4 aa

6 5 5.a 4 a

2 3 5l, Q 8 6

35 ,9

6 55,, a 4a

2 4 1 , l 1 4

3 6.8

5 2 4 ,a 3 1

2 0 1 4 3 8

3 a 6

1 9 jし6 aa

2 ai ,5 9 6

l 3 4.4

1 '2.6 9 9

1 1 , 5 9 2

9:L3

l '2l.6 9 9

l ; l,5 8 a

9 :L2

l a1 5 9

9192 ' !

9・z ・r

2 6

'2 9

2 6

2 9

6 1 , 0 0 a

6 5.8'I4

1 0 8 , Q

3 1 , 1 1 0

2 5l 5 7 7

8a2

3 1 , 1 1 a

25i,5 7 't

8 2.2

2 4 , 8 8 7

2 l , 4 6 9

8 a 3

合 計

l1ll 海産親魚からの卵数 'a, 6  6 a千粒は含まず。
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/一海 区  項 魚 : ひ め ま す 交 配 種 合 計

水

系

数

実

施
個

所

数

水

系

数

実

施
個

所

数

捕獲数

尾

採卵数

千粒

収翻P数

二f粒

放流尾数

二f一尾

捕蓮数

尾

採 卵 数

千粒

収 容 構

千粒

放流尾数

千尾

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾数

:f尾

計 画

実 横

達 成 率

8 8 6Q 6 a a

84 ,5Q a

8 2,9 6 9

98'2

9 91 5 4 8

6 aOQ2

6 a 9

l 53,6 4't

6 '11 6 l 5

4i .0

l 2 '2l,9 l 5

5 811 8 5

4 ' Z3

ォホー ツク海区

計 画

実 機

達 成 率

1

l

l

l

l0, 4 6 0

l 9t 8 5 2

7 1.2

31 5 Q  Q

a,6 8 8

7 a8

1,8Q Q

' 「 5 2

5 ' Z 8

1,Q lt Q

3 8 Q
t

3a 5

4 :l ,86 a

32,Q8Q

'!a6

3 a 8 2 6

la 3 l a

61l l.6

i 5l,QQ1

laQ 8 9

'2 5.5

5 a ' 「 3 l .

l3,6 8 9

'lll'ta
日 本 海 区

計 画

実 検

達 成  率

2 30, 2QQ

l l0,1 4 3

5 a 5

244,0 't2

1 0a 8 1 0

4aa

l 9 4 , 8 8 2

l Q l , 8 9 4

5 a3

1 5 5l 9 Q 5

80,5 5 8

5 1 i5

根 室  海 区

計 画

実 積

達 成  率

3 a 1しl aa

85,lQ 8 4

・ 2 8.3

8 a o1 a a 4

712.,5 6 a

2 4.2

2 3 a 8 3 6

't 2 , 68 a

3;t.5

1 8 4 , 6 6 0

64 , 06 ' i

3 4.'「

襟裳  以東海区

計 画

実 積

達 成 率

2 S 4 Q a

l 4 , 8 0 8

6 3.3

2 ' l l 0 9 9

l 1 , 4 2 l

4(118'

5 5l, 't 8 8

1 '1l 8a 5

3 1.0

4 5l,0 a 2

l lS, '「 2 3

3 6.4

標装  以西海区

計 画

実 續

達 成 率

1

1

1

l

la, 4 6 a

l S 8 5 2

7 1.2

315 a Q

9̃ 6 8 8

7 l i 8

:l,3 a 0

1 5 2

5'Z8

1,a 4 0

3 8 a

3 a5

8 8 6: 6:1l 8

6 8 1 , 0 6 0

3 3 :l,0 8 4

4 8.6

'1l l121349

2' ! 5l,QQ3

3a2

7 0  l l t149

2 'l 0,08 .8

3 a 0

5 6 0 l 1 1 ' I

2 3 9 l 2 2 2

4 2.1「

合 計

- l 0-
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第 2 表  海産親魚からの採卵数( さ け  )一区 事項 地 区 別
採 卵 義粒 '1111 備 考

岩 尾 別

斜 里

網 走

常 昌

佐 昌 間 別

計

1 ,65Q

6 8 3

4 5 1

2 a 2

4 2 9

1ll l 5

オ ホ - ツ ク

羅 自

意 別

伊 茶 仁

計

l 3 ' l l

l ' l l

2,2 3 6

2,39Q

根 室

歴 舟

広 尾

計

5

u ,r

1 2 2

襟 裳 以 東

仁 雁 別

元 浦 川

有 川

計

3 9 2

l 6 3

l 「 8

7 3 3

密l 裳 以  西

合 計 6,6 6 a

-l 2

§ 7 さけ增殖事業

l さ けの来遊 ( 漁獲 ) 状況 と捕獲採卵概況

昭 和 4 3 年 ( 1 月̃ l 2 月 ) の全道の沿岸来遊量は 2 l 3フ:l尾で、全道的に(標裳以西海区を除

ぃて ) 昭 和 3 4. 3 5年に次ぐ不漁であった。これは主 群 で あ る 4 年 魚 ( l 9 6 4 年般路 )の回帰量

が少なかったこと、  3年級群の再生産量が多かつたにも拘らず、その回帰◆が期待したほど多くな

かつたためである o .

河川そ上数(捕獲数)は、沿岸来遊量が少なかつた上lこ、最近の沿岸漁業努力の強化が反映して

河川そ上率も低くl :L a % を示し、捕獲数は2 a 6万尾と近年になく少なかつたo

本年度の計画日標数は規 魚 5 8 9, Q Q Q尾、採 卵 数 6 5 5,Q 4 a千粒の計画をもって 、 5 9 水 系

69個所の捕獲採卵場で実施した。

第 l 表  事業計画と実積並びに前年度との比較

昭 和 4  3 年 度 昭和4  2年度

実 續

前:度:の:比
区 分

計 画 数 実 績 達 成 率

捕 獲 数

字 使 用 数

採 卵 数

放 流 尾 数

尾 5 8 9lQ a 0

尾 2 4 5 l,'「8 a

千粒 6 5 5l Q 4 Q

二F:尾 5 2 4 , 0 3 l

2 3 5l, 6 ? 4

88,7 9 4

2 3 5l , Q 8 6

2 a 1 4 3 8

'% 4 a 0

36.l

3 5.9
3 a 6

5 9 1し8 1l 't

2 a ら 2 3 4

5 3 8 , 9 5 l

4 3 4 , 7 2 9

△ 3 5e,l 2 Q 3

△ 1 1a 4 4 Q

△. 3 0 a 8 6 5

△ 2 '2 '11 2 9 l

各海区の状況は次のと:ii・りである。

(1) 日本海区
假

この海区では石狩川の資源が極端に減少し -ttため例年回帰量が少なく、 資源も回帰されていな
い。沿岸漁獲は約5万尾にとどまり、主時は4年魚( 7 a 6 %)で、その大半は天塩1llの資源で

あった。また、河川捕獲ではそ上率が高く、 3 4 . 4 % ( 1 ・ i 万 尾 ) で あった。・

各地区毎の概要についてみると、  天塩では小型魚が多く姓が約7Q %で比較的成熟魚が多かつ

たが不漁 (昨年の 8 Q % )。豊富では昨年の漁獲の6 a %で、 9月は好漁であったが、 I Q 月に

入つて減少した。 魚体は中程度のものが多く雄が若干多かつた。 違別では海況も静穩で漁獲は昨

年より若干よいが、例年なみで、魚体は大きくて雌が多く、盛漁期も早かつた。増毛では春期好

天に恵まれたが、後期は荒天が多かつた。浜益では昨年より若干良かつたが、石狩、厚田では昨

年より不漁で小型魚が多かつた。

日本海北部の河川では6月初旬異常渇水があり、9月初旬降illに恵まれた。 l0月初旬の盛漁期に- l 3-



も降雨増水があり捕獲装置の冠水、 欠壊があり若干が上流に逸逃し定が、 捕獲では日標のl l a 8
% ( ;L 8万尾 )を示した。

石狩川では昨年より幾分良好であった。 これは河川内密漁取締の強化と、 昨年のような泥炭の
流下が、なかつたことが要因と思 ', J  、.る。また特に西越捕獲場では捕魚車を再使用した。(昭和
4 l、 4 2 年 度は捕魚車を中止して捕獲相「を設置。本年度は両施設を併設して比較し -lll:結果、補
獲比は9 : 1で捕魚車の高率度が立証された 。 )

日本海南地区では昨年の捕獲が9 8・ 5 %の計画違成(a 6:千尾)であつたのに、本年は 2 2 %
( 1・:f尾)で昨年の%にも満たなかつた。
(2) ォ 1'1一、ーツク海区
この海区は前年度の6 o % ( 8 oフJ尾)で最近の最低漁獲量であった。魚 前 解 構 能 4 年 魚
( 3 a 2 % ) 、  3 年 魚 ( 3 l a % )が主群で、 2 年 魚 ( l li l %)の出現率が比較的高かった。
また、河川の年令別回帰状態をみると網走川では(高率順に3年魚一 4 - 2 - 5 )高年令群の回
帰が少なく、湧別川ではその傾向が更に著しく( 3- 2 - 4- 5 ) 、特に2年魚は例年より考し
く多かつたo沿岸漁獲量は、斜里、網走地区で61 .1-J:l尾、湧別、常昌地区で9万尾、絞別、枝
幸地区で a 5万尾、浜屯別、狼払地区で a l「万尾と両地区ほど少なくなつている。

河川捕獲数は来遊量の4・l % ( a 3 フ:1尾 ) と低かつた。 これは、例年そ上量の多い網走川、湧
別川の高令魚が少なかつたことに起因する。 また、 幌別川の捕獲が多かつたのは、 4年魚の資源
量が多かつたためである。

雄武以東ではほぼ昨年の%程度の漁獲であったが、斜里地区はr a %を示した。斜里、ゥト a

沿岸では漁期が早く、 9月中旬から本格化したが、斜里、網走地区では1 a月に入つて 3 Q %が
プナ毛となり、下旬には漁獲が低下し、プナ毛が r a 要 となつた。
枝幸では海況平穩で魚体は不揃いで雌55 %で漁獲はiillF年 の 6 2 %。屯別では海水温がゃt高く
角、体不揃いで、漁獲は昨年の75 %。猿払では1 l月下旬に時化があ l)、終了期は漁獲不振であ

つたが、漁獲量は、昨年一より若干良かつた。宗谷では魚体は大きいが、昨年の;/3程度で終つた。
(3) 根室海区

この海区は、前年度沿岸来遊量は160万尾と未會有の豊漁に恵まれたが、本年は約65万尾

と平年漁であった。年令構成は 4年魚が最も多く ( 5 4 . 3 % ) 、  3 年 魚 ( 3 2 . r % ) 、  5年魚
( l :L 8 % )の順で、5年魚の比が例年に比較して多かつたが、 これは前年豊漁4年級群の生残
りが[巨l帰したものと見られる。

. この海区を使宜的に6地区に区分出来るが来遊期についてみると例年と同様に盛漁期のピー クは
羅自9月下旬、標津1Q月上 '中旬、野付 lQ月中旬、別海1Q 月中旬̃ l 1月上旬と知床半島
から順次南下の傾向が見られる。また風連湖地区は9月中、下旬、根室地区ではlQ月上旬とな
つて:l1'' り、  前記4地区とは異なった系統と見られる。
河川親魚そ上率は1 a 3 %で昨年の l a 9 %に比べ若干アップし64 . 8万尾であった。

(4) 採裳以東海区

こ の海区は昭和 3 9 年 ( 1 9 6 4 ) 以 来沿岸来遊量は 1 Q  Q万尾以上の豊漁が続いたが、本年

度はこれを大巾に下廻り 4 l フ]尾とやや不漁であった。

年令構成では 3 年 魚 ( 4 6, 3 % ) 、  4 年 魚 ( 3 a 2% )、 5 年魚 ( 1 & g % ) の順で 、 この海区
としては4年魚の占める割合いが、非常に小さく、逆に3年魚の比率が高かった。これは、昭和
3 9年度が3年魚の出現が多かつたため豊漁であつたが、前年は、この19 6 4年発生群が、  3

年魚として回帰量が少なかつたので、 従つて本年の4年魚不振のため不漁に見舞われた。

- l 4-

海区内重要河川の十勝川についてみると、 そ上期は例年よりも早く、 そのピークは例年と同じく

g月下旬であるが、山が l o 月上旬まで継続しなかつた。年令構成は3年魚、 5年魚の出現が多
く、 4年魚は少ない, 1ヨll路川では l a月上旬にあるピー クは本年も同様であるが、例年l a 月下
旬にも見られるピークが中旬に .与1 まつて名、り、 このl頃向は近年に見られない現象で、 年令構成は

3 年 魚 ( 7 ;L 8 % ) 、  4 年 魚 ( 2 2 . 「 % ) 、  5 年 魚 ( 4. 9 % ) と 、  3年魚が非常に高率で、変則

的な年令組成を示した。 また歴;lil川は若令魚の出現が多かつた。

河川捕獲については、最近にない減少値を示し、特に十勝川では5'5万尾と極端に少なく、釧

路川も 2. 6万尾と不振であつたが、 歴舟川はこの川として比較的多かつた。

(5) 襟裳以西海区

この海区では前年度の7 a % ( 2 2 万尾 ) とやや不漁であつた。年令組成は 3年魚 ( 3 1i 2 % )

4 年 魚 ( 3 a a % ) 、  2 年 魚。( l 4 . Q % ) 、  5 年魚 ( '・ o % )の順で、  3年魚が主群であり、 2
年魚の出現も多かつた。

沿岸漁獲では日高地区で最も多く漁獲されたが、 その中でも幌泉地区がその大半を占めた。例

年ど li; り 9月1日から着業しているが、初漁は悪く、 1lli泉地区では1 l月下旬から 1 2月上旬に

かけて若干よくなつた。日高沿岸では' a 月上句から 2 Q°Cの海水帯が拡がり長く停滞した,,

道南地域では約4万尾の漁獲であつたが、 こ の う ち 7 Q %は噴火湾で漁獲されている。

河川の年令別回帰状態をみをと 、 静内川と茂辺地川では9年魚が主群であり、 2年魚の出現が多

く、特に静内川で著しい。また、勇払川は3年魚と 4年魚の出現がほぼ同程度であつた1l,・、 :iii楽
部川では高令魚が多かつた。

河川補獲についてはそ上率が6'6 % と従来より若干向上したが、 治岸来遊量が少ないため1・5万
尾にとどまり、特に茂辺地川のそ上が少なかつた。 

) ・会岸漁業とそ上数

111: 1i道沿岸,に,i;けるさけ漁業はさけ定置組、雑小型定置 <1lli.1l1 1事l1網などがあり、漁獲量の大部分は

1l--定置網によっている, 従つて河川そ上親魚量はこれらの漁獲努力によって大きな影響がある。
本年度.i b毎道沿岸一に来遊した秋さけは約'214万尾で、昭和34、 3 5年度についで不振であった,

( 過 去 5 ケ年 平 均 4 l 3 万 尾 ) 。一方河川へのそ上1総数は約2 :i 6 万是で沿岸来遊量の' 1. a %に当
り例年より若干下廻つた。 ( 5ケ年平均1 a 3 % ) 。しかし海区別にはまた' ltだ大きな差があり海区
別漁業資源の均てん化と共に大きな課題となっている。

各海区にかける秋さけを対象とした秋さけ定置網の1'F可統数は昨'l -と同様であるが (明年度から第
4次切替によって変更)、雑小型定置網S 0 5 ケ統のうち、さけ混整の多いものについて整理統合t
行ない、 2 9 5 ケ統を対象として、この うち t 2 7 ケ統については、暫定的に本年度 li度限りさけ定短期一 、
免許として許可された。これらの海区別内訳は第 2 表の と ぉ- り 。

( 昭 和 4 3 年 度 )

i 表  解 0 り リ e t 1  t 1日 . m a 西 頭 り
海 区 支fr

護一置一一

統 数

昭和 4  3年度限り

海 区 支庁
設 置
統 数

整理対象
小 定 置

さけ定
設置数

整理対象
小 定 置

さけ定
設置数

オ,l、ーツク海区 網走 l l 1 1 8 9 根 室 海 区 根室 7 2 1 3 7 5 9

宗谷 2 7 4 8 9 割路

十勝
9 8

日 本 海 区

襟裳以東海区
留萌 ''2 5 3

石狩

後志
2 7 '購裳以西海区

- f
日高 1 0 4

q顕
渡島

9 4 4

4 3

_1
l 6

增山 i -
1 '2 7l 4 7 n  i 2 a 5

表 在区別さけ定置網統数

- 1 5 -

計



第 3 表  北海道に :i;・けるさけの沿岸漁獲数並びに河川捕獲数と河川そ _日率

j一事 項 年 度 l 9 6 Q

( 3 5 年 度 . 1,

1 9 6 l

( 3 6 年 度 )

1 9 6 2

( 3 1 年 度 )

l 9 6 3

( 3 a年度 )

ま
I

多
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

1, (l l Q

l 3 8

1 , l 4 8

l 2 . Q

1 , 5  4 3

6 2

1 , 6 0 5

3. 9

1 , 2 5 0

5 '1l

1 , 3 0 1「

4.4

l 8 a l

6 6

:l,8 8 '1l

a 6

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

3 6

8

4 4

l a 2

2 6

l 4

4 0

3 5,. Q

6 9

2 2

0 l

2 4. 2

6 2

2 2

8 4

2 a 2

日

本

海
区

根

室

海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

l 1 4

6 6

l 8 0

3 a ,1r

4 l 5

. 1 5 2

5 6 7

2 6. 8

2 9 3

l 2 5

4 l 8

2 a 9

5 ' 2 9

1 2 1

6 5 0

l a 6

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

l 6 0

8 0

2 4 0

3 a 8

3 6 5

1 't 8

5 4 3

3 2. 8

4 2 '!

l 4 5

5 '1 2

2 1i 3

6 3 9

1 3 6

7 7 5

l i 5

襟東

装海

以区

襟西

基海

以区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

1 0 4

l 3

l l 7

l 1. l

l 6 5

2 l

l 8 6

l :l. 3

3 4 9

2 2

3 't l

li 0

3 5 7

l 6

3 '! 8

4. 3

全

道

合

計

沿. 岸

河 川

合 計

河川そ上率

1 , 4 2 4

3 0 5

1, ' l l 2 0

l ' Z 6

1j 5 l 4

4 2 1「

2,9 4 l

l 4. 5

a 8 8 8

3 7 l

2l. ':5 0
l a 4

a 4 0 8

3 6 l

3, 1「 6 9

a 6

( 注 ) 1- =F:尾未満の数字は四捨五入によりまとめた。
a ト表の河川そ上率とは河川捕獲数+(沿岸漁獲数十河川捕獲数)である。

-1 6-

単位 捕獲登 j尾そ上率 . %

1 9 6 4

( 3 9 年 度 )

l 9 6 6

( 4 l 年 度 )

l 9 6 5

( 4 Q 年 度 )

l 9 6 '!

( 4 2 年 度 )

l 0 6 3̃ 1 9 6 '!

5 ケ 年 平 均

l 0 6 8

( 4 8 年 度 )

' -j. 5 4 6
5 Q

1 , 5 9 6

3:◆

1,Q '1 6

2 5

:l , l Q 1

2. 3

1 , 5 2 4

7 l

:l,5 9 5

4.6

1. 3 l 't

4 8

1. 3 6 5
a 5

1 , 4 5 1「

5 2

L 5 a 9

a 4

7 6 9

3 3

8 0 2

4. l

3. 0

l ,a

5 l

2 a 5

2 2

l 3

3 5

3 ' Z 1

3 3

l 6

4 9

a a 1r

4 i

l 2

5 9

2 a 3

4 l

1 5

5 6

2 a 8

3 3

1 7

6 0

3 4 . 4

5 Q 4

l 8 2

6 8 8

2 a 5

1,'2 a 7

l 6 2

1 , 3 6 9

l 1. 8

7 l 3

l 3 8

8 5 l

l a 2

1 , 4 4 a

l 6 3

1 , 6 Q 3

l a 2

8 '1l 9

l 5 3

:l,Q 3 2

l 5. a

5 6 1

8 6.

6 4 7

l a 3

8 3 8

3 3 6

1 , l 't 4

2 a 6

1 , 3 6 5

5 9 6

1 , 8 6 1

3 a 4

7 6 6

l 5 4

9 '2 Q

l 0. 7

8 Q 3

3 5 3

1 , l 5 6

3 a 6

8 8 2

3 l 5

1. 1 9 ,r

2 6. 3

3 2 9

8 6

4 1 4.

2 0. 5

2 9 3

l 4

3 Q  l「

4. 6

3. 2 '2 Q
5 0 4

3l, 8 l 4

l :i 6

2 't 3

l Q

2 8 3

a 5

a 't 2

l 8

3 9 Q

4.e

3 Q 2

1 6

3 l 8

:i 0

3 1 9

l 5

3 3 4

4.5

2 1 0

l 5

2 2 6

a 6

a 0 4 3

8 a 6

4,'1 4 9

l ,za

1i 4 Q 8

3 9 ' l l

3, 8 a 5

l a 4

a 9 Q 9

5 9 2

4 , 5 Q 1

l a 2

S 5 7 8

5 5 Q

4 , l 2 8

l 3. 3

1 , 9 0 2

2 3 6

1 l 3 8

l 1. Q

-1 7-
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海 区 別 さ け 事 業 成 積 図
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第5・表 昭和4  3年度海区別さけ事業成積集計表、海 区 項 日 捕 獲 採 卵 成 積

捕 獲 数 字

性 比

率 親 魚

使 用 数

字 親 魚

使 用 率字 合 計

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

標 裳 以 東 海 区

標 装 以 西 海 区

lal oo

li2 8 8

3 a 4 7 7

3 a7 3 6

li0 5 3

l a S 7 2

8,a 4 2

40 , 040

5 , l , S l a

81 5 0 7

3 ら:i6 2

1 1 oa l

ae,,‘:l 7
a5ll 0 5・4

14,5 B 0

4 a7

48'2

45.7

3 a 0

4 1.6

1 ら 3 l 7

. ら 7 l 4

31el,5 ' 09

2 4,a 4, 0

4l, 4 0 5.

0 4.6

ea 4

0'Z5

7 a7

72.a

合 計 l 0  9,695 1 3 1.0 7 0 2 8 ら 6 7 4 4 4.0 aa 7 8 4 a5,.6

第 6 表  昭和4  3年度支場別さけ事業前集計表、海 区 項 日 捕 獲 採 卵 成 l i

捕 獲 数 9・

性 比

字 親 魚

使 用 数

字 親 魚

使 用 率字 な . 計

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

13,B 4 4

8 a 4 7 7

3 917 3 6

S 7 2 7

4,a 3 6

a2 7 5

l S 3 3 4

40,9 4. 0

5,:l,8l a

9l 0 0 1

l6 3 l

a 75‘5

2 a 9 7 a

8.a 4 1 7

8:5,l 0 5 , 4

l ' l l 7 2 a

1 2 , 4 6 7

' l 0 3 0

5・a6

41i,7

3 a7

4 a 2

3aa

4 aa

1 a 1 7 2

38,:i0 9

2 4l,a 4. 9

0,3 0 5

a7 4a

3,2 l l

・ 9 a 5

0'Z5

7 a7

7 2.2

5・6. a

9 ao

合 計 1 0 3, 6 91ll. l 3 :l , 9 7 9 2 3 5,6 7 4 4 4.0 aa 7 9 4 a:i6

-2 2-

ふ 化 放 流 成 積

平 均

採 卵  教

採 卵 数 l
i 実施期間

千粒1

収容卵数

千粒

4 liPl.1 0

l lll,7 0 7

9 2l.3 2 5

'「2,6 6 7

l o , 6 0 5

ふ出尾数

千粒

ふ出率

%

放流尾数

二F:尾
放流期間

'2l, 7 3 0

2.6l l l0

a 4 5 0

2 , 9 2 0

. 2,5 il 0

4 l.a 3 0
l 4,9 8 0

9 4l,35'1

7a5l.4.7

l 1 , 3 6 0

9.1̃ 12 27

a 2 4̃ l 2.10

a:l~ 1.15

a :t~1 2.2 5

8.2-1a S l
3 a 7 a 0

l5,,2 2 3

a 2.4. 9 8

6 :i6 0 5

1a,a 7 5

a 8.5l・

9 1.l

aa 4

9 a 3

a 8.9

3 ' l 5 . 9 0

la.0 6 7

7 Sa 7 a

64,0 5.6

1 4 ,a 4 7

2 . l 5・一6.9

a3-6.25
3.1-a l 5
a1 6-a 4
'2l.25,-5.23

2.6 6 0 2 3:i0 a 6 8. '2 4:、, :L15 2 4 1 , 1 1 4 2 l 5l. 9 7 6 aa 6 2 0 '1l 4 3 a 2 . l 5-6 ' 2 5

ふ 化 放 流 成 積

平 均

採 卵 数

採 卵  数

千粒
実施期間

収容卵数

千粒

3' l1 4.0 9

9 2 , 3 2 5

7 2 , 6 6 7

l el 9 4 3

9, a S 7

1 1 , 9 3 3

ふ出尾数

千粒

ふ出率

%

放流尾数

二F尾
放流期間

a7 0  0

a4 5 0

2.9 2 0

2.6 9 0

S 0 4 0

2'290

3 5,5 , 4 2

9 4l.3 5.l
7'54'「
laO,l.8

9l,3 0‘
'1l 3 3 9

a:t~12l.27

91:l̃ 1 . l 5

a l̃ 12,lil5

a:l̃ 12.10

a 2-12. 9 l
a1 0̃ 12. 90

3 2.9 1 3

1i 2.4 9 3

6 1i6 0 5

1 5 l 4 a 4

9l a 4 l

10,6 4.0

a8.0

8a 4.

9 as

9:L4 .

aa 9

aa2

3 2 , 0 4 9

7 8,& 7 8

6 4 , 0 5 6

1S,o.4 S

a5l・S 7

l 0 l S 7 51

a 5.-5.3 1
al-a 1 5 .
a1 6-a 4.
a'5・一 a 2 5
a1 2-4.2 9
2.2 5-5-2 3

2 ,650 'al 31i,0 a8 a2 4f- 1u5 2 4 1 , l l 4 . 2 1 5l 8 7 6 aa 6 2 0 1 4 3 a i l S-a 2 0

-2 S-



第 7 表  昭 和 4  3年度海区水系別陸親魚捕獲採卵成積表

海

区

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親

水 系 採 卵 場
字尾 6 尾 計 尾 字尾 合 尾

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

常 昌

佐 昌 間 別

湧 別

港 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

幌 別

屯 別

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

網 走

常 昌

佐 昌 間 別

湧 別

清 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北 見 幌 別

屯 別

岩尾別

斜 里

藤 琴

網 走

北 見

/ /

湧 別

清 滑

/ /

幌 内

徳志別

歌 登

屯 別

2 l 7

'2, l a 9

1 1 a

a 5・2 4 .
a 9 o ・

45・

2,a 3 5・

3 a 9

7 3

3 6 4

7 6 0

1 , 6 3 l

1 5・:i

2 48.

2 , 0 6 7

a1

5l, 3 3 5・ -

9 0 i 、

2a

a 7 5 3
5・6 a

2 5・

3 2 4

4 6 9

2.3 9 2 .

1 7 7

465・

4,2:i.6

l 9 9

1 1 ,1i 5・9

1 ,79:i.

7 3

a li. 81 a
9 1il .7

9 a

6 aa

1 , 2 2 9

4 , 0 2 3

3 3 2

2 l 6

2. l 3 ・i.
1 l 3

61 4 1 1

8 1 '2

4 3

2 , 6 3 9

3 7 2

7 3

3 :i.a

6 1 6

1,395・

1 3 4

9 6

1, 1i. 6 3

4 2

2,4 a 7

3 l 7

2 l

9 1 7

1 1i 7

2 1i

l :il

1 9 4

3 9 0

6 4

オ

il-、
l

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度 1 6,1 9 0 16, 3 7 2 3 ai 6 2 1 5l 3 1 7 lll, 4 2 4

前 年 度 '2 8l 4 6 2 1,9, 4 2 5・ 4 l a a 7 2 l 7 l 2 l 1 , 0  5・9

天 塩

//

,l'、

石 狩

/ /

/ /

/ /

朱 太

利 別

厚 沢 別

天 塩

中 川

小 計

石 狩

西 越

音 江

小 計

朱 太

利 別

厚 沢 部

天 塩

中 川

千 歳

f'

音 江

尻 別

利 別

厚沢部

L a i 3 '

4 ,32 a

e,l a l

3 3:i

1 , 0 4 4

2 7 2

1,65・l ・

l 6

2 5・6

l 3 5・

2,'2 5・ 0'

a 7 1 3
5l , 9 6 3

6 6 2

1 , 2 0 3

4 l 2

a2 7 7 、
3 0

l a 7

3 a 5,

4 , lOS

a 0 4 l
l 2 , 1 4 4

9 9 7

2 , 2 4 7

. 6 a 4

S 9 2 a

4 6

4 4 3 .

5,20

35‘.2

3,aoa

4 , l 6 0

3 2

9 0 4

2 l 6

1 , 1 li2

l 5 .

2 5・6

l 3 1

1 3

a 1 2

a 2 5・

4 6 4

5.2

5 , l 6

5・

l 7 4

7 l

日

本

海

区

海 区 計
本 年 度 & 2 3 9 M i 2 l・ll o a l 5l, 7 l 4 1,:i9 l  .

前 年 度 5l, 7 9 a a 5L0 3 1 2 , 2 9. 9 5l, l a 4 2 , 1 9 7

羅 自1 羅 IE1 羅 臼 1 , 9 6 0 :L,:i. l ' l a5 0 7 l,7 7 6 1.5・2 l

-2 4-

,
a 数一一一一

計 尾
1

3 l 2

a 6 9 a
l 5l.:i.

aa 9 a

1 , l 2 9

6 4

3,55・.6

:1l 2 9

9 a

:i 0 9

a l o

1,7 a 5・

l 9 a

採 卵 数 1 增 減 卵 数
千粒 j △ 千粒

仮収容卵数

'-1l'粒
字親魚
使用率
%

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日

5・22

5l a 0 0

2 aa

l a 0 4 2
2 , 1 2 9

1 0 9

e, 2 a l

1,0 a 3

1 a7

1 , 1 0 l

:l,7 l 3

4,1a 4

4 0 0

簡 1 , 6 5L.0

淘 6 a 3

翻 4 li1

轉 2 0 2

樹 4 2 9

2.1 7 2

6L, 4 a 3

2 aa

1 a 4 9 3
2 , 3 3 l

5L 3 a

6,2 a1

1,0 a 3

1 a 7

:し101

: l , 7 l S

4,1a 4

4 0 0

9 a 5.

9 ' Z 5・

9 5,a

9 8.S
9:L2

9 5.6

9 a1

9 1i6

1 0 0

0 8,4.

a1. l

a 5. 5,

81a5

2.4 2 0
2 , 7 2 0

2.5,.5,0
2,a l 0

2 , 6 2 0

'2l, 5・3 0

2.3 a 0
'2, 9 l 0

1ll5・6 0

soao

2,7 a 0

3.0 0 0
2 , 9 9 0

l a 2 :L̃ l 2.2 0

a:l 2、 , 1 2 . 2 l

a1 1̃ 12し21

a l ̃ l 2 . 2 6

9 :l 2、 , 1 2.1 4.

lCl12 ̃ l 2 . 15,

911 ̃ l21.2 6

a l 1̃ 1 2 . 2 7

l : L 2 「̃ 1 2.2 0

a l ̃ l 2 . 1 0

a l ̃ l 1 . l o

a 5・ ̃ 1 1 . 1 0

a 1 0一一 1 1.3 0

2:l.7 4 1 41,a 3 9 間 3, 4 1 5・ 4 5l, 25 .4 9 4.6 2 , 7 3 0 a1 ̃ 1 2 . 2 7

38,7 7 1 7 3.7 0 9 御 31 l l 7 76,a 2 6 9 'Z4 2 , 6 6 0 a l ̃  1.l o

3 6 1i.

4 , 620

4,9 a 5・

3 2

1 ,36 a

2681

1,66 a

2 0

4 3 0

2 0 2

a 6 l

9,7 a 5・

l 0 1 6 4 6

a 3

2.:i.7 a
:i. l l

3, l 7 2

3 2

7 7 5・

35・5・

a 6 l

9,7 a 5・

1 ( ) l 6 4 6

8 3

2l,5, 5L.6

5 l 1

3,1:i 0

3 2

7 7 5・

3 1il. 5,.

1ao

a 8'0

6 '11 S

a 6

aa 5.

7 a 4

6 9. a

93.a

l 0 0

9 ' Z 0

2.4 1i.0
2l,5・7 0

2.:i.6 0
2l,5し. 9 0

2,a 5,.0

i.3 7 0
11l.7 :i.0
2 , 1 3 0

a 0 3 0
2,7 l 0

a l ; l̃ 1 1.9

a l ̃ 1 2.l 0
a l ̃ l 2 . l 0

a l ̃ l ol l a

a 1i. ̃ la1 o

1i2 4、, l a 2 0

8 , 24一一1a l 0
l O L l ̃ l : L 3 0
a 2 0̃ l l.2 3

a 2:l̃ l : L 2 0

△ ( 供 試 )  2 2

△ ( 供 試 )  2 2

'11 3 0 5・ l 4 , 9 a 0 △ ( 供 試 ) 2 2 l 4 , 9 5・a 6 a 4 2 , 6 2 0 8.2 4~1 a l 0
1 3 a1
、
a 2 9 7

l 5l, 2 0 1

4,7 a 6
△ . (供試 )  7 a

悔 l 3・
1 5l l 2 3 8 a4 2 , 9 3 0 8.2 l̃ l 2 . l 9

l ( ) l:ĩ l a2 64 , 9 2 3 9 ( 1 l l 2 , 6 9 0

-25,-



海

区
水 系 採 卵 場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親

字 尾 谷 尾 計 ,,j f 1'毛 谷 

尾

植 別

元崎 無 異

崎 無 異

意 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 賀

穗 香

植 別

元 崎 無 異

崎 無 異

意 別

古 多 様

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 連

別 当 賀

穗 香

意 別

/ /

/ /

/

/ /

伊 茶 仁

/ /

根 室

計根別

/ /

/ /

虹 別

浜 中

/ /

厚 床

/ /

9 4

2 S

3 7 7

1 , 1 0 2

1 0

3 2 9

ao,,

2.l 7 0 ・

3. 2 0 9
. 3 3 3

6 1 9

2 4 , 6 9 6

2 6

5L.1 4

9 a 6

9

lil

1'2

1 8 9

4 6 0

7

l ,.a
1 , 3 9 2

1.6 9 a ・
2,5.9 6

265 ,

4 4 5.

3 a 6 5 7 、
2 1i

4 5L 0

9 3 6

2 4

17 ' '

3 5

58‘'l

1,li 6 2

l 7

4 a li.

4 , 4 0 3

3.a 7 7
5l a 0:i

:i O a

1 , 0 6 4

e 1 , 3 5 3

1il

9 6 4

1 , 9 2 2

3 3

lll1

'23

3 4 1

1 , 1 0 2

9

825‘

2、9 6 6

2,1 4 5

1i.1 9 9
3 3 3

6 1 9

2 4 , l 7 l

'2 0

4 3 3

9 4 7

0

4 1

1 0

1 2 l

3 a1

6

l 1 7

l , l 4:i.

9 7 0

1.7 6 6
2 2 9

2 9 9

'l,a li 7

1 4

1 9 4

7 a 0
11i・

根

室

海

区

l
海 区 計

本 年 度 3a. 4.7 7 4e, 9 4 0 8 6. 4 l 7 3 8l 5L 0 9 1 11:l,4 1i 6
3 a, 1 6 2前 年 度 aa 3 4 7 7 6l, 2 6 a 1 6 2 , 6 1 1i a 2 , 9 3 5

別寒辺牛

釧 路

阿 寒

茶 路

十 勝

/ /

/ /

/ /

/ /

'

歴 角

広 尾

摸 留

厚 岸

釧 路

阿 寒

l茶 路

千 代 田

打 内

利 別

甚 別

東 3 3 号

小 計

歴 ll'll
広 尾

猿 程

太 田

釧 路

阿 寒

8 居

十 勝

/ /

基, 別

/ /

札 内

大 樹

/ /

/ /

a 9 3

l l ,:i:i 3

3 S 5

a 2

4,a 0 7

1 ら 7 a :i.

l
:l , 2 2 1

1 ,66:i

2014 a '2
3 6 3

4 4

2 4

5,5,6

l 4 , 7 6 2

4 8 2

l 9 7

5, 6 3 2

2 4 , 6 7 3

8

l , 1l l 6 7

2,236

3 4 , l 1 7

9:i 0

2 4 a

6

1 , 4 4 0

26,2 7 o

a 1 7

2 7 9

l 0 l 4 8 8

3 1 4 :ia

1 3

'2,7 aa

3.9 0 1
5 4 , 5 9 9

1 , 3 1 3

2 9 2

3 0

a 2 9

9,95 ,8

2 9 1

6 7

4 , 1 6 6

6, a 0 0

1 , 1 7 2

1 , 3 1 7

l a 4 6 4
1 a 8

'2 a

2 8

3814

3,, 9 9 0

7 0

3 0

1 , 0 3 7

2 4 5 ・.

6 a 9

0

l , 9 7 1

1 0 l

1 7

6

襟

裳

以

東

海

区

-2 6-

,
魚 数
1_

1 S 2

8 3

4 6 2

:l,4 a S

l 5

4 4 2

4 , l l l

3. l 1 5 ,
4,96:i

5 ,62

g l a

3a, 0 5a

3 4.

6 2 7

1 , 7 2 7

l 4

採 卵 数

千粒

增 減 卵 数

△ 千粒

陶 l 7

仮収容卵数

千粒

字親魚
使用率
%

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日

2 1 7

1i3

a 0 6

a 5, 4 5.

l a

a 3 0

'1l 5l 3 7

5l,:i 5 0

'Z:i 9 0

7 a 7

1,5,.2 2

li't0 6 3

li:i

:l , 2 8 0

らa '2 6

2 7

2 3 4

5 3

a 0 6

2,5 4 :i

1 a

a 3 0

91773

5l,:i:i0

'1l :;9 9

7 a 7

1,:i.2 2

:i'i 9 6 3

55 ,

l , 2 3 0

2l, a '2 6

2 7

9 6,a

l 0 0

9(11:i

l 0 0

9 ao

9 aa

98.:i

9 &.4.

9 a7

l 0 0

l 0 0

9 ' Z 9

7 a9

a 4.2

9 e.o

1 0 0

2,3 a 0

2 , 30  0

2,3 6 0

2 , 3 l 0

2,0 0 0

2l.:i:i0
l 5 4 0

2、:i 9 0

'2,3 a 0

2 , 3 6 0

a4 e o
2,40 0

'2, 7 1il 0

2.a 4 0
a,9 ao

aooo

a1 1̃ l 2.2 0
a 2 :t̃ l 2.2 0
a1 5‘l-1 21,2 0
a 2 ,t- l 2.2 0
a 25,- l 2.t 6
a l l̃ la1l,6
a l 1̃ l 2.2 0

a l̃ l 2.2 0

a l̃ 1a2 o

a l 0̃ l 2. l 0

a l 1̃ l 2. l 0

a 1:、, 1.l 5 ,

a l 0̃ l 1. B

a l̃ 1 1. 4

a l̃ 1 1.2 0

9,2 0̃ l 1.3 0

問 2.2 S 6

:iS 9 9 :i 0 4 , 8 lil l陶 2.3 9 0 9e,l 7 4 l 9'Z:i. ら4 :i.0 a l̃ . 1.l 5.
l l l6, 0 9 7 2 00,l 0 2 0 傅 a 4 7 7 2 0 9 1 8 9 7 9 6.0 a.4 9 0 a l̃  1.2a
1 , 2 1 3

1 3.0 4 0
8 6 l

9 7

1i2 0 S

'11 0:i.4.

1,a 6 l

1 , 3 l 7

1 5l,4 . 3 5.

2 a 9

4 5L

2 9

a.8 7 9
. 2 1 5aa

a 6 ,a

l 0 2

1 1,a li

2 l , 0 0 l

a,2S. 0

3.a 8 6
40 l a 3 1

:i5 7

6 a

7 3

2 , 3 7 0

2 1:ia 5し

a 6 2

l 0 2

l 1 ,a l 4

2 1 , 9 0 1

a 2:i 0

S,a 6 6

4 aa 8 l
5 6 2

l aa

7 8

9 2.a

8a5.

aa 8

a1.7

aa,l

:ia 8

oao

7 al

65 '7

5 :l.a

6 3.6

8 lia

2'8170

2 , 7 7 0

2 , 060

aa 7 o
'2l.a 4 0
a2 2 0

2.7 7 0
2.0 4 0
a 0 3 0
1l l.0 6 0
a 4 3 0
a l 7 0

a l l̃ l:u l

a 1 l l 6̃ '2l.1
a li、・ l 1,1 4

a 2:l~11.1 4

a 1̃ 1 2.1 0
a l 0̃ l t 2 0

a,l̃ l a,a o
a l 4l- l 1.2 0
a l 0̃ l 0 l 2 l

a :t̃ l 2. l 0

a '2l-l a2 8
1a 3-,・, l 1.3 0
a 24・一 l 2 . 2 5

田 :i

問 1 l 7

-2 7-



海

区
水 系 採 卵 場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 類

字 合 計 字 6

海 区 計
本 年 度

前 年 度

33、7 3 6

l 4 0 , 7 :il 6

:i 1 , 3 l &

2 li.7 4 3
a 5l 0 5 4

3il3 , 4 9 9

24 ,a 4 9

79,:i0 S

a 5 6 0
2 1 , 9 2 3

仁 雁 別

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

沙 流

語 川

勇 払

白 老

数 生

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

有 川

茂 辺 地

a 川
知 内

仁 雁 別

幌 別

元 浦  河

三 石

静 内

新 冠

富 川

期 川

勇 払

自 老

敷 生

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

有 川

茂 辺 地

t 川
知 内

静 内

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

l'

千 歳

fy

白 老

9lt 生

/ /

八 雲

/ /

//

知 内

、 / /

/ /

/

7

4 0

3 7

3 4

t 6 2 6

1 l 0

2 9 1

2 9 3

51.2 9

95,

0 3

3 0

l 9

4 9 2

7 7

2 5,

al:i9
4 4

:i.2

6

a 9

1 0 6

4 9

3 , 0 4 9 、

a 6

S 6 a

4 3 7

6 l 6

2 4 l

2 5 7

5,0

3 l

3 4 0

a 6

2 0

2l,:i a 6

3 3

3 9

1 3

l 2 9

l 4 3

8 3

4,675,.

l 9 6

6 :il 9

7 3 0

1 , l 4 5.

3 3 6

3 5 0

ao

5L.0

a 4 l

l 6 3

5 4

4,74 a

7 7

9 l

7

3 4

l a

3 0

a l 5

a 9

9 4

7 2

2 7 7

6 l

9 l

a

l li.

4 aa

6 l

a

a l 4 3
4 2

5 2

4

2 7

l &

l 7

4 2 6

1i a

61:l,

2 2

l l 0

3 4

:i3

5,

a

l 5.9

4 8

4.

1 , l 0 2

l l l l

l 7

襟

裳

以

西

海

区

海 区 計
本 年 度 6l 0 53 8,:i0 7 l 4 , 5 6 0 4,40:i. 2,1 9 a

前 年 度 8,0 2 l '111i.:i6 l 5l 5 , 7 7 6l 9 0  0 ao1o

合 a 本 年 度
l 0  3.6l l l:i l 3 1 , 9 7 9 2 3 5,,6 7 4. a 8l 7 0 4 . 3 ら 2 6 a

前 年 度 2 6 9 l 3 a 2 3 2 2 , 4 8 5 :i91,a 7 7 2 0a2 3 4 7 1 , 3 5・l

-,aa-

1 ・

数

計計

採 卵 数

千粒

増 減 卵 数

△ 千粒

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日
仮収容卵数

千粒

字親魚
使用率
%

3 1 , 4 1 a

l 0 1 , 4 2 6

72 , 5 , 4 7

2 2 5 , 2 6 l

簡 1 2 2

陶 6 2 1

7 2.6 6 9
2 258 a 2

7 a7

5a5

2 , 9 2 0

2,a 3 0

a 1̃ 1a 2 5

a 1̃ l 2 . 2 0

1 l

6 l

3 6

4 7

l.2 4 l
l 4 7

1.i9
9 4

3 a 7

9 5L

l 4 4

1 3

2 3

6 4 7

l 0 8

l l l l

3,2 4 5

6 a

6 9

'21

ao

3 5

9 3

2.7 4 l
2 9 l

2 9 4

2 3 0

0 4 5,

l 6 2

2 7 6

1a

2 a

1 , 4 7 6

1 6 5

2 3

4 ,264

7 l

l ! i 0

悔 3 9 2

間 1 6 3

4 l 3

ao

l 9 9 1

9 3

'il.7 4 l
2 9 l

2 9 4

2 3 9

9 4:i

1 6 1ll

2 7 6

l 5.

aa

1 , 4 7 6

l 6 5

'2 0 l

4,2 6 l

7 l

l 5.0

1 0 0

a 5.0
4 a6

aa2

5 ( 1 l l

aa 9

32.3

2 4.6

5'2.3

6 4.2

9'Z li

,a a7

7 a9

9 a ,a

7 a 2

3 2.0

9 a 3

85'5

l 0 0

3, 0 0 0

'2,350

1 , 8 4 0

3: l 0 0

3.3 6 0
S.2 7 0
S , l 3 0

3,3 2 0

a 4 l 0
2 , 6 6 0

3l, 0 3 0

:i.aao
1,li7 0

3,0 :a 0

2,70 0

'2,a 8 0

1 , 0 0 0

:し89 0

2,a ao

a 2 0̃ 1 i 2 5 ,

a 3 0~ l '2.l 0

a 3 0̃ l 2. l 0

l a -1 2.1 0
8''Ml1-12 . ' l 0
a l 5~1l il.1 0
a 9̃ l l .1 a

a11l 4 l '- 1 1.1 5.
a 8,-- l :l.ao
a l 1̃ 12:.3 l

f 2 い 1 2.3 l
a l l̃ l 1_ a 5
a1 0̃ 1:l. . 3

ali,̃ 1as o

a 1ll 0̃ :i 'il.'a 0

a 211̃ l 2.2 0

1a 1̃ 1a8 o

l o, l õ l aa o
l a : l 3--1 2.'a 0

開 1 7 a

61 6 0 3 1 l , 3 6 0 鴨 7 3 S l 2 , M 2 7 ,a.a 2,Sla 0 8,'2 4~ la3 l
ao l o 1 l a 6 0 { 要r m、 9 2 g l a 7'a 6 a ao a,:i9 0 a l̃ 1 2 . 2 a

1 1l l 1 , 0 6 2 2 3 i O a6 2 4 ;L7 12 4 a 5'6 1il.61l0 a 2- 1.1 5.
273,5,.a: l i 8 8, 0 5 1 {要( 構 )u1; :i 40,0 l 4 7 5 , l らe 7 0 a2 l̃ l.a i

- li 0-



第 8 表  支場 ・事業場別陸親魚捕獲採卵成績表

支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

字 尾 合 尾 計 尾 ♀ ・ 1 3 1 善- -,尾 1 .ii 1 計 t

北

見

支

場

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

北 見

湧 別

清 精

幌 内

2 ;1 7

2,1 . 8 9

1 1 8

6,5 2 4

9 3 5

2 , 8 3 5

4 6 2

3 6 4

2 4 8

2 , 0 6 7

8 1

5l 3 3 5

9 3 3

3 , 7 5 3

5 9 3

3 2 4

4 6 5

4 , 2 5 6

1 9 9

1 1. 8 5 9
1 , 8 6 8

a 5 8 8

1 , 0 5 5

6 8 8

2 1 6

2,1 3 5

1 1 3

」el, 4 1 1

8 5 5

2 , 6 3 9

4 4 5

3 5 8

11l 6

1. o 6 3

4 2

2 , 4 8 7

3 3 8

9 1 7

1 8 2

1 5 1 .

: i l - 2

3 , 6 9 8

1 5 5

a 3 9 8
1. ] 9 3

a 5 5 6

6 2 7

5 0 9

計
本 年 度 1 .a 6 4 4 11i.3 3 4 2a 9 7 8 13: 1 7 2 5l 7 7 6 1.8l, 9 4 8

前 年 度 2 '1l 3 7 6 1 .l 1 .7 7 4 4 , 5 5 3 20,6 4 8 1 (11739 3't 3 8 7

羅 臼

意 別

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

1 , 9 6 0

1 , 6 0 6

3 , 3 4 0

').1 7 9

4 , 1 6 1.

2 4 , 6 9 6

5 4 0

9 9 5

1.5 4 7

7 4 9

1.5 4 8

1 , 6 9 8

a,3 0 6

36,6 5 7

4 7 5

9 6 0

31 5 0 7

2.3 5 5
4 , 8 8 8

3 , 8 7 7

1 4 6 7

6 1 , 3 5 3

1,01 5

1 , 9 5 5

1.7 7 6

1.5 6 6

11 2 9 1

2 , ] 4 5

4 , 1 51

24,1 . 7 1 .

4 5 3

9 5 6

1.5 2;l .
5 5 9

1. 2 6 2
9 7 0

2 , 2 9 4

l 8 8 7

2 0 8

7 8 5

a 2 9 7
2 , 1 2 5

4 , 5 5 3

a1 1 5

a 4 4 5
3 2 , 0 5 8

6 61.

1 , 7 4 1、

根

室

支

場

計
本 年 度 31ll, 4 7 7 4 6 , 9 4 0 86, 41.7 3 8 , 5 0 9 1 5 , 4 8 6 5 3 , 9 9 5

前 年 度 8a 3 4 7 7 a 2 6 8 1 .6 2 , 6 1 5 8 2 , 9 3 5 33,1 .6 2 1 .1 .6l. 0 9 7

十

勝

支

場

-;1l,:. 田
釧 路

阿 寒

鶴 居

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

8 9 3

1 .1,51 .3

3 3 5

8 2

1 .1 5 9 2

1 , 2 2 5

l. 6 6 5

4 3 1 .

5 5 6

1 4 , 7 6 2

4 8 2

1 9 7

3 0 l 3 0 5

1 , 5 7 6

2 , 2 3 6

1 , 2 0 4

1 , 4 4 9

2 6 , 2 7 5

8:l .7

・ 2 7 9

4 l 8 9 7

2 , 8 0 1,

S 9 0 1.

:L6 3 5

8 2 9

'a,9 5 9

2 9:l .

6 7

1 .0 l 9 7 5

1,1. 7 2

1,31 ,7

2 3 9

3 8 4

3 , 9 9 0

7 0

3 0

1 , 2 8 2

6 8 9

0

1 .2 4

1 , 213

1 a 9 4 9

3 6 ;l

o 7

1 2 , 2 5 7

1.8 6 1、

1 , 3 1 7

3 6 3

計
本 年 度 3 a 7 S 6 5 1 , 3 1 .8 8 5 l 0 5 4 2 4 , 8 4 9 6 , 5 6 9 31 ,41.8

前 年 度 1 4 ( 1 l 7 5 6 21.2,7 4 3 3 5 a1 4 9 g 7 9 1 5 0 3 2 l , 9 2 3 1 .0 l.4 2 6

-3 0-

,
採 卵 数

千粒

増 減 卵 数

△ 千粒

仮 収 容 卵 数

千粒

字 親 魚

使用率 %

平均採卵 .

数 粒 .

実 施 期 間

月日̃月日
5 2 2

5 , 8 0  0

2 8 8

1 8 , 0 4 2

2.2 3 8
6,, 2 8 1

1 , 2 7 0

1.1 0 1

1liia 1 , 6 5 0

淘 6 8 3

悔 4 5 1

簡 6 3 1

2,1、7 2

1l1,4 8 3

2 8 8

1 8, 4 9 3

2、869

6,,2 8 1、

1 , 2 7 0

1 , 1 0 1、

9 9.5

9 ' Z 5

95 ,8

9 8.3

9 1.4

9 a 1.

9 6. 3

9 8.4

').4 2 0
2.7 2 0

'2.5 5 0

2.8 1.0
2.6 1 .8

2.3 8 0

2 , 8 5 0

a0 8 0

1 .a 2 1- 1 2 . 2 0
a1. 2̃ 1 . '2.21.

9L1 .1~1 .2. '2 1.

a lf-1 .a2 6
a 1 .2-- 1 .2.1 .5
0 lf- 1 .2.26
a 1 .1・1- l a2 7
a l -1 .2.1 . 0

3 5 , 5 4 2 問 a 4 1 .5 3 8, 9 5 7 9 a 5 ').7 0  0 a le- 1 2 . 2 7
7 0 , 4 7 8 向 a1 . 1 7 7 a 5 9 5 9 ' Z 3 2.6 4 0 a 1.-, 1.1. o
4 , 7 8 6

a6 3 9

9 l 3 6 7

5l , 5 5 0

9 , 9 0 8

5 ' Z 9 6 S

1 , 2 8 5

2 , 8 5 3

陶 1 .3 7

陶 1 .7

翻 1l.2 3 6

4 9 2 3

3 , 6 5 6

1 . 0 1 6 0 3

5l, 5 5 0

0 , 9 0 8

5 1 9 6 3

1.2 8 5

2.8 5 3

9 a 1.

9 ' Z 5

9 a 5

80L3

9 8.4
9 'Z.g

8 a 9

9 6.1.

2.6 9 0

'2l,3 2 0

2.5 4 0

2 . 5 9 0

1ll.3 9 0
2.4 0 0

2 , 8 4 0

2.9 8 0

i.01 ? 1 . 2.2 6

a 1 . :l・1、, 1 .2.2 0

a 1 .1̃ 1 2.2 0
a 1~1 2.2 0

a 1~1 2 . 2 0

a 1~ 1 . 1 5

a 1~1 .1. 6
a 1~1 1.3 0

9 4 , 3 5 1、 悔 2 , 3 9 0 9e, 7 4 1 9 'Z 5 e'.4 5 0

2 , 4 9 0

a 1~ 1.1 . 5
2 0 a 9 2 0 間 2.4 7 7 2 0 a 3 9 7 9 ao a 1~ 1_2 5
2 , 3 7 9

2 1 5 8 5

8 6 2

1.9 2

3 a 7 1 .5
3.2 5 0
a 8 6 6
6 9 8

2.3 7 9

'2 1 5 8 5

8 6 2

1 .9 2

3 3.7 1 .5
9 l 2 5 0

3 , 8 6 6

8 '2 0

92.8

8 a5

8 a 9

8 ;L7

6 2.4

9 5.7

7 a 1 .

5 a5

a8 7 0

'2.7 7 0
2l.9 6 0
2 . 8 7 0

S.0 7 0
a7 7 0

2 , 8 4 0

2 ' 9 2 0

g.1 :1''、'1 .1.11

a 1 1~1 2.1 .6
a 1 . ;l・1-1 .1.1 .4
a 2 1_ 1 .1.1 .4
a 1~1 .a1 .o
a1.1~1 .:L29

a 1 .õ 1 .a 21 .

a 2 2 1̃ .2.2 5簡 1 .2 2

7 2 , 5 4 7

2 2 5l2 6 1 .

轉 1 .2 2 7 2'6 6 9 7 3.7 11l.9 2 0 a 1̃1 .2 . 2 5
問 6 2 1. 2 2 5l 8 8 2 5 li5 2.8 3 0 a 1̃1 .2.2 0-3 1 .-



補 獲 数 使 用 親 魚 数
支場 事 業 場

字 尾 合 尾 計 尾 ♀ 尾 0 尾 計 尾

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 登

屯 別

天 塩

中 川

7 6 0

:l , 6 3 1 .

1 . 5 5

1.8 5 3

4 , 3 2 8

4 6 9

2.3 9 2

1 7 7

a2 5 0

i '7 1 3

1.2 2 9

4 , 0 2 3

3 3 2

4,1 0 3

8l 0 4 1 .

6 1 .6

1 , 3 9 5

1 .3 4

3 5 2

a8 0 8

1 9 4

3 9 0

6 4

1 .3

8 1 .2

81 0

1 , 7 8 5

1 9 8

3 6 5

4 , 6 2 0

本 年 度 87 2 7 a o o 1.

5,i 3 0 5

1 1 7 2 8 6,3 0 5 l. 4 7 3 1 7 7 8
計
前 年 度 a 2 5 3 9 l 5 5 8 ‘).9 9 9 8 4 7 3 , 8 4 6

千

歳

支

場

千 歳

音 江

静 内

白 老

般 生

2.2 0 1 .

')7 2

a1 .4 5

9 5

1 .2 3

a 0 1 .8

41 ' 2

a 7 5 S

2 4:l ,

3 0 7

5l 1 1 9

6 8 4

5 , 8 9 8

3 3 6

4 3 0

l.2 8 5

2 1 .6

; L 0 8 7

6 1 .

9 9

5 9 6

5 2

6 1 .5

3 4

5 8

;L8 8 1、

2 6 8

1.7 0 2

9 5

1 5 7

計
本 年 度 4 , 8 3 6

5.5 7 6

l 6 3 1 .

ao 1.o

1 2.4 6 7

1 1.5 0 5

2.7 4 8 1.3 5 5 4 , 1 0 3

前 年  度 4,1 .8 3 1 , 4 3 8 5l , 6 2:l .

渡

島

支

場

八 雲

知 内

尻 別

利 別

厚 沢 別

5 8 8

2 , 2 8 0

1 .6

'2, 5 6

1 .3 5

4 6 6

a6 8 7

3 0

1 . 8 7

3 8 5

l , 0 5 4

4 , 9 6 7

4 6

4 4 3

5 2 0

5 6 4

2、245

1 5

2 5 6

1 3:l .

2 1 .5

1.1 4 4

5

1 7 4

7 1 .

7 7 9

3、3 8 9

2 0

4 3 0

2 0 2

本 年 度 3 : 2 7 5 3 , 7 5 5 1 0 3 0 3,2 l 1 1,eo 9 4 , 8 2 0
計
前 年 度 a 0 7 4

1 0 31 6 9 5

4 , 9 8 3

1 S L 9 7 9

1 .1.0 5 7 5, 9 6 6

8 e,,7 9 4

. 3 ' 2 4'lll 9l.2 0 8

本 年 度 2 3 5l, 6 7 4 S 2 , 2 6 8 l 2 1 , 0 6 ' 2
合計
前 年 度 2 6 9 1 3 8 2 3 2 2. 4 9 5 5 9 1 , 8 7 7 2 0  2 , 2 3 4 7 1 , 3 5 :l . 2 7 3 , 5 8 5
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行 数
千粒

増 減 卵 数

△ 千粒

仮 収 容 卵 数

千粒

字 親 魚

使用率%

平均採卵数

粒

実 施  期 間

月日̃月日
1.7 1 3

4,1 8 4

4 0 0

8 6 1 .

9.7 8 5

1.7 1 .3

4,1.8 4

4 0 0

8 6 1、

1l l.7 8 5

8 1.1 .

8 5'5

8 l i 5

1.ao

8 a8

2.7 8 0

a.ooo

a9 9 o

2.4 5 0

2.5 7 0

a1 . ̃1 i.1. 0

a 5 ̃ 1 .1.:l .0

a1 . 0̃ 1 .1.3 0

a1 .1~1 . :L 0

a l・'- 1 '2l.1.0
16l.9 4 3 16l, 9 4 3 7 2 . 2

9 ').2

a6 9 0

2、770

a 1・,-, 1 a1 .o
a 1 ',- 1 .2. 68l, 3 1 7 9 l31 .7

3 , 8 4 5

5 1 1

3 , 5 5 5

1 . 6 2

. 2 9 1 .

△ ( lll試) 2 2

御 5 5 5

3 , 8 2 3

5 1 1 .

4.1 1 0

1 . 6 '2

2 9 1、

5 8.4
7 a 4

5(1l 7

6 4.2

80L5

2l.9 9 0

2.3 6 0

a 2 7 0

'lll.6 6 0

'2,9 4 0

a2 4~1a1. 0
a 2 ,t、, 1 a 2 0

a 0-- 1 2.2 0
a1 . :l・・一 1 a 3 1
a1 . :l・1- 1 2.3 1

81 3 6 4 △ (iie式) 2 2
出 5 5 5

a 8 9 7 5 6.8 a 0 4 0 a 2 4-- 1 2.3 1 .
1 2.5 9 8 牌 8 6 6

△ ( .住l試) 7 8
1 3.3 8 6 75,0 3.0 2 0 8'21・一1 .2 .25

1,66lll

4 ,50 le

3 2

7 7 5

3 5 5

1 , 6 6 9

4 , 6 8 6

3 2

7 7 5

3 5 5

9 5.9
98'5

9 a8

1 .0 0

9 ' Z0

a9 6 0

2.0 1 .0

2.1 3 0

3.0 3 0

2.7 1 .0

a1.õ 1 .a3 o

a 2 1~ 1 2.3 0

1 . l11 1 :L~1 . 1_ 3 0
a 2 0̃ 1 l.2 3

a 2 1~ 1 L 2 0

傅 1 7 8

l S 3 0 簡 1 .7 8 l 5 1 .7 9 a.o 2.2 9 0 a 1 . 0̃ 1'、.3 0
1 5l, 3 7 7 要構 )  6 g 1.5,, 4 3 7 9 a.2 2.5 8 0 a ;l - 1 .2. 2 8
'l1.3 5l, 0 8 6
5 3 8l 9 5 1 .

悔 a 6 11l 0△ ( 職 )  - 2 ')4 l.7 2 4 8 5,'6 2.6 5 0 8,2 4~ 1 . 15
要構1 '' さi. 546, 0 1 . 4 75'1、 a6 7 0 a.2 1̃ 1_'25
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3 さけ種卵の移殖

本年度はさけ親魚捕獲採卵成' i,最近にない不振のため、さけ種卵の移殖は、主とし'て「さけ ・ ま

す增殖事業推進整備計国に基づし,,,て資源不振地域への移殖にとどめた。

さけ発眼卵の移殖 .

:L 道内移殖

供 給 地 移 殖
年 月 日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

支場名
事 業
場 名

支場名
事 業
場 名 移le卵数
つ
:1,548

移 殖 前
死 卵 数

移 殖
実 卵 数 死卵率

摘 要

北 見 網 走

計

4 4. 1.2 1ll 千 歳

渡 島

/ /

千 歳

八 雲

知 内

2辞

2 2 2

,,3i證Z
1.3 2 6

%

根 室 虹 別

/ /

計

4 a1、a2 4

4 3.1 .a2 5

a 5 3 6

8 8 0

4,41 .6

3 3 4

7 3

4 0 7

3.2 0 2
8 0 7

4 , 009

合 計 5. 9 6 4 6 2 9 5l 3 3 5

2. 道外移殖

供 給 地
移 殖
年 月 日

受 給 地
移 殖 卵  の 内 訳

摘 要

支場名 事 業
場 名

解 卵 数 移 殖 前 1 移  殖 : .
死 卵 数 j 実 卵 数 l 死卵率

千 歳 千 歳

/

44. 1.2 3

44. 1.2 5

茨城県鬼怒川
ふイ開

富山果神通川
ふイ開

千粒
1 1 .7

4 6 7

千粒
1.7

6 7

千粒
1 .0 0

4 0 0

%

1 網走事業
r基基'・

合 計 5 8 4 8 4 5 0 0
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4 さけふ化放流成積概要

本年度はi采911l数 2 3 5 , f、 8 6 ':「一粒のうち試験卵48千拉を供出し、寄贈海産卵 e,. 6 6 0 千 粒 を

受入れ、仮収容卵数 2 4 l・ 6 9 S 千 拉 l;1)中から管外に , 8 4千粒を移出し、収容卵数 - 4 1 , 1 1 4
千拉を5 4事業場(このうち民「置i施設' 6ケ所、 jで管理し、ふ出稚魚 - 】 . o , 9 7 6 千一尾のうち約
半数に給解を行ない、 2 月 1 5 日 か ら 6 月 2 5 日 ま で の 間 に 2 0 z 4 3 8 二F:尾の稚魚を生産し放

流した。ふ化率、解育歩留 1l1成績は前年度成績より上廻り収容から放流までの歩留りは8 a 0 %

であつた。

-S 5-



第 9 表  昭和 4 a 年度海区水系別さけふ化放流成績表
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海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

千ll1 _
放 流 11

死 卵  数
千粒
ふ出尾数
千尾
ふ化率
%
無 給 餌
千尾
給 餌
千尾

岩 尾 別

斜 里

讓 琴

網 走

能 取 湖

常 呂

ライトコo

佐昌間別

芭 露

湧 別

港 精

興 部

幌 内

德 志 別

幌 別

屯 別

時 前

岩 尾 別

斜 里

讓 琴

網 走

北 見

2,1 .7 2

lel, 4 8 3

2 8 8

1 l , 8 2 6

2.860.

1 . 2 5

5 2 4

2 7

1 , 6 0 7

4 0 5

a0 4 7

5,,959

2 6 ;l .

1 0 2 1 .9

2.4 6 4

8 4.2

9:L0

9 a 6

86 '4

85 , 9

2.0 2 5

4 , 8 9 0

8l 8 9 0

1.9 7 0

1.5 0 5

7 0 5

4 9 5

4 9 7

1 1 . 8 9

9 9 5

1 , 4 8 9

2.0 5 6
2 , 5 0 0

9 0 0

8 5

2 6 1 .

オ

ホ

1

湧 別

猪 滑

1 .2 , 50  1

l , 2 7 0

1,71.4

9 4

1 . (1,7 8 7

1.1 . 7 6
8 a 3

9a6ツ 6 a 8

5 0 0

ク

徳 志 別

歌 登

屯 別

( 時 前 )

a2 6 7

3 : 0 2 7

1 , 0 0 3

1 .0 4

1 .9 8

2 2 0

9 8

1 .8

2.0 6 9

2.8 0 7
9 0 5

8 e

9 1.3

9217

9l11L2

8 a7

海

区

海 区 計
本 年 度 43,8 1 0 5,0 3 0 3 S 7 8 0 8 9L5 l , 3 9 9 3 6.1 9 1.
前 年 度 1 .2(1l 1 .3 5 1 .5l 7 4 2 1 .0 4 , SO S 8 a 9 512l, 0 9 5 4 5l 9 4 5

增 幌

天 . 塩

//

//

号 寒 別

石 狩

/ /

/ /

余 市

朱 太

利 別

厚 沢 部

( 増 幌 )

天 塩

中 川

小 計

( 增 毛 )

千 歳

音 江

小 計

5 1 . 3

1 , 6 4 1

1 3 8 6

9 l 0 2 7

1 , 0 0 2

4 , 5 2 4

5 1 .1 .

5l 0 3 5

6 8

1 . 1 1 .

6 3 6

7 4 7

1 .1 .0

4 2 2

5 6

4 7 8

4 4 5

1 , 5 3 0

6l, 7 5 0

a 2 8 0
8 9 2

4,1 .0 2

4 5 5

4 , 5 5 7

8 a7

9 3.2

9 1.4

91 ,7

8 9 l 0

0 a 7

8 a 0

9 a 5

4 3 0

1 , 5 0 0

5,,2 0 2

6,7 0 2

8 7 0

1 , 5 4 4

1 , 5 4 4

1. 0 0 0

6 9 1 .

3 0 5

日

本

海

区

4 5 2

4 5 2

5 0

2 a利 別

厚 沢 部

7 7 5

3 5 5

5 3

e' 8

7 2 2

3 2 7

9 a 2

9211.

註 )  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備
,
t_
計
◆尾

仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き……事業場単位
備 考

稚魚移殖放流……括弧書き
,
1 0 2 5

4 , 8 9 0

2 6 1 .

a 8 9 0
1.9 7 0

1 , 5 0 5

7 0 5

4 9 5

4 9 7

l 1 . 8 0

1.6 3 3

5 0 0

1.4 8 9

2.0 56

'2.5 0  0

9 0 0

8 5

a 2 0- li2 5
4. 1、一5.3 1、
4. 1、一5'1 .0

li2 0

4.26

a1 .5-5,1 .0
4.1 .7-4 . 2 0

:i1 .5

1i1 .5

4. 1、一5.2 4

a 5-4.3 0

4. 8-4.1 .2

4.24-4 .26
a 1、一4.1 .5

a1 .5-4. 5
4.21、一4.3 0

0. 5-li 9

千歳へ l , 5 4 8千粒、  湧別へ 5,1 .1 .9千粒(斜里から1 ,o o o f尾移殖放流)

( 網 走 か ら 1 , 9 7 0  千尾移商流 )

海 産 卵 6 3 1 .千粒を含む

( 常 昌か ら 7 0 5 千尾移殖放流 )

( 湧 別 か ら 4 9 5 千 尾  " )

( " 4 9 7 千 尾  ″ )

網走から 5, 1 1 9 千粒、幌内から 1 , 1 . o 1 .千粒

( 湧別から 9 9 5 千尾移殖放流 )

( :港1lきか ら 5 0 0 二:F1尾 ″ )

( 湧 別 か ら 1 , 4 8 9 千 尾  " )

歌登か ら 5 5 4 千 粒

徳志別へ 5 5 4 千 粒 、 屯別へ 6 0 3 千 粒

歌登か ら 6 0 3 千 粒

中川から 1 . o 4千粒

3 1 1i1111 0 2.1 .5-6. 9
9ii, 0 4 0 l.2 6-5 '31
4 3 0

1 , 5 0  0

5l 2 0 2

l8l 7 0 2

8 7 0

1 , 5 4 4

4 5 2

1 , 9 9 6

1 , 0 0 0

5 0

7 1 . 4

3 0 5

a 5-l i  9
5'1、0-5.2 3 .
5,1 .7-5.3 1
5.1 .0-5'31
a1 1 .-a 2 5
3,30-4.2 3
4.2 5

3.3 0-4 .25
a 3 0-4. 4
3.2 0

4.1、3-4.1 5
a 3-a 3 1、

中 川 か ら 5 1 . 3千粒

中川から :L 6 4 1 .千粒、中川へ 8 6 1 .千粒

天 塩 か ら 8 6 1 .千粒、天塩へ1 , 6 4 1.千粒、増毛へ 1 , 0  0 2 粒 、 増 幌へ
5 1. 3千粒、時前へ 1 . 0 4 千 粒

中 川 か ら l.0 0 2 千粒
網走から 1 , 5 4 8 千粒 、道外へ 5 8 4千粒、期川へ 2 3 9 千 粒

( 千歳力ら 1 , o o o千尾移殖放流)

( 八 雲か ら 5 0 千尾  " )
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海 l
,. 111 . 事 業 場

区 l 1

i
収容卵数 1 死 卵 数
千粒 l 千粒

l 1 放 流 .11l

ふ出当名 1 ふ化言1三f 話「二 j
海1>( 計

本 年 度

前 年 度

1 tl,7 0 t1 1.4 8 4
4 2.6 4 6 1 4 , 6 3 2

1 5l 2 _ 3 i → 1.1 l 5 'i3 i  1 1.ら i 2

3?n1 4 l S a l j 1 0 - 11 1 1 、'. 5 4 9

l 羅 国

l 植 13 l

根 1崎 無 異
薫 別

古 多 糠

室 l 忠 類

伊 茶 仁

標 津

海 当 幌

, 春 別

l, 床 丹
1

区 1 西 別
矢 臼 別

風 連

別 当 賀

, 穂 香

羅 自 1 5 0 0 1 , 0 9 8 6 , 4 1 1. 8 5 . 4 4 7 0 4, :9 ' ・« g

9 li 2

l

l 4 9 6
1 , 0 0 0

5 0 0

5 0 0

9 , 3 3 0

5l 6 4 8

5 4,el,1

1.0 0 0
1 , 5 0 0

4 1 , 7 3 9

8 2 0

2 0 0

伊 茶 仁

中 標 津

計 根 別

( 床 丹 )

虹 別

(矢臼別)

浜 中

厚 床

( 穂、香)

1 a 7 8 0

ll,,9 2 2

91908

1 , 6 3 5

1.1 0 9

7 8 8

12、145

5 , 8 1 S

ま 1 2 0

8 8'1

8 4.0

9ao

5,2 2

5 0, 0 6 8

5 5

1.2 3 0

2.6 2 6

2 2 7

9 2 , 3 2 5

1 7 4 , 2 3 2

5l 0 8 6

1 1

7 4,

2 2

9

4 4 , 9 8 2

4 4

l , 1 5 6

2.6 0 4

2 1 8

8 a 8

8 a0

94.0

9 a 2

9 ao

4 0

1.1 0 0

2.5 3 8

海 区 計
本 年 度

前 年 度

太 田

釧 路

鶴 居

小 計

9 , 8 3 2

2 5l 3 1 1

5 3 2

:l , 5 6 1

8 1 0

2.3 7 l

8 2.4 9 3 8 a 4 4 , 6 7 0 7 4 , 2 0 8

1 4 8,9 2 1 8 5.5

8 a3.

9(1l2

9 t 4

9 a 7

8 i S l 9

1il 5 9

1 4 5

1 4 5

4 1 0 l 2

別寒辺牛

ell 路
/ /

/ /

4 , 5 2 8

1 5,, 9 8 5

9,4 5 9

‘、5l 4 4 4

a9 9 6

1 4 , 4 2 4

9 l 6 4 9

2 a, 0 7 S

3.3 1 8
1 4 , 3 1i 4

' l l 4 2 0

2 1.7 5 l
標

装

以

東

海

区

茶 路

音 別

十 勝

/ /

/ /

/ /

歴 舟

広 尾

l
1.0 0 0

4 , 8 6 9

1 0 , 6 3 0

l
1 1 7 3 0

3 3、2 2二

1 , 3 6 ;

( ム ll;川)

十 勝

幕 別

札 内

小 計

大 樹

( 広 尾 )

1 , 0 4 6

a2 5 6

:l 2,2 2 6

1 a 8 0 5
3a,2 8 7

:l.6 0 6
1 , 7 5 6

4 8

8 5 8

l.3 1 9
1 , 6 2 4

3.8 0 1
2 0 0

1 1 2

1 , 0 0 0

5.3 9 8

l 1-7

1 a 1 8 l
3 4 , 4 8 6

1,4 0 6

1 , 6 4 4

95'6

8 aS

8 a2

9 1 , 8

0(1ll

8 ' Z 5

0 a6

1,0 0 0

1.5 0 4
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'lii収容.91l1数', i1、取 .1l l l数までの;Pの動き一…事業場単位

千尾

1 '2,0 6 7一一
2 a, 3 4 0

月 日一月 _,
3. 3-a 2 5

蒸別から1 , 0 8 5千粒、  虹別から ' , o , 1◆-1 ・..・、 1111l産卵1 5 4 千 .粒を含t1、

( 羅 臼か ら 9 6 2 千尾移殖放流 )

- ( ″ 4 9 6 千 尾  ″ )
( 伊茶仁から 1 ,o o o千尾を移殖放流)

( ″ 5 o 0千尾 " )

( ″ 5 0 0千尾 ″ )

素別から2.5 7 1千拉、中標津から60 6千粒、海産卵'), 2 3 6 千粒を含む j

伊茶仁へ 6 0 6千粒、虹別から1 , 9 7 8千粒  ( 虹 別 か ら 4 9 8 千 尾 、 伊 相_二
か ら 1 4 5 千 尾移殖放流 )

( 計 根 別 か ら 1. o o o =l一尾移殖放流)
( " 1 , 5 0 0千 :尾  " )

7、.要知内へ 4 , 4 i 6千粒、羅臼へ 1,5 o 1千粒.中標津へ l , 9 7 8千粒
浜中 ( .矢臼別採卵場分)から55千粒

館自別''tS S 千粒 ( 1ヨ:l:別から 8 2 0千尾を移殖放流 )
穗香へ 2 2 7 千 粒

厚床(種香採卵場分 ') 7千粒、別当費分2 o o千粒 )から 2 ' ' 7千粒

;l.2 6-6.1 3_1
4 , 8 2 9

9 6 2

4 9 6

l , 0 0 0

5 0 0

5 0 0

a 3 3 0
a 1 7 0

6 , 1 5 4

1,0 0 0

1 , 5 0 0

4 l , 7 3 9

4 0

1 , 9 2 0

2,5 3 8

2 0 0

4. 7-i 3 l
5' 9-1i1 0

1i 9

:i2 0

1l l.‘、0
5.2 0

4.20-5. 3 1
4 .15-6.:t 5
a 1-5 .16
4 .22- 4.'、3
4.24- 4.25
3.2 0- 1il 5
a 2 0- 4.1 5
a 2 6- 4 .30
4. 1- 5,25
5. 1- 5, 5

7 a 8 7 8

1 3 ら 3 3 1

3: 1- a l 5
2 .20-6'2 0

a 5 7 7

1 4,3 3 4

l 5 6 5

11l l , 8 a 8

4. 9- 5'24
a 2 8- 5.l 7
5. 1- 1i31
a2 8- i 3 1

釧路から 2, 1  4 9 千 粒

鶴居へ 9 , 4 5 1千粒、太田へ 'i.1 4 9 千 粒
会lll路から 91 4 5 1 千粒 、阿寒から 8 6 2 千粒 ( ム り川 ) へ 1 , 0 4 6 千 粒

1,0 0 0

1 , 0 0 0

4 , 8 6 3

1Ct630

1 l 7 3 0

:a 3.2 2 3
1 , S 6 3

1,5 9 4

4.25- 4.26
1i 1- 5 , S l
4.20-a 4
a1 6- 5‘ l 5
4. 1- 5,10
a l 6-6. 4
a2 6- 4.17
a2 0- li2 0

( 1 5居から 1・o o o千尾移殖放流)

博居から 1 , 0 4 6 千粒

} 大樹へ 1, o o o千粒、広尾へ l , 5 4 2 千 粒
十勝から 1・o o o千粒、海産卵5千粒を含む

l -勝から1 , 5 4 3千粒、大樹 (広尾、渡留へ2 9千拉 )から '' 1 4 千粒 、
海産卵1 1 7千粒を含む

-3 0-



海

区
水 系 事 業 場

収容'事義 死 卵 組千組 ふ出尾数::fii ふ f气
放 流 尾

無 給 解
千尾
給 解

二f-良
旗 留 4 0 0

海 区 計
本 年 度

前 年 度

72,6 6 7 1 0 6 2 6 5l6 0 5 9 l118 2.a a 8
4 '10 4 1

6 l , 0 5 8

l 69.7 2 6 2 2.2 6 1 1 4 '11 4 6 5 88.9 9 a6 0 3
幌 満

様 似

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

沙 流

期 川

勇 払

白 老

数 生

;買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

有 川

茂 辺 地

1i 川

知 内

1 0

S 2

l 0

1 0

7

i.3 5
2 4

2 5

lO ,

8 3 l

2 5 l

2 6 l

l O l

( 様 似 )

( 元浦川 )

静 内

7 6

1 8 32 7 8

a 8 3 2

1 6

l 4 0

2 6 2

a 8 9 2

0 4.2

88 '5
標

基

以

西

海

区

( ll川 )

自 老

般 生

( 豊 浦 )

八 雲

( 有 川 )

(茂辺地)

( 亀 川 )

知 内

2 3 9 3 0

2 l

2

7 8 8

3 1

2 3 2

a

1 5 2

2 0 0

4 l 7

1 3

4 , 2 8 4

1 7 0

4 , 1 9 7

6 2

8 7 8

8 a7

05,.2

8 a7

8 4.5

1 7 0

4 3 8

1 5

5l, 0 7 2

1l l 0 1

4 , 4 2 8

7 1

1 , 0 3 0

l l

5 0

5 5

l 5 0

l 6 0

a 0 1 2
6 1

8 7 5

4,041

8 4.6

9 4.8

8 ' Z 3

8 5,2

海 区 計
本 年 度 1 1i,0 0:l

3 8, 9 0 7

1.7 3 0 1a 8 7 5 8 a 9 5l, 7 0 3

3 1 , 4 2 2

a l 4 ,
BIJ lii:- 度 5 , 252 SS、6 5 5 8 a5 1ao 5 a

総 計
本 年 度

前 年 度

2 4 1 , l l 4 . 2 S 1 3 8 2:l. 5l a 7 6 8 a6 1 5l 2 0 5 1 9 2.1 , l a
5 4 ら 6 l 6 7 a1 9 8 4 7 2 , 4 4 8 8 ae 2 2a 5 6 8 2 1 l. l 6 1

額 さけ卵子の採卵から収容 tでの動き

採 卵 数 2 8 5 , 0 8 6

海産卵数 0,, 6 0 0
△供試卵数 4 8

粒

″

千

-4 0-
仮収容卵数

Δ道外移殖卵数

収 容 卵 数

2 4 1 , 6 9 8

6 8 4

2 4 1.1 l 4

粒千

"

数

,
1

計
千尾
1

l 0 0_
6 4 , 0 5 6_
l 4 1 , 5 4 4_
l 0 0

3 2 0

l 7 6

2 8 3

7 7

2.3 5 5
2 , l 1

2 5 4

2 7 0

8 3 5

2 5 0

2 6 0

l 1 l

5 0

4,0 0 8

1 5 0

1 6 0

a 0 l 2
6 l

8 7 5

仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き …・・・奉業場単位
備 考

稚魚移殖放流……括弧書き

(十勝から40  0千尾移殖放流 )

放流期間

月日一月日

:i2 3-:i2 4
a l 6-a 4
a2 7-5'3 1
4. 4

4.2 2-4. '2 8
4.1 5-4. 2 2
4.l 5-4.2 2
4. l 2

4. 0-4 .28
4. l 6

4.l 6

4. l 2

lL 9-4.25
a1 2-3.1 3
S:12-a1 3
4. 2 3

3.2 0

a2 0-5 ' 2 3.
a2 4-3.2 5
a 2 5-4.3 0
a2 5-4.3 0
a2 5-4.80
a2 0-a 3 1

( 千 歳 か ら l o o 千:尾移殖放流)

( 静内から 3 2 9千尾移殖放流 )、
( 千 歳 か ら 1 o o :::fii統放流 )

( 静 内 か ら 7 .7千尾移殖放流)

海産卵39 2千粒を含む

( 静内から 2 4 1 千尾を移殖欲流 )  .

( " 2 5 4 千 尾  ″ )

( 千 歳か ら 1 o o:f尾 ″ )

( ″ 8 8 5 千 尾  " )

( 千 意 か ら l o o千;尾 、般生から l 5 o千尾移殖放流)

自 老 か ら l 6 'a千粒,. j 浦へ l 5 千 粒
般生( :'気別分 ) か ら 1 5 千 粒 ( 千 歳 か ら l o o千尾移lt放流 )
( 遊楽部から 5 o千尾移殖放流)

虹別から 31 5 3 6千粒、朱太から82千粒、茂辺地へ l 6 5 千 粒

( 茂 辺地から 1 5 o千尾を移殖放流)

知内 (有川産 )か ら 2 0 l 千粒 、海産卵 1 7 8 千粒を含む。

八雲 ( 汐泊産 ) か ら l 6 5 千粒 、知内 ( 茂辺地産 ) 4 , 2 6 4 千粒

知内 ( 電川産 ) か ら 7 l 千粒

虹別から880千粒、有川、茂辺地、1i川へ
1i.8 4 7 2.25-5'2 3
3a 4 7 4 '2l.1 0-5 ' 1 l

'2l.1 5-a2 5
1.2 6-a 2 011 0 1l 4 3 8

4 3 4l, 7 2 0

-4 1-





支 場 事 業 場 収 容 卵 数

千粒

.死 卵 数

千粒

ふ 出 尾 数

千尾

1li
ふ 化 率

%
無 始 解

千尾

天 塩 德 志 別

歌 登

屯 別

( 時  前 )

( 增  幌 )

中 川

天 塩

( 增  毛 )

2.2 6 7
3.0 2 7

L 0  0 3

1 0 4

5 1 3

'1, 3 8 6

1.6 4 l

1.0 0 2

1 9 8

2 2 0

8 8

1 8

6 8

6 3 6

1 1 1

1 1 0

'2.0 6 0

2.8 0 7

0 0 5

8 6

4 4 5

a7 5 0
1.5 3 0

8 9 2

9 1.3

il 2.7

9(1l2

82.7

8 li7

91.4

9 3.2

8 a0

本 年 度 1 B1 0 4 3 l.4 5 9 l 5l, 4 8 4 9 1.4

前 年 度 S 1.4 4 3 3 , 7 9 3 2 ' l l 6 5 0 8 ' Z 9

9 a7

8 a0

94.2

8 a5

8 3.7

9:i2

8 a7

i ll, 5 l 1

千 歳 千 歳

音 江

( 元 浦川 )

静 内

(i i 川 )

数 生

( 1i気別 )

4 , 5 2 4

5 1 l

2 6 8

a8 3 2

2 3 9

4 3 8

l 5

4 2 '2

5 6

1 6

4 4 0

3 0

2 1

2

4.l 0 2
4 5 5

2 6 2

3 , 3 0 2

2 0 0

4 l 7

l 3

4 5 2

2 5 0

1 7 0

1 l

本 年 度 9 1 8 3 7 9 9 6 8,8 4 l 8 a 0

8 a2

8 8 2

'20l5 7 3前 年 度 3 8 , 1 8 l 4.1 S 5 3 4 , 0 4 6

渡 島 利 別

厚 沢 部

八 雲

( .有 川 )

( a 川 )
( 茂辺地 )

知 内

7 7 5

3 5 5

5.0 7 2
' 2 0 l

7 1

4.4 2 0
1.0 S 0

5 3

2 8

7 8 8

3 l

0

2 3 2

. 1 5 2

7 2 2

3 2 7

4.2 8 4

l 7 0

6 2

4 , l 9 7

8 7 8

9 a2

o ,a.l

8 4.5

84.6

8 ' Z 3

9 4.8

8 6,2

2 3

l 5 5

l 6 0

6 l

4.0 6 2
8 7 5

本 年 度 l l.9 3 3 l.'a 9 3 l 0 l e 4 0

2o,9,i
8 a '2

8 a 0

i 3 3 6

li.9 8 6前 年  度 2 4 , 3 l 9 3.4 0 8

合 計
本 年 度 2 4 l. l l 4 2 5l, l 3 8 2 l 5l , 9 7 6 8 a 6 l 5l, 2 9 5

前 年 度 1 5 4a6 4 6 7 S , 1 0 8 4 7 2.4 4 8 8 6.6 2'1 a 5 6 8

- 4 4-

放 流i 尾 数 放流尾数

電%
放 流 期 間
月日一月日

備 考給 解
;:F尾

計
千尾

2 , 0 5 6

2.5 0  0

9 0 0

8 5

4 3 0

5l 2 0 2

1.5 0 0

8 7 0

2.0 5 6

2.5 0  0
9 0 0

8 5

4 3 0

5l, 2 0 2

l.5 0 0
8 7 0

9 a 7

8 2 . 6

8 a 7

8 l . 7

83.8

7 a 4

9 1.4

8 a8

a 1- 4 . 1 5
a l 5- 4. 5
4.2 1- 4.3 0
a 5 - l;. 9
a 5- 6: 9
5. l 7 - 5L 3 1
1i l 0- .i 2 3
6 , l 1-a 2 5

13.5 4 3 1 3. 5 4 3 79.9 2 . 15- 6. 2 5
l 5l, 1 7 8 2a 6 8 9 7 5.3 1 . 26 - a 1 3
3.9 7 9 3.9 7 9

4 5 2

2 5 9

a 2 5 6

1 7 0

4 l 0

l l

88 ,0

8 8.5

8 a2

8 5 , 0

7 :L 1

9 a6

. 7 3.3

4. 4- 4 .25

4.2 5

4.1 5- 4.2 9

4. 9- 4.2 8

4 . l 2

a l 2-a 1 3
4 . 2 3

a2 5 6

4 1 0

1 8 4 5 8, 5 3 7 8 li8 3.1 2- 4.29
1 a 0 7 7 3 ( ) 1 6 5 0 8(1l3 2 .19- 5.2 l
6 9 l

3 0 5

4 , 0 4 8

7 1 4

3 0 5

4 , l 9 8

1 6 0

6 1

4 , 0 6 'a

8 7 5

0 2. l

8 a9

8 a8

7 a 6

85・9

01.7

8 5l.0

4.1 3- 4.1 5
a 3- S . 3 l
4 . l 1- a 3 3
3.2 5- 4.3 0
a '25- 4.3 0
2.2 5- 4.30
S.2 0- 3 . 3 l

5l0 3 0 1 0 l 3 7 5

l a 9 7 1ll
8 li9

7 a0

2.'a5- 1i2 3
a9 8 6 1.2 6-:i l 1
1 9 2. l 4 3 2 0 'l 4 3 8

4 S4.7 2 0
8 a0

7 a7

2.1 5- a'lt5
2 l 1.l 6 l 1.2 6- a 2 0

-4 5-



i, 8 ます増殖事業

1 補蛋採 ・ll, l11成績 、既要

o さ く ら ま す

本年度は 1 9 水系の 1 9 捕獲操卵場で 5 月 1 1 E J か ら 1 o月 2 o fiで実施し、 1. :-L 5 9 2理
を捕獲した(最近・S ケ年平均 1 i l 9 o ,? 1 。例年をはるかに上製望り各海区とも昨年以上の成績を

示 し た が、 ィ海 に オ.i、ーツ ノ方 海区で1:r特に好,漁であつた。

t采1lll1数についてi◆姓親魚使用率6 a 6 % と1悪 く 、  1 1. 5 0 2 手 粒 で あっt。 これはォ?ー ッ ク

海区の興部i集卵場、 llll室海区の速a連採卵場で書賽中の大量へい死に よ る 。

o か ら ふ と ま す

本f「- 事:は 一 9水系の2 9捕獲採-卵 場 で 5 月 1 5 日 か ら 1 0 月 '2 0日まで実施し、 6 5, s 7 4 ii:_
',r 1rl1種 1.・た。 ( 最 近 ・i ケ年平均 ・i 4 , 1 3 9 尾 ) 。総41?でl't計四l?l?を上i1l1 り例年量を越える成績で

ら':;'た。最近題歴f職年はォ ,,i、、ーツク海豊漁、 根室海区不'.意、、 奇数年は速の幅向が現われていた。
'1':1尾別1l1では豊1iきのf興'111l1年に約 1 o千l,?、 奇数年は數 1 o o 1111で、本年は t:の不漁年にも拘らず、

豊設111年 ,) 2 o 0 ''16の成i長であった。一方標室海f? で,llt:a漁年に も 技]らず豊.漁年の 6 7 %程度 に止

まつた。

採i随については?報魚使用率が、 8 4 ・ 9 %で、  ') :i 5 7 7 二i : :拉と計画をはるかに下i?1つ-it-。
これは、雌 :雄 比 が l : 2 と極端に悪く、また魚体も,」、型_魚が多かつた.

-4 8

事業計画と実績並びに前年度との比較

第 1 表  さ く ら ま す

昭 和 4 3 年 度 昭 和 4  2 年度 前年度との対比

増 減 o
区 分

計 画 数 実 續

l 5,, 5 9 6  尾

6'5 5 8  尾

1 1.5 9 2 千粒

a,9 2 7千尾

達 成 率 実 積

'1l 9 9 3  尾

4.2 5 7  尾
'1'' 2 2千粒

6.3 1 2千尾

補 獲 数

♀ 使 用 数

採 卵 数

放 流 尾 数

11, 6 0 0  尾

'll, l l 9  尾
1 2.6 9 9 千粒

1 a 1 5 9 千尾

1 3 4.4 %

1 0 1 2 %

9 ;L3 %

9 '1.7 %

1 5 9 9

').3 0 1

4.3 7 0

a 6 1 5

第 2 表  か らふ と ま す

区 分

昭 和 4 3 if度 昭和 4  2 年 度 前年度との対比

計 画 数 1 実 績 達 成 率 実 績 增 減 △

捕 ;獲 敏

字 使 用 数

採 卵 数

放 流 尾 数

6 1 . 0  0 0

23.1 79

3 1.1 1 0

'1l 4 , 8 8 7

6 5、8 7 4

1 a 4 3 2

2 5, 5 7 7

2 1.4 6 9

1 0 8_ 0 %
,r ‘a 7 %

82 . 2  %

S 6.3 %

4 -i, 4 3 1  尾
2 2.1 6 l  尾

S1l、3 38千粒

2a 0 8 3 千尾

1 a 4 4 3

o a 6 7 9

△ 6、7 6 1

o e.6 l 6

4 7-



さ く ら ま す

-4 8-
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第 3 表  a召和4 3年度海区別さ < らます事業成横集計表

、海 区 項 日
捕 獲 採 」

糖 獲 数 ,
性 比

字 程 魚
使 用 数

尾

字 親 魚

使 用 率

%
字

尾
6
尾

計

尾

オ itl、 ー ツ ク 海 区

目 本 海 区

根 室 海 区

様 装 以 東 海  区

標 基 以 西 海  区

l 4 5 4

6 3 8

'2l,2 0 4

4,0 S 6

l 9 8

1.0 5 6

l l.4 9 0

a 3 6

3,il 6 0

6 4.9

7 a 0

6 'z 6

4 , 2 l1ll

6 2 l

1.7 1 9

5 a 5

9 'Z3

7 a0

8 2 l 0 8 a.0 6 7 5,0

合 計 l 0 1 3 0 4 5l, 2 9 2 lli,.5 9 6 e o.l 0 , 5 5 8 6 a6

第 4 表  lla和 4  3年度支場別さく ら ltす事業成横集計表

ふ 化 放 流 成 積

平 均

採 卵 数

粒

採 卵 数

千粒

'11 l l 5

1.5 0 9

''.9 5 6

l 2

実 施 期 間

5、l 1̃ l l l L l 6

'Z 1̃l a 2 0

1l,.1 5~l a l 0

'Z 1̃ a 3 0

収容卵数

千粒

1 1 1 5

1,4 9 7

2 , 9 5 6

l 2

ふ出尾数

千尾

ふ化率

%

9 l . 3

8 8.2

8 a 9

9 1.7

放流尾数

T尾

放 流 期 間

1 , 6 9 0

2. 4 3 0

1.7 2 0

2.0 0 0

6l 4 9 6

1.S ' 2 1

2.6 2 9

l 1

6. 4 0 2

L 1 l 9

11l.4 0 6

0

1.1 0-4.8 0
4. l- li1 6
2. l-4.3 0

l.7 7 0 1 :L5 9 2 a l 1̃1 a 2 o l 1.5 8 0 1 0 l 4 5 7 9 a 3 a 9 2 7 L 9-5 .16

t支 場 項  目

捕 獲 採 」

捕 撞 数 字

性 比

字 親 魚

使 用 数

尾

字 親 魚

使 用 率

%
率
尾
6
尾
計
尾

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

6.5 7 0

2.2 0 4

3 ' 4 0 7

1.0 5 6

1 ( ),0 6 7

a 2eo

65 ' 3

6 ' l 6

a 4 4 3

1 , 7 l 9

5 2.4

7 a 0

1.0 2 0

8 0

4 3 0

5 7 e

7 2

9 l

1.5 9 e

1 5 2

5 1l l 1

ea9

5 a8

8 2.5

8 9 5

7 6

4 2 5

8 1Z 7

9 5,0

9 a8

合 計 l 0 l 3 0 4 5l, 2 0 2 l 6l , 5 0 0 6 al a 5 5 8 63.6

-5 0-

ふ 化 放 流 成 機

平 均

採卵数

粒

採 卵 数

千粒

実 施 期 間 収容卵数

千粒

ふ出尾数

千尾

ふ 化 率

%

放流尾数

;千尾

放 流 期 間

l.7 7 0

:L720

1.8 9 0

2.3 9 0

2.6 8 0

6.0 7 8

2.0 5 6

1.2 4 ' l

1 8 2

1.l ,a9

5, l 1:̃ l a l 6

:i l 5̃1a l 0

:i.11l 5̃ a 3 0

・z 1̃ 1a l o

8, 1l l l̃ l 0 . 2 0

6.0 7 8

ao 5 e

L 2 4 7

1 1l'2

l. l l l l 7

5l , 5 6 3

2.6 2 0

: L l 3 2

l 5 5

0 7 8

9 L 5

8 8.9

8 a8

90L l

8 li8

5 , 4 9 6

a 4 0 6

1.1 0 4

l 4 1

7 8 0

1.10-4 . 30
2. l-4.30

1. 0-4.l 0
4.3 0

l i 1 5-5・1 e
1 , 7 7 0 l l.5 9 2 5'l 1̃ 1(1L 2 0 l 1.5 8 0 1 ( 1 l 4 5 7 9 a3 91 il 2 7 1. 8-5'1 6

- 5 l-



第 5 表  開 4  S年度 海区別から,ii・とます事業成積集計表

:/:、
精 獲 採 卵 .

捕 獲 数 字
性 比

%

率 観 魚

使 用 数

尾

字 親 魚

使 用 率

%
率
尾
6
尾

計
尾

オホ 、ーツク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

標 装 以 東 海 区

標 装 以 西 海 区

合 計

l 5. 4 5 0

1 8 0

a 0 l 2

1 0

l l 5

2 1.7 7 6

1l l 3 , S 7 0

1 a1

2a 4 5 4

l l

1 2 3

4 4.0 8 8

Sa 8 2 0

3 l 1

3a 4 6 e

3 0

' l l38

6 5l, 8 7 4

3a 8

6 i 0

2 2.7

6 a.3

4 &.3

3 3.l

l 3 , 4 7 1

1 1 '1

4 , 8 3 7

9

4 8

l8'4 8 2

8 't 2

61i,・0

8 0 l 5

4 ' Z 4

4 1.7

84.9

第 6 表  昭和 4  3年度  支場別からふとます事業成積集計表

、 項

支t、日

名 、、

捕 獲 採 卵 .

捕

字
尾

獲 数 字

性 比

%

字 親 魚

使 用 數

尾

8 親 魚
使 用 率

%
3
尾

計
尾

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

l l , 1 l 2

a 0 1 2

l 9

4l, 5 l 8

1・8 2 3
2 a 4 5 4

l l

5l e 8 7

28,9 S 5

2a 4 6 6

. 3 0

1 ( ) l 2 0 5

S 8 , 4

2 2.7

6 a3

4 4.3

1 l ) 1 2 7 5

4 8 3 7

0

3,3 l 3

9 i 5

8 a 5

4 ' Z 4

7 aS

1 1 6

1ll:i.7 7 6

l 2 3

4 4.0 9 8

2 3 8

6a8 7 4

48.3

3 3.l

4 8

l 8l 4 8 'a

4;l:.7

a 4.9

-5 a-

化 放 流 成 積

平 ・- 均

藤 卵  数

粒

採 卵 数

千粒

実施期間 収容卵数

千粒

ふ出尾数

-na
.il,,化率

1b

放流尾数

千尾

放流期間

L 4 8 0

1.l 4 0

1.l 4 0

; L 4 4 0

8 3 0

l.S 8 0

l a 8 8 8

l 3 S

5,,5 0 3

l 3

4 0

1l l S 5 7 7

a l l̃l a 2 (

,z l̃ a 1ll1

5 '15 1̃ a 1l l l

'Z 2 1̃ a 2t

1z l̃l a l

5 ' l 5̃l l ] 1 2 l

1e,,6 ao

l S 3

e.6 l 3

1 3

' i.188

' i 5 , 5 7 7

1 4 , 4 '2 4

1'a3

5l,6 'a 3

1 l

1.8 8 8

2a.0 6 8

8 a7

0 a5

8 1i0

8 4.6

8 a3

8 a3

l , l.l 8 5
1 2 8

1i. lll7 4

l 1

1.8 7 6

'a1.4 6 0

a l-a2 o
4. 1-4.1 0
2. 1-a 3 l
4.20

2.l 8-1i, lll0
2. 1-5,S 1

化 放 流 成 積

平 均

採 卵  数

粒

採  卵 敏

千粒

実施期間 収容卵数

千拉

.i,・出尾数
二F尾
ふ化率

%
放流尾数

千尾

放粒期間

:L490

1.1 4 0

1.4 4 0

l.4 l 0

8 3 0

1.3 8 0

l 5,l a 5 4

1i,1i0 3

l 8

4 , 6 6 7

4 0

aS.5 7 7

a l l̃ l ( 11 2 l

S'1 5̃l a 2 l

, l ,al̃ a 21

't l̃la l l

'Z l̃ 1 l1l l

a l 6̃ 1 0l 9 l

l 2.0 il 6

a 6 l a

l 3

4.e 6 7

i.l 8 8

1ll S,5 7 7

l L 0 1 7

5l , 6 2 3

l l

a5 ao

1.8 8 8

'ai.0 6 9

9 :L l

8 5l.0

8 4.0

7 a6

8 a3

8 a8

l 0.8 0  0
5l, 2 7 4

l l

a 4 l l 9

')l.4 0 0

'a ;L46 0

'2. l-5,li0
a l-5-3 1
4.1ll 0

2. l-4.1 S

'a. l-5'3 l
2. 1-a3 l

-6 a-



第 7 表  昭和4  a年度海区水系別さく らます規魚捕獲採卵成續表

海

区

所 管

事業場

補 獲 数 使 用 i見

水 系 採 卵 場 字
尾
0 1 計
尾 l 尾

字 .

尾
3
尾

岩 尾 別

斜 里

港 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北見觸ll

岩 尾 別

斜 里

猪 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北見幌別

岩尾別

科 里

港 精

//

幌 内

德志別

歌 登

7 6

a 2 8 2

L l 8 7

2.0 ' o l

4

9 2

'l' 9 2

2 5

2.l 4 5

7 0 8

6 1 7

l、

9

5 3 0

l 0 1

5. 4 2 7

1.8 9 5

').e 3 8

8

1 0 1

1 . 8 2 2

r6

2.4 9 3

3 2 6

4 4

4

6 4

7 0 5

l1l 5

7 9 0

'il 7 4

2 0

3

1 6

‘、1 0

:オ'

ホ

1

ツ

ク

海 区 計
本 年 度 1l 4 o 4 4.0 3 6

2.0 5 3

1 1.4 9 0 4 , 2 1 2 1.3 3 7

前 年 度 a6 3 6 5l 6 3 1El a '7 0 4 7 3 5

天 塩

石 狩

尻 別

朱 太

中 川

西 越

名 駒

朱 太

中 川

千 意

尻 別

/ /

l 3 6

7 '2

4 1 4

1 6

3 7

7 0

S 8

a

1 7 S

l 4 11l

5 0 2

l 9

1 2 6

7 0

4 0 8

l 6

2 0

46

3 8

3

日

本 海 区 計
本 年 度 6 3 8 1 9 8 3 3 6

4 0 7

6 2 1 l 6 S

前 年 度 'i8 7 l 2 0 2 8 3 l 0 7

標 津

. 当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 質

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 目 別

風 蓮

別 当 賀

根 室

計根別

'

/ /

虹 別

浜 中

/ /

厚 床

0 8 8

l 6 l

1 S

2 0

8 6

9 l

S 8 8

4 S ;「

:i 3 8

9 2

1 11l

8

4 6

7 0

1 7 S

3 1 7

1 , 3 2 6

2 5 :1l

3 0

2 8

l 3 2

1 6 1

5 5 6

7 7 4

8 2 l1l

1 5 7

l 8

1.l 0

8 3

5 5

1 0 8

4 5 6

3 0 1l

90

l 9

. 8

4 e

S 4

5 3

2 9 l

根

室

海 区 計
本 年 度 a2 0 4 1.0 5 6 a 2 6 0 1.7 l 9 7 7 S

前 年 度 1.S 2 9 5 e 7 1.8 9 B
1 0

l.2 7 0 4 9 l

以

西

・tli 雁 別 仁 雁 別 8 2 6

海 区 計
本 年 度 8 2 1 0 6

前 年 度 l 0 l

合 計
本 年 度 1 (1l 3 0 4 S 2 0 3 l 5 l, 5 9 6 ' a 5 5 8 a2 7 l

:L3 :;l前 年 度 5.2 5 3 2 . 7 4 0 1 9 9 3 4.2 5 7

-5 4-

l11
字 親 魚
使 用 率
%

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日
計
尾

採 卵 数

千粒

增 減 卵 数

△ 千粒

仮収容卵数

千粒

1 0 1

3 , 2 8 3

l.l 0  0

6 4

6

8 0

9 l 5

1 5 9

4.7 6 8

L l 0 l

4 l

9

l 2 2

9 l 5

1 5 0

4.7 6 8
i.l 0 l

4 l

9

1 2 2

9 l 5

1 0 0

7 a 0

6 a 6

a2

1 0 0

6 a 6

8 a 0

2.0 9 0

L 9 1 0

1.a 3 0
9 S 0

2,:l l 5 0

;L 9 l 0

l.3 0 0

a l̃ a 3 o
1i l l̃ a l 9

5,' l 1 l̃ CL l 6

5 , l l ̃ a 1 4

a 1̃ a 3 o

a 6̃ a 'i0

1l,2 5̃ a 3 0
1l,,5 4 9 'l l 1 5

4.S l 'a
1 l l 5 5 a 5 1. 6 0  0 5,, l l l̃ a l 6

a 4 3 9

1 5 2

:i 1 6

4 9 7

l 0

△ ( 供 試 )  l o

4 , 3 1 2 7 4.4 1.5 9 0

1.6 7 0
a 4 3 0

2.6 6 0
2.5 0  0

5 . l 2 l̃ a 1 4

'Z 1̃ a 2 5
a 5 l̃ a1o

a 2 l 1̃ a1o

a l l̃ a2 o

'lt l 0

l 7 0

1.0 8 9

4 0

'2 l 0

l 6 0

:L 0 8 9

4 0

0 'il.6

9 ' l2

9 8. 8
l 0 0

7 8 4 L 5 0 9 △ ( 供 試 )  1o 1.4 9 9 8 ' lS a4 3 0 'Z l l̃ 0 l 2 0

3 9 0 5 7 2 △ ( 供 試 )  2 3 5 4 9 9 8. 6 2'0 1ll 0 'Z'2 5 l̃ ( 1L10

;LI S 0

2 4 7

S 0

'a8

1 2 0

8 9

1 e1

a 7 8

L , l 2 9

4 5 S

5 2

4 2

l 9 1

5 2

1 3 1

6 0 6

l , 4 2 9

4 5 3

51i

4ll;

l 9 l

5 2

1 3 1

0 0 6

8 3. l

9 ' l5

l 0 0

1 0 0

0 a 5

6 a4

1;la 2

9 a 8

1.'i 4 0

2 , 8 9 0

a8 9 0

2.1 0  0
a:ll o o

9 5 0

1. 1l l 1 0
1.S 3 0

5.2 l l̃ (111 0

5 , l 5 l̃ ( l.1 0

5 '15 1̃ a l 0
S.l 5~l a1 0

a l l̃ a1 o

a ,̃l a 7
5. 2 l 1̃ a 4

'Z 1 l̃ 0l 1 0

2 , 4 8 2 2.9 6 6
'liLa 8 8

2 , 0 5 6

2.3 3 8
7 a 0

9 5,.6

7 a 0

1.7 2 0

l.8 4 0

'i l.0 0 0

5. l 5 l̃ a l 0
1.7 6 4
6

' 0

e. 1 ĩ a l o
・z l̃ a sol l l l

l 2

l 2

l 2 ・ 7 5l,0 2,0 0 0 'Z l̃ a 3 0
a 1 9

l11 8 3 l 11.5 8 2 △ ( 供 試 )  l o
△( 供 試 )  2 S

l : L582 63:6 1.7 7 0 li1 1 l̃ ( 1 1 2 0

5l , 5 9 3 l 9'li 2 l l 8 9 8 l.0 1.'1' 0 0 5,1'a~l0.2 4

数

-S 5-



第 8表  支場・事業場さくらtす捕獲採卵成核表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

率
尾

J

尾
計
尾

字
尾
31
尾

計
尾

北

見

支

場

岩 尾 別

斜 里

港 滑

幌 内

7 6

3.2 8 2
a2 0 8

4

2 5

2. l 4 ,.,

1.S 2 5
11l

l 0 l

5l, 4 2 7

4.5 3 3
6

7 8

'2.4 9 3

8 7 0

4

2 5

7 9 0

2 0 4

2

l 0 1

a2 8 3

i.1 6 4

0

計
本 年 度 a 5 7 0 3 , 4 0 7 l ( 1 l 0 6 7 3 , 4 4 3 l. l l l 4.S 5 4

前 年 度 3.4 4 4 : L 8 8 l 5l, 3 2 5 2.5 2 3 6 8 4 a 2 0 7

根

室

支

場

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

9 8 8

1 0 9

8 6

4 7 4

4 5 7

3 3 8

1 l 2

4 6

2 4 3

3 l 7

l.S 2 6
3 1 l

l 3 2

7 l 7

7 7 4

8 2 2

l 9 5

8 8

1 6 S

4 5 6

3 0 8

l l 0

4 6 '

8 7

2 11l '2

1.1 3 0

3 0 5

1a 8

2 5 0

6 7 8

計
本 年 度 'a.2 0 4 1 , 0 5 e 3, 1l l 6 0 l. 7 l 8 7 7 S a4 9 2

前 年 度 1.3 2 9 5 6 7 :し 8 0 6 l.2 7 0 4 9 4 1.7 6 4

i
塩

支

場

德 志 別

歌 登

中 川

9 2

7 9 2

l 3 6

9

5 3 0

3 7

l 0 1

1.S 2 ' 2

l 7 3

6 4

'1 0 S

l 2 6

1 6

2 l 0

2 6

8 0

9 l 5

l 5'a

計
本 年 度 ;L0 2 0 5 7 e 1.5 9 6 8 9 5 2 5 2 1.1 4 '2

前 年 度 3 9 0 2 6 7 6 4 7 3 7 9 1 2 5 5 0 4

千 :1i'

支 場

千 意

l; 内

7 'a

8

7 0

,a

l 4 2

l 0

7 0

6

4 0

0

l 1 6

6

計
本 年 度 8 0 7 2 1 5 2 7 6 4 6 l ,a,a

前 年 度 l 4 3 l 7 0 l 1 0

渡 島
支 場

尻 別 4 S 0 9 l 5 2 l 4 'a 6 0 l 5 1 6

5 l 6

計

本 年 度 4 S  0 9 l 5 1l l l 4 2 5 9 1

前 年 度 7 6 3 2 l 0 8 7 6 3 2 l 0 8

合 計
本 年 度 1 l ) l 8 0 4 15,.2 9 2 1 5,5 9 6 e'5 6 8 a2 7 S

l.3 3 6
8l 8 3 l

前 年 度 5l, 2 5 3 a7 4 0 l 9 8 3 4,'a 5 7 5l 5 0 S

- 5 6-

採 卵 数

千粒

增 減 卵 数

△ 千粒

仮収容卵数

千粒

字 組 魚

使 用 率
%
平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日
l 5 9

4 , 7 6 8

: L l 4 2

9

a 0 7 8

l 5 9

4.7 e 8

1. l 4 2

9

l 0  0

7 l i 0

2 ' Z l

l 0 0

2.0 9 0

1 , 9 1 0

l.8 l 0
2 ' 2 5 0

6. 1̃ 9.30

5 . 1 1̃ 9 .19

5.11̃1 0. l 6

8. 1̃ 9.30

5.11̃1 0.1 66, 0 7 8 5 a 4 l.7 7 0
4 , 0 2 0

1.4 2 9

5 4 7

l 9 1

1 8 3

6 0 6

4.0 2 0 7 3 ' 3 l.5 0  0 5 .12̃1 0 . 1 2

5 . 2 !̃ l 0 . 1 0

5.15̃l 0 .1 0

6. 1̃1 0 . 1 0

5.21̃1 0 .  7

7. 1̃1 0 . l 0

5 . 1 5̃1 0 . 1 0

6. 1̃1 0 . 1 0

6. 5̃ 9 . 2 0

5 .25̃ 9.30

'1. 1̃ 9.2 5

1.4 2 9

5 4 7

1 9 l

l 8 3

6 0 6

8 a l

98 , 0

9 l i 5

a 4.4

0 a 8

1.7 4 0

2.8 l 0

2、80 0

:L120

:L 3 3 0

1.7 2 0'2l.9 5 6
2.3 3 8

i.9 5 6
' i.3 S 8

7 a0

9 5,e 1 8 , 4 0

1 , 9 1 0

1 , 3 0 0

l.6 7 0

l 2 2

9 l 5

2 l 0

1 2 2

9 l 5

1i 1 0

6 a 6

8 a 0

9 2.6

:L247 1.2 4 7 3 'Z7 1 , 3 9 0 5.25̃ 9.30

6 S 5 6 5 5 0'Z2 1.7 3 0 6. 1̃l 0 . 1 4

l 7 0

la

△ ( 供 試 ) l  o 1 6 0

l 2

9・2
7 t 0

2.4 3 0

2.0 0 0
9. 5̃1 0 . l 0

7. l̃ 9.30

l 8 2

2 S

:l. l 2 9

?::・( 供 試 )  1 o
∠・( 供 試 ) 2 3

l 7 a

0

1.1 2 0

9 1i0

6 a 2

2.3 9 0 7. 1̃1 0 . 1 0

9.2 3̃1 0 . 2 4

8.21̃10 .20

2 , 5 6 0

2.6 6 09 a 8

1.1,a o

l 8 6

l 1.5 9 2 ∠・( 供 試 )  1 o

1.l a 8 9a8

l 0 0

6 3.6

8 l.0

2.6 6 0

2.4 6 0

8 .21̃1 0 . 2 0

g. 1̃10.1 0

5 . 1 1̃10 . 20

l 8 6

1 ; L 5 8 2

1 l 0 9

1 , 7 7 0

'll 2 'a 1ll △ ( 供 試 )  2 3
l

1 , 7 0 0 5 . 1 2̃1 0 . 2 4

-5 7-



第9表  昭和 4 3年度海区水系別からふとます親魚補獲採卵成積表

海

区
水 系 採 卵 場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親 1

- 字
尾

容
尾

計
尾

字
尾

さl
尾

岩 尾 別

斜 里

薬 零

網 走

常 昌

揚 別

港 精

異 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

屯 別

演 払

海 区 計

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

細 走

常 呂

極l 別

落 精

実 部

幌 内

雄 武

德 志 別

北見幌別

屯 別

破 払

本 年 度

前 年 度

岩尾別

斜 里

藤 零

網 走

北 見

翻 別

游 滑

/ /

幌 内

德志別

歌 登

屯 別

/ /

7 , 7 7 3

1 , 5 6 5

0

1 0

2 7 9

3 2 3

7 5 6

9 6

1 8 9

l 2 1

2.1 3 2

1.0 2 l
8 5 4

3 3 1

1 5 , 4 5 0

2 0 , 5 1 1

1 3.9 9 0

1.4 l 2
2

8

3 3 0

4 4 5

1.1 2 9
6 8

3 0 l

1 3 8

2 , 3 6 1

1.9 6 5
7 5 5

4 7 5

2 3.3 7 9
17.7 3 9

2 1 , 7 6 3

2.9 7 7
2

1 8

6 0 9

7 6 8

1 , 8 8 5

1 6 4

4 9 0

:2 5 9

4 , 4 9 3

2.9 8 6

1 , 6 0 9

8 0 6

3 8 , 8 2 9

3 8 , 2 5 0

7.6 5 5

1 , 4 2 7

8

2 4 2

3 1 4

4 3 0

6 9

l
1 1 3 0

f
1 , 9 8 0

9 5 3

2 3 0

3 3

1 3.4 7 l
1 9.3 7 0

l , 2 6 4

4 7 9

4

7 7

1 0 5

1 1 9

1 8

6 7

3 9 7

2 5 2

7 4

2 0

2.8 7 6

4 , 8 7 6

オ

ホ、

1

ツ

ク

海

区

日

本

海

区

天 塩

海 区 計

中 川

本 年 度

前 年 度

中 川 1 8 0

l 8 0

1 3 l

1 3 1

3 1 1 1 1 7

l 1 7

3 6

3 63 1 1

8 7

3 3

0

2 8 1

6. l 3 5
1.2 7 6
7 0

4 9

l 6.7 6 5

9 9

1.5 0 0

サi ,l'ル'イ

春刈古.号

植 別

患 類

l 標 津
当 幌

L 春 別
床 丹

l
西 別

矢 自 別

風 蓮

サ y ル イ

春刈古丹

植 別

忠 類

標  津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 違

羅 臼

/ /

* 別
伊茶仁

//

計根別

/ /

/ /

虹 別

浜 中

/ /

5 3

l 8

0

5 0

1.2 4 3
5 9 2

3 0

2 7

3 , 4 1 3

3 0

4 7 4

3 4

1 5

0

2 3 1

4 S 9 2

6 8 4

4 0

2 2

l 3 , 3 5 2

6 9

1.0 2 6

2 9

1 0

3 3

8 3 3

5 9 2

3 0

2 7

2 , 824

2 1

3 6 2

1 1

1 1

1 5

3 1 9

6 0 0

4 0

2 2

1.0 2 3
9

9 1

根

室

海

区

-5 8-

ll
字 親 魚
使 用 率“ 平均採卵数粒 実 施 期 間月日̃月日

採 卵 数

千杜

增 減 卵 数

o 千粒

仮収翻P数

千粒
計
尾

8.9 1 9

1 , 9 0 6

1 2

3 1 9

4 1 9

5 4 9

8 7

1 9 7

2 , 3 7 7

1.2 0 5
3 0 4

5 3

1 6.3 4 7

2 4.2 4 6

1 1.1 0 5
2.4 9 0

1 2

3 6 8

5 ! 9

5 3 5

9 3

2 3 2

2 , 8 1 5

1.3 6 6
3 1 5

3 8

1 9.8 8 8
2 8 , 9 8 9

1 1.1 0 5
2.4 9 0

1 2

3 6 8

5 1 9

5 3 5

9 3

2 3 2

2 , 8 15

1.3 6 6
3 l 5

3 8

1 9.8 8 8
2 8.9 8 9

98.5

91.2

80 .0

86.7

97.2

56 .9

71.9

4 1.9

92.9

93.3

26 . 9

10.0

8 7 . 2

94.4

1 , 4 5 0

1 , 7 4 0

1 , 5 0  0

1.5 2 0
1 , 650

1.2 4 0
1.3 5 0
1 , 7 8 0

1.4 2 0
1 , 4 3 0

・ 1.3 7 0
1 , 1 5 0

1.4 8 0
1.5 0 0

6 . 1 1̃ 1 0 . 1 0

7. 1̃ 1 0 . 1 2

9.11̃ 9.30
8 .11̃ 10 .10

8. 1̃ 10 . 2 0

8. 1̃ 1 0 . 2 0

'1l.29̃ 10 .  5

8. l̃ 10 . 1 0
8. 1̃ 10 . 10

7 . l 0̃ 9 . l 0
1. 1̃ 1 0 . 1 0

7.11̃ 9.3 0
'12 5̃ 9.29

7. l 5̃ 9 . 2 l

6 .11̃ 1 0 . 2 0

7 1̃ 10 . 3 1

1 5 3

1 5 3

1 3 3

1 3 3

1 3 3

1 3 3

65.0

65.0

1.1 4 0
1.1 4 0

7. 1̃ 9.25

1. 1̃ 9.25

4 0

2 1

4 8

1.1 5 2
1.1 9 2
'1l 0

4 9

31847

3 0

4 5 3

2 6

1 0

4 0

1 , 082

5 7 9

2 7

2 6

2.9 5 8
3 2

6 1 0

2 6

1 0

4 0

1.0 8 2
5 7 9

2 7

2 6

2.9 5 8
3 2

6 1 0

54.7

5 5 . 6

6 6.0

67.0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

82.7

70.0

76.4

9 0 0

1.0 0 0

1.2 1 0
1 , 3 0 0

9 8 0

9 0 0

9 6 0

1.0 6 0

し 5 2 0

1.6 9 0

7 . 2 !̃ 9.30
'l. ! 9̃ 9.20
7.11̃ 9.10
'1. l̃ 92 0

7. 1̃ 1 0 . 2 0
5 . ! 5̃ 1 0 . 1 0

S.15̃ 1 0 . 1 0
5.15̃ 1 0 . l 0

6 . 2 l̃ l 0 . 2 0

7 . 1 l̃ 10 .  2

'll21̃ l 0 . 1 7
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海

区

水 系 採 卵 場
所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親 :ll

率

尾

s
尾

計

尾

♀

尾

1!1、

l差

根
室
海
区

別 当 賀

海 区 計

別 当 質 厚 床 8 2 8 9 1 7 1 7 6 4 5

本 年 度 6.0 1 2 2 0 , 4 5 4 2 6.4 6 6 4.8 3 7 2,186

前 年 度 2 , 9 8 3 5.1 5 3 8.1 3 6 2.4 8 8 1 , l 2 3

標以
東
海
整区

釧 路

海 区 計

釧 路 釧 路 1 9 l 1 3 0 9 4

本 年 度 1 9 1 l 3 0 9 4

前 年 度 2 9 3 3 7 5 6 6 8 1 8 6 7 3

:際以
西
海
装区

遊 楽 部

海 区 計

遊 楽 部 八 雲 1 l 5 1 2 3 2 3 8 4 8

4 8

2 2

本 年 度 l 1 5 1 2 3 2 3 8 22

前 年 度 l 9 l 1 8 6 3 7 7 l l 7 4 6

合 計
本 年 度 2 1 , 7 7 6 4 4.0 9 8 6 5.8 7 4 1 8 , 4 8 2 5.1 2 4

前 年 度 2 3.9 7 8 2 3.4 5 3 41.4 3 l 2 2 , 1 6 1 6 , 118

-6 0-

ノ

採 卵 数
千粒

増 減 卵 数

△ 千粒

仮収容卵数

千粒

字 規 魚
使 用 率
%
平均採卵数

粒

実 施 期 日

月日̃月日計

尾

1 2 1 1 1 3 1 1 3 92.7 1.4 8 0 't. l̃1 0 . l 0

7.0 2 3 5 , 5 0 3 5 , 5 0 3 80.5 1.1 4 0 5 . l 5̃ 10 . 20

3.6 1 l 3.0 1 0 3.0 1 0 83.4 1.2 1 0 6. 1̃1 0 . 1 0

1 3 l 3 l 3 47 . 4 l , 4 4 0 7 . 2 1̃  9.28

1 3 1 3 1 3 4 7.4 1.4 4 0 '「. 2 1̃  9.28

2 5 9 1 8 9 ! 8 9 63 .5 1.0 2 0 g. 1̃ 1 0 . 1 0

7 0 4 0 4 0 4 l.7 8 3 0 7. 1̃10. 9

7 0 4 0 4 0 41.7 8 3 0 7. l̃1 0 .  9

1 6 3 1 5 0 1 5 0 6 1.6 1 , 280 'l. 6̃10 .20

2 3.li)0 6 2 5.5 7 7 2 5.5 7 7 84.9 1 , 3 8 0 5.l 5̃ l 0 . 2 0

1 2 8.279 3 2.3 3 8 3 2.3 3 8 92.4 1 , 4 6 0 6. 1̃ 1 0 . 3 1

-6 1



第 1  o表 支場 ・事業場別からふとます親魚捕理採卵成續表

支 場 事 業 場
捕 獲 . 数 使 用 親 魚 数

字
尾

a-

尾
計
尾
9
尾
6
尾

計
尾

岩 尾 別

斜 里

藤 零

細 走

北 見

種l 別

清 精

幌 内

7.7 7 3
1.5 6 5
0

1 0

2 7 9

3 2 3

8 5 2

3 l 0

l 3.9 9 0
1.4 、2_
2

8

3 3 0

4 4 5

1.1 9 7
4 3 9

2 1.7 6 3
2.9 7 7
2

1 8

6 0 9

7 6 8

2 , 0 4 9

7 4 9

7.6 5 5
1 , 4 2 7

8

2 4 2

3 1 4

4 9 9

1 3 0

1.2 6 4
4 7 9

4

7 7

1 0 5

1 3 7

6 7

8.9 1 9
1.9 0 6

1 2

3 1 9

4 1 9

6 3 6

1 9 7

北

見

支

場

計
本 年 度 1 1.1 l 2 1 7 , 8 2 3 2 8 , 9 3 5 1 0.2 7 5 2.1 3 3 l 2.4 0 8
前 年 度 1 9 , 3 9 2 1 6 , 3 5 4 3 5.7 4 6 1 8.4 6 3 4 , 6 4 9 2 3.1 1 2
羅 自

意 別

伊 茶 仁

計 根 別

虹 別

展 中

厚 床

7 l

0

1 , 2 9 3

6 4 9

3.4 1 3
5 0 4

8 2

4 9

0

5 , 1 23

7 4 6

1 3.3 5 2
l.0 9 5
8 9

1 2 0

0

6.4 1 6
1.3 9 5
1 6.7 6 5
l.5 9 9
1 7 1

3 9

8 6 6

6 4 9

2 , 8 2 4

3 8 3

7 6

2 2

3 3 4

6 6 2

1.0 2 3
1 0 0

4 5

6 1

1.2 0  0
l , 3 1 1

3.8 4 7
4 8 3

1 2 1

根

室

支

場

計
本 年 度 6 , 0 1 2 2 0 , 4 5 4 2 6.4 6 6 4.8 3 7 2.1 8 6 7.0 2 3
前 年 度 2 , 9 8 3 5.1 5 3 8 , 1 3 6 2.4 4 8 1 , 1 2 3 3.6 1 1

十勝支場 割 路 l 9 1 1 3 0 9 4 1 3

計
本 年 度 1 9 1 1 3 0 9 4 1 3

前 年 度 2 9 3 3 7 5 6 6 8 1 8 6 7 3 2 5 9

德 志 別

歌 登

屯 別

中 川

2 , 1 3 2

1.0 2 l
1.1 8 5
l 8 0

2.3 6 1
1.9 6 5
1 , 2 3 0

1 3 l

4.4 9 3
2.9 8 6
2 , 4 l 5

3 1 1

l.9 8 0
9 5 3

2 6 3

1 1 7

3 9 7

2 5 2

9 4

3 6

2.3 7 7
l.2 0 5
3 5 7

1 5 3

天塩支場

計
本 年 度 4 , 5 1 8 5 ,687 1 0.2 0 5 3 , 3 1 3 7 7 9 4.0 9 2
前 年 度 1.1 1 9 1. 3 8 5 2.5 0 4 9 0 7 2 2 7 1.1 3 4

渡島支場 八 雲 1 1 5 1 2 3 2 3 8 4 8

4 8

2 2 7 0

計
本 年 度 1 1 5 l 2 3 2 3 8 2 2 7 0

前 年 度 1 9 0 1 8 3 3 7 3 1 l 7 4 6 1 6 3

合 計
本 年 度 2 1 , 7 7 6 4 4 , 0 9 8 6 5.8 7 4 1 8.4 8 2 5.1 2 4 2 3 , 6 0 6

前 年 度 2 3 , 9 7 8 2 3 , 4 5 3 4 7.4 3 l 2 2 , l 6 1 6 , 1 1 8 2 8.2 7 9

-6 2-

採 卵 数

千粒

増 減 卵 数

△ 千粒

仮収容卵数

千粒

率 親 魚
使 用 率

f

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日

l 1.1 0 5
2.4 9 0

1 2

3 6 8

5 1 9

6 2 8

2 3 2

1 1 , l 0 5

2.4 9 0

1 2

3 6 8

5 1 9

6 2 8

2 3 2

9 8 . 5

9 l . 2

80 .0

86.7

97 .2

5 8 . 6

41.9

1.4 5 0
1.7 4 0

1.5 0 0
1.5 2 0
1.6 5 0
1.2 6 0
1.7 8 0

6.11̃ 1 0 . 1 0
7. 1̃ l 0 . l 2

9・1 1̃ 9.30
8 . l l̃ 1 0 . 1 0
8. l̃ 10 .20
8. 1̃ 10 . 2 0
7.29̃ l 0 . 1 0
7.10̃ 1 0 . 1 0

1 5.3 5 4 1 5.3 5 4 92.5 1 , 4 9 0 6.11̃ 10 . 20
2 7.7 7 4 1 , 7 7 4 95.2 1.5 0  0 '1. 1~ 1 0 . 3 l
3 6

1.1 2 2
6 3 2

2.9 5 8
6 4 2

1 1 3

3 6

1.l 2 2
6 3 2

2.9 5 8
6 4 2

1 1 3

54.9

67 . 0

1 0 0

82.7

76.0

92 .7

9 2 0

1.3 0 0
9 7 0

. 1.0 5 0
1.6 8 0
1.4 9 0

7 . l 9̃ 9.3 0
't. 1 1̃ 9 . 10
7. l̃ l 0 . 2 0
5.1 5̃ 1 0 . 1 0
6 2 1̃ 10 .20
7.11̃ l 0 . 1 7
7. 1̃ 1 0 . 1 0

5 , 5 0 3 5 , 5 0 3 80.5 1.1 4 0 5.15̃ 1 0 . 2 0
3.0 1 0 3,0 1 0 8 3 . 4 1.2 1 0 6. 1̃ 1 0 . 1 5
1 3 1 3 47.4 1 , 4 4 0 7 . 2 l̃ 9 . 28
1 3 ! 3

1 8 9

47.4 1 , 4 4 0 7. 2 l̃ 9 . 2 8
1 8 9 63.5 1.0 2 0 g. 1̃ 1 0 . 1 0
2.8 1 5
1.3 6 6
3 5 3

1 3 3

2.8 1 5
1 , 3 6 6

3 5 3

1 3 3

92 .9

9 3 . 3

22.2

65.0

1 , 4 2 0

1 , 4 3 0

1.3 4 0
1 , 1 4 0

7. 1̃  1 0 . 1 0
7.1 1̃ 9.30
7 . l 5̃ g. 2 g

7. 1̃ 9.25
4.6 6 7 4.6 6 7 73.3 1.4 l 0 7. 1̃ 10 . 1 0
1.2 1 5 1.2 1 5 81.1 1 , 3 4 0 1「. 1̃ 1 0 . 3 1
4 0 4 0 41.7 8 3 0 7. 1̃ 1 0. 9
4 0 4 0 4 1.7 8 3 0 7. 1̃ 1 0 .  9
1 5 0

2 5 , 5 7 7

1 5 0 61 .6 1.2 8 0 7. 6̃ 1 0 . 2 0
2 5.5 7 7 84.9 1.3 8 0 5 .15̃ 1 0 . 2 0

3 2.3 3 8 3 2 , 3 3 8 92 .4 1.4 6 0 6. 1̃1 0. 3 1
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2 ます 9Pの移殖

本年度のます卵移殖はからふとますにっいてのみ行なつた。 これは計画に基づく資源不振地域への

の移殖と、 ォホ、ーツク海区、 構「9の豊凶是正のための移殖であるo

第 1  l 表  からふとます発眼卵の移殖

供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 ilR
摘 要

支場名
事 業
場 名

移殖月日
支場名

事 業
場 名

移 篇
卵 数
千粒

移 殖 前
死 卵 数
千粒

移 殖
実 卵 数
千粒

死卵率

%

北 見

/ /

紹 走

/ /

4 3 . l 1 . 2

4 3 . l 1.4

渡 島

根 室

八 雲

1「l: 別

2 , l 4 8

1. l l 0

2 2 8

5 6

1 , 9 2 0

1.0 5 4

岩尾別川産

/ /

合 計 3.2 5 8 2 8 4 2.9 7 4

-6 , l-

3 ますふ化放流成續概要

o さ く ら ます

本年度は轉P数1 1. 5 9 2千拉から供試11lE 1 2 千粒を差引いた 1 l. 5 8 0 千 粒 にっいて、これ
を14事業場(このうち民間ふ化設備2ケ所)に収容して管理を行ない、  9 , 9 2 7千尾の稚魚を

生産し放流した。この歩留りは85 . 7% と最近 5ケ年平均 ( 8 7 . 1 % ) よ り若干低力つた。この

うち、 9 2 1 千 尾 ( 9 . 3 % )は給解稚魚である。

oからふとます

本年度は採卵数25. 5 7 7 千 粒 にっいて、 1 6事業場 (このうち民間ふ化設備3ケ所 )に収容

して管理を行ない2 1. 4 6 9 f尾の稚魚を生産放流した。この歩留りは 8 3 , 9 iで最近5ケ年平

均 ( 8 7 . 3 % ) よ り若干低かつた。こ の う ち 9 .6 8 0 千 尾 ( 4 5 . l % )は給解稚魚である。

- 6 5-



第 1  2表  昭和 4  3年度海区水系別さく らますふ化放流舶表

海

区
水 系 事 業 場 l又容卵紙

千粒
死 卵 数
千粒
ふ出尾数
::f:尾
ふ化率
%

放 流 i

無 洽 解-:f'尾 給 解
千尾

岩 尾 別

斜 里

湧 別

港 滑

徳 志 別

北見幌別

海 区 計

岩 尾 別

斜 里

湧 別

港 滑

德 志 別

歌 登

本 年 度

前 年 度

1 5 9

4 , 7 6 8

9

1 , 1 4 2

3 2 4

7 l 3

7.1 l 5
4.3 1 2

5

2 9 0

l

2 l 9

3 8

6 6

6 1 9

3 l 7

1 5 4

4 , 4 7 8

8

9 2 3

2 8 6

6 4 7

6 , 4 9 6

3 , 9 9 5

96.9

9 3 . 9

8 8 . 9

80 .8

88 .3

90 .7

91.3

9 2 . 6

1 5 0

4 , 4 3 2

8

9 0 6

2 7 9

6 2 7

6 , 4 0 2

3 , 9 0 8

オ

ホ

1
ツ

ク

海
区

天 塩

石 狩

尻 別

海 区 計

中 川

千 歳

尻 別

本 年 度

前 年 度

2 1 0

l 6 0

1. l 2 7
1 , 4 9 7

5 l 3

1 l

1 6

l 4 9

1 7 6

3 5

l 9 9

1 4 4

9 7 8

1.3 2 l

4 7 8

94.8

9 0 . 0

86 . 8

8 8 . 2

93 .2

l 9 8

日

本

海

区

1 4 l

7 8 0

9 2 11 9 8

4 2 5

伊 茶 仁

床 丹

西 別

矢 自 別

別 当 賀

海 区 計

伊 茶 仁

( 床 丹 )

虹 別

(矢臼別

・厚 床

本 年 度

前 年 度

1.4 2 9
5 4 7

l 9 l

l 8 3

6 0 6

2 , 9 5 6

2 , 3 3 8

1 8 0

3 4

2 7

6 5

2 1

3 2 7

1 6 9

1 , 2 4 9

5 1 3

l 6 4

1 1 8

5 8 5

2.6 2 9
2 , 1 6 9

87.4

9 3 . 8

8 5 . 9

6 4 . 5

96 .5

88 .9

9 2 i

1 , 2 1 7

5 1 0

1 5 9

1 1 0

4 1 0

2.4 0 6
1 , 9 5 2

根

室

海

区

襟海
基
以
西区 重 置 要

( 様 似 )

本 年 度

前 年 度

l 2

1 2

3 3

1

1

2

1 l

1 l

3 1

9 l . 7

91.7

9 3 . 9

(9)
(0

2 7

総 計
1 1.5 8 (

7 , 1 9 l = 1 0 , 4 5 76 , 6 7 11 ::.; 9 , 0 0 6

6 , 3 l 2

(g09 2 1

l1ll さ く  らます卵子の採卵から収容までの動き

採 卵 数

仮 収 容 卵 数

△供試卵数

収 容 卵 数

l 1 , 5 9 2  千 粒

1 1 , 5 9 2  〟

1.2 f'
1 1.5 8 0  ''

-6 6-

註 . : ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

数
仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き ……事業場単位

備 考
稚魚移殖放流……括弧書き計

千尾

放流期間

1 S 0

4 , 4 3 2

8

9 0 6

2 7 9

6 2 7

6 , 4 0 2

3 , 9 0 8

4. 1̃4.30
2. 1̃2 . 2 8
1.10

1.29̃2.. 3
1. g

2. 1̃2 . 2 8

1 . l 0̃4 . 3 0
1. 1̃4 . 3 0

幌内から 9千粒

歌登から 2 0 2 千粒

徳志別へ 2 0 2 千 粒

1 9 8

l 4 l

7 8 0

1 , 1 1 9

4 2 5

4. l̃4.10
4.30

5 . l 5̃5 . 1 6
4. 1̃5 . 1 6
3. 1̃5.15

試検供用(淡水区水研へ ) 1 o千粒

試験供用(北大へ ) 2 千 粒

1 , 2 1 7

5 1 0

1 5 9

1 l 0

4 1 0

2 , 4 0 6

1.9 5 2

2 . l 0̃4 . l 0
3. l̃4.30

2. 1̃2.20

2.25̃2.28

3. 1̃3.31
2. 1̃4.30
1.16̃4 3 0

根室から1. 4 2 9 千 粒
計根別(当幌、春別、床丹採卵場分)から 5 4 7千粒

浜中(矢自別、風連採卵場分)から18 3一自l立

<3)
(9)

2 7

10.16
1 0.1 6

5 .16

静内(仁雁別1采卵場分)から 1 2千粒
続似から静内事業場へ稚魚l1千尾を移し、 こ こ で l 0 月 l 6 日 ま で 飼 育
し て 、 体 長 1 2 l cm・体重 a 29の魚体にして放流)

::8i: 1ll 61. 9 5 . l 6

1. l-5 . 1 6

-6 7-



第 1 3 表  昭和 4  3年度支・事業場別さくらますふ化放流成續表

支 場 事 業  場 収容卵数
千粒

死 卵 数

千粒

ふ 出 卵 数

=F尾

放 流

ふ 化 率

%
無 給 西

千尾

北 見 岩 尾  別

斜 里

場 別

清 精

本 年 度

前 年 度

l 5 9

4 , 7 6 8

9

1 , 1 4 2

6.0 7 8
4 , 0 2 0

5

2 9 0

1

2 1 9

5 1 5

2 9 1

1 5 4

4 , 4 7 8

8

9 2 3

5.5 6 3

3 , 7 2 9

96 . 9

93.9

88.9

80.8

91.5

92.8

1 5 0

4.4 3 2
8

9 0 6

5 , 4 9 6

3.6 5 5

根 室 伊 茶 仁

( 床  丹 )

虹 別

( 矢 臼別 )

厚 床

本 年 度

前 年 度

1.4 2 9
5 4 7

1 9 l

1 8 3

6 0 6

2 , 9 5 6

2 , 3 3 8

1 8 0

3 4

2 7

6 5

2 1

3 2 7

1 6 9

1 , 2 4 9

5 1 3

1 6 4

1 1 8

5 8 5

2 , 6 2 9

2 , 1 6 9

87.4

93.8

85.9

64 .5

96.5

8 8 . 9

9 2 . 8

1.2 1 7
5 l 0

1 5 9

1 1 0

4 1 0

2.4 0 6
1 , 9 5 2

天 塩 徳 志 別

歌 登

中 川

本 年 度

前 年 度

3 2 4

7 1 3

2 1 0

1.2 4 7

6 5 5

3 8

6 6

1 1

1 1 5

. 3 0

2 8 6

6 4 7

1 9 9

1.1 3 2
6 2 5

88.3

90.7

94 .8

9 0 . 8

95.4

2 7 9

6 2 7

1 9 8

1 , 1 0 4

6 1 1

千 歳 千 歳

( 様 似 )

本 年 度

前 年 度

1 6 0

1 2

1 7 2

0

1 6

1

1 7

0

1 4 4

1 1

1 5 5

0

90.0

9 1.7

9 0 . 1

渡 島 尻 別

本 年 度

前 年 度

1 , 1 2 7

- 1.1 2 7
1 8 3

1 4 9

1 4 9

3 3

9 7 8

9 7 8

1 5 0

8 6 . 8

86 .8

81.9 9 4

合 計
本 年 度

前 年 度

1 1.5 8 0
7.1 9 6

1.1 2 3
5 2 3

1 0.4 5 7
6.6 7 3

90 .3

92.7

9.0 0 6

6 , 3 1 2

- 6 8-

註 : ( )の事業場は民間簡易ふ化設備
ll1 数 ta数 放 流 期 間 備 考給 解

千尾
計
千尾

1 5 0

4 , 4 3 2

8

9 0 6

5.4 9 6
3.6 5 5

9 4 . 3

93 .0

88 . 9

79.3

90.4

90.9

4. 1-4.30
2. l-2.28
1. l 0

1.29-2. 3
1.10-4.30
1. 1-4 . 30

1.2 1 7
5 1 0

1 5 9

1 1 0

4 1 0

2 , 4 0 6

1.9 5 2

8 5 . 2

93.2

83.2

60 .1

67.7

8 1.4

83 . 5

2 .10- 4.10
2.25-4.30
2. l- 2.20
2 . 25-2 . 2 8
3. 1-3.31
2. 1-4.30
1 .15-4 .30

2 7 9

6 2 7

1 9 8

1. 1 0 4
6 1 1

86.1

8 7 . 9

9 4 . 3

88 .5

9 3 . 3

1- g

2. 1-2 . 2 8

4. 1-4.10
1. 9- 4.10
1. 7- 3.1 0

1 4 1

llS)

(1li)
1 4 1

1 4 1

(9l
(S)
1 4 1

0

88.1
6 a7
6 a7
8 2 . 0

4 . 30
l 0 . 1 6

1 0 . l 6

4 . 3 0

7 8 0

7 8 0

7 8 0

7 8 0

9 4

6 9 . 2

6 9 . 2

51 .4

5 .15-5 . 1 6
5. 1 -5 . 1 6

1. 1- 5 . 1 6

(S)
9 2 l

(S)
9 , 9 2 7

6 , 3 1 2

6 li7
8 5L 7

8 7 . 7

l 0 . 1 6
1. 9- 5l 1 6
1. 1-5.16

-6 9-



第 1  4 表  昭和 4  3年度海区水系別からふとますふ化放流成積表

海

区
水 系 事 業 場 収容卵」

千粒

死卵数

千粒

ふ出尾数

:F尾

ふ 化 率

%

放 流

無 給 解
千尾
給 餌
::F:尾

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

常 昌

場 別

港 滑

雄 武

徳 志 別

屯 別

海 区 計

岩 尾 別

斜 里

藤 1零

北 見

湧 別

港 滑

仲 雄 武1
徳 志 別

屯 別

本 年 度

前 年 度

5 , 8 1 0

2.4 9 0

2 , 0 4 9

3 6 8

4 9 9

6 2 8

2 5 2

4 , 1 8 l

3 5 3

1 6 , 6 3 0

2 4 , 5 0 3

4 1 3

1 6 3

l 3 6

1 0 4

7 9

1 3 0

5 4

1 , 0 8 3

4 4

2 , 2 0 6

2.3 5 4

5 , 3 9 7

2 , 3 2 7

1 , 9 1 3

2 6 4

4 2 0

4 9 8

1 9 8

3.0 9 8

3 0 9

l 4 , 4 2 4

2 2 , 1 4 9

92.9

93 .5

9 3.4

71 . 7

84.2

79 .3

78.6

7 4 . 1

87 .5

86.7

90.4

5 , 3 3 (

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

2 , 3 0 0

1.9 1 2

2 5 8

3 7 3

4 8 6

1 5 0

3 0 6

5.7 8 5

2 1.6 2 5

3.0 7 (

8 , 4 0 (

日

本

海

区

天 塩

海 区 計

中 川

本 年 度

前 年 度

1 3 3

l 3 3

0

1 0

l 0

1 2 3

1 2 3

9 2 . 5

9 2 . 5

1 2 3

1 2 3

羅 臼

標 津

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

海 区 計

羅 臼

根 室

( .床丹)

虹 別

( 矢 臼 別 )

浜 中

厚 床

本 年 度

前 年 度

6 0 5

2 , 1 9 l

6 3 2

2 , 4 3 0

3 2

6 l 0

1 l 3

6.6 1 3

5 , 2 2 8

l 1 6

5 4 3

6 2

2 0 6

9

4 9

5

9 9 0

7 0 8

4 8 9

1.6 4 8

5 7 0

2.2 2 4
2 3

5 6 l

l 0 8

5 , 6 2 3

4.5 2 0

80.8

75 .2

90 .2

91 .5

7 1. 9

9 2 . 0

95.6

8 5.0

8 6.5

4 8 5

1.4 6 5

5 7 0

2. l 3 5

2 2

5 l 0

8 7

5 , 2 7 4

4 , 3 7 2

根

室

海

区

探海

基

以
東区

十 勝

海 区 計

十 勝

本 年 度

前 年 度

1 3

1 3

l 8 9

2

2

7 2

l 1

1 1

1 1 7

84 .6

84 .6

6 1.9

! l

l 1

l 0 0

-7 0-

註 : ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

数
放流期間 備 考 仮収容卵数から収容卵歡までの卵の動き・・・…事業場単位

稚魚移殖放流……括弧書き計

二F:尾

5 , 3 3 0

2.3 0  0
1.9 l 2

2 5 8

3 7 3

4 8 6

l 5 0

3 , 0 7 0

3 0 6

1 4 , 1 8 5

2 1 , 6 2 5

3. 1̃5 .20

2. 1̃2.28

3. l̃4.3 0

3. !~3.3 1

2. l̃5 . 1 9

2.18̃228

3. 1̃3 . 3 l

2. 1̃4 . 1 5

3.21̃3.31

2. 1 ̃5 . 2 0

1. 7-5.30

網走事業場経由で部事へ 2.0 3 7千粒、  虹別へ 1.1 l 0 千粒、 八雲へ 2.148千粒

網走 (岩尾別分 )から 2 ,o 3 7千粒、細走から l 2千粒

幌内から 2 3 2千粒、中雄武へ 2 5 2 千 粒

観 1l l から 2 5 2千粒  

歌登から1. 3 6 6 千 粒

1 2 3

1 2 3

0

4. l̃4 . l 0

4. 1 ̃4. 10

4 8 5

1.4 6 5

5 7 0

2 , 1 3 5

2 2

5 1 0

8 7

5 , 2 7 4

4 , 3 7 2

4. 1~5 . 3 1

3. 1̃ 3 . 3 1

3. l~4.30

2. 1̃22: 7

2.25̃2 . 2 8

3.26~4.10

3. 1̃3 .31

2. l~5 . 3 l

2. 1̃5. 7

附 l1か ら 5  6 9 千 粒

虹別から 1.0 6 9 千拉、伊:茶仁 (伊茶l仁、標津分 )から 1.1 2 2千粒

計根別 ( 麻月分 ) か ら 2 6 千粒. ( 当 幌分 ) 5 7 9 千粒 、  ( 春別分 ) 2 7 千粒

岩尾別1.1 1 0千粒、羅自へ 5 6 9千粒、根室へ 1. 0 6 9 千 粒

浜中 (矢臼別分 )から 2千拉

矢自別へ 3 2 千粒

1 1

l ,::

2三。

-7 1-



海

区
水 系 事 業 場 収容卵 l l''''

千粒

死 卵 数

千粒

ふ出尾数

-:F尾

放 流 月

ふ化率

%
無 給 f l
::i尾
給 解

千尾

1際海
裳
以
西区
::: 八 雲本 年 度

前 年 度

2 , l 8 8

2.l 8 8

2 , 2 7 5

3 0 0

3 0 0

2 8 3

1 , 8 8 8

1 , 8 8 8

1 , 9 9 2

8 6 . 3

86 . 3

87 .6

5 9 6

5 9 6

1.9 8 6

1.2 8 0

1 , 2 8 0

総 計
本 年 度

前 年 度

2 5 , 5 7 7

3 2 , 1 9 5

3.5 0 8

3 , 4 l 7

2 2 , 0 6 9

2 8 , 7 7 8

8 6 . 3

8 9 . 4

1 1.7 8 9

2 8.0 8 3

9.6 8 0

数 , ___ 仮収容卵数から収容卵数までり卵の動き…一事業場単位
備 考

稚魚移殖放流……括弧書き計

二l一尾
放流期間

月日̃月日

1 , 8 7 6

1.8 7 6

1 , 9 8 6

2 , 18- 5 . 2 0
2,18-5 .20
12,7-3.30

網走 (岩尾別分 )から  2. l 4 8千粒

2 1 , 4 6 9

2 8.0 8 3 :::::

7 3-



第 1  5 表  野 4  3年度支・事業場別からふとますふ化放流成積表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数

千粒

死 卵 数

千粒

ふ出尾数

f 尾

1
ふ 化 率

%
無 給 幅
千尾

北 見 岩 尾 別

斜 里

讓 1.■ 琴
北 見

揚 別

落 精

( 中 雄 武 )

本 年 度

前 年 度

5 , 8 1 0

2 , 4 9 0

2.0 4 9

3 6 8

4 9 9

6 2 8

2 5 2

1 2 , 0 9 6

2 3.2 8 8

4 1 3

1 6 3

1 3 6

1 0 4

7 9

1 3 0

5 4

1 , 0 7 9

2.2 5 5

5.3 9 7
2.3 2 7
1.9 1 3
2 6 4

4 2 0

4 9 8

1 9 8

1 1.0 l 7
2 1 , 0 3 3

92.9

93.5

93 .4

7 1 . 7

84.2

79 .3

78.6

9 1 . l

90 .3

2.3 0  0
1 , 9 l 2

2 5 8

3 7 3

4 8 6

1 5 0

・ 5.4 7 9

2 0 , 6 2 7

根 室 羅 自

根 室

( 床  丹 )

虹 別

( 矢自別 )

厚 床

浜 中

本 年 度

前 年 度

6 0 5

2.1 9 1
6 3 2

2.4 3 0
3 2

1 1 3

6 1 0

6.6 1 3
5.2 2 8

1 1 6

5 4 3

6 2

2 0 6

9

5

4 9

9 9 0

7 0 8

4 8 9

1.6 4 8
5 7 0

2.2 2 4
2 3

1 0 8

5 6 1

5 , 6 2 3

4 , 5 2 0

80.8

7 5 . 2

90.2

91.5

71.9

9 5 . 6

92.0

85 .0

86 .5

4 8 5

1 , 4 6 5

5 7 0

2 , 1 3 5

2 2

8 7

5 1 0

5.2 7 4
4.3 7 2

十 勝 十 勝

本 年 度

前 年 度

1 3

1 3

1 8 9

2

2

7 2

1 1

1 1

1 1 7

8 4 . 6

84 .6

6 1.9

1 1

1 1

1 0 0

天 塩 徳 志 別

屯 別

中 川

本 年 度

前 年 度

4 , 1 8 1

3 5 3

1 3 3

4 , 6 6 7

1 , 2 1 5

1 , 0 8 3

4 4

l 0

1 , l 3 7

9 9

3 , 0 9 8

3 0 9

l 2 3

3 , 5 3 0

1.1 1 6

7 4 . 1

87.5

9 2 5

75.6

9 1 .g

3 0 6

1 2 3

4 2 9

9 9 8

渡 島 八 雲

本 年 度

前 年 度

2 , 1 8 8

2 , 1 8 8

2 , 2 7 5

3 0 0

3 0 0

2 8 3

1.8 8 8
l , 8 8 8

1.9 9 2

86.3

8 6.3

87.6

5 9 6

5 9 6

1.9 8 6

合 計
本 年 度

前 年 度

2 5 , 5 7 7

3 2.1 9 5
3 , 5 0 8

3.4 1 7
2 2 , 0 6 9

2 8 , 7 7 8

86 . 3

89.4 ::=
- 7 4-

註 : ( )の事業場は民間簡易ふ化設備
ll11 尾 数 放流lii数_

収容卵数

%

放流期間 備 考
給 餌一l一尾 計

千尾

5.3 3 0 5.3 3 0
2 , 3 0 0

1.9 1 2
2 5 8

3 7 3

4 8 6

1 5 0

1 0 , 8 0 9

2 0 , 6 2 7

9 1.7

92 . 4

93 .3

7 0 . 1

74.7

7 7 . 4

59 .5

89 . 4

88 .6

3.  1- 5 . 2 0
2. 1- 2.28
3. 1- 4.30

3. 1- 3.31

2. 1- -o.19
2 . l 8- 2.28
3. 1- 3 . 3 1
2. l- 5.20
2. 1- 5 .30

5 , 3 3 0

4 8 5

1 , 4 6 5

5 7 0

2.1 3 5
2 2

8 7

5 1 0

5 , 2 7 4

4.3 7 2

80.2

66.9

90 .2

8 7 . 9

68 . 8

7 0 . 0

83.6

79 .8

83.6

4. 1- 5 . 3 l
3. 1- 3 . 3 l
3. 1- 4.30

2. 1- 2.27

2.25- 2.28

3. 1- 3.31

3.26- 4.10
2. 1- 5 . 3 l
2. l- 5. 7

l l

1 1

1 0 0

8 4 . 6

84.6

52.9

4 2 . 0

4 . 2 0

3.26- 4.30
3.0 7 0 3.0 7 0

3 0 6

1 2 3

3 , 4 9 9

9 9 8

73.4

8 6.7

92.5

75 . 0

82 .1

2. 1- 4.15
a 2 l- 3 .3 l
4. 1- 4 . l 0
2. l- 4 . l 5
1. 7- 3 . 31

3 ,070

1,2 8 0

1.2 8 0
1 , 8 7 6

1.8 7 6
1,9 8 6

85.7

8 5 . 7

87.3

2.18- 5.20
2.l e- 5 . 2 0
1 2.7- 3.30

9.6 8 0 2 1.4 6 9
2 8 , 0 8 3

83.9

. 8'「.2

2. l- 5.31
12,7- 5 .30-7 5-



S 9 ひめます增殖事業

1 ひめます捕獲採卵概況

本年度の支切湖にかけるひめます捕獲採卵事業はl0月8日に開始し、 1 1 月 2 7日に終了した。

その結果、 1 3 , 8 5 2 尾 ( うち雌 7. 9 2 5 尾 ) を 捕 獲 し、計画達成率7 1 . 1%であった。 また採卵

は 2. 6 8 8 千 粒で計画の 7 6 , 8 %であり、捕獲では昨年より悪かつたが、採卵にっいては昨年より

良い成績であつた。

第 1 表  昭和 4 3年度ひめます親魚捕獲採卵成績表

水 系 採 卵 場
1 所 管
事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

♀
尾
3
尾
計 計
尾

率

尾
3
尾

計

尾

支切湖 ポ 'E, ピナイ

湖 畔

支 笏 湖

/ /

4 , 9 8 0

2 , 9 4 5

7 , 9 2 5

9 , 0 5 5

4.4 0 6
1.5 2 1

9.3 8 6

4 , 4 6 6

1 3 , 8 5 2

1 8 , 7 1 l

3 , 7 3 9

2 , 5 7 8

6 1 3

4 4 5

4 , 3 5 2

3 , 0 2 3

7 , 3 7 5

9.0 1 4
合 計

本 年 度

前 年 度

5 , 9 2 7

_ 9 , 6 S 6
6.3 1 7

7. 1 3 6

1.0 5 8

1.8 7 8

採 卵 数

千粒

増 減 卵 数

△ 科

仮収容卵数

千粒

♀ 親 魚

使 用 率
%

平均採卵数

粒

実 施 期 間

月日̃月日

1 , 5 5 7

1. l 3 1

1 , 5 5 7

1 , 1 3 l

75.0

87 .5

4 1 6

4 3 9

l 0 .  8̃1 1 . 2 7

l 0 . 1 5̃ l 1 . 2 7

2 , 6 8 8

3 , 3 5 0

2 , 6 8 8

3.3 0 0

79 .7

7 8 3

4 2 6

4 7 0

1 0 .  8̃ l 1 . 2 7

10 .  9̃ l 1 . 3 0△ ( 供 試 )  5 0

-7 6-

2 ひめます種卵の移確

ひめます種卵の移殖、 試験供用に伴な 11l動き

総 採 卵 数 2 , 6 8 8 千 粒

△ 供  試 卵  数 2 5 ″

地 殖 卵 数 1 , 9 1 1 "

支切湖事業場総収容卵数 7 5 2 "

第 2 表  ひめます種卵の移殖( 発眼卵)

供 給 地
移殖月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

支場名

根 室

事 業
場 名

虹 別

i y

移殖卵数
千粒

移 殖 前
死 卵 数
千粒

移 殖
実 卵 数
千粒

死卵数

%

摘 要

支場名
事 業
場 名

千 才

合

千 才

支笏湖

計

43.12.26 7 6 8

1 , 1 4 3

1 , 9 l l

3 6

. 6 l

9 7

7 3 2

1.0 8 2

l , 8 1 4

C=用雄産
3 ひめますふ化放流成績概要

収容卵数2, 6 a 8千粒のうち死卵数を除いた2 , 5 9 6千粒から虹13 li事業場へ 1. 8 4 3 千 粒 を べ ニ

さけ再生産事業用として移殖、 残りは千歳事業場で収容管理を行なつた。 1月中旬からふ出開始、

2 月 l 2 日ふ出終 ;「、その後5月末日まで飼育し、 6月 2日から標識 (両腹ビレ切除) を行い. 6
月9日に支場湖へ放流 ( 3 8 0千尾 ) 、  152千尾にっいては別標識(右脂ビレ. 脂ビレ切除)を施し、
支笏湖事業場で9月3 o日まで飼育して10月1日に支場湖へ放流した。

-7 7-



第 3 表  解n 4 3年度ひめますふ化放流成横表

水 系 事 業 場 収容卵数

千粒

死 ljp 数

千粒

ふ出尾数

千尾

ふ 化 率

%

放 流 尾 数

無 絵 liil1
千尾
給 解
千尾

支切湖

合 計

支 切 湖

本 年 度

前 年 度

7 5 2

7 9 2

1.3 8 5

7 4

7 7 4
l

1 0 2

6 7 8

6 7 8

1 , 2 8 3

90 . 0

90.0

92 .6

( 1 6 2 )
3 8 0

( l 5 2 )
3 8 0

1 , l 7 7

計
備 考

( l 0 . 1 )
6.9
( l 0 . l )
6.9

5.27-5.28

括弧の放流尾数は9月まで飼育して 1 0 月  l日に放流したもの

であるo

、
6.9

6.9_

X ___- - - -- -:

-7 8

s ' o さけ。ます親魚蓄養成績

l )  さ け 多、7 ,a
本年度は捕獲率親魚l08 , 605尾のうち88.7 0 4 尾表採5し た  この内訳は即日採卵6. 6 0 7 尾、
長期或いは短期の書養にょつて成熱採卵したもの82.1 8 7尾で、 全体の字親魚使用率は85.6 % と

昨年 ( 7 5 . l %)を上理る成種であつた。 これは主として、 本年度の捕獲が最近にない不漁であつ

たため、絶対親魚数が少なかったことにより成1aが向上したと思われるo
理或いは短期の蓄養は60採卵場にぉ?いて0 4.0 0 2尾を書養し、 8 2 , l 8 7尾 (書養数に対する
割 合 8 l;. 5 qb )を成熱採卵させたo残りの12.5 7 7 尾 ( l 3 . 2 qb )はへい死し、 2 2 8 尾 ( 0 . 8 't )
にっいては逃逸、 老魚等による未利用数であったo

個 ,,lrの採卵場について率親魚使用率が t; 0 % (最底日標値)を下理るものにっいて列記すると l 8

個所あり、 この内訳は1 5̃8 0 f iに音1l;、l、 汐泊、 長万部、 東 3 3 号、 矢日別、 0 0̃ 6 5tに白
老、 広尾、 5 0̃ 5 5 1bに打内、 美lii,,、 歴1ll1l、 静内、 5 0?以下に元浦川、 有川、富川、 買気1il1j程川、天塩、 石狩となつている。 このうち、 'i 0 %以下の個所については今後抜本的な対策が必要

である。特に日高地区の採卵場での書養体常a確立が早急に望まれるo なぉ、昨年同機 西別採卵場
は虹別事業場構内の書養池へ、 千代田、 東9 3号採卵場は札内事業場構内の書養池へその親魚の一

部を能書養して、 使用率の向上を計つたo

2 )  さ く ら ま す

本年度は捕獲字親魚10804尾のうち380尾を即日採卵し、 また、 9. 3 9 8 尾 にっい て は l 0

採卵場で普養を行ない、 6. 1 6 9尾 (書養数に対する割合6 5 . 7 % )を採卵に供したoこの字親魚

使用率は63 . 0 f と 昨 年 ( 8 l . 0 f )を大きく下姐る成積に終つた。 これは本年度捕獲の大半を占

めた北見支場管内の一部採卵場に:l1,,いて、 河川の異状渇水のため蓄養規魚が大量へい死し、 当言内
の,il親魚使用率が52 .,l, %と低調であつたことによるo

3 )  か ら ふ と ま す

本年度は捕獲♀親魚21.?76尾のうち3尾を即日採卵し、 また2 l , 0 1 3尾にっいては27採卵場

で書養を行ない、 1 8.4 8 5尾 (書養数に対する割合88 . 0 % )を採卵に供したoこの率親魚使用率
は 8 4 . 0 %と好成積だった昨年 ( 9 2 . 4 % ) を 下1距lつた。 しかし平年より良い成積といえるo

しかし. 個々の採卵場にっいてみると 7 0 %以下が11個所あり、 このうち半分は5 . 0 %,と低調で
あり、 これらの個所のうちには混獲親魚の採卵という条件があるとは云え、 これら採卵場での成1量

向上が望まれる。

- l1 0-



第 l 表  昭 和 4 8 年 度 さ け 親 魚 蓄 養 成 i 演 表

-8 0-

6ll

25

4C

8 5

1 1

;l 3

2 5

l5 l

1 l

2●

87

2●

f;s 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

試

験
控
除

即日採卵 書 養 蓄

♀, i 数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
書養数 蓄養率字 31 計

l岩 尾 別 2 l 7

l斜 里 2 , l 8 9

藤 琴 1 1 8

網 走 6.5 2 4,

常 呂 l 8 9 0
佐9間別 l 4 5
湧 別 1 2 , 8 8 5

1猪 滑 3 8 9

l興 部 . 7 3l

出 . 島 内 l 3 6 4
計 l 3 , 0 1b 4l i程 一 日1-,.-9io

f 廈 男'」t 9 4

l 元 崎 無 異 2 3
1 崎 解・異 8 7 7
l 線 別 l l 0 2

l
古 多 練 1 o

忠 類 3 2 9

伊 茶 仁 3 , 0 1 ]

l 標 津 2.1 7 9
当 幌 3 , 2 0 a

l 春 別 l 8 3 9
l 床 丹 l 6 l 9

l
西 別 9 4.6 0 a

矢 日 別 2 C

風 連 l 5 l 4
別 当 資 l 9 8 c
穗 香 l i
l 計 l3 9a, '1 1

尾

4 5

l 1

6 6

%

111 '.7

9.8

1.0

尾

1 7 2

2 l 8 9

1 0 7

6.4 5 8
8 9 0

4 5

2.6 6 2

8 8 9

7 11

36・l

1 3 . 8 4 9

尾 尾

1 7 2

2 , 1 8 9

l 0 6

6 , 4 5 6

8 0 0

4 5

2,6 6 2

3 8 8

'? 3

3 5 1l;

l l l.3 8 9

1b

1 0 0 . 0

1 110.0

99 . l

o 9.e
l 0  0.0

l 0 0 . 0

1 0 0 . 0

99.7

l 0 0 . 0

0 8 . 4

99.9

尾

l 7 2

2 1 8 9

l oa

6.4 5 8

8 9 0

4 5

2 , 6 6 2

3 8 l l

7 a

3 5 8

13. 8 3 9

2 4 8

2.0 6'l

8 1

5.3 3 5

9 0 5

2 8

3.7 5 3

5 6 8

2 5

3 2 4

1 3.3 3 4

a 6 5

4 , 2 56

l 0 0

l 1.t; 5 9

1.7 9 5

7 S

e.5 8 ;l1

9 5 7

O ll1

6 e 1e
2 6.9 'l 9

l

2

1 7 3 t;. l

1

6

1 02 9 5 2.2

l.5 4 '7
8 l

1 2

l t; 9

4 6 0

1l

1 5 6

1.3 0 2
l.6 9 8

e.5 9 6
2 ll l 5

4 4 5

3 6.6 5 7

2 5

4 5 0

0 3 6

2 4

4,6.0 4,0

8 5 0 7

l 7 5

3 5

5 6 6

l , 5 6 2

l 7

4 8 5

4.4 0 8
3.8 7 7
5,9 0 5

5 9 8

l.0 6 4
l;1.3 5 3

5 1

0 6lli

l , 0  a 2

3 3

8 6.,t l 7

l.7 6 8: 9 0 .'ll‘

l

7 7 .4,

1 4 . 3

l 4 3 . 7

3 3 4 l 30 . 3
6 8 2 0 .'7

l
2 0.o.16

5 5 pt)

3 0 . 0 l l

16 0 . 0 22 0 . 2

2 2 6 0 5 . 7

l 9 2

e 7

2 2

3 6 3

'7 6 8

l 0

2 6 1

3.0 0 9
2 , l 2 4

8 , a 0 6
3 3 3

6 1 9

2 4.6 9 (

l 2 lE

5 l 4

0 84

l 0

l 3 7.2 l '1l

l a 4 8

8 '1l

2 2

3 6 3

'7 6 ti

1 0

2 6 1

8.0 0 9
2. l 2 2

3 , 2 0 6

8 3 3

6 1 0

2 4 , 6 9 0

26

5 1 4

9 8 4

9

37.0 3 1

4.2

1 0 0

l 0 0

1 0 0

l 0 0

1 0 0

l 0 0

l 0 0

9 9 . 9

l 0 0

l 0 0

1 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

09.5

8

8 7

2 2

3 6 8

7 6 8

l 0

2 6 'l

3,0 0 9

2.l 2 2

3,20 o

a 8 3

6 l 9

24.6 9 0
2 0

5 l 4

9 8 4

0

S7.0 3 l

2

l 8 6

1厚 岸
l

l;0l9 5 5t l.4 4 l l 1 i 8 9 j
i '

l

8 9 3 l l 0 0 e 0 8 l 0

書 養 内 訳

1
使

用

率

数 蓄 . 、養 ・率 . 親 魚

計 催 熱 催熟率 へい死
へ い

クi11 率

そ の 他

、ia1l1逸 老魚 調直 未熟 計 その他の 率
尾

8 4 1

4 , l l 4

1 5 2

9 , 041

1 2 0 1

6 8

3 , 8 8 6

5 4 5

0 8

5 0 0

1 9 ,4, 5 5

尾

l ' l l

2 1 3 5

1 0 2

6.3 4 ;5
8 l 2

4 3

2.4 6 6

3 ' l 2

'1l 3

3 5 8

l 2 8 7 7

%

0・ 0.4

07.5

9 ll;.2

98.3

9 1 .1ll

95 . 6

92 .6

05.9

l 0  0.0

1 0 0 . 0

9 tl.5

尾

1

5 4

4

1 l l

l1l 0

;l

1 0 B

1 6

%

0.6

2.5

3.・li

l .11l

7.0

4.6

7.4

4 . l

尾 尾 尾 尾 尾 9b 尾

2 1 6

2 l :B 5

l l 3

6.4 :t l

8 1 2

4,3

2 , 6 8 0

3 7 2

7 8

3 5 8

la.1 'l t

%

09.5

07 . 5

05.8

1l l 8.3

91.2

95 .0

0 1l;.1

05 . 6

l 0  0.0

98 .4

9 ti.5

6 2 8 0.0

4 5 4 3.4 6 2 1l; 0. l

1 4

l 6 8

3 4,

5 l 4

l.l 0  0
1 7

3 8 ' l

4.1 8 5
8 , 2 86

5,02 l0

5 7 0

9 8 0

3 2 , 6 5 7

4,6

'i 5 '1l

l.1l;0 0
l 4

5 1.4 6 8

8

8 4

2 2

3 2 7

? 6 8

0

2 5 'l

2 , 0 6 4

2.0 9 0
S.1 0 6
3 8 3

6 1 9

2 4,.1 6 5
2 0

4,a 3
O lt 5

0

3 6 , 2 4 9

1 0  0.0

9 t;.6

l 0  0.0

90 . l

l 0  0.0

90.0

08.5

98.5

98.5

0 0.11l

l 0 0 . 0

l 0  0.0

07 . l0

7 t;.0

8 4 . 2

o e.o

1 0 0 . 0

07.0

0

0

0

0

0

l

4

4 5

3 2

l 0

0

0

5 2 5

6

8 1

3 0

0

'l l 4 8

0

0

0

0

0

10.0

1.5

l .5

1.5

0.3

0

0

2. l

2 3 . l

1 5.';
4.0

0

2.0

0

0

0

2 8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2 8

0

8

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

l l

0

3

0

3 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8 8

0

;ll.4

0

0.9

0

0

0

0

0

0

(1

0

0

0

0

0

0

0 . l

1.7 7 6
0 1

2 8

3 4 1

l. l 0 2
9

8 2 5

2.9 l6 6

2 , l 4 5

8.l 0 0
8 3 8

6 1 0

2,t,1 7 1

2 0

4 8 8

0 4 'll

0

3 S.5 0  0

00.6

9 t;.8

l 0  0.0

0 0.l5

1 0  0.0

0 0.0

08.8

08.5

08.4

0 0.7

l 0  0.0

l 0  0.0

0 7.0

7 e.0

8 ,i,.2

0 0.0

l 0  0.0

9 '1l.5

1.3ll1,6

. . 8・.e0

・02.8 . 6 4 ' 7.2 l l l
' 1 1

. l 1
; i
l

8 2 0 02.8

-8 l-



t 捕 獲 数 ♀ 親 魚 の 処 理 ,
試
験
控
除

. 即日採卵 蓄 養 - 蓄 養

♀ 6 計 尾数

- i

2

8

l 0 0

2

l 0 7

即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
-蓄養数 蓄養率 ♀

さ、

釧 路

阿 寒

茶 路

打 内

東 3 3 号

慕 別

千 代 田

利 別

歴 舟

広 尾

猿 留

計

l l.5 l 3

3 3 5

8 2

1 2 7 8 5

1 , 6 6 5

1.2 2 l
4.8 0 7

4

3 6 3

4 4

2 4

3 3 , 7 3 6

l 4 , 7 6 ' 2

4 8 2

l 9 7

2 4.6 7 a

2.2 8 6
l.5 6 7
5.6 3 2
0

9 6 0

2 4 8

0

5 l , 3 l 8

2 6.2 7 5
8 l '7

2 7 9

8 7 4 6 8

3 , 9 0 l

2 , 7 8 8

l 0.4, 3 9

l 3

l.3 l 3
2 9 2

3 0

8 5 0 5 4

% 尾
1 1.5 l 3
9 3 5

8 2

12,l l ・6 2

1 , 6 6 3

l.2 l e
4 , 7 0 9

2

2 6 3

4 2

2 4

8 8.5 0 6

尾 尾
1 l.5 1 3

3 3 5

8 2

l 2 , 4 0 l

1.6 2 3

l.' 2 l l
4, , 799

2

8 9

4 0

2 4

3 3.0 1 1

%
l 0 0

1 0 0

l 0 0

97.:2

9 1l .6

99.4

l 0 0

1 0 0

38.5

95 . 2

l 0 0

97.9

尾
l 1.5 l 8
8 8 5

81ll

1 2 ,4,01

1.6 2 3

1.2 l l

4 , 7 9 9

2

8 8

4 0

2 4

3 3.0 l l

尾
4, , 044

8 0

3 0

3 1 8

7

6 9 7

l , 1 7 6

1

li 0

2 9

6

6.8 5 1

2 l 3 6 l

4 0

7

0 . l 2

0.25

1

:

2 7 .!;

4,5 5

0.82

1 '1l 5

2

5 8 53 i

徳 志 別

北見脇1j

屯 別

天 塩

中 川

計

'70 l0

1 , 6 3 1

l 5 5

l.3 5 8
4 , 3 2 8

8.7 2 7

4 6 9

2.8 0 2

l 7 7

2.2 5 0
3.'7 l 3

9 , 0 0 l

l.2 2 8

4.0 2 3
3 3 2

4. l 0 3
8 , 0 4 l

l 7.'7 2 8

1 9 4 2 5 . 5 5 6 6

1.6 3 l

1 5 5

l , 8 5 3

9 , 4 5 8

7.6 5 t;

o 0 6

1.4 6 2
l 5 4

l.7 5 3

3 , 8 2 0

7.2 5 5

1 0 0

l 0 0

1 0 0

l 0 0

l 0 0

1 0 0

5 6 6

l.4 ll; 2

l 5 4

l.7 5 a
3.8 2 0

7 , 2 5 5

1 4 9

8 9 、5

8 6

2 0 0

5 5 8

l.3 9 7

1 6 9

l

1 0 0

l 3 3

4 0 3

8 7 5

.06 0
20 . 2

l 2 . 2

石 狩

西 越

音 江

仁 雁 別

幌 別

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

富 川

i0 川

勇 払

白 老

3 3 5

l.0 4,4
2 7 2

7

4 0

8 7

8 4

l ,6 2 6

l 1 0

2 9 l

2 0 3

5 2 0

0 5

0 6 2

l.2 0 3
4, l ・2

6

8 0

1 0 6

4 9

3.0 4 9

8 6

3 6 8

4 8 fl

6 l 6

2 4 l

9 9 7

e.2 4 '1l
6 8 4

1 3

1 2 0

l 4 3

8 8

4 , 6 7 5

l 9 6

6 5 9

7 3 0

l.l 4 5
8 3 6

l 7 . 5

3 3 5

8 6 l

2'7 2

7

' 4 0

8 7

l 7

l . 6 2 3

9 e

e 8 9

2 9 0

5 2 4

4 7

2 0 4

3 0

2 5

:e
l 6

1 8 8

2 0

l 0 3

4 3

1 l 8

l 3 1

8 8 l

2 4 7

7

8 1ll

2 l

l 7

1.4 3 5
7 6

9 0

2 4 7

4 0 6

4 7

8 9 . l

06.5

0 0.8

l 0  0.0

95.0

5 e.8

l 0 0 . 0

88.4

79 . 2

3 3.2

8 5 . 2

'7 7.5

l 0 0 . 0

1 8 1

8 3 l

2 4 7

7

8 8

2 l

l 7

1.4 8 5

'7 8

9 6

2 4 7

4 0 0

4 7

5

6 8 7

2 1 6

6

2 8

l 9

2 i1

6 3 3

5 1ll

7 2

4 l

l 9 5

5

1 81

l '7

e

l 4

11

3

5

41ll

50.0

0.2

12 .7

0.7

l . 0

0.9

50.5

-8'2-

書 養 内 訳 字

総

使

用

数

使

用

率

数

計

害 養 ♀ 親 魚

催 熟 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の ,  他 -
逃逸 老魚 調査 未熱 計 その他

の 率

尾
l 5 , 5 5 7

4 l 5

l l 2

l 2.7 l 9
l.6 8 0
l.0 0 8
5.9 'l 6
3

1 8 8

6 9

3 0

3 0.8 6 2

尾
9.0 5 9
2 0 l

6'll

6 , 8 0 9

l.8 l 5
1.1 6 9

4.1 6 6

8 8

2 6

2 8

2 4.7 4 2

%
lB e.5

8 ti.9

8 l . 7

5 4,.9

8 l . 0

9 t;.5

8 t;.8

l 0 0 . 0

6 5 . 0

05.8

75.0

尾
1.5 5 4

4 ,t

l 5

5.5 0 2
3 0 8

4 2

6 2 7

2

1 2

_1 l
8 , 2 6 l

%
l :ll.5

l 3 . l

l 8 . 3

4, 5.1

l 9 . 0

:ll.5

l 3 . l

l 0 0 . 0

3 5 . 0

4,.2

2 5 . 0

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾
9.9 5 9

12 9 ]

0 7

6 ,809

l.3 l '7
l.l 7 2
4.l 6 6

%
8 e.5

8 t;.9

8 l . 7

5 8,3

70.2

96 . 0

8 t;.7

( へ
養中
'死5 ,
、い死
l 9 2

9没し
3の内
'1:と推1

). 3 5
,さ れ
l尾は蓄
:) もの )

6 6

2

8

0. l

5.0

0.0

l 8 8

2 8

2 3

2 4 , 8 4 0

5 lB

63 .a

9 5 . 8

7 3 .1l

2

2 6

? 1 5

1.6 5 7

2 4 0

l.0 6 il

8,8'1l e

8.6 5 2

4l 2 2

l.8 9 5

l 3 4

3 5 2

2 , 9 3 3

5.2 3 0

7 4,.6

95 .4

87 . 0

20.1

88.3

7 2 . 2

l 4 4

6 ?

1 ・ 2 0

1.1t0 l
.1 3 8 4

2.0 l 0

25 .4

4.6

l ;i. 0

79.9

l l . 6

27.ll;

6 l 6

l.3 9 5
l 8 4

8 5 2

3 8 0 8

6.3 0 l;

8 l . 1

85.5

8 t;. 5

1 9 . 0

88.0

?2.2

3

8

8

8

0. l

0.0

1 3 6

1.5 l 8
4 6 3

1 3

6 6

4 0

4 2

2.0 6 8
1 3 5

l 6 8

2 8 8

6 0 l

5 2

3 2

7 2 l

2 1 e

7

3 4

l 8

l 8

8 l 2

7 5

9 2

6 9

2 7 2

1 8

24 .4

8 t;.ll;

8 7 . 4

l 0 0 . 0

89.5

85 . 7

7 t;.5

5 t;.6

08.7

05.8

27.0

67 .0

27.7

1t 9

8 5

8 l

a

3

◆..' 8

5 3 3

1

' 2

l '7 8

1 8 4

0

60.8

10 .12

12.6

l 0 . 5

l4,. 3

17.6

3 7 . l

l . 3

2.1

72 .1

33 .0

l 9 . l

2 0

l 8

2 0

2 5

l 5 . 3

3.0

3:l

9 0 4

2 l 0

1l

84

l 1l

3 0

8 l 5

8 0

0 4

l l 2

2'1l 7

6 1

0.6

8 t;.5

7 0.4,
l 0  0.0

85 . 0

4 8 . 6

88.2

5 0 . l

80.0

a 2.3

24 .6

62.3

64.2

4 3

1

7

l

9 0

2

5.0

t;.8

2 . l

5 0

'2

l 0 2 3

3 e 2 2 5 63.2

-8 8-



j
捕 獲 数

率 親 魚 の 処 理

試・

験
控
除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

字 0 計 厚一数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
言董数 蓄養率 , な

数 生

買 気 別

計

9 8

3 0

4 , 8 3 6

2 5 7

5 0

7.6 3 1

3 5 0

8 0

l 2.4 6 7

尾

7!l

8 5 0

%
80.6

7.2

尾
l 8

8 0

4 ,486

尾
2

l 7

8 5 8

尾
1 6

l 8

3,6 2 8

l 0

4 5

l 8 8

1 0

3 6 8

l

6

2 5

4 0

7 5

'1l 2 8

i
8 8.0

,t 3.3

80.0

尾
1 lE

l 8

3 . 02 1l

尾
l

a 2

2.0 l ,‘
朱 太

冷 水

厚 沢 部

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

a 川
有 川

知 内

汐 泊

計

1 6

2 5 6

1 3 5

1 9

l 0 2

2 , l 5 9

4 4

2 5

5 2

j ,r ,r.

3 2 7 5

3 0

1 8 '1l

3 8 5

3 l

3 4 0

2.5 8 6
3 8

2 0

3 0

8 6

3.7 5 5

4 a
4 4 a

5 2 a

5 l]

8 4 1

4 , 7 4 5

7 7

5 4

0 l

l 6 9

7.0 8 C

l 6

4,5

l 8 8

l 0

8 6 8

1 '7

B

2 5

l 1 0

7 '7

'7 4 8

l 0 0 .0

l 7 . 6

98.5

100 . 0

7 4,.8

5.0

l 1ll.6

l 0  0.0

7'l;.0

97 .4l

22 . 3

l l

4 l

l 8 1

l l

8 6 1

1

t

21

4 (

7 :

' l l2 l

ao

8 4

7 0

1 0

2 'l '7

B

l 0

l l

8 4

5 4 l

2 l 1

2

1 2 3

2 , l 4 2

3 6

l 2

2.5 2 6

82.5

l . 5

25 .0

90.2

81.8

2 3 . l

'7 '7. l

l

l 6

2

2

2 01

合 計 l 0 8.6 0 5 3 l.0 7 9 l35.6 'l 4 8 4 6.6 0 7
l
l 94l.0 9 2e4 9 7.0 5 4 2.0 6 2 07.9 94 ,9 0 2 31.8 5 6

8,ll-

一 差' .室 内 訳 字

総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の 他

逃逸 老魚 調査 未熟 計
その他
の 率

尾
1 7

3 5

5,6,t 2

尾

1 0

8

2 , 3 9 8

%
l 0  0.0

6 l . 5

6 t;. l

尾

3

l.0 6 5

%

2 a.l

29.4

尾

2

5 7

尾 尾 尾 尾

2

l 6 5

%

l 5 . 4

4.5

尾
9 1

8

2 , 7 4 8

%
0 7 . 8

a tl、7
5 t;. 81 2 4 8 4 8

4 6

7 9

2 0 8

2 9

64 ,5

l

l 2

4,4

5 l

l 5 9

1.2 6 0

l 5

1a 5

l 2 9

1 5

8 6 li

l

0

8

4 0

6 1

6 8 5

93 . 7

1 0 0

9 t;.9

78.9

99 .2

l 0 0

l 0 0

8 2.0
l 0 0

8 1.l
lEl 4.l

l ,t;.2 l 5

2 5 6

1 8 l

l 5

4 8 8

2.l 4 3
4 2

8

li 2

6 l

3.2 1 l

9 3 . 8

1 0 0 . 0

9 7 . 0

78.9

9 0.2

9 0.8
05.!i

32 . 0

l 0  0.0

70.2

98 .0

4

l

4

1

3. l

0.8

0.3

4

2

2 1 . l

0.5

1 7

l 4

3 8

68.0

l 8 . 6

5.2 5 5 0.'7

:.3a 8 21:l 8 'i ; 1 , 5

8 ti.5

l '

l12 ,b 1 'l 1 ;ll .2 0 1 3 3 5 6 ,ll 8 2 2 8 0.B 88.' 7 94 85.6

-8 5



第 2 表  昭 和 4  3 年 度 さ く  ら ま す親魚書養成積表゛捕 獲 数 . 9. 親 魚 の  処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 害 養

率 e 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

蓄 養

不能数
9養数 書養率 ♀ な

岩 尾 別

斜 里

:港 滑

異 部

幌 内

計

7 6

3.2 8 2
1 , l 8 7

2;0 2 1

4

6.5 7 0

2 5

2 , 1 4 5

7 0 8

6 l 7

2

3 , 4 9 7

l 0 1

5 , 4 2 7

1.8 9 5
2.6 3 8
6

1 0 , 0 6 7

尾 % 尾
7 6

3 , 2 8 2

1.1 8 7
2 , 0 2 1

- 6 , 5 6 6

尾 尾
7 6

3.2 8 2
1.1 3 5
1 , 6 0 1

6 , 0 9 4

%
1 0 0 . 0

1 0  0.0

95.6

79 . 2

9 2 . 8

尾
7 6

3 , 2 8 2

1 , 1 3 5

1.6 0 1

6 , 0 9 4

尾

2 5

2.1 4 5

2 4 8

3 7 7

2.7 9 5
4

4

5 2

4 2 0

4 7 2

1 0  0.0

0 .06

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 連

別 11il 賀

計

9 8 8

1 6 l

1 8

2 0

8 6

9 1

3 8 3

4 5 7

2.2 0 4

3 3 8

9 2

1 2

8

4 6

7 0

1 7 3

3 1 7

l.0 1i 6

1.3 2 6
2 5 3

3 0

2 8

1 3 2

l 6 1

1l l 5 6

7 7 4

3.2 6 0

3 2 3.2 9 5 6

1 6 1

1 8

2 0

8 6

9 1

3 8 3

3 7 1

2 , 0 8 6

9 5 6

1 6 1

l 8

2 0

3 6

9 1

3 8 3

3 7 1

2 , 0 8 6

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

100 .0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0,

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 5 6

1 6 1

l 8

2 0

8 6

9 1

3 8 3

3 7 l

2 , 0 8 6

3 3 8

9 2

1 2

8

4 3

7 0

1 7 3

2 0 0

9 3 6

8 6

1 1 8

18 . 8

5.4

徳 志 別

北見定是別

中 川

計

9 2

7 9 2

1 3 6

1 , 0 2 0

9

5 3 0

3 7

5 7 6

1 0 1

1 , 3 2 2

1 7 3

l , 5 9 6

9 2

7 9 2

1 3 6

1 , 0 2 0

1 3

3 2

4 5

7 9

7 6 0

1 3 6

9 7 5

85 .9

9 6 . 0

1 0 0 . 0

95.6

7 9

7 6 0

1 3 6

9 7 5

8

1 9 1

3 7

2 3 6

西 越

仁 雁 別

計

7 2

8

8 0

7 0

2

7 2

1 4 2

1 0

1 5 2

9

9

1 2 . 5

1 1 . 3

6 3

8

7 1

6 3

8

7 1

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 .0

6 3

8

7 1

6 1

6

6 7

名 駒

朱 太

計

4 1 4

1 6

4 3 0

8 8

3

9 1

5 0 2

l 9

5 2 1

2 5 8

2 5 8

6 2 . 3

160.0

1 5 6

1 6

1 7 2

1 5 6

1 6

1 7 2

3 7.7

100 . 0

40.-0

1 5 6

l 6

1 7 2

2 9

3

3 2

合 計 1 0.3 0 4 5.2 9 2 1 5 , 5 0 l 3 8 9
.
3.1E l 9 , 9 1 5 5 1 7 ト 9 , 3 9 8 94.8 9 , 3 9 8 4.0 6 6

-8 6-

書 養 内 訳 字

総

使

用

数

使

用

率

要ウ 蓄 養 字 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の 他

逃逸 老魚 調査 未熱 計
その他
の 率

尾

1 0 1

5 , 4 2 7

1 , 3 8 3

1 , 9 7 8

8.8 8 9

尾

7 6

2.4 9 3

8 2 6

4 4

3 , 4 3 9

%
1 0  0.0

7 6 . 0

72.8

2.7

5 6 . 4

尾

7 8 9

1 7 8

1 , 5 5 7

2 , 5 2 4

%

24 .0

15.7

97.3

41 . 5

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

7 6

2'493

8 2 6

4 4

4

3.4 4 3

%
1 0 0 . 0

7 6 . 0

69.9

2.2

1 0 0 . 0

52.4

1 3 1 1 3 1 1 1 . 5

1 3 1 1 3 1 2.1

1 , 2 9 4

2 5 3

3 0

2 8

1 2 9

1 6 1

5 5 6

5 7 1

3.0 2 2

7 9 0

1 5 7

1 8

2 0

8 3

5 5

l 0 8

3 7 0

1 , 6 0 1

8 2 . 6

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

96.5

60.4

28 . 2

99.7

76 .9

1 6 6

4

l 7 . 4 8 2 2

1 5 7

1 8

2 0

8 3

5 5

1 0 8

4 5 6

1.7 1 9

83.1

9 7 . 5

100 . 0

1 0  0.0

96.5

6 0 . 4

2lll.2

l, l).8

78 . 0

3

3 6

2 7 5

1

4 8 5

3.5

3 9.6

71 . 8

0.3

23 .1

8 7

9 5 1

1 7 3

1 , 2 1 1

6 4

7 0 5

1 2 6

8 9 5

81 . 0

9 2 . 8

92.6

91 . 8

1 5

2 8

1 0

5 3

1 9 . 0

3.7

7.4

5.4

6 4

7 0 5

1 2 6

8 9 5

'l l o.6

89.0

9 2 . 6

87.7

2 7

2 7

2 7

2 7

3.6

2.8

1 2 4

1 0

6 1

6

6 7

96 .8

75 .0

94 .4

2

2

4

3.2

2 5.0

5.6

7 0

6

7 6

9 7.2

75 .0

11l 6 . 01 3 4

1 8 5

1 9

2 0 4

1 5 1

1 6

1 6 7

06.8

1 0  0.0

8 7.1

5

5

5

5

3.2

2.9

4 0 9

1 6

4 2 5

98.8

1 0 0 . 0

98.8

1 3.4 6 0 6.1 6 9 6 5.7 3.0 6 6 32 .6 1 5 8 5 1 6 3 1.7 6.5 5 8 63.6

-8 7-



第 3 表  昭 和 4  3 年 度 か ら ふ と ま す 親 魚 書 養 成 積 表

1 捕 獲 数
率 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 l 蓄 養

字 さ 計 尾数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
蓄養数 蓄養率 ♀ 3

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

常 g

湧 別

港 滑

興・ 部

幌 内

雄 武

計

7 , 7 7 3

1 , 5 6 5

0

1 0

2 7 9

3 2 3

7 5 6

9 6

1 8 9

1 2 1

1 1 , 1 1 2

1 3 , 9 9 0

1.4 1 2
2

8

3 3 0

4 4 5

1.1 2 9
6 8

3 0 1

1 3 8

1 7 , 8 2 3

2 1 , 7 6 3

2.9 7 7

2

1 8

6 0 9

7 6 8

1 , 8 8 5

1 6 4

4 9 0

2 5 9

28.9 3 5

8
尾 要 尾

7 , 7 6 5

1 , 5 6 5

1 0

2 7 9

3 2 3

7 5 6

9 6

1 8 9

1 2 1

l l , 1 0 4

月 尾
7 , 7 6 5

1 , 5 6 5

1 0

2 7 6

3 2 3

7 2 5

9 6

1 5 6

8 9

1 1 , 0 0 5

%
1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

98 . 9

1 0 0 . 0

・ 95 . 9

1 0 0 . 0

82 . 5

7 3 . 6

9 9.5

尾
7 , 7 6 5

1.5 6 5

1 0

2 7 6

3 2 3

7 2 5

9 6

1 5 6

8 9

11.0 0 5

尾
1 , 3 4 2

5 4 4

8

9 4

1 0 5

1 1 9

2 7

5 6

4 6

2 , 3 4 1

3

3 1

3 3

3 2

9 98

サシル イ

春刈古丹

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 連

別 当 賀

計

5 3

1 8

5 0

1.2 4 3
5 9 2

3 0

2 7

3 , 4 1 3

3 0

4 7 4

8 2

6.0 1 2

3 4

1 5

2 3 1

4.8 9 2
6 8 4

4 0

2 2

1 3 , 3 5 2

6 9

1 , 0 2 6

8 9

2 0 , 4 5 4

8 7

3 3

2 8 1

6 , 1 3 5

1.2 7 6
7 0

4 9

1 6 , 7 6 5

9 9

1.5 0  0
1 7 1

2 6 , 4 6 6

5 3

1 8

5 0

1.2 4 0
5 9 2

3 0

2 7

3.3 1 3
3 0

4 7 4

8 2

5 , 9 0 9

5 3

1 8

4 7

1 , 2 4 0

5 9 2

3 0

2 7

3 , 2 5 2

3 0

4 7 4

8 2

5 8 4 5

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

5 3

1 8

4 7

1 , 2 4 0

5 9 2

3 0

2 7

3 , 2 5 2

3 0

4 7 4

8 2

5.8 4 5

1 1

1 2

1 5

4 , 8 8 5

6 0 0

4 0

' 2 2

1 , 1 5 0

6 9

1 1 6

8 2

7,0 0 2

3

3 0.2

l 0 0 6 1

l 00 3 6 4

釧 路

計

1 9

1 9

1 1

1 1

3 0

3 0

1 9

1 9

1 9

1 9

1 0 0

1 0 0

1 9

1 9

1 1

1 1

徳 志 別

北見 ll期l1

屯 別

猿 払

2 , 1 3 2

1.0 2 1
8 5 4

3 3 1

2.3 6 1
1 , 9 6 5

7 5 5

4 7 5

4.4 9 3
2.9 8 6
1 , 6 0 9

B 0 6

2.1 3 2
1 , 0 2 1

8 5 4

. 3 3 1

7

2 4

1 7 3

2 8 5

2 , 1 2 5

9 9 7

6 8 1

4 6

99.7

9 7.6

7 9.7

13 . 9

2 , 1 2 5

9 9 7

6 8 1

4 6

3 5 2

2 5 6

2 3 8

2 0

-8 8-

害 養 内 訳 字

総

使
用

数

使

用

率

数 蓄 養 ♀ 親 魚

計 催 熟 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の 他

逃逸 老魚 調査 未熱 計
その他
の 率

%尾
9 , 1 0 7

2 , 1 0 9

1 8

3 7 0

4 2 8

8 4 4

・ 1 2 3

2 1 2

1 3 5

1 3 , 3 4 6

尾
7 , 6 5 5

1.4 2 7

8

2 4 2

3 1 4

4 3 0

- 6 9
i 1 3 0
1 0 , 2 7 5

%
98 .6

91 .2

80.0

8 7 . 7

9 7 . 2

5 9 . 3

7 1 . 9

53 .1

93.4

尾
1 1 0

1 3 8

2

3 4

9

2 9 5

2 7

1 1 5

7 3 0

%
1.4

8.8

20.0

123

a 8

4 0.7

2 8 , l

4ll,.7

a 6

尾 尾 尾 尾 尾 尾
7.6 5 5
1 , 4 2 7

8

2 4 2

3 1 4

4 3 0

6 9

1 3 0

1 0.2 7 5
2 9

1 0

3 3

8 3 3

5 9 2

3 0

2 7

2 , 8 2 4

2 1

3 6 2

7 6

4.8 3 7

%
9 8 . 5

91 . 2

80.0

86.7

97.2

5 6.9

7 1.9

41.9

92.5

6 4

3 0

6 2

6 , l 2 5

1 , 1 9 2

7 0

4 9

4.4 0 2
9 9

5 9 0

1 6 4

1 2 , 8 4 7

2 9

1 0

3 3

8 3 0

5 9 2

3 0

2 7

2 , 8 2 4

2 1

3 6 2

8 2

4 , 8 4 0

5 4 . 7

5 5 . 5

70.2

66.9

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

l 0  0.0

86.4

70.0

76 .4

l 0 0 . 0

82.8

2 4

8

1 4

4 1 0

4 li3

4 4 4

29.8

3 3. .‘

54.7 ・

5 5.6

66.0

67.0

1 0  0.0

100 .0

1 0 0 . 0

82.7

70.0

76.4

92.7

80 . 5

4 2 8

9

4 7

9 4 0

1 3 . 2

S 0.0

g.a

16.1

6 5

6 5

6 5

6 5

13.7

1.1

3 0

3 0

9

9

1 0

1 0

9

9

47 .4

47.4

2,l, 7 7

1.2 5 3
9 1 9

6 6

1 , 9 8 0

9 5 3

2 3 0

3 3

93.2

9 5.6

33.8

7 1 . 7

1 4 5

4 4

3 1 0

1 3

6.8

1i.4
45.8

28.3

1 , 9 8 0

9 5 3

2 3 0

3 3

92 . 9

93 .3

2 6 . 9

10 .0

1 4 1 1 4 1 20.7

-8 9-



t 捕 獲 数 率 親 魚 の 処 理

試 即日採卵 書 養 蓄 養

♀ 6 計 要 l 尾数
l
即 日

使用率

要 害

養 数

蓄 養

不能数
書養数 書養率 字 容

中 川

計

遊 楽 部

計

合 計

1 8 0

4 , 5 1 8

l 1 5

1 3 1

5.6 8 7

l 2 3

l 2 3

44 , 0 9 8

3 1 1

10.2 0 5
2 3 8

2 3 8

65.8 7 4

尾 % 尾

1 8 0

: , l、

4.5 1 8
l 1 1 5
l
1 1 5

l
l 2 1.6 6 5

尾

l
l 4 8 9

l 6 5 2

尾

1 8 0

4 , 0 2 9

1 1 5

l l S

%
l
l 0 0

l

l 3 9 . 2

l 1 0 0 . 0

l

l '°°・°

97.0

尾

l 8 (1

l 4 , 0 2 9

1 1 11

l ・

l 1 1 5

l 21.0 1 3
l

l f
l 9 1 0
l 1 1 9
l
1 1 91 l 5

2 l , 7 7 lS 108 3 0・0 21.0 l 3 l 0 , 3 8 3

9 0

蓄 養 内 訳 字

「 重
使

用

率

数 蓄 養 ♀ 親 魚

計 催 熟 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の . 也

逃逸 老魚 調査 未熱 計
その他
の 率

尾

2 2 4

4 , 9 3 9

2 3 4

2 3 4

3 1.3 9 6

尾

l 1 7

3.3 1 3
4 8

4 8

l 8 , 4 8 5

%
65.0

82 . 2

41.7

41.7

88 .0

尾

6 3

5 7 5

6 7

6 7

2 , 3 2 2

%
3 5.0

14 . 3

58.3

58 . 3

l l . l

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

1 1 7

3.3 1 3
4 8

4 8

1 8 , 4 8 2

%
65.0

73 .3

41.7

4 l . 7

84.9

1 4 1

2 0 6

1 4 1 3.5

2 0 6 0.g

-Cl 1



S 1 1  べ に ざ け 生 産 事 業

l べにさけ生産事業の実施経過概要

べにさけ生産事業は解業を含めて数えると本年度事業で8年目が過き'たことになるo この3年1l1日i

に:l1,,ける本事業の実施経過解すると別表のと:p 11,であり、これから生産して西別川へ放流した幼稚魚数

は周年飼育してsm o l t 型の大ささで放流-したものが 4 2年 8月に 1 4 , 0  0 0 尾 ( !tI別事業場0

ら西別川へ放流 ) 、 4 3 年 5 月 に 1 0 8 , 0  0 0尾(西別捕獲場下の西別川へ輪送放流) 、 それに
4 4 年 5 月 に l 4 8 , 0 0 0尾(西別捕獲場下の西別jll、輪送放流)の合計2 6 8.0 0 0尾となつて
いる。また、稚魚( 1P r y型または 'S, i n g e r l i rl g型の大 lきさ )として放流したものは42
年 9 月 に l 9 3 . 0  0 0尾 (虹別事解構内の北 1場水池へ放流して、そこから西別Jlト自然降下させ

た ) と 4 8 年 t 月 に l 9 9.0 0 0尾 (虹別事業流魚池からF  r yで自然放流)の合言-;0 9 2 , 0  0

0尾である。 この放流幼稚魚の内訳は別表に整理した。 これらの放流幼稚魚群のぺにさけ親魚とし

ての回Mついて144年度は、周年 f 消群の l 4,,0 0 0尾の分が4年魚として、 また、同じく同年
飼育で放流した108. 0 0 0尾と半年飼育して放流した l 9 3 , 0  0 0尾は8年魚として回帰するこ

とが 1焼',されている。

なi;、 太 年 度 ( 4 8年度: ) は、 44年度事業用種卵として、 9月にァメリカからぺにさけ卵子 l 4
6. 0 0 0粒を移殖した。この卵子はァラスカ州のベア・レイクにそ上した親魚力,らの採卵(採卵月

日 0 8 ,ai8月 9日 )によるもので、 これを日能協が購入し、 当場へ寄aMされた。また前湖産のひ
めます卵子は12月に1. 3 1 3 , 0  0 0粒を移殖した。これらの卵子はいずれも虹別事業場に収容し

て、 現在ふ化飼育中であり、 この成構については44年度事業成量書に報告する。
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(卵子収容?l二月 )

M事業

l 0 6 5 年 ( 4, 0年)12月

べ に さ け 生 産 事 業 経 過一覧 表

(収容卵数)  ( 稚・幼魚放流年月 ) ( 稚 ・幼魚放流尾数)

5 0.0 0  0粒一, 1 9 6 7 年 ( 4 2 年 ) 8 月  1 4,. 0 0 0 尾
周年飼育

① 4 1年8月に全数標識(脂ビレ、右腹
ビ レ )

② 的 lll事業切・ら西別川へ放流
③ 平均放流魚tis ( T L l 2 . 4a!ll B W l 8 . 29 )

2-(1) 4 2年度事業
1 9 6 6 年 ( 4 l 年 ) 1 2 月  9 l 6, 5 0 0粒 )

半年飼育

周年飼青

3-( 2 ) 4 3 年 度 事 業
l 9 6 7 年 ( 4 2 年 ) l 2 月 l , l 3 5.0 0 的  、1.l短 開 育

>

周在飼育

1 9 8 ' l l f E ( 4 2 年 ) 9 月  1 9 8.000尾
① 4 2 年 9 月 に 5 l. 6 0  0尾を標識(脂ビ

ビレ、 右腹ビレ )

② 虹別事業場,構内北温水池へ放流

③ 平均放流魚仕 ( F'L8.1e'l B W 3 . 3 9 )
1 9 6 8 年 ( 4 3 年 ) 5 月  1 lO ll00尾

① 4 2 年 9 月 に 全 数 ( 1 l 2 , 6 0 0 尾 ) ・

を移識 (脂ピレ、左 ビ レ )
(章:) l 4 線 捕 獲場下から西別川へ放流
③ 平均放流魚任( F L l 6 . 5 e l BW 3 6 9 )

1 9 6 8 年 ( 4 8 年 ) 4 月  ? 9 00 0 0尾

① 無 標 識 .

② 虹別事業:場0・ら西別Jlト放流
③ 平均放流魚体(FL4.'21em, BW0. 4 5 1ll )

1 9 6 9 年 ( 4 4 年 ) 5 月  1 4 6.0 0 0尾
① 無  標 識

② l4線捕獲場下から西号l1川へ放流

③ 平均放流魚依(FL l5 . 4CI BW8 7 . 8 9 )

4-(3) 4 4 年 度 事 業 ' ' ' ' ' ' ' ' 事 業 実 施 中
l g 6 8 f E( 4 8年) 9月 1 4 4 , 0 0 0粒一一一一一一( ア ラ ス カ、ベ ア ' レ イ ク 産 :へ11にさけ)

周在飼育

l 9 6 8年 ( 4 3年 ) 1 2月  1, 8 l 3 , 2 0 (]粒 -- -- -- - - --- (支笏湖産ひめます)
周年飼育

-9 3-



第 1 表  西別川放流べに さ け幼稚魚一覧表

放流在月日 放 流 尾 数 放 流  魚 の 内 訳

年 月 日
放流場所

周年飼育
群

(eno:lt型)

半4ilil清 群
( :f i n g e-
r l i n g

型)

短 期 解

群

( f r y 型 )

平均魚体
4 4年度回

帰期待魚の

年 令

フオー

ク・レ
ンク:ス

標 識

部 位

飼 育

期 間住重

4 2 3.8
虹別事業

場

尾

l 4,.0 0 0

尾

尾 j設m)1 l 2 .

9

l 8 . 2
脂ビレ、
右演ピ レ

,t l.3. 6.

̃42.3. '1

4 2 , 2 1 l

̃42.9.27

年魚

4

84 2 9.28
北携水池
(事業場
構内 )

l 9 8.0 0 0 8. l 3.8
//

//

4 3

5. 6̃

5 . l '1l

西男l捕獲

場i
l 0 8.0 0 0 10.5 8 6

//

左履ピレ

42.al̃
̃48.4.80

8

'i,8
4,. l̃

4.80

虹別事業

場

'i0 9, 0 0 0 4.2 0.';,5 無標識
43.3. 6

̃4 3.4.30
(2)

,t4:;西別有獲場下

l4,6,0 0 0 15.4 87.8
無標識
但しl001尾
にプラlスチ1ツ
ク・タツグ

48.8. 6

̃4 4,.5.28
(2)

計 l 2 6 8.0 0 0 l 9 3.0 0 0 7 9 0.0 0 0 ・

-0 4-

l1 4 3 年度べにさけ生産事業結果

l 種卵の移殖並びにふ化

4 8年度事業に係る種卵の移殖は4 2在 1 2月 2 2日、 28日に自動車便で行なつたo
この種卵は支笏湖のポロピナイ 、湖畔の各採卵数おいて l l 月 4 日、 5日に採卵したひめます

卵子 l. l s 5. 0 0 0粒で、 これを千オ支場支笏湖事業a収容して発眼卵で移殖したものである。
この卵子の発眼率は極めて良好であったため検卵を行なわずに移殖した。願 月 日 は l 2 月 9 日

̃ l 0日であつた。

移殖卵子1. 1 3 5 , 0  0 0粒は虹別l事業場第lふ化室に収容し( l 2月24日 )、検卵(死卵の

除去)を行なつて、領に収容した。ここでの形Pは新湖事業場収容から虹別収容時の12月

2 4日までにぉける全死卵であり、 この数は 4, 6. 5 0  0粒であった o 従つて、実収容卵数は1. 0
8 8, 5 0  0粒であり、 これからふ出までの死卵数は18. 6 0  0粒、 l. 0 6 9 , 1l l 0  0尾の稚魚がふ

出した。
;i

以 l,け第 e表に整理した。

第 2 表  種卵の採卵か らふ化 ま での解過表

事項

卵 数

年 月 日

卵 数 死 卵 数
差 し 引

き 卵 数

備 考

採卵

48 . l 1 . 4,

̃ 5

粒
1 , 1 8 5.0 0 ・0

粒 粒 支笏湖ポロ ピナイ採卵場 ( l 1 / 4 ) 6 0  51粒

解採卵場 ( 1 1 / 5 ) 5 8 0=目l立

発限
4 3 . 1 2 . 0

̃1 0
l , l 8 5 , 0  0 0

移殖
4 8 . l 2 . 2 2

̃2 8
l l 3 5.0 0  0 前 解 業 場 '虹男1厚業場

収容 4 8 . l 2 .a 4 l.l 8 5 , 0  0 0 ,t6.5 0  0 l.0 8 8.5 0 0 虹月l厚開第一ふ化養

ふ化に= l.0 8 8 5.0 0 ,.。。g.。。考l 8.6 0  0 //
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2. 飼 育 管 理

ふ出稚魚1 . 0 0 9.9 0  0尾は短期飼育群8 6 9 , 9 0  0 尾、 周年飼育辞20  0, 0 0尾の2グループに
分け、前者をさけ稚魚池(約B6n') に、 後者を第 lふ化室2問構1 8:2ll1にそれぞれ収容した。
(短期飼青群の飼青管理)

さけ稚魚池 (約 6 6 m' )に撤布した短期飼育群1 , 0 6 9 , 9 0  0尾の絵餌は ・粉未解料を練りな1i;,し、
llill解とする方式を主体とし、 補助的に粉末0i料を撤布する方式で行なつた。 この解期 i lll中、 池の排

水部を開放してi,・さ、 稚魚が池から直接西別川:へ降下するよ 11lにした。

この詳の飼育成積は第5表のと 1i;・りで、 平均浮上魚1l1ll:で F  L 2 . '7e1n、 B W 0 . l 1llは飼育終了時に平

均魚体でF L 4 . 2 e a、 B W 0 . 4 5 9 となつたo

この間の投解量は658K'、飼育水温は平均0.7℃(範囲9.2̃ 1 0 . 2℃ )であつた o
(周年飼育辞の飼育管理)

第一ふ化室2間槽l 8本に収容した周年飼育辞20  0. 0 0 0尾は5月 l 0日までここで飼育首理し

た。給解方法は開始20日間は粉末を少量づっ 1 日 6 ̃ 7回の撤布解としたが解料のロスが多いた

め、その統粉末開l、 l-を練り解に作りなかし、用り解として」iえたところ摂能非常に良好となつた。
この間の減耗は10. 8 0  0尾であつた。 5月20日には中央試験地に流した8個の金綱張生1 i ( l
基の規模は1.85n・・X 3 . 6 5 m X 0 . em ) ( 4 7ml', ) に収解えして、 6月28日までこの飼育枠の
中で飼育したo6月29日には飼P枠を撤去し、稚魚(平均魚体: F L 6 . 2,',l,、 B w 2 . 4 11l ) は 中央

試験池全面 ( 3 4 eが )に放養した。

中央試能放養後の給Pfは'7月中旬まではクランブル ( 稚魚前期用 )にぺレツト . (稚魚後期用) 8

割程度を混合した解を与えたが、成長と共にぺレツト一1lil:に tnり換えた。

その後稚魚の成:目,:l:順'll進行したが、 1月に入つて解が不活発となり、 l 月 3 日事から空息状
態でへい死する魚が目立ち、その後も1日当り 4, 0  0 ̃ 5 0  0尾前後のへい死が続,,,,た。これは渇水

期に入り、飼育池の揚水量が減少したことによる酸素不是が原因と考えられたため、 l 月 6 日に 1i,g l

ふ化室の補助用水から4 o o i / m1inを追加注入し l酸素を補給すると同時に飼育魚の一部?万尾を飼

育池用に工作したさけ浮上池に分数収容した。 また、 池底に書積された腐敗残解を除=し、 池の清l需
を行なつたo へい死はェ ラ腐病によるものであり、 これは上記の渇水期,c :i;,ける水量不足、残ltiの腐
敗、 過密収容にょるものによるものと'考えられた。へい死魚の出現は第,t表のとかりで1月中は8 , 3

0 0 尾 (へい死魚の魚体範囲: F L 1 0 . 4̃ 1 4 . 5 Ca、 B W l 0 . 0̃ 2 8 . 0 9 ) 2 月 中 は l 0. 4 0  0
尾であった。 
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月 旬 へい死尾数 備 考

1

上 4. 8 0  0尾

ト il' L l 0 . 4̃ l 4 . 5 Cn
体

B W 1 0 . 0̃ 2 8 . 0 9

中 2. 3 0  0
下 l, ll l 0  0
言i 8. 8 0  0

2

上 5. 6 0  0
中 3. l 0  0
下 l. 7 0  0
計 l 0. 4 0  0

3月に入:つてからは多量へい死はとまつたが、弱・i、魚のへい死はその後も若f 尾を引いたoこの周
年飼育群の飼育成積は第t表のとi;・りであり 、表細期間3月 6日̃翌 年 の 5 月 l 5 日 ( 4 3 6 日 間 )、
飼育水温8.8̃ 1 l .4,℃ ( 平均 9 . 7 ℃ )、 総投ill 料 l l , 6 4 2 Ki

第 4 表  周年面育群の飼育成構表

8 4 6ml'

飼

育

区

分

飼

育

日

数

飼平

育

水

温均

投

1ill

量

面 育 尾 数
月未の平均
魚 体

備 考
飼育尾数 へい死数 差_」引さ尾数 歩留り F . ];1 B.W.

ノf
3

4 〟

5 f1

6 "

7 f

8 , l

9 1l

l 0 a

l 1'
l 2 1

l 1.

2'
3'1

4',

5

日
2 6

3 0

8 ]

3 0

3 l

l
8C

3 ]

3 0

3 ]

8 l

2 i

8 ]

l 3 (
l l t

1
9.l

9.4

0.g

l 0 .6

l 0 . 5

10.4

l 0 . 0

l 0 . (

9.ε

9.2

9.(

8.i

0.l

l 0.i
l 9. '

K1l
l 3 0

2 5 0

l 5 0

8 l 8

4 6 5

5 2 5

9 0 0

E
8 0 0

8 0 0

ll 4, 4

l , l 2 C

l , 8 9 l

2 , 490

59

尾
2 0  0.0 0  0

l 9 4 , 6 0 0

1 9 2.1 0  0

l 8 3.0 0 0

l 8 0 ,e 0 0

1 8 0.2 0  0

l 8 0.l 0  0

l 8 0.0 0 0

l 'l l 9.8 0 0

1 7 9 '7 0 0

l 7 9 , 5 0 0

1 7 1.2 0 0

1 6 0.8 0 0

1 5 6.9 0 0

l 5 6 . l 0 0

尾
5 , 4 0 0

2.5 0  0

9.1 0  0

2.4 0  0

4 0 0

1 0 0

1 0 0

2 0 0

l 0  0

2 0 0

8.8 0  0

l 0.4 0  0

3.9 0  0

8 0 0

5 0 0

尾
1 9 4.6 0  0

l 9 2.1 0 0

l 8 S.0 0 0

l 8 0 .e 0 0

l 8 0, 2 0 0

l 8 0.1 0 0

l 8 0 , 0 0 0

l 7 9.8 0  0

l 7 9 , ' l l 0 0

l 7 0.5 0 0

l 7 1.2 0 0

1 6 0.8 0 0

l 5 6 . 9 0  0

l 5 6. l 0 0

l 5 5 , 6 0 0

%
97.3

98.7

95.3

98 .7

99 .8

9 9.9

99.9

99.9

99.9

99.9

l
9 5 . 4

93.9

97.6

99.5

9 9 . '7

c i
3.0

4.l

4.8

6.2

'7.2

9.0

9.8

l l . 5

l 1 .8

l 2 . 2

l 3 . 0

l 3 . 9

l ,t. 2

l 4 . 4

1 5.4

1l
0 .2 ]

0.41

0.8'

2.4

3.'1

7.5

9.l

l 8 . l

l 8 .'l

l 9 . 7

23 . 6

2 5 .4,

27.0

35.6

37.3

手上魚体 体長2 . 7ta
体重0 . 1 9

、い死魚のうち8 0 0解空
5月24日̃ 80日放流

計 l4 8 6 l 9.l l1,6 4, 2 2 0 0,0 0 0 4 4.4 0 0  1 1 5 5 ,6 0 0 l 77.8
1 ,-0 7-



第 5 表  短期飼育群の飼育成積表  註:稚魚池( e 5 m' )
飼

青

区

分

飼

育

日

数

飼平

育

水

温均

℃
9.5

投

Oli

量

飼 育 尾 数
月末l1l
魚

F.L.

平均
依

B.W.
備 考

飼育尾数 へい死数 差し1引さ尾数 歩留り

月
3
日
2 6

Kl
2 0 8

尾
8 6 9.9 0 0

尾
6 9.5・ 0 0

尾
8 0 0 ,4, 0 0

%
9 ao

Cllt

3.0
9
0 . 2 1
浮上魚依 f駕 言.i ;' 1_、
自然放流 4,″ 3 0 g.g 4 ,50 8 0 0, 4 0  0 1 0 0 0 l 7 9 9,4 0 0 99.9 4,.2 0 .4 5

l
l
l

計 1 5 6 9.7 6 5 8 8 6 9 9 0 0 70 .500 7 9 9. 4 0 0 91.9

( 粉末、 ク ラ ン プ ル、ぺ レ ツ ト  ) で、飼育開始時の平均魚体F L 2 . 7 cln、 B W 0 . l 9は飼育終了時に
は魚体 ;F L 1 5 . 4cn ( 1 2 . 6 ̃ 1 9 . 0 )、 B W 3 ? . 8 9 ( 1 '1. 9 ̃ 7 3 . 4 ) に成長した・ この間の歩留
り は l 5 5. 6 0  0 / 2 0  0.0 0 0= 0 . 7 7 8 時:1 構は 2 . 0 であった o

この周年飼育群の月別成良経過については毎月?標 太5 0尾を抽出測定し、 その平均値と出流囲

を求めた。 この浪n定値は第7表のとぉ,りである。

また、放流の1ケ月半前に当る 4, 41l◆4 月 l 5 日 に 2 0  0尾の標本を抽出して行なつた魚体測定11自,i
6
第 i表に示した。

第 6 表  周年飼育群の各月末魚仕

各月i章太尾数50尾

事項

月

フ オ ー ク  ・ レ ン グ ス Cn 1ii 重 9

平 均 範 囲 平 均 範 囲

a
4

5

6

l1l

8

0

1 0

l l

l 2

1

2

8

1t

S

8. 0

4 . l

4 . 8

6 . 2

7 . 2

9.0

9.8

1 l . 5

l l . 8

l 2 . 2

1 3 . 0

l 3 . 9

1 .‘t. 2

l 4, 4,
l 5 . 4

3 . l̃ 4 . 8
3 . 5̃ 5.8

4.2~ 7.1
6 . 0̃ 8 . 5

8 . l̃ l 0. 8
8 . 2̃ 1 1 . 8
1 0 . 0̃ 1 3 . 6
l 0 . 1̃ l 2 . 7
1 0 . 4̃ 1 4 . 7
9.0̃ 1 5 . 2
l 0. 'l' ̃ l 5 . 7
1 l . 5 ̃ 1 4 . 7
1 l . 4̃ l 7 . 0
1 2 . 6̃ l 9 . 0

0 . 2 l

0 . 4 3

0 . 8 7

2.4

3.'1l

7 . 5

9 . l

1 6 . l

l 8 . 7

l g. 1ll

2 8 . 6

2 5 . 4

2 7 . 0

3 5 . 6

3 ' 「 . 3

0 . 2 0~ 0 . 8 2
0 . 2 1̃ l . ? 5
0 . 6  ̃ 3.9
:t. 9  ̃ 6 . 5
5 .0  ̃1 1 . 4
5. 2 ̃ 1 4 . '7
l 0 . 5  '̃ 2 9 . 0
l 2 . 2  ̃ 2 5 . '1'
l 1 . 5  ̃ 3 '7. 5
l l.0 ̃ 3 5 . 6
l 1 . 0  ̃ 4 4 . 5
1 8 . 0  ̃ 8 7 . 0
1 3 . 4  ̃ 6 4 . 1
1 '1l . 9  ̃ 7 3 . 4l
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第 7 表  2 o o尾の標本による魚体測定値(周年飼育詳)

フオーク・ レ ン グ ス ( F ・ - L ・ ) 体 重 ( B . W . )

範 要l 尾 数 平 均
標準偏差

・範 '期 尾 数 平 均
標準偏差

1 0 . 1  ̃ l 1 . 0
l 1 . 1 ̃ 1 2.0

1 2.1 ̃ 1 3. 0
1 3 .1  ̃ 1 4 . 0

1 4.1 ̃ 1 5 . 0

l 5 . 1  ̃ 1 6 . 0

1 6 . 1  ̃ 1 7. 0

2

9

5 1

6 9

5 5

l 0

4.

1 4 . 1  ̃ 2 0 . 0
2 0 . 1  ̃ 2 6 . 0
2 6 .1  ̃ 3 2 . 0

3 2. 1  ̃ 3 8 . 0
3 8. 1 ̃ 4 4 . 0
4 4 . 1  ̃ 5 0 . 0
5 0 . 1 ̃ 5 6 . 0
5 6 . 1  ̃ 6 2 . 0

1 4

3 3

6 9

4 7

2 6

5

4

2

F = 1 3 . 6 i c1'
S F = 1 . 0 90a

1ii= 3 1 .4 2 g
S W = 8 . 1 6 g

計 2 0 0 計 2 0  0

3 放  流

4 4 年 4 月 1 5 日 測 定

A 短期飼育群

この鮮は前述のとぉり飼育期間中、池 ( 6 6㎡ )の排水部を開放して西別川へ自然海下させ

た o峰下期間は 4月 1 日̃ 4 月 3 o日で、その蜂下数、即ら放流数は7 9 9 ,  o o 0尾、放流負

の平?体はF . :[・ 4 . 2 C1lt ( 範囲 3 . 4̃ 4.9 cm, ) 、 B・ W. 0 . 4 5 g ( 0 . 2 5̃ 0 . 9 8 g ) で あ
つたo

B 解l司同育群

4 3 年 3 月 6 日̃ 4 4 年 5 月 ! 5 日 ま で の 4 3 6 日 間 飼 育 し て S m o't型の大きさに成長さ
せた周年飼育辞は放流まで解止めを行ない、 4 4 年 5 月 2 4 日̃ 5 月 3 0 日 に西 1ll l」描獲場下の

西別川へ輪送放流した。 この放流尾教は1 4 6 , 0  0 0 尾 ( .l1請終了時の尾教 1 5 5 , 6 0  0 尾

からへい-死数、即ら解止中の 、い死及び輪送時の、い死を差し引いた .尾数)で、放流魚体は

F・L . 1 5 . 4Cn ( 1 2 . 6̃1 9 . 0 Cn ) 、 B . W. 3 7 . 3 g ( 1 7 . 9̃ 7 3 . 4 g ) で あつた o
放流魚のう t) 1 0  0尾については'開 と し て 白 色プ ラ ス チ ッ ク タ ツグを背ビレ前部に施した。

輪送方法は 4 t On 積 A ト ラ ッ ク 1 台 を 使 用 し 、  これに鉄パイプフレーム付 き キヤ ンパ ス水情

( 4 o ocnx 1 o o Cnx 9 4 cm )と酸素補給装置を積載して行なつた。輪送距雜は5 eKln(所
要時間 8 0̃9 0 分 )。

この祥に係る放流後の峰下動向については第8表のとぉりで、これによると6月中旬頃には多

教が沿単に出現し、 6月下句には外洋へ去つたものと考えられる。

- 9 9 -



第 8 表  解飼育等の放流後の動向

月 旬 放 流 辞 の 動 向 概 要 水 温

5 月 下 旬 幼 魚 1  4 6 , 0  0 0 尾 を 放 流
10.0℃

6 月

西 別 川 河 ロ 部 で 曳 相 を 行 な つ た と こ ろ 多 数

( 1 回 約 o  o o 尾 ) の 放 流 幼 魚 を 確 認 し 、

こ れ ら を 再 放 流 し た 。

上 旬 1 2 . 0

6 月

床 丹 沿 岸 及 び 走 古 丹 沿 単 の 定 置 相 に 多 教 乗

總 し た 旨 、 :表l業 者 か ら 報 告 を 受 け た 。

こ れ ら 乗 相 魚 の一部 は 再 放 流 さ れ た 。

床 丹 1 l . 8

走古丹 l o. o

中 句

6 月 下 旬
床 丹 、  走 古 丹 沿 単 か ら の 乗 相 報 告 な く 難til:

し た も の と 考 え ら れ る 。

床 丹 1 7. 2

走古丹 1 o. o

4 放流幼稚魚の河川内における保護

西別川へ放流された幼稚魚についてはひめます種卵から生産されたとい '1l こ とから 、  これら放

流幼稚魚の河川滞留期間をひめますとぃ 11l 解零:t.のもとに河川遊漁者によつて的獲されることが前

年度事業に係る放流群においてi?き込1'・i随 i並びに追跡調査で指精された。 このため遊漁者に対

して本事業の主旨説明と保講協力依頼のためにポスターなどによる la力を呼びかけて来た。
本年度は道と協議の結果、 べにさけ生産事業において生産されたひめま 的稚魚は放流時点か

ら ぺ に ま す ( べ に さ け ) と い 1l解釈で扱うことになり、北海道内水面漁業調整棚ll第 2 2 条 のべ

にますの適用を受けることになつた。 ・

- 1 0 0-

S 1 2  ますのすけ增殖事業

1 種卵の移殖、 収容

ますのすけ種卵は昭和43年度、日本雄a0資源保護協会が米国ワシントン州 (ワシントン州立
大学)から購入して、当場及び北海道庁へ寄暗されたもので、 4 3 年 1 1 月 に 4 便 ( 1 1 月 8 日 、

1 1 月 1 5 日 、 1 1 月 2 2 日 、 1 1 月 2 9 日 ) に 分 か れ て 合 計 1 , 5 0 4 , 5 0  0粒が移殖されたo

こ の う ら 第 1 便 ( 1 1 月 8 日 ) の 3 3 4 , 5 0  0 粒 と 第 3 便 ( 1 1 月 2 2 日 ) の 4 3 0. 0 0 0粒は

当場が受領して、 1 l 月 8 日 、  l 1 月 2 2 日 に そ れ そ h,天塩支場中川事業場に解した。 また、

第 2 便 ( 1 1 月 1 5 日 ) の 3 0  0 , 0  0 0 粒 、 第 4 便 ( 1 1 月 2 9 日 ) の 4 4 0 , 0  0 0粒は道水産

部が受領し、 道水産ふ化場千才支場へ収容された。

これらの種卵の受領から収容までの内訳は第1表、第2表のとぉりである。

この移殖ますのすけ種卵は42年度事業成積書( S 12ますのすけ増殖事業 : P l 0 4̃P l 0 7 )

をもって報告した42年度移殖ますのすけ種卵と同じく、ワシントン州立大学構内のスース・ ク

リークにそ上した報魚から採卵されたもので、 一旦大学のふ化場にLl又容され、発眼卵で輪送され

た o即ら、このますのすけは元を連ると大学がカラマ河からスース ・ クリークへ移1殖し ( 1 9 4 9

年 ) 、 そ こ に 定 着 さ せ て ス ー ス ' ク リークの費源として管理しているもので、このますのすけは

短い回遊で回帰する地をもっている。

大学では、 この資源に対して、 品種改良、 大学独自の商科によつて青てた稚魚を放流するとい

う方法によつて管理している。

第 1 表  4 3年度ますのすけ卵子の受領、 輪送並びに収容結果

(北海道さけ・ ますふ化場受領分)

事 項 第 1 便 第 3 便 計

受領、.送 、  収容年月日 4 3 年 1  1 月 8 日 4 3 年 1 1 月 2 2 日

受 領 東京発 1 : o o
千オii 3 : 2 0
国内0t空 Ma i'便

東京発 8 : 2 0
千才着 9: 3 0
日本統空 5 0 3 便

東京→千オ

受領検収時間 3 : 4 5 1 0 : 1 5
箱 数 1 0 ケース 1 2 ケ ー ス 2 2 ケース

卵 教 3 3 4 , 5 0 0 粒 4 3 0. 0 0 0拉 7 6 4 , 5 0  0粒

底が;者一「吸水し、 一部
には四隅がつ,f:・れかか

つているものがあつた 。

全箱にわたつて底がかな

り1要:水しつ.s.れかかつて

いたo

箱 の 状 態

-1 0 1-



事 項 第 1 便 第 3 便 計

受領、 輪送、 収容年月日 4 3 年 1 1 月 8 日 4 3 年 1 1 月 2 2 日

受 領 卵子は極めて良好o

発眼 し ( か ら 書始・初期の

ものと判断された 。

卵子は極めて良好。
眼球が大きく黒ずA、発

; 根 し て 2 0 日位たつたも

のと判断。赤味の印子の
外に -1lll1味のない-黄味を帯
びた透明状の9P子が含ま

れ て い 、1l:- ^
卵子の状態

1段目卵子収容盆 6 . 1°C
3 ″ ″ 9.8℃

5 " " 1 0 . 2 C、

l段目卵子収容盆 6.9°C
3 ″  ″ 9.4°C

5 ″  ″ 1 0 . 2°C
卵 温

フレーク氷の量 盆 の  8 割 程 度 盆 の 6 ̃ 7 割 程 度

輪 送
輪 送 車 営 業 車 ( マ イ ク ロ パ ス ) 第 1  便 に 同 じ

座席に ビ a ー ル 、毛布を

数き、 その上に箱を置き、

紐で座席に固定 つ

荷 横 ユ,・方法 第 1 使 . に 同 じ

千才一天塩支
場一中川事業
場間の輸送距
難へ所要時間

距雅: 3 4 :l Kln
時間 : 6 時 間 3 5 分
( 4:1 0 - 1 0: 4 5 )

距書隆 : 3 4 :l Km
時間: 7 時 間 2 0 分
( 1 0: 3 0 -1 7: 5 0 )

収 容

収 容 時 間 1 1 : 0 0 - 1 2 : 0 0 1 8 : 0 0 - 1 9  : 0 0
収 容 場 所 天塩支場中川事業場 第 1 便 に 同 じ

フレー・' 11<.の量 盆 の  6 ̃ 7 割 程 度 ai の 5 割 程 度
1段目卵子収容盆 7 .2℃

3 ″  // 1 0 . 7 ℃

5 ″ ″ 1 1 . 8 ℃

1段目.卵子収容盆 8.2℃
3 ″ ″ 9.5°C
5 ″ ″ 9.8℃

卵 温

ふ化用水温 9 . 0℃ 8 . 5℃

収 容 卵 数 3 3 4 , 5 0 0 粒 4 3 0 , 0  0 0粒 7 6 4 , 5 0  0粒

タE 卵 数 l 1 , B  0 0 粒 ( 3 . 5 % ) 0 . 5 %程度

卵 径
0. 6̃ 0 . 90ai
平均 0 . 8 6 om

0 . 6̃ 0 . 8 5cm,
平均 0 . 8 2(、llL

- l 0 2-

第 2 表  43年度ますのすけ卵子の受領、 輪送並びに収容結果

( 道 水 産 部 受 領 分 )

事 項 第 2 便 第 4 便 計

受領輪送収容年月日 4 3 年 1 1 月 1 5 日 4 3 年 1 1 月 2 9 日

受 領

東京発 8 : 2 0
千才着 9 : 3 0
日本航空 5 0 3 便

東京発 1 8 : 2 0
千才着 1 9 : 3 0
日本航空 5 2 3 便

東 京 → 千 才

受 領 時 間 1 0 : 0 0 2 0 : 3 0
箱 数 7 ケ ー ス 1 1 ケ ー ス 1 8 ケ ー ス

m卵 数

千才 千オ市
空港 → :l量l 越

3 0 0. 0 0 0 粒 4 4 0. 0 0 0粒

輪 送 距 雄 : :  1 2  Illm
時 問 : 2 0  分 第 2 便 に 同 じ

収 容

収 容 時 間 l 0 : 3 0- 1 1 : 0 0 2 1  : 0 0 - 2 1  : 3 0
収 容 場 所

北 海 道 水 産 ふ 化 場

千 オ 支 場
第 2 便 に 同 じ

1段日卵子収容盆 5 3℃
3 // ir 8.1℃

5 ″  ″ 9.7℃

1段目卵子収容盆 5.8℃

3 ″ 〟 7.3℃

5 ″  ″ 8 . 2℃

卵 温

ふ 化 用 水 温 8.1 ℃ 8.0℃

収 容 卵 数 3 0  0 , 0  0 0 粒 4 4 0 , 0  0 0 粒 7 4 0,0 0 0粒

死 卵 教 0 . 4 % 程 度 0. 7 % 程 度

卵 径
0 . 7̃ 0 . 9Cm.
平均 0 . 8 3cn

0. 7̃ 1 . 0Cn

平均 0 . 9 cn

2 ふ化、 飼育

4 3 年 1 1 月 8 日 、  1 1月22日の2回亘つて中川事業場へ輪送した7 , li 4,500粒のますのすけ,jll子

は当事業場ふ化室の塩ピ製アトキンス式ふ化i9に収容した。

この卵子は収容から約 1ケ月後に当る 1 2月 1 3 日̃ 2 5 日 にふ出 し ( ふ 出尾教 7 4 7.0 0  0 尾 ) こ れ
を三角日ii屋根付きの稚魚池に撤布した。稚魚のふ上は1月下旬に行なわれ、 6 9 9 , 0  0 0尾がふ上した
(ふ上尾数/収容卵数 = 0 . 9 1 4 ) 。 「ふ上魚の平均魚体はF . L . 3. 8cm、 B ' ・ w . 0. 4 7 g で
あつたo

飼育はふ上終了時の2月3日からはじめた。給解の方法は昨年同様、給餌当初は粉末を様りなおして
置解として与え、その後はクランプルを練りなおして置解とする方式と、クランプルをそのままで撤

布する方式を併用して行なつた。
この銅育は 2月 3日から 6月 1 6日までの 1 3 4日間について行ない、この期間に 2. 5 8 9,Kgのます

用 ク ラ ン ブ ル (若干の粉末を含む)を投与し、調青了時の6月1 6日には平均負体でF . L . 6 . 5 4
cm、 B . W . 2 . 8 7 g の稚魚 6 7 5.0 0 0尾を生産したo 能つて調料係数は1 . 6であつた、 また西育条
件は銅育池面積1 4 0cnt 、用水量8 0  0 .e/m i n 、 P H 7 . 3 、 , 編育水温 4 . 3̃ 7 . 3 ℃ ) で あ つ た。
以上の 1司育成 'll 1表1は第3表のとぉりであり、 詞育期日a中、f氏水y温の地下場水に全面的に依存しなけれ
ばならない関係から稚魚の成長はあまりかんばしくなかつた。

-1 0 3-



第 3 表  昭和 4  3年度移殖ますのすけの飼青成a表

区

分
飼育期間

飼 育 尾 教 期末の平均魚体飼育水温

投.西量
飼育
尾数

_
尾数

差L◆l
き.数

F .L.

B .W 範 囲
( 平 均 )

備 考

月日 月日

2.3 -2. 1 7

2.18 -2 2 8
3.1 - 3. 3 1
4.1 - 4 . 30
5.1 -5 . 3 1

l11.1 - 6.1 e

2.3 - 6 . 1 6

Kg'

1 0 2

=f尾

6 9 9

1尾 :f尾

6 9 9

cm

3.82

g

0 . 4 7

℃

4.3 - 510
( 4 . 7 )

3.9 - 4.;1l
( 4 . 0 )

( 6 . 8 )

( 4 5 )

4.5 - 70
( 5 . 8 )

7.0 - 7.3
( 7.1 )

J ふ化上月日 : 1月下旬
註 1  ″ 尾教: 6 9 9 千 尾
L ″ 魚体 :j体長3. 8 2cn

t体 重 0 . 4 7 gj飼育池面積: 1 4 0 m a
註 2  用 水 量: 6 oo .e/m l n

P H  : 7. 3、

{構 月 日  : 5月21日一日
註 3  ″尾数 : 1 5 5 千 尾

″部位 :右腹ビレ

{放流月日 : 6 月 1 6 い25日
註 4  場 所:天i高1l師

ハンケナイ川

尾教 : 6 7 5千尾

. 註 {解 料 : ます用クラール註 5
国科係教 : 1 . 6

1

2

3

4

5

0

計

1 0 0

5 0 0

7 2 0

8 8 2

2 8 0

l
2,5 8 4

l

6 9 9

8 9 8

6 9 6

6 8 9

6 8 2

1

2

7

7

7

6 9 8

6 9 6

6 8 9

6 8 2

6 7 5

T

4 .04

4 .57

5 . 2 1

6 . 1 3

6 .54

0 .59

0 . 8 6

1 .28

2 . 3 9

2.87

3.82
→ 6 . 4 5

6 9 9 2 4 6 7 5 0 . 4 7
→2.87

( 放 流 )

l

3 放 流

稚魚の放流は 6月 l 6 日̃ 6月 2 5日に行ない、平均魚体でF . L ・ 6 . 5 a 、 B .w. 2.8 7 gの稚魚
6 5 5.0 00尾を天塩川支流パンケナイ川へ放流した。
この放流数の約23 % に当 る 1 5 5 , 0 0  0尾 lll:ついては放流後の回遊並びに回帰確認のため、放流前の
5 月 2 1 日̃ 2 6日に標識を施した。標裁前 と し て右腹 ビ レ を切除 し た。 この放流数と昨年度の放
流教を加え一t_、 天塩川水系へ .11ll;流したますのすけ確魚数を整理すると第4表のとぉりである。 このう
ち、昨年放流した群の沿岸出現については、北部オホーツク海、 天塩川河口付近の日本海の各沿岸漁

協同組合における聞き込Aに関するl長りでは、その形跡はないようである。
一方、本年、道水産部が受領して、道立水産ふ化場千才支場へ収容されたマスノスケは44年5月
l 7 日̃ 5月 2 0日の間に日本海に注<'余市川へ輪送放流された。 この放流尾数は618.0 00尾で、
平均魚体 F ・ L 4 . 6 c n 、 B ・ W 1 . 5 g で あ つ た o こ の う ら 1 0 0.0 0 0尾については脂ビレ切除の標識
を施して放流された。

第 4 表  ますのすけ権魚放流結果(天制ll水系)

回
11lll1流年月日

放 流 尾 数 平均魚体 標 識
放 流 地 点

年 月 目 '更l . L B .W. 尾 教 部 位

1

2

計

4 3

4 4

7 . 1 5

6. l 6 -

6 . 2 5

4 1 0 , 0  0 0

6 7 5.0 0 0

1. 0 8 5 , 0 0  0

6.9

l 6 . 5 4
4.9

2.87

1 5 8 , 0  0 0

1 5 5 , 0 0 0

3 1 1l.0 0  0

i言 ビ レ
右 腹 ビ レ

右 li ビ レ

天劇ll水系パンケナイ川

//

-1 0 4-

S 1 3 .交配種増殖事業

1 捕獲採卵成積概要

本年度の交配種(F1 : さけ1i- x か ら ふと ます ? , F 2 )の捕獲数は放流水系の幌内川、場別川
の他隣接の渚滑川、常呂川の4河川で7月29日̃ 1 0 月 2 0 日 間 に 8 8 尾 を 捕捷 し 、  6 0 千粒を
採卵した。

第 1 表  昭和43年度交配種親魚捕獲採卵成積表

海

区
水系 採卵場

所管

事業場

捕 獲 数 使用親魚数 1
l採卵数
増d- e統
卵 数' 卵 d使用率?卵差 実施那9字 3 計 字 l 3 計

オ

ホ

l

ツ

ク

海

幌内

清滑

携別

常呂

尾

5

1 1

3 7

4

尾

8

9

1 l

3

尾

1 3

2 0

4 8

7

尾

3

3 4

尾

1

4

千相l

4

3 8

、, 千粒
9

5 1

fl;1 千拉

9

5 1

%

60.0

粒

3,0 0 0

月Sr、 用
8.1̃
1 0 . 1 0

7.2 9̃
l 0 . 5
8.1̃
1 0 . 2 0

8.1̃
1 0 . 2 0

院 内

者 滑

算 別

常 呂

幌 内

清滑

1勇別

北見

91 .9 1. 5 0  0

'ヨ
合計
本年度

前年度

5 7

2 2

3 1

2 3

8 8

4 5

3 7

l 5

5

l 1

4 2

2 6

6 0

3 4

6 0

・ 3 4

6 4 . 9

68 .2

1 , 6 2 0

2.2 7 0

7.2 9一一
1 0 . 2 0

8.1̃
1 0 . 1 5

2 ふ化放流成積概要

本年度は新たな交配種(F 1 )をつくらず、河川そ上の1代雑種F1間の交配による2代権種6 o

千粒を生産し、 5別数場に収容した。 この卵子のふ化率は35 % と低調で、更に、最終的には8
千尾のl氏い歩留りであつた。

これらの稚1まl、はF2 の回帰確認のため、 i i lビレ、背ビレを切除する標識を施して携別1l l:へ放流した。
第 2 表  昭和 4 3 年度交配種 ( さ け x か らふ と ます ) ふ化 ,改流成積表

海

区

収容

卵 数

ふ出

尾数

放 流 尾 数
水系 事業場 死卵数 ふ化率

無li合 f l 給 解 計
放流其日間 備 考

オ
ホ
I
ツ
ク

't一粒

6 0

千粒

3 9
◆
2 1

%

35 . 0

-F,at
8

lし 千1lit
8

'も

3.2 5 -3. 2 0蕩別 l勇 別 F 1  x F 1

合 計
本年度

前年度

6 0

1 7 0

3 9

4 4

2 1

1 2 6

3 5. 0

7 4 . l

8

7 9

8

7 9

3. 2 5 -3.26
4.2 - 4.20 F 1 , 1E2を含む

-1 0 5-



S l4, .河口通過稚魚観測事業
1 実施方針

本年度の事業は前電に引続き 、翩 l1精度を高めるため、簡易標識によるトラップ効率の決定、

稚魚の ;i率河生l想に もとづく観測体制の整備、観1印j業務、報告様式の統一を方計にして、 根室支場の

当幌川、 十勝支場l'「 ) ヌ ツプク川、渡島支場の遊,薬部川の3河川について能・観測実施の因難な北
見・天i益[ ・千才支場については l木止 した。 ・

当幌川は前年度観測場を河口近くに移し通過率が極端に低下したことから、飼育池を整備して飼

育強化、放流尾数の確定等がどのよ 1lに影響するかを中心に実施、ヌツプク川は ,養魚地の新設に

伴つて放流毫数の確定が容易なこ とか ら 4 1 年 度 の 5 2 . 7 %の通過率を1llj j jtする目的で実 t 遊

楽部川は項火湾の拡大再生産計画に並行して1可口;語調数と回帰親魚の関係を明らかにするため前

年同様の方法で実施した。

2 実施概要

( 1 )  観測対象推魚の,赫 状 況

第 1 表 翻 ln1可川の稚魚放流状況

支 場 名 河 川 名 放 流 場 所

計根別事業場

十勝事業場

八 9 事 業 場

放 流 期 間 放 流 尾 数 摘 要

根 室

十 勝

渡 島

当 幌 川

.スツプク川

遊楽部川

3 /1 3̃ /1 6

4 /7̃ l1レ'5

4 / 1 5̃ / 2 3

(体重)
0・3 3̃ 0 . 8 5  給fl:放流

0 . 4 6一一0 . 30  ″
0.4 2-・一0. 8 1  ″

6. l 5 4.0 0 0

4 , 8 6 3.0 0 0

4.0 9 8 , 0  0 0

-1 0 0-

( 2 )

第 2 表  観演l1河川の気象状況(旬別)

当 幌 川
3 月 4 月 5 月 8 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 cm

川 巾 m

流速m/分

流量n1f / 分

- 2.6

;;;

4 . 7 .

0

1 7 7l ';.:
7.3

22

1 2 5

17.6

り影響 i

6.7

4.0

l 3 2

l 7 . 6

強 く 欠

l

11 . 2

6.9

1 0 5

17 .6

ill

l

l 7 . 3

1 0 . 6

9 6

1 7 . 6

9.2

9.9

1 0 0

1 7.6

1 1 . 4

9.0

1 0 4

1 7 . 6

17 .0

l l . 8

1 0 0

17 .6

1 4 . 5

1 0 . 9

1 0 3

1 7 . 6

! 6 . 8

1 4.4

1 0 1

1 7.6

ヌ ツプ ク川
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

気 温 ℃

水 温 °C

水 深 ca

川 巾 m

流速m/分

流量lf/分

7.0

3. l

4.7

16.l l

41.l l

31.9

l 1 . 8

6.3

1 3.1

l 6 . 4

に 7.9
125.5

13 . 9

6.9

1 2.4

l 16.4

5 5.7

1 1 3 3

1 8 . 2

1 0 . 4

9.6

16.4

50.2

7 9.1

l 6 : 7

1 l.1

6.4

16 .4

46 . 4

4 9.3

1 3 3

9.7

5.5

16 .4

44.7

4 1 . 4

18 .4

1 0 . l

8.8

16 . 4

49.6

7 1 . 8

2 3.5

1 l . 0

6.5

16.4

46.9

49.7

22.0

11 .8

6.8

16 . 4

46.5

52 .5

2 4. 5

1 1 . 5

8.3

16 . 4

49.4

6 6.9

遊楽部川  -

3 月 4 月 5 月 6 lll
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温  ℃

水 温 . °C

水 探 a

川 巾 m

流速m/分

流量㎡/分1
- 0.3
3.7

3 9

l f

3.6

5.1

4 4

8 0

0 .77

2 , 1 1 3

3.4

6.5

5 7

1 0 1

l . 0 5

L2 . 7 3 0

8.1

8 . l

5 3

1 0 7

1 .04

3 .364

10 .4

9.3

l 4 8

1 0 7

0 . 91

2.702

l 3 . 9

l l 1 7

3 9

7 8

0 .85

2. 0 6 5

11 .4

1 3.7

l 3 0

6 5

0 . 83

1 . 2 7 4

1 l . 5

l 1 . 3

3 4

6 5

0.09

1 . 0 0 5

13.2

12.3

4 6

9 2

0.79

2 . 4 2 7

1 8 . 2

1 6.0

2 5

5 2

0 . 5 9

1. 0 9 3

- 1 0 7-



第 3 表  河口通、調商観測状況

支場名
河 川 名

( 流下 .理 )

観 測 期 間

( 乗  綱 期 間 )
ト ラップ設置場所

ト ラ ツ プ 基 数 、  規
模 か よ び 設 置 方 法

根

室

当 幌  川

( 4 0 . 0 K ln )

3 / l̃ 6 / 3 0
( 4 / 2 0̃ / 2 0 )

基 数  2基

{長 さ  5m
規 模  ロ径 0 . 5 m x 0 . 5m

相 日 6 x 6 m /m

4 x 4 m /m

方 法 固 定 式

当幌捕獲採卵場

(計根別事業場

よ り 4 0 Kln )

十

勝

( 1 0 4 日 間 )

4 / 2̃ 7 / 1  5

( 4 / 1 0̃ 7 / 1 0

基 数 4基

j ロ径 0 . 5 x 1.0 m
規 模

網目4m/1mx4ni/il

方 法

固定式 . . . . トラップ末端
から水路をも うけ綱数に

連結

-l一勝事業場下流9Km
の愛国橋下ヌツプク川

( 1 7.8Km)

渡

島

遊楽部川

(20 .01 l lm .

基 教  4基

普通 增 水

3 基 1 基 ・{ロ径 1 m X 0 . 5
0 . 5 X  0 . 5

規 模  長 さ 8 mx 8 m
6 > ( 6 m / m

相 日 4 x 4 m / m
方 法  固 定 式

遊楽部捕獲場

八雲事業場よ り l 8

Kln 河 ロ迄 2 b

3 / 1̃ 8 / 2 0
( 3 / 2 5̃8 / 1 3 )

支場名 河 川 名 観 測 方 法 推定総福1日教 放 流 教 推定通過率%

根

室
当 幌 川

隔 日 ( 2  日 )

2 4 時 間 観 測

尾
1. 1 2 8 , 9 9 7 6 , 1  5 4 , 0  0 0

- 1 8 .4

十
勝 ヌツプク川

連 日 2 4 時 間

観 測 を 実 施
2. 8 9 6. 8 0  0 4 , 8 e 3. 0 0 0 5 9.6

渡
島 遊楽部川

l1高 日 ( l  日 )

1 5 時 間 観 測

8. 1 6 0 , 3  4 9 4 , 0 9 8 , 0  0 0 7 6 . 2

-1 0 8-

第 4 表  放流と通過推定状況

水温

一1 0 g --

℃

o

5

0

5

l

1

。C

0

0

5

1

。C

0

5

0

5

1

l



( ]I ) 結果および考察

本年度は各河川毎に トラップ効率調査を前中後期の3回に分けて実施した結課当幌川(前期̃
0 . 2 8 、 中 期 0 . 9 6 、 後 期 0. 4 8 ) ヌ ッ プ ク 川 ( 前;9R 0 . l 0 l 、 中 期 0 . 5 0 、 1 期 0 . 5 1 ) 遊 楽 部

川 ( 前 期 0 . 1 1 、中後期 o. o 4 ) と前年同様、時期的、河川德:の変動が大きく法則性を見い出すこ

とが出来なかつた。 しかし -'本年は各河川とも前年に比較して定時期に集中した ,ifF 傾向を示し、
各河川共前年に比較して大巾 ・にi識福率の向上1、見 t一、れた。

当 幌 川

計根別事業場収容卵9 , 9 0 8千粒ふ出稚魚9.1 2 0 千 尾 の う ら 養 建l、池減?2 , 9 6 6 千尾を除いた
6 , 1 5 4. o o o尾の飼育放流稚魚について3/ l̃o/30の間前年同様の方法、位置で観測した結果
1 , 1 2 8. 9 9 7 尾 ( 1 8 . 4 % )の稚魚の通過を推定したo
こ の 1 8 . 4 %の通過率は他の河川に比較して低い数値ではあるが、 前 年 通 通 4 . 8 %に比較する

と大巾に向上している。

計根別事業場は、本年飼育池が整備され、 このため稚魚の飼育制ヒ と放流権魚数の確定が行なわれ、

更に、上流域での解科生物の発生i時期に放流期が合 理ll したこと等から通過率の向上が考えられ、前

年の通過率と対比した回帰率の向上が其日待される。

ヌツプク川

十勝事業場収容卵子6 , 2 5 6 位、ふ出稚魚5 , 3 9 8千尾、養魚池滅耗、p 3 5 f尾を除いた

4 , 8 6 3 , 0  0 0尾の1銅育稚魚について4 1年度実施した同じ -1l法、 t-1ri習'で観測した結果2 , 8 9 6 , 8 0  0
尾 ( 5 9. B % )の通過を推定したo

本1可川では連日24時間観測t実施、 ・l性魚の逃逸防止のためトラップ入ロに落差を与え、 ト ラ ツ プ

末端から水路を作つて計教池に誘 ,,算する観測を実施したため、 完全に ・1兆i免の防止がなされ、 計数精度
17_,高い観測結果_となつているo
しかし本年新設の '養魚池利用により放流尾数の確定を行なl11 言個であつたが、推魚の抑制金相の
破損により  部逃途したため放流尾数には右子の間題を残しているためこれ等を改善して継続実施

する必要がぁる。

また本年の1義測結果では6月」以」峰に33.3%の降下稚魚がぁり、下流( l勝川本流域約70b ) で

の水温上界期の稚魚峰下実態を地す る必要がある。

遊 楽 部 川

八雲事業場収容卵5 , 0 7 2千粒、 ふ出稚魚 4 , 2 8 4 千尾から養魚減耗 1 8 6千尾を除いた 4.0 9 8
千尾 ( 給解 4. 0 4 3 、 無 給 解 5 5 ) の 稚 魚 について前年 l朝の解方法で .P'1 0̃ /20の間観損ljし

た結果3. 1 B  0 , 3 4 9 尾 ( 7 6 . 2 %)の再11Elを確定したo

本年の適過率は過去の平均 i兩i1島率 4 7. 0 %を大きく上理 -::)ll1こ結果となつているが、 これは本年の飼
育成積にも現わ1rしているとぉり准魚の飼青強化放流時期が椎魚の河川降一i::時期と合致して減耗を少

なくした結果と考えられる。

- l 1 0-

S 15降河稚魚保護事業

I 実施事項

本年度の放流稚魚に対する保号i対素として下記事項について積極的に実施し、河川内における

確魚の安全降河、滅耗防止に努めた。 特.に、本年度は最近にない不漁のため、各水系とも、そ

の放流数が少ないことを考慮し、新規に河川パトロールを追加するなどして、更に保護の手を強

化 し た。

1. 稚魚の輪送放流

放流河川域に設置されているかんがい、防火用水等の取入ロへの稚魚迷入:1lli止、 或い,、t河川内.

の障害を回;壁するため、推魚を安全地点まで輸送放流して、 確魚の威耗を防く'。 また分教放流も

積極的に行ない、生残り量の增大に努める。
2. 書.島、害魚の防駆除

放流水路における害魚の駆除、或いは水路への害魚li入防止を行ない、稚魚の食害を防 <'と と

もに害島については権魚の密集する水域を1震調あるいは威かく物で害.島の飛来を防<と同時に 、

地元無友会の協力を得て、必要に応じ積極的に1迅?する 。

3. 河川清掃

放t売水路に密生している水草及び流木、 1到木等の各種章害物を除表- して確 .負の安全l鋒河i1計 る。
4. 河 川 パ ト ロ ー ル

確魚1i年河期の ,可川をパトロールして、確魚の表:全l降河に努めると同時に突発的被害、今後の保
l登-に対処する。
5. 弘報活動

管内における降河推魚の保1最を更に強化するため、 支場単位に、 それぞれのi晩に合つた P  R

用チラシを作成し、関係機関、団体に配付することにより、その徴底に努める。

1 i 1-



]I 実施結果
1. 椎魚の輸送放流

本年度、さけ確魚については、 1 5 業 場 か ら 4 3 水 系 の 通 地点へ 3 8 , 8 7 6 千 尾 を 輸 送放

流して、取水ロ等への -迷入1l11i1111:_、河川 1轄 回 選に努めた他、 稚魚を良好な河川に分?流 し て
その生残り率の向上に1;;めた。 また、さくらます稚魚については3事業場で、からふとます

稚魚については1事業場で実施した。

lll::々の実施結果は別表のとぉ り で あ る o

2. 害鳥、書魚の防 .認除

l1 、 害魚の防駆除
本年度は1 o 事業場で刺總、曳相、 タ t相、ウライ等を使用して、害魚の駆除を実1llliした o

また、 これと並行して稚魚の食害状況を調査したo

食害調査に っいては、害魚の採取が主として.駆除に力点を置いていたため、各個所により、

採取時期がまちまらであるが、大体において昨年同様の傾向が1'ら れ たo 即ら、 あめます、

いわな、にじますの稚魚食害の大きいことと、札内、幕別事業場の例のよ 'llに、 う <-いもそ
の生息数の多い場合・には聴んに稚魚を食害することが観察された。

書魚の駆除並びに食書結果は、 1lll 俵 の と ぉ り であ る。

(2 l  害 .島の防 .駆餘

本年度は各通の;it友1会の協カを得て、特解による害.島の積極的理除、威かくによる飛

来防止を実施した。 即ら、 l o 事業場で実施し 、 こ の ') t:> 、8事業場では上記の方法で、

2事業場についてはさi刺網による飛来防止を中心に行なつた。

実施結果.は 1l11表のとぉりであるo

3. 河川清帰

本年度は特に水草,権草の密生或いは流沈木、土砂崩落のひどい放流水路をもづ下表の15

事業場で実施し、 水路清帰を行ない、 稚魚の降下を容易にした。

河川清需実施事業場 覧表

支 場 名 ・事 業 場 名

北 見 北見

根 室 程 自、 伊 茶 仁 、 根 室 、 計 根 別 、 虹 別 、 厚 床 、 浜 中

天 塩 徳志別 、 屯 別 、 中 川

渡 島 八雲 、  尻 別 、 利 別 、 厚 沢 部

一1 1 2-

4. 河川ハ ト ロ ー ル

本年度より新たに加えた項目で、放流した稚魚の降河動向を監視して、その安全降河を計ると

同時に突発的被害の防止並びにその対策と今後実施すべき保重手段を求めることをキ日Sとして、

1 9事業場、  22水系で実施して、峰河稚魚の保護に努めた。

実施結果は別表のとぉりである。

5. 弘報f9動

各地域の特性にあつた保護対策を行な '1lため、支場単位で降河稚魚保護依頼のパンフレツド、

チラシを作成し、関係機関、団体に配付し、また、北見、 根室、両支場管内においては主要河川

に稚魚の保護を呼びかけた立:i板を設置して、 その 1at底に努めたo

- l l 3-



第 2 表  さ け 稚 魚 輪 送 放 流 結 果

輪 送 放 流 場 所 輪 送 放 流 尾 数 輸
支場 事 開

水 系 放 流 点
放流期間

輪送尾数 発死尾数 放流尾数
官用車、借上車の
別及び車種名

北見 網 走

北 . 見

網 走

能取湖

常 呂

ラ イ ト
コ ロ

サ ロ マ
べ ツ

・、ロ ー

幌 内

猪 清

興 部

4 l 5- 4.16
4.23 -4.25
4.20- 5 l 0
4. l '7 - 4.20
5.l5

//

4 2 4- 4.26
4.2 1-4.22
4,.8 - 4 . l 2

千尾
l ,0 0 0

1.0 0 0

7 0 2

7 0 5

5 0 0

5 0 0

l , 5 0  0

9 9 5

5 0 0

7.4 0 2

千尾 千尾
l 0 0 0

l.0 0 0

7 0 2

'i0 5

4,9 5

4 9'l

1 , 4 8 9

9 9 5

5 0 0

'i 8 8 8

官 、 借

// //

官 ( 1 . 5 t 車 )

//

//

借 ( 2 . 5 t 車 )

借 ( 6 t 車 )

借 ( 4 t 車 )

//

a0 取 川
端野大橋

栄 浦 橋

河ロ上流約l2lCm移 別 5

8

l l捕獲場上流
約 8 0 0 m

猪滑町 9線

具部町 7 線

猪 滑

計 l 9

根室 羅 自 植 別

元 崎
無 異

忠 類

古多構

意 別

標 津

春 別

床 丹

標 津

風 連

5.9- 5ユ0
5 . l 2

520

//

//

5. l4

4.24-4.25
4 2 2-4.23
5 1 2

5.9- 5.l2

l , 0 0 9

5 0 0

5 0 0

5 0 0

l.0 0 0

1 4 5

l.0 0 0

l , 5 0  0

5 0 0

8 2 5

74'79

4,7

4,

9 6 2

4 9 6

5 0 0

5 0 0

l , 0 0 0

l 4 5

l.0 0 0

l.5 0 0

4, 9 8

8 2 0

'7 4, 2 1

伊茶仁

計根別

虹 別

計

2

5

5 8

十勝 釧 路

計

釧 -路
/

弟子屈市街

弟子屈町下錯別

3 2 8- 4.15
4,.2l - 5.l7

?.8 7 l

6 8 l 7

e
1 4 l 8 8

4 2

l 6

5 8

7 , 3 2 9

6 , 8 0 l

l 4.l 3 0

借 c一ピター )2 . 5 t 車

//

天塩 天 塩

計

天 塩 ぺンケナイ川 510- 5.23 1.5 0 8
1 , 5 0 8

8

8

l.5 0 0

l.5 0 0

-1 i 4・一

法 方 法 1 l 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の
河川状況
l1li(温、そのftD 輪 送 目 的タンクの種類及び規模

事業場から湖
点までの足l基 酸素消費量 水理び水温 輸送尾数

anxl・mxcm
15以90><80 C精 yツ的
l 00<8Ct,<200 (アルミ製)

//

ar

//

Kln
6 0

l 6

l 3

5 0

5 5

2 5

l 0 6

5 7

3 2

olC
4r-6
5̃ 6

5 ~6

3̃ 4

2.8̃3 .0

4.5

2.5̃3.0

8 ̃ 4

7.2

千尾 (1t1
酸素氷使用

//

//

//

//

//

//

//

立体,ふ'イ 開 破
流水路なし)
分散

かんがい構迷
入防止,分散

1,分散放流
」
立体ふ化場
(放流水路な
し)

1 5 0

l 4,0

l 7 0

2 5 0

3 0 0

3 4 0

6 ̃ '7

4.5̃5.7

l 8 . 0

l 9 . 0

8.0

9.0

3 . 5 ̃9.2150 0 0<'70 f科 ン, n )
1809 l]l<75 (  // )

キヤン・・ ・、ス、ポリ構0他
// // /

// // //

// // //

// // //

キ ヤ ンバ ス製

00x180X'll0(7:;ルミ製)

//

//

//

25.6

30.2

1 0.5

l 2 . 3

l 6 . 8

1 1.8

59.2

65.'「

5 5 . l

6'7.0

6̃7.5

6̃8

7 ̃ 9

7 ̃ l 0

7 ̃ 9

8.5̃9.0

7̃7.5

7̃ 7.5

0

8

1 0

l 0

l 0

l 1 . 5

'7

0.9

l 0̃ l 3 . 4

l 0̃ l 1

t1前 流

9

1 l . 5

l t On ;16ま1;;c
8.5̃

″120Ct

250̃450

t50̃550

5.8̃60℃
EI5. l̃6.4
8 .7̃ l02 Ct
PH 6. l̃ 6.2增1jl

訓路川上流部
〇A i,lオン障害
重]避のため

l 50<l00<47mm製)
l ] .tl'<80l,(50 ?精 y?? ) 1l 5 50̃901liil 65(1e 3ト62 lt

250a 50、・59C10
l32̃2128
9 5 ̃ l l 4

8.7 l1,,,く.1,0い構、及び
lli止用水路迷入
l方止

-l l 5-



輪送放流場所 l 放流期間 輸送放流尾数 輸

支場 事 新
水 系 放 流 点 輸送尾数 発死尾数 放流尾数

官用車、 借上車の
月l1及び車種名

千オ 千 オ 石 狩

余 市

幌 満

幌 別

元浦川

露 川

勇 払

自 老

f 気別

千オ事業場よ り
4Km下流

河口より上流4,Km

河口より上流1Km

支 流

元浦川ふ化場

a川總獲場
ウ ト ナ イ 湖

ウ ョ日川河口上
流1.8Kln

河口より上流10lim

4.'7

330-t.4
4,.4

4.8

//

4.9

4.9 ,̃t.25

4,.23

//

『一尾
1.5 4‘4

1.0 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

1 0 0

8 3 5

1 0 0

l 0 0

'f尾 =l一尾
l . 5 4 4

l.0 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

8 3 5

1 0 0

l 0 0

官(トョー:yト'スタウ0

借0-'”
官(1、◆' 'At yト・スタウト)

//

//

書 江 石 狩 音江捕獲場 4.2 5 4 5 2 4 5 2

静 内 幌 清

幌 別

三 石

仁雁別

静 内

//

新 冠

沙 流

l 0 0

2 0 0

lll ll

8 2 9

8 1 1

l 3 4 8

2 4 l

254

l 0 0

2 0 0

7'7

3 2 9

8 l l

l.3 4 3

2 4 l

2 5 4

官(ト? ト・スタウl1

//

//

//

//

//

//

//

支 流

延出川 3.21b 4ユ 2

4.22~a.28

4,.9̃4.10

,t. 1 l ̃t 30

325'. 4.16
320、4. l5

アクマツプ川

トマツプ川

敷 生 白 老

数 生

メ ップ

計

長万部

朱 太

計

白老捕獲場前
l河ロから上流1.5〇
鉄橋下(河口上
流 l Km)

河口上流l.0 ltm

2.12

3. l3

2. l2

1 5 1

4 0

2 2 2

8.199

1

2

3

l 5 0

4 0

2 2 0

8 1 9 6

借

借

借

渡島 八 雲 長万書ll9]字美畑

黒松内町

・ .5.e

5.1 5

5 0

5 0

1 0 0

5 0

5 0

1 0 0

官 (-:tスターライ:ン11l
//

合 計 3 8 ,8'7 6 1 4 6 3 8, '7 3 0

-1 i 0-

送 方 法 l 回 当 り の 輪 送 状 況 放流時の
河川状況
C1lk温、そのftlタンクの種類及び規模

事業場から放流
点までの解 酸案消費量 水量及びllll温 輸送尾数

輪 送 目 的

cm>l1、m:><1・1m
l00X80X200 Cア:ルミ製)

キヤンパス製

l00X80X200e「ツt,ミ製)
//

//

キヤンパス製

//

//

//

b
4

l 1 6

l 7 9

1 7 5

l 5

5 l l

2 4

5 6 .l

l 8 5 . 6

t
8.5

8.5

8.3

8.4

8.4,

8.5

9.0

9.0

9.2

千尾
5 0 0

9 0 0

l 0 0

l 0 0

1 0 0

1 0 0

2 0 0

l 0 0

1 0 0

oC
9.2

j:
0,,ん10l,,,lal隧入

l 3

l 4 . 5

// 3 l 0 0

l 00x80x 200 'tJルミ製)

キヤンパス製

キヤンバス製、 ァルミ製

l0(1><80X200 0l:ルミ的

//

//

キヤンパス製  ァルミ製

・ PH  '7.2

5 8̃ 1 0 8

65~9.0

e 5

8 6

il 9

4.5

2.5

2 7

5 0

'7.5

5.6̃0.5

9.6 ̃ l 4 . 5

8.5̃ l 1 . 9

6 .4̃ l 2 . 5

7 . 4 ̃  9.0

7 . l ̃  '9.9

分散放流

6.9̃ 7 . l

62~l 0 .7

35

分散放流

分散並びに
取水口迷入
防止

ポ リ袋  ( 70omx 8-)
//

//

l 6

8

//

g.0

//

//

l 5 l

4 0

l l 0

4,.8

5.l

ステンレス製

//

5 2

6 4

7.0

7.0

5 0

5 0

12.4

122
分散放流

-1 l 7-



第 8 表  さ く ら ま す 稚 魚 輪 送 放 流 結 果

支場 事 開
輪送放流場所

放流期間
輪送放流尾数 輪

水 系 放 流 点 輪送尾数 発死尾数 放流尾数
官用車、借上;車の
別及び車種名

北見

天塩

渡島

着 清

徳志別

尻 別

猪 滑

徳志別

尻 別

ゥッッ川(i登あ
支流旧河川

是基当'名確藤
流

=f尾
9 0 6

279

? 8 0

千尾 千尾
9 0 6

2'l0

7 8 0

12l0̃2ユ0

l1ll

5. l5̃5.16

借 ( 2 t 車 )

馬ソ リ

官

計 l.9 6 5 1.965

第 4 表  か ら ふ と ま す 稚 魚 輪 送 放 流 結 果

支場 事業'iit
輪 送 放 流 場 所

i ll 流期間
輪 送 放 流 尾 数 輪

水 系 放 流 点 輪送尾数 発死尾数 放流尾数
官用車、借」fの
別及び車種名

北見 着 滑

=f-尾
4 8e

=l'尾 千尾

4 8 6;構 1l il ゥッッ川« 登增 ) 2J .8̃228 借 ( 2 t 車 )

-l i 8-

送 方 法 l 回 当 り の 輪 決 状 況 放流時の
河川状況
(;lll温、そのltli1

輪送日的
タンクの種類及び規模 事業場から放流

点ま 一aの田離 殊消費量 水量及び'流 輪送尾数
cmxcmxa

150X90X70 (科ン, 地

120X80><60(キヤyツ、地)

ス テ ン レ ス 製

Km
1 l

0.3

5.5

Ct
6

5

8

:::f尾
l 0 0

9 3

l 1 0

Clc
o.'1 結水

3.0

l 0 . 0

送 :i 法 l 回 当  り の 輪 、i美 状 源l 放流時の
河川状況
C水温、その,他)

輪送日的
タンクの種類及び規模 1開 ' ら 前

l点までの距離

___a_
水量1及ひ';水温 輪送尾数

cmxcm><1en

150X90>< 70 (1キヤン1パス製l

Klm

1 1

Cl1'1

7.2

:f:尾 oC

0.7̃0.9 立体

-1 i 9-



第 5 表  害 魚 駆 除 並 び に さ け 、  ま す 稚 魚 食 害 結 果 表

支 場
実 施

事業場

採取期間

(実施日数)

採 取 場 所
採 取 漁 具

水 系 区 間

北 見 揚 別 8 . l 0 ̃ 5 . l 0 携 別 河 口 附 近
長さ 5 5 m.、 幅 3 5m

曳細(細日5cn )

根 室 伊 茶 仁 3.20̃6.30

( )

伊 茶 仁 伊茶仁事開から河口まで

の伊茶仁川

刺網、 タモ綱

虹 別 3.8 ̃4 l 8

(1全期間)

虹 別 養魚池から下流l0  0 ,,,地
点

エンビ製ウライ捕獲精 (書魚

そ上防止、E除用)

計 根 別 当 幌

十 勝 太 田 5.8 ̃5.81

( 2 2日間 )

尾 II島 太田事業場から尾幌川合流
点tでのホマカイ川とその
合流点から河口までの尾幌

川

刺細

a 居 3 . l 5 ̃ 5 . 2 0
( 6 日 間 )

芦 別 a居事業場から能川合流
点までの芦別川

刺細

札 内 4.3 ̃4,.26

( 2 0 日間 )

面 川 札内事業場から十勝川合流
点までの面川

刺網 (細日8. 0cn、 3 .0 cn、
巾 l . 6 m、長さ 8 . 2 . a )

ドウ ( 6 0>< 60X90on )

素 別 3 . l 8 ̃ 4 . 2 0

( 2 9 日間 )

旧 途 別 事別事業場から事別川合流

点までのl日途別川

刺細(網日3 l:n、長さ 8 . 2cn、
巾 l . 6 m. 3反、網目4cm、長
さ 8 . 2 m、巾1 . 6 m, 2反)

ト 'ウ 9 2 X 4 0 X 4 0Cn 4個)

十 勝 5. l  ̃6.21

( 3 6 日間 )

ヌツプク 十1識事業場から愛国橋まで
のヌツプク川

刺網

ト ラ ップ

天 塩 徳 志 別 2.10 '̃t. 3 0

( 全 期 間 )

德 志 別 放流水路(無名川) と徳志

別川との合流点

木製ウライ捕獲構 (害魚そ上

防止ウライ )

l 渡 島 八 雲 3.2 ̃ 6 . l
( 2 1 日間 )

セイョウべ・ 八雲事業場稚魚池に接する

区域

木製小型ウライ

タモ網

- l 2 0-

採 取 魚 補食されていたさけ・ま1一稚魚
備 考

魚 種 尾 数 体長範囲 魚 種 尾 数 体長範囲

. 尾
8 9 9

8 9 ・

6 3

l ft

Cフ1オークい
1 2 ̃ 2 5

1 0 . 8 ̃ l 9 . 0

l 0 . 0 ̃ 2 5 .6

l 2 .4̃ l 8 . 0

cm

う ぐ い

あ め ま  す

い わ な

かしょろこま

に じ ま  す

あ め ま  す

か じ か

い わ な

や ま ぺ

さ け

//

//

5 0

1 1 l

42

3.3̃5.0

3.4̃5.0

3.6̃4.9

8.0̃4.08

5

l 0

4

6

l 8 . 0̃8 ,t. 0

l 3 . 0 ̃ 2 8 . 5

l l . 0̃ l 4 . 0

l 5 . 5 ̃ l 8 . 5

l 3 . 0 ̃ 2 0.0

さ け

//

//

//

・ //

84,

l 7

l 6

0

3 3

あ め ま す

か じ か

1 く' い

か れ い

い と う

'l 'i

4 5

8 8 5

3 l

7

2 '7. 0 ̃ 4 0 .0

9 .5̃ l8 .5

l '? .0̃32 . 0

l 4,.5̃2'll.0

8 2 . 0 ̃ 5 5 . 0

さ け

//

//

//

//

5 0

3 0

0

2

0

3.5~4.5

8.'1̃ 4l .5

4.5̃4.0

か じ か 2 2 4.'7̃ 1 3 . 5

に じ ま  す

か じ か

う ぐ ぃ

1

1 1

2 7 2

9 ̃  2.0

l 0̃ 3.0

さ け

//

//

0

4 0

6 2

3.6̃4.6

3.6̃4.8

に じ ま  す

い と う

う く' い

1

2

8 8 6

さ け

//

//

0

3 8

7 2 '7 3.8̃5.0

ト ラップ採取は河口

通過稚魚観測事業と

並行して実施

に じ ま  す

か じ か

う ぐ い

l 8

l 0

'll20

2・t ̃  3 6

l 0 ̃  2 3

6 ̃  3 8

さ け

//

//

3 6 l

8 2

0

2

3 . 5 ̃ 5 5

3 .6̃ 5.4

や ま ぺ

う く- い
ど じ ょ う

2

9 4

2

1 2 ̃  1 4

5 ̃  2 7

からふとます

か じ か

l ど し こ ・)
6

4'i

- l 2 1-



第 6 表  害鳥の防 、  駆 除 並 び に さ け 、  ま す 稚 魚 食 害 結 果 表

支 場
実 施

事業場
実施期間 実 施 区 域 実 施 内 容

北 見 岩尾別 事業場の放流水路及びこ

れに接する岩尾別川

放流稚魚が滞留する個所を古網で囲い害鳥

の飛来を防除

科 里 事能稚魚池とそれに接

するェ トンビ川
池、水il空,に飛来して飼育中の稚魚を食書す
る害鳥を古網で防除

網 走 4 . l l ̃ 5 . 1 0 網走湖口.より上流1.5 0  0
mの間及び能取湖lfi取川

1向口を基点として左右各
5 0  0 nの区域

鳥獣捕獲を得て、 地元斑友会の協力によ り

積極的に駆除

北 見 4,.10̃ 5 . 3 l 常呂川、 ラ イ ト コ ロ川及

びサロマべツ川の放流点

地元操友会 (網走支部常呂分会) の協力に

より積極的に駆除

活 滑 3.1 ̃ 5 . 3 1 落治川河口を基点として
上流20線地先の本流並

びに支流に至る区域

地元猟友会 (絞別支部) の協力により積極

的な駆除並びに威嚇

根 室 羅 自 5.1 ̃ 6 . l 0 事業場から河口までの羅
臼川

放流稚魚の降河、降海期間に河川内では力

モ等、 河ロではヵモメの食害状態を観察を
主体にして調査

十 勝 集 別 4 . l 8̃6.30 基別、 札内、十勝の各放
流河川であるl日途別川、

面川、 ヌツプク川の各全

域

狩環者2名の協力により積種的な駆除と威.

購

天 塩 徳志別 1.20̃ 4 . 3 0 捕獲場下流徳志別川と放

流水路

放流水路については約 4 0  0 mの区間に古

刺網を張り飛来の防止並びに駆除を行なう

他本川では操銃で積種的に駆除

屯 別 2 . 1 5 ̃ 5 . 8 l ウソタン川流域一円 狩姚者3名の協力によ り積極的に駆除

中 川 2 . l 3 ̃ 4 . l 8 事業場から天塩川合流点

までのパンケナイ川

-1 2 2-

害 .島 の 9 除 ' 1 . .

狩 熱  具
駆 除 書 .e 捕 食 .  稚 魚 備 考

種 類 羽 種 類 尾

古 利 網

散 弾 銃 ま が も 5

//

// か も 2

散 弾 銃 か も

は じ ろ

きんしろはじろ

ほ i ; , じろが も
:li・ :l11, ば ん

が る か も

1

8

2

l

2

l

媒 銃

古 刺 綱

か も

ま が も

し ぎ

2 0

1

散 弾 鏡 ま が も

か も

1 8

8

// かも (1総称) l 8

- l 2 3-



第 7 表  河 川 パ ト ロ ー ル 結 果 表

支場
実 施

事業場

パトロール期

間(回数 )

パ ト ロ ー ル 区 域
パ ト ロ ー ル 状 況 及 「r'結 果

水 系 区 域

北見 斜 里 4 . l 9 ̃ 5 2 6

(0
科里 事業場から河口まで

の間 _)エントピ川及
び斜里川

エトンビ川に注入する澱粉工場廃水、 斜里川

本川の砂利採取等のもとでの稚魚の降河を監

視したo

細 走 5.20̃ 7.15 網走 網走湖と湖から河口

までの綱走川

稚魚の放流を網走湖とその下流の網走川の2

個所で被整しているため、 前者は主として湖

内ワ力サギ漁による混獲防止を後者について

はその動向観察を主眼として実施したoこの

結果、 河口附近に:l1;いて多量のさけ稚魚が釣

獲されていたため、 直ちに綱走支庁水産課と

協議して釣獲防止のPR活動に募めたo

活 滑 4 . 8 ̃ 5 2 0

(1lll
活滑

興部

t若l滑…放流交流と河
口付近

興部一異部町7線と
河口付近

放流稚魚の動向観察、興部川は砂利採取のた

め汚濁が甚だしかつたo

根室 虹 別 4.1'11r・,5.7

(10
西別 事業場から別海大橋

までの西別川

降河する稚魚の追跡を行なつたが、 パ ト ロ ー

ル区域にま;いては特に稚魚の降河に支障とな

る要因は:i: -0一つ7(:_o 河川水温は6.0̃13.0 Ct
十勝 太 田 5ユ ̃ 5a 0

( l(»

尾幌 事業場から河口まで

のホマカイと尾幌川

害魚駆除と合わせて、降河稚魚の動向を観察

したo稚魚の安全降河に支障となるものはな

く、順調に降河していたo

轉 居 6 2 ̃ 6 . l 8

(10)

雪裡 事業場から釧路川合

流点に至るまでの芦 .

別川と雪裡川

左記の区間にぉ 'いては、稚魚の迷入等の障害
環境はないが、 害.島、 害魚が多いのでこれら
の防駆除によつて、 稚魚の安全降河の期待が

増大すると判断されたo

札 内 4.3 ̃4.26
(7)

十勝 事業場から千代田堰

堤までの面川と一l一勝川 面川については害魚駆除と合せて実施し、河川内の障害物除去と稚魚の降河状況を観察Lたl 幕 別
l
l

8 . l 0 ̃5ユ 0
(7)

旧1翻 l 事業場から旗別川合
流点までの旧途別川

害魚駆除と合せて実施、 4 月  l 2 日頃からの

融雪增水で、湿地帯の一部が湖水化して、そ

こえ稚魚が多数迷入したが被害はなかつたo

5月下旬に ・・◆上流域の稚魚が少なくなり樓別

川合流点付近で大群を形成していたo 本年度

稚魚の生長が良好だったためか降河が早かoた

十 勝 5 .1 5 ̃ 5 3 l

Cl0
ヌ ツ

ブク

事業場から札内川合

流点までのヌツプク

川

ヌツプク川は川巾が狭く、 流速の小さい河川

であり、その上前工場廃水、砂利選 1ll l」排水、
農業等の流入する河川であるため、 これらに

よる降河稚魚を保護することに力点を置いて

パトロールすると同時に関係団体に協力を要

請したo

-1 2 4-

支場
実 施

事業場

パトロー,'レ期

間 (回数 )

パ ト ロ ー ル 区 域
パ ト ロ ー ル 状 況 及 び 結 果

水系 区 域

大 樹 5 . l 0 ̃ 5.2 7

(l8り

歴舟 大樹橋から河ロまで

の歴舟川

歴舟川は川巾が広く ( l 5 0̃ 800m) 急増水す
る河川であり、河川水の変動が激しいので、

このため生ずる降河稚魚の減耗防止に努めたo

天塩 徳志別 4.8 ̃4. 30 徳志
別

事業場から河口まで

の徳志別川及び河口

付近の沿岸

稚魚の降下状況に応じて随時パト ロ ー ル しそ
の観察に努めたo 沿岸域では右岸山臼漁港付

近で多くの稚魚の滞留が .見られたが、左岸

1.500m, 北寄りのォチヤ ラ べ川北にもからふ

とます、さけの稚魚の遊泳が見られたo

屯 別 4.21̃5.22

(10
屯別 事業場から6線地先

までのウソタン川、

屯別川

本年度は比較的低温であったため山間部の融
雪が:;l-, くれ、そのため急激な增水もなく、稚
魚の降河には極めて良好であると判断されたo

中 川

千 オ

5.17̃5 3 0

(10
パ ン

ケナイ

事業場から天塩川合

流点ま0、ンケナイ川

稚魚の放流期の河川增水期が重なつたため、

あまり滞留せず、 天塩川へ降河したo

千オ 4 . l 0̃,l・.22

( l11l)
千オ 事業場から西越採卵

場までの千オ川

放流稚魚の追跡観察を行なつたo

静 内 49 -.2 9
C21)
静内 事業場から河口まで

の静内川

放流稚魚の追跡観察を行なつたo

敷 生 2ユ 3 ̃3 . 3 l
( l0

メップ

自老

敷生

メ ップ・・放流点の上流

500Km、下流l.0 0 0 m

の間、自老一放流点の
上流560 7,t、下流l,500
mの間、敷生一流 点
の上流500m、下流

1.0 0 0 mの間

メップ、  自老、 敷生の3河川に放流した称角、

の降河動向を監視したo稚魚は放流当日に大

部分が降下し、一部はとどまつたが、そのう
ちの多く - ',;上流5 0 0 m地点までそ上し、そ

の付近で10日前後留まり、その後急速に降

河したょうに観察されたo 3河川とも河川状

況が良好で稚魚の被害は認め られなかつたo

渡島 八 雲 2.20̃5.31

(4Cl>
遊楽

部

事業場か ら砂蘭部川

合流点までのセ イ ョ

ウべツ川、遊楽部川

降河に支障となる障害物の除去と增水後に生

じた水溜りに取残された稚魚の本川還元と通

水を行ない、安全降河に努めたo水溜部から

放流及び通水によつて2万尾位の稚魚を安全

降河させたo

利 別 3ユ l̃ 3 . 3 l
( l0
利別 事業場か ら利別川合

流点までの冷水川と

合流点から下流2Kln

までの利別川

水田取水口よりの迷入有無と降河状況を観察

実施したoまた増水後の河川水溜部に取り残

された稚魚の放流に努めたo

厚沢部 22・5̃2.28
(2) 日名 放流水路並びに目名

川

河川の清掃と合せて、稚魚の安全降河に努め

たo
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§16 稚魚 、  飼育事業

1 飼育事業経過概要

本年は捕獲採卵成積の不振を考慮して飼育可能な30ケ所で飼青を実施し過去の平 l均 願 前 率

第 1 表  3 9 年 ̃ 4 3 年 の 5 ケ 年 間 にi,,ける飼育実積、3 9  年 度 4 0  年 度 4 l  年

実 施
事業場
a )

放流尾数

CB)

千尾
19.5 6 9

5 4,.0 l 0

飼 育
放流率
(0)

%
36 . 2

A B c A B

北 見
2

8

2

9l11

l 9,3 5 '7

8 6, 9 6 8

22.3 5

8

8 1,4 5 9

55 ,4・06

根 室
l

l 0(11

l 9, ? 2 4

l 2 l , 6 9 3

l 6 . 2 1

1 1 ( 3 )

l 9 , 9 9 9

l 9 4.4 3 5
l 0 . 3 4

l 5 (6 )

4 5 , 2 1 3

l 1 2.4, 5 8

十 勝
3

7

53.7 9 3

1 l 7.3 3 8
4 5 . 8 5

l 0 ( 3 )

6 5 , 7 7 l

1 8 5. l 8 5
3 5 . 5 'l

'7

5 8.1 7 1
6 4.4 '7 6

天 塩
1

5

6.l 8 5
1 8.6 1 4

33.2 l

5

5 , 8 2 0

25,5 'l 4,
22.8 4,

4

l 0.4 3 3
l l , 2 5 5

千 オ
1

e11)
3 , 0 8 9

1 0.8 8 0
28.4 l

8(11

8.5 4 '7
3 4 , l 2 5

25.0 a13)
9(4)

8.5 8 8
l 3.5 9 0

渡 島
1

6(1)

1 , 2 8 5

l 1.9 2 6
l 0 . 8 l

8 (3 )

l , 7 8 0

2 2 , 9 9 0

7.7 3

K3)

3.6 2 8
1 4 , 8 5 6

(計)
9

4, 2(3)

l 0 3 . 6 4 5

3 3 4.4, 6 l
3 l . 0 1 l

5 l a1)
l 2 l , 2 '1 4

5 4 9 , 2 7 '1l

2 2 . l l 293)
l 5 ll3

]:5'7.4 9 2
2 7 2.0 8 6

註 年度は事業年度

構中の括弧内数字は民間簡易ふ化場数

上段は飼育、下段は放流総数

飼育放流率=面育放流尾数/総放流数x 1 0  0

-1 2 6-

4 8 . 8 %を大き く 上担る 9 2. 4 % と なつて l 9  l. 6 28千尾のさけ稚魚飼育放流が実施されたo

この外さくらます2 8 2千尾、からふとます9, 6 8 0千尾、ひめます5 3 8千尾、ますのすけ

6 9 9千尾等が実施されたo 1a 1;l;:5ケ年間の飼育経過の詳細は第l表の通り

度 4 2  年 度 4 3  年 度 5 ケ年平均 ( 3 9 ̃ 4 8年 )

c A B 0 A B

実 施

事 開
放流尾数 i流:c

56 .8 4

7(1)

3 8.8 0 5
8 7.5 4 8

l
5 1 8 0.6 5 0
7 1 3 2 , 0 4 9

千尾
2 7.e, 6 8
6 3. l 9 5

%
4 4 . 243 .8 05.6 4

8(1)

40.2 5(11

l 2 ( 5 )

4, 7.0 1 2
l 3 2.8 3 1

8 5 . 5 6

9 l2 )

7 4.2 0 8
l 7 8,8 7 8

9 4,.l 3(11

1 l ( 3 )

4, l, 2 3 1

l 2 7.9 5 8
3 2 . 1

90 . 2 6

9(3)

9 3.6 0 3
l 4 1 , 5 4 4

6 6 . l 7

9l2)

6 l , 0 5 8

6 4 , 0 5 6

95.3 6

8 (21

6 6,4 7 9

l l 4, 5 2 0

5 1:l 0

92.7 4

5(1)

l 5 , l 7 8

2 3 , 6 8 9

0 4 . l 6(11

8(3)

l 8.0 2 8
l 8.5 4 3

96 . 2 3(1)

5(11

l 0.l 2 9
l 8.5 3 5

54 . 7

63 . 2 3

8(4)

l 0.0 '7 '7
8 0 , 6 5 0

3 2 .9 3

'l (3)

7.6 4,5
8 5 3 7

89.6 3 (11

8(3)

7.5 8 9
1 9.5 4,0

38.9

2 4,.4, 7
6(3)

6 , 9 8 6

l 8 , 9 7 2

36 . 8 8

7(3)

5 , 0 3 9

l 0.3 7 5
48 . 6 2

?(3)

3, '7 44l

l 5 , 8 1 4

2 3 . 7

l 57.9 :;f常 =;:; 48.6 30(1)4 '7 (ll3 1 9 l , 6 2 82 0 7 4 3 8

9 2 . 4 2 1 (1)

4 7 ll1)

l 5 7.0 4 0
8 5 9 , 5 6 2

4,8.8

-1 2'1-



2 当 初 :飼 育 計 画

本年度の增殖計面は、採卵数655,  0 4 0 千粒 、放流尾数 5 2 4. 031千尾を見込んだため、

当初飼育計面は飼育放流率52.0 %に当 る 2 'l 2. 0 0 0千尾の飼育を計面したoその内容は第2

表のとぉ-り o
第 2 表  当 初 飼 育 計 画 数

支 場 飼 育 場 飼 育 尾 数 支 場 飼 育 場 飼 育 尾 数

f 尾
7, 0 0 0

6.0 0 0
6.0 0 0
2 2 , 0 0 0

4 l. 0 0 0

千尾
5 , 0 0 0

1. 0 0 0
2 , 0  0 0

8. 0 0 0
9,0 0 0

2 5 , 0 0 0

斜 里

網 走

北 見

場 別

(計)

徳 志 別

歌 登

頓 別

中 . 川

天 塩

(計)

北 見

( 4 ケ所 )
天 塩

( 5 ケ所 )

羅 自

伊 茶 仁

中 標 津

計 根 別

虹 別

(計)

6,0  0 0

2 2 , 0 0 0

'7. 0 0 0
8. 0 0 0
5 l , 0 0 0

9 4 , 0  0 0

根 室

( 5 ケ所 )

千 歳

( 3 ケ所 )

千 歳

敷 生

静 内

(計)

6. 0 0 0
2. 0 0 0
5.0 0 0
l 8. 0 0 0

渡 島

( 4 ケ所 )

利 別

八 雲

厚 沢 部

尻 別

(計)

2 . 5 0 0

e.o o o
1, 5 0 0

l, 0 0 0

l 1 , 0 0 0

太 田

持 居

十 勝

藤 別

札 内

(計)

8, 0 0 0

1 2 , 0  0 0

l l.0 0 0
2 8.0 0 0
3 8. 0 0 0
8 8 , 0 0 0

十 勝

( 5 ケ所 )

2 6 ケ所 合 計 2 7 2. 0 0 0

-1 2 8-

3 本年度稚魚飼育事業

l ) 実  施 方 針

本年度の捕獲採卵成積の不振を考慮しながら下記の事項を事業方針としたo

l .  推進整備計画の方針にもとずく、日本海区、襟裳以西海区の飼育強化をする・o

2. 稚魚強化のパロメータを增重にぉ・いて摂解要求に応じた積解解を行なうo

8. 飼料は乾燥配合'国料に統一実施するo
4. 事業効率を高めるため細部実施計画を支場立案とする。

5. さけ稚魚以外の稚魚についても一部飼育を実施するo

2 )  事業実施要領

当場の事業実施要領を中心に索顯場所整備、解料係数、給 '国率表、放流適期、分散放流等

を考慮して実施したo

3 )事業実施結果

1. 実施事業場

本年の採卵成績の不振(2 4, 1. 1 l 4千粒)から飼育可能場の全場飼育を方針としたため

当初計画より、飼育尾数では'1l 7 ,523千尾減少したが、飼育場では、岩尾別、厚床、主;i路、

大樹事業場、 增毛民間ふ,化場を追加、収容の関係から尻別事業場を中 .止して第3表のとぉり

実施したo

-1 2 9-



第 3 表  4 3 年 度 飼 育 場 別 飼 育 尾 数

支 場 l 飼 育 場 飼 育 尾 数 支 場 飼 育 場 飼 育 尾 数

=f◆尾
. 2.0 3 7
5.9 3 4
l 0. 0 2 0
2 , 2 4 4

1 0, 7 0 2

3 0 , 9 3 7

:千尾
2.0 6 8
2.8 0 '7
9 0 5

5. 2 5 0
l. 5 2 0
8 9 2

l 3 , 4 5 2

岩 尾 別

斜 里

紹 走

北 見

湧 別

(計)

徳 志 別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

(增 毛)

(計)

北 見

( 5 ケ所 )
天 塩

(5ク所十

l ケ所 )

羅 自

伊 茶 仁

中 標 津

計 根 別

虹 別

厚 床

(計)

5. 9 8 0
l l , '1l 7 5

5 , l 6 0

8. 8 5 4
4 3. 5 4 2
2 0 2

7 5 , 4 6 3

千 歳

敷 生

静 内

(計)

4,, 0 5 0

4 l 8

3 , 3 9 2

7. 8 6 0

根 室

( 6 ケ 所 )

千 歳

( 8 ケ所 )

八 雲

利 別

厚 沢 部

(計)

4,.1 2 5
'7 0 8

3 l 0

5 , l 4 3

八 雲

( 3 ケ所 )太 田

釧 路

鶴 居

幕 別

札 内

十 勝

大 樹

(計)

3 , 4 0 0

1 4. 3 9 2
8. 5 0 0
l 0. 9 0 0
l 7. 7 4 0
5 , 2 9 0

l. 4 0 6
. 6 1.6 2 8

十 勝

( 7 ケ 所 )

(29ク:所t
1ク所)

合 計 l 9 4 , 4 8 3

4 ) 解  料

従来、生配合解料を使用していたが、稚魚の生理機構かよび飼青事業の合理化の観点から乾

燥配合餌料に統一し、解付用粉末を総解料の10 %にして良好な結果を得たoその成分は第4

表の通り

第 4 表  4 3 年 度 使 用 解 料 成 分 表

主 成 分

粗蛋白 4 8.0

粗脂肪 5.6

粗検維 0.4

粗灰分 l 0 . 0

配 合 成 分

ホワイト、フイソシュミー ル

肝臓粉末、脱脂粉乳、

小表粉、血粉、混合ビタミン

混合 ミ ネ ラ ル  その他

l

徴 量 添 加 物 備 考

VA、VD3、 VB1、VB2、

VB6、VB12、ニコチン酸

パントテン酸、  ビオチン、

コ リ ン、パラア ミ .ノ安息香a
葉酸、 イ ノ シ ト ー ル V 0  V E

V K 3

ク ラ ン ブ ル 粒 径  0.5̃ 1.明1

粉 末 " ln%以下
粉末はクランブルを解 し た

もの'で総解科の10%製造
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5 ) 実  施 状 況

本年度の飼育事業は6支場29事開、  1民間ふ化場でさけ、 1 9 4 , 4 8 8千尾 (其の他は別

途 ) の 稚魚に乾配 ( ク ラ ン ブル ) 6 2. 3 8 6 降 を l 月 l 0 日 か ら 6 月 4,日まで給解、歩留 9 8 . 5

%で 1 9 1, 6 2 8千尾を飼育放流し飼育率92 . 4 %となつたo成積は、体長成長率l.5倍体重成

長率3.1倍と前年に比較しても良好な成長を示し当初の計面目標(增重比2.0)  を大き < 上到国つたo

l .  飼育池の状況 .

前年同様稚魚池の稚魚が80 ̃ 9 0 %浮上した頃から稚魚池の水位を高め(20̃5 0 cm ) て
飼育池として給解し易い条件としたoまた本年の放流尾数の不足を稚魚の強化で カ バ ー

するため、稚魚池から放流河川に連絡する部分に仮設の索?場所を設備、水深l . 0 m.前後を確

保して給解効果を高めたo 飼育用水の不足している網走事開では、 親魚蓄養池に網生資 ( ク

レモナ 4・''lll;)を設置して飼育池の整備を実施、給?果を高めたo飼育密度は1 nf当り 9 , 5 6 6

尾となつて前年度1 l. 6 0  0尾に比較して薄い密度となつているoこれは飼育尾数の減、索解

場所整備による飼育施設の拡大のためであるが、增重倍率が3.lとなつているため実質密度は

前年を上要国_つているo飼育用水量は各飼育場の条件によりまちまちであるが全道平均用水1 8
/分当り、4.229尾で前年度より若干尾数減となつているが増重倍率の関係から飼育密度と

同様の関係にあるo水量不足から稚魚の一部発死を生じたケ所は、網走、北見、羅日、中標津

となつているが、増重強化にともなつて全道的に飼育用水量の不足傾向を示しているo水温は

全道平均7.5Clc と前年とほぼ同様であったが、北見、十勝支場管内の岩尾別、網走、幕別、十 _
勝事業場では飼育期間中l0.o Clc 以上の水温較差を生じたo
2. 給解および摂解精

使用解料は乾操配合解料に統一し、 解付用粉末解料を前年度より告減じて当場の事業実施要
領にもとずいて解付初期は粉末給西を行ない、 8日頃から少量のクランプルを添加、 l 0 日 目

頭から、 ク ランプルのみとする前年同様の方法で良い成1aを収めたo
特に本年は手動i f ・よび動力式の散粒機を整備して給解作業の効率化をはかつたo

稚魚の摂顯要求は各飼育場の水温、 水量、 水質等の飼育環境によつて差異はあつたが全般的

に好調であつたo

3. 成義
全道平均成長率は、体長l.5倍、体重3.l倍と当初の目標を大きく上理つた良好な成積を得

た が、全道の平均解料係数が o. 5となつてお、り、標本抽出方法、放流尾数の確定等について検

討する必要があるo歩留は全道平均9 8 . 5 %と前年度の成積に比較して良好な結果を収めたが、
飼育用水量の不足:lli'よび千オ、伊茶仁事業場に発生した魚病(統l描病 , ・ ,1'- .ィクロキーター )等の
問題もあり、飼育環境の整備を実施して今後一層の成續向上をはかる必要があるo
6 ) 実  施 結 果

稚魚飼育事業の許細な成積は第5表の通りであるが、 各支場別の解結果は次の通り
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第 5 表  昭 和 4 3  年 度 飼 育 事 業 成 積

C飼 育
場 l 名)
給田量 実施期間

飼 育 尾 数 浮 上 魚 体
発死数

放 流 尾 数

尾 数 重 量 体 長 体 魚 尾 数 重 量

時

4 5 0

2.650

2.'7 80

4,80

31040

9.400

イ号.
2.037

5,934

1 0.0 2 0

212 4 4

l0.'7 0 2

3 0,937

Kf

6 1 l

2.0 7 7

8.2 0 4

8 7 5

3, 555

l 0.8 2 2

C11l

3.4

3.4

3.0

3.7

3.4

3.4

1;l
0 . 30

0 . 3 5

0.3 2

0 . 39

0 . 33

0.3 3

f 尾
1 2

44

l 6 0

8 4

3 7

287

:F:尾
2,025

5.890

9,8 6 0

2 2 l 0

l0.665

30.6 5 0

時

9 't2

6.4,79

8.82'7
l ,S64

7.8 8 8

2 415 25

岩尾別

斜 里

網 走

北 見

湯 別

(計)

al/l 0 :̃)/:2 0

a/i ĩ,/'9
a/l ̃5/ / l 0
a/1 7̃5/7
11l / '7 ̃5l/2 4,

iレ'1 ̃5l/2 4

羅 臼

伊茶仁

中標津

計根別

虹 別

厚 ,床

(計)

2. l60

31877

l l 5 0

2,560

12.7 4,0

1 0 0

22.587

11l /l 3̃ 1i/1 0

1i/2 0 ̃5 /3 l

3/'2 0̃ 6/4,

2/2 0 ̃i , /1 6

2l /2 0 ̃?2 0

1j/2 ̃ 5 l / 5

y20̃6l/4

5.980

l l .7 7 5

5ユ 60
8,854

43.542

2 0 2

7 5.4 6 3

l,7'7 9

3.7 8 4

l.5 9 2

2 5 9 5

l4,,368

8 0

24,l 9 8

3.2

3.5

8.5

3.5

3.3

3.0

3.5

0.3 0

0 .8 2

0.3 l

0.2 9

0.3 3

0.4 0

0.3 2

1 l 3

3 0 0

l 5 5

200

4 8 5

2

1 , 2 i 5

518 l ' l

1 1.4'7 5

5.0 0 5

8,6 5 4

43.057

2 0 0

74,208

7 .0 9 2

9.032

3,747

5.'l 2 5

47S94

2 6 0

7 3,7 5 0

大 田

釧 路

鶴 居

幕 別

札 内

十 勝

大 樹

(計)

7 7 0

5.2 1 0

2S80

4,9 6 0

'1 3 l 0

1.8 2 0

4 0 0

23,80 0

3レ/2 1̃ 5/ /l20

2l/2 8 ̃ i/l 5

a/1 ̃'i /2 0

a/1 ̃ 5 l / 7

21/4 ̃4o/8 0

3 /2 9 ̃ll/2 0

2l/2 6 ̃'lo/'l 5

2 /4 ̃i /2 0

3 4 0 0

14,3 9 2

8.500

l 0 .900

l 7.'7 40

5,290

1,406

6 l.6 2 8

l,1 7 0

4.1i0 7

2.e 3 5

5.4 5 0

5 2 7 3

2J 69

5 9 0

22,094

3.4,

3.3

3.2

3.'l

3.8

3.8

3.6

3.5

0.3 4

0.3 3

0.3 l

0 5 0

0.4

0.4 l

0.8 2

0.3 6

8 2

5 8

8 0

2 7 0

l 0

2'l

4 3

5 7 0

3.3 l 8

l 4 , 8 34

8.4 2 0

l 0.630

l 7,7 3 0

5,2 6 3

1.3 6 3
61,0 5 8

2P97

10.036

l 2.46l

l 4 , 8 8 2

24,290

4.8 9 5
1,799

71,060

德志別

歌 登

.頓 別

中 川

天 塩

(增 毛)

(計)

].l 0 0

1 7 0

570

9 6 0

6 1 0

5 2 0

8.930

2l/l〇̃ 4l/l 5

2レ'1 8-- iレ'6
21/1 ̃3/3 1

2/ /l 3 ̃o /3 l

4 / l ̃ 5 l/1 4

5 / l ̃a/:,t
2l/・̃6/4

210 68

2307

9 0 5

5,250

l , 530

8 9 2

l 8.4 5 2

6 8 2

1.0 9 6
3 3 2

l , 4 59

5 2 0

3 3 9

4,429

3.5

3.8

3.5

3.5

3.4

3.4

3.5

0 . 3 8

0.3 9

0.36

0 . 2 8

0 . 8 4

0 . 8 8

0.3 8

1 2

30'1l

5

4,7

3 0

2 2

4 2 4

2.0 5 6

2.500

9 0 0

5,203

l.5 0 0
- 8'70
l 3.0 2 8

3, 7 0 l

1.08'7

lユ 6 4
1 3168 2

l , 065

8 l 4,

2 l , 5 l 8

千 歳

9t. 生

静 内

(計)

5 2 5

1 'l 4,

'7 8 0

l.4'l9

y2 5 ̃41/ 2 5
:l : / l0̃3 /l 2

1 /'2'l̃ l l/26

]/ l0一一4l /12 6

4,050

ltl 8

a,392
7,S60

l.2 0 8

1 4 8

9 4 6

21302

3.4

8.3

2.9

3.5

0 .28

0 3 5

0.2 8

0 . 2 9

7 l

8

l 3 6

215

319 '7 9

4,10

3,256

7.6 4 5

2JL 0 9

44,'7

1,930

4,486

-l 8 2-

放流魚体
歩留 增重比

成長率 水 温 Clc
平均

PH D 0
水 量

.e/1分
飼育面積

㎡一知長 体魚 体長 体重 低 ̃ 高

cm

3.8

5.5

4.6

4.3

4.5

4,.5

f

0.48

lユ 0

0.8 4

0.6 2

0.6 9

0.80

%
99.4

99.3

98.4

98.5

9 9 .'7

99 . l

cm

1 . l

1.6

1.5

1.2

1.3

1.4

r
l . 6

3 . l

2.6

1.6

2.l

2.4

(℃1)

2.0̃l3.0

'1l 8-- 8.0
10̃l4.5

5.8̃ 8.6

6.0̃ 9.5

1 0̃ 1 4,.5

ppm

70̃10.4

5.8̃11.7

8.3

6.9̃ 9A

l .6

3.1

2.6

1.6

2 . l

2.4

7 . l

7.9

8.6

7 .2

7 6

7.7

l 5 0

l,000

3 8 0

6 5 0

6.000

8.l 8 0

2 0 9

・ 9 2 2

9 8 5

5 6 9

9 4 4

3.6 2 9

6.8̃ 7.2

6.5

6 .3̃ 6.5

4.6

4.8

4,.4

4,.3

5.0

5.0

5.0

1 2 2

0179

0.75

0.66

l 1 l

l2l0

0.99

98.1

97.5

97.0

9 '7.7

98.9

9 9 0

9 8 3

4 . l

2.5

2.4

2.3

3.4

3.3

3.0

1.4

1.4

1.3

1.3

l . 5

1.7

1.4

4.1

2.5

2.4,

2.3

3.4

3.2

8 . l

4.5̃12.0

4.8̃14.5

4.0̃l2.4

6.2̃ 8.4

90̃ 9.8

5.0̃ 8.0

4.0̃ l4 .5

8.2

9.7

8.6

7.1

9.5

7.0

8.4,

'7. 0 ̃ 9. l

6.8̃ 7 . 4

6 . 8 ̃ 7 . l

7.2

7.4

l 2 . 7̃ 1 3.2

900

3880

936

220

2.600

50

8, 586

5 9 4

9 8 5

5 5 8

3 0 0

4 ,75

l 4

2.9 2 6

e.8̃ 1 0 2

4.8

4 .6

5.7

5.5

5.6

5.3

5.6

5.2

0.63

0.7 4,

1 4 8

l.40

l 3 7

0.93

132

l 1 6

97.6

9 9 6

99.1

9 715

99.9

99.5

9 610

90 . l

l .g

2.2

4.8

2.8

3.'t

2.8

3 . l

3.2

1.3

l . 4

1.8

1.5

1.5

1.4,

1.6

1.5

l.g

2.2

4.8

2.8

8.4

2.3

8.1

3.2

20̃l 1 . 2

6 3 ̃ l 0 2

4,.2,̃l 1 0

2.0̃ 1 2 0

4.8̃ l2 .4

].8~l 5 2
l;2̃ 71B

1.8 ~l 52l

6 . l

7.5

6.7

6.2

8 . l

7.9

6.6

7.0

7.0

7 .5

'7 l

6.8

6 .8̃ 7.2

6.6̃6.8

6.6

l l3 ~l 0 . 6

l0.0

1 0 0

1 010

5.2̃ 1 0 8

l 0.0

l2.0

820

4,00

2 i) 0 0

4,,500

9.800

l.4 0 0

1.600

20.6 l 0

1 , 5 2 4

l_9 9 4
8 3 8

2. 5 4 0

3.80 0

'1l 7 1

1 3 5

l 1.6 0 2
5.0

4 . l

5.8

5.9

4l. 2

4.6

5.7

1.80

0 4 4

;L80

2.63

0.71

094

1.65

99 .4,

89 .1

99.5

9 9 1

98.0

97.5

9 6 9

5.5

l .2

3.6

9.5

2.1

2.5

5.0

l.'7

l . l

l .5

l . l1l

l.2

1.4

l .6

5.5

l . l

8.6

9.4

2.l

2.5

5.0

5.- 6.4
-50

5 2~ '1l.5

8.5̃ 8.1

4.3̃ l1.'7

L8~ 7.5
13~l1.'ll

5.8

6.0

6.8

5.2

6.6

4.4,

5.'7

400

600

500

1.200

680

l 5 0

3.480

l l 6

9 7

l 6 8

l 0 0

3 3 0

l 4 6

9 5 2

6.2

7.3

6.6

6.2

92

7.2 ~l 0 .'1

l 1 0

4 . l

5.l

4 . l

4.1

0.5 2

l . l 5

0 S 0

0.58

98.2

9 8 . l

0 6 0

9'!:3

l.g

3.3

2 . l

2.0

l . 2

l .5

l.4,

l .2

l.g

3.3

2.1

2.0

80̃ 82

0 0̃ 9.6

4.4̃ l l2l

4,.4l̃ 1 1 2

8.1

0.3

lll.1

8.2

6.7 7 5 0

l 9 2

450

1.892

3 8 0

4 6

1 5 4

5 8 0

-l 8 8-



(飼 育

場 名)
給解量 実施期間

飼 育 尾 数 浮 上 魚 体
発死数

放 流 尾 数

尾 数 重 量 体 長 体 魚 尾 数 重 量

与
3.6 8 4

756

4 7 8

4,,9l8

200215 2

時
l , 2 00

3 5 0

l 4 0

l , 690

62.386

千1尾
4, , l25

7 0

3.10

5,1 4 3

l 9 4 , 4 83

時
l ,'7 5 4

2 3 3

1 l 9

2 1 0 6

6 5.i 5 l

cm
3.2

3.6

8.4

3. l

3.5

1;l
0 .43

0 . 3 3

0.3 9

0 . 4 l

0 . S 4

千尾
8 2

1 7

5

l 0 4

2 3 5 5

:F:尾
4,043

6 9 1

305

5.039
19 l , 6 28

八 雲

利 別

厚沢部

(計)

全適計

il/11 5~5 /'2 3

3 1 / 4 ̃,lt/ 1 3
2 /l 3̃ /'2 2

l '2l/・ 5̃ /:23

l/l 0 ̃li//4

北 見 支 場

当初の飼育計画外に網走、岩尾別事業場を追加した5事業場で30.937千尾の稚魚に乾配

( ク ラ ン ,ク )  9, 4 0  0 時 を 3 月 l 日 か ら 5 月 2 4 日 まで給餌し歩留 9 9 . l %で 3 0 . 6 5 0 千 尾

を飼育放流して放流率が95 . 6 % となつたo網走、北見事業場の用水不足、岩尾別事業場の水

温較差等から平均成表率では全道平均を下理つて体長1.4倍、体重2.4倍となつているが索領

場所を整備して飼育環境の良好な斜里事業場では、体長l.6倍、体重3. l倍と良好な結果を得

たo  網走事業場で実施した解不l用領能については今後一層改良する必要があるo

根 室 支 場

当初計画に厚床事業場を追加した6事業場で75. 4 6 3 千尾の稚魚に乾配 2 2 . 5 8 7 時 を 2

月2 0日から 6月 4日まで給解し、歩留 9 8 . 3 %で 7 4 . 208千尾を飼育放流して飼育放流率

が 9 4 . l % となつたo羅自、中標津事業場での用水不足(高温)伊茶仁事業場でのサイクロキ

ー タ ーの発生等から一部の減耗を生じたが体長l.4倍、 体重3.l倍と全i苗平均成長率を示したo
水量、水温、索解場所等の条件の良好な、虹別、羅臼事業場では体重で3. 4, 倍 ̃ 4倍ときゎめ

て良好な成長率を示したo

十 勝 支 場

当初計画に釧路、大樹事業場を追加し、 7事業場で6 1 . 6 2 8千尾の稚魚に乾配2 3 , 3 0  0

時を給解し、歩留 9 9 . l %で 6. 1 0 5 8千尾を飼育放流して飼育放流率が95・3 % となつたo

十勝、太田事業場の低水温の間題はあつた が、成長率は体長l.5倍、体重3.2倍と全道平均成

長率を上廻つた良い成積であつたo 本年度は'f買l育尾数の少ない関係から問題とならなかつたが

十勝川水系の札内、 十勝事業場の飼育用水不足、 釧路事業場の放流河川水の地ヒ等の対策を講

ずる必要があるo

天 塩 支 場

当初計画に增毛民間ふ化場を追加し、 5事業場 l民間ふ化場で l 3, 4 5 2千尾の稚魚に乾

- 1 3 4-

一放i流魚体
歩留 増重比

成長率 水 温 ( Cl1,)
PH エ)0

水 量

a / 分
飼育面積

㎡i本:長 体魚 体長 体重 低 ̃ 高 平均

例

10.S

o. '7

5.5

5.4

5.3

9l
0.91

1ユ 0

l .58

l 0.98
l l . 0 5

%
98.0

9'1fl

9 8.4

980

98.5

n
111

l.6

l.6

1. l1l

1“5 f
5.5̃ 9.0

4 0-・, 8.0

1 02~l 1 0

4.0̃ l 1 . 0

l.0̃15.2

ppm
2.1

3 8

4.1

2.4

3.l

6.8

6.0

l0.5

7.8

7.5

8 .0̃8.2

'7.2

21i0 0

S40

'1l 0 0

3,'740

4 519 88

4'7 9

'73

1 4 0

6 9 2

20331

配3.9  3 0時を給餌し、 歩留9  6 . 9 %で 1  3, 0 2 8千尾を飼育放流して飼育放流率は9 6 . 2 %

となって全道一高い飼育率となつたo 成長率は、 歌登事業場を除いて全般的に良好な成積で体
長1 . 6倍 、体重 5 . 0倍 となつているが西料係数の面から.標本抽出,放流尾数の確定等に問題が
残され今後これ等の点を早急に解明する必要があるo

千 歳 支 場

日本海区、以西海区の飼育強化の方針にそつた当初計画のと ;i; り千歳、敷生、静内3事業場

で7 . 8 6 0千尾の稚魚に乾配1, 4 7 9 時 を 1 月 1 0 日 か ら 4 月 2 6 日 ま で給解 し歩留 9 7 . 3 %

で 7. 645千尾を飼育放流し、 飼育放流率が89 . 6 % となつたo飼育率の低下は飼育環境の悪

い音江事新、民間ふ化場の飼育中止のためであるo成長率は体長1.2倍、体重2.0倍全道平

均成長率を大きく下理つているが、 これは千オ、静内事業場の飼育用水量(湧水)の不足に起

因してぉり、 千オ事業場に :i1,・ける統着病の発生等を含めて飼育環境の整備を重点的に実施する

必要があるo

渡 島 支 場

当初計画どi; り飼育方針にしたがつて八雲、利別、厚沢部 3事簡で 、  5 ・ l 4 3千尾の稚魚

に乾配 l. 6 9 0 時 を 2 月 l 日 か ら 5 月 2 8 日 ま で給l耳、歩留98 . 5 %で 5 ,  0 3 9千尾を飼育放

流し飼育放流率は48 . 6 % となつたoこの飼育放流率の低下は知内事業場の季節経営、民間ふ

化場の無給解の関係から生じたもので、 飼育体制の基本的整備が必要であるo

1 3 5-



追加 ・其の他魚種

l ) か らふ と ます

推進整備計画にぉけるます資源拡大方針により今後からふとますの飼青事業の実施が考えられ

るため、本魚種に関する飼育技術'.1在立を日的に、岩尾別、徳志別、八要事業場にi; 'いて 2月

1 0 日から 5月 2 0 日にかけて 9. 764千尾の稚魚に対して乾配2, l l 0? ( さけ同様)を給西

し歩留9 9 . 1 %で 9.e 8 o千尾を飼育放流したo成長率は体長1.6倍体重3. o倍とさけ稚魚に比

較して良好な成積を収め次のような飼育上の留意点が判明したo

ィ 初期の解付が悪いがさけ稚魚より成長が早いo ・

ロ f El付開始時はさけ同様80̃ 9 0 %浮上頃がよいo

ハ さけに使用している乾配(クランブル)で将に問題がないo

ニ からふとます稚魚は警戒心が強く初期の1iEl付が難しいので索西場所には水流を与え、水深を

深く1 iをして暗くする必要があるo またさけ稚魚との混養も警戒心を取り除くのに効果的であ

つたo

ホ 給ej方法は、散粒機(手動式)を使用して静かに撤布給解することにより書戒心を取り除き
良い結果を得たo 

2 )  ひめます

従来支場湖への放流は1 o o万尾の定数放流を実施していたが、採卵成積の不振と支笏湖の資

源管理方法確立調査の目的から、 放流尾数の減を余義なくされたため飼育強化によつて放流尾数

の不足を補う日的で実施されたo飼育は427千尾の稚魚に対して3月15日から6月20日ま

で乾配 2 l 1 時 を給・国:歩留90. 5 %で386千尾を飼青放流したA群と220千尾の稚魚に対し

8 月 l 5 日から l 0 月 1日まで乾配 5 5 7 時を給解歩留 6 9 . 2 %で l 5 2千尾を飼育放流したB

群の2群に分け各群とも夫々標識を付して放流したo

飼青成aは下記の通り

・面青期間 ・

飼育尾数 第 死 数 放 流 数
浮 上 放 流

体 長 体 重 体 長 体 重

A 群

B 群

計

い5 ̃ い0
い5 -l0/i
S/L5 -i 0/:l
器 f 尾
,r 8 8 6 :F:尾l 5 2

5 8 8

2. lCn

2. l

0.00 :ll
0.0 0

5.1Co

7.5

l . 20  f

4.'1l 0

3 ) さ く ら ま す

前年度に引継き人工的に降海型さくらます幼魚の生産を目的に尻別事業場に:l''' い て 3 4 6 千尾

の幼魚について48年4月1日から4 lt年 8月 8 l 日 まで乾配 ( ぺ レツ ト )  9.'l 0 0?をii合国し

て歩留81.5 %で2 8 2千尾をl同青標機放流したo放流時の平均魚体は体長16.0llt、体重40.0 1ll で
あつたo

-l 8 0-

S 1 7 調 査
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L

2

水質汚商に関する調査(十勝川 )

さけ・ます親魚のそ上と稚魚放流の障書防除に関する調査

( lilll路川に;i ; ,ける放流稚魚のへい死原因について)

a 中川事業場さけ稚魚異状へい死の調査結果概要

l5) さけ不受精発生原因に関する調査

i1 開?域に:i;けるさけ属の数量変化に関する調査 -
L 昭和 4 3 年 度に:i;ける支場湖の湖沼条件 -
2. 支場湖に :i,けるひめます調査

(7) 沿岸水域調査

L あきさt i親魚の標識放流試験(昭和4 3 年度 )

( '際裳以西海区)

一 一 一 --- ---・一 --- 1 3 9
一 -- 一一一一一一一一一一 l 3 9

S17  調 査 研 究

(1) さけ・ます稚魚の生理生態に関する調査

1 遊楽部川及び項火湾沿岸におけるさけ・ ます稚魚の生態
表

昭 和 4 i 年̃ 43年の間の生態調査の結果、遊楽部川にaナるさけ稚魚の降海は :2月下旬から始

まり、 4月中句̃ 5月上旬の増水期にその主群が降海し、一部は6月下旬頃まで河川に残留する。
一方、 からふとます稚魚は放流1l後直ちに降海し、 長期間河川に残留するものがない。

降海後のさけ稚魚は遊楽部川を中心に長万部方面と落部' 森方面に広く分tl又するが、標識魚の分
布状況から主として廣火湾内の反時計理りの潮流にのつて森、 砂原方面に回遊し、 体長 1 o am
で外洋生活に移る 11::とがうかがわれた。

からふとま雄魚の降海後の生活は、 さけ稚魚とほぼ同様と考えられるが今のところ明らかでな
いo

さけ稚魚の沿岸域で理獲は5月'中旬̃ 6月下旬の間で、 その盛期は6月上句̃中句の間である。

調 査 研 究 項 日

:L 楽部川及び?火湾にi ;・け る さ け  ・ ます稚魚の生態

( l )  さけ・ます稚魚の生理、 生態に関する調査

2. 余市川に1iii ,けるさけ稚魚の生態

a さけ稚魚の田青用個料に関する実験

(2) さ け ' tす願種交配に関する調査

(3) さけ・ます親魚の生理、 生態調査

L 親魚のェネ ルギ一代謝について
2・ 書養技術改善試験

(4) 環境条件な らびにその保全に関する調査

1 3 9

1 3 9

1 4 0

1 4 1

l 4 1

1 4 2

1 5 5

1 5 5

l 7 1

9

2

7

7

8

--l

7

9

9

9

9

0

1

1

1

1

1

2

2 余市川におけるさl:「稚魚の生態

石狩湾内のさけ資源の造成を日的として昭和44年千歳支場から余市川にさけ稚魚150万尾の

移殖放流を実施したo放流稚魚の河川降下状況、 成長ならびに沿岸域の分布回遊について調査した。

その結果3月下旬に放流したさけ稚魚は、 6月上旬頃まで一部残留するものが認められた力1、 そ
の主群は4月の增水期に降海したことが明らかにされたo沿岸域浦留期間は河川と同様4月下句̃

6月上旬で、主に余市湾内の小女子漁具に多量の乗網が認められたが古平、 美国及び塩谷、小1は方

面一、の回遊は少ないo生長は河川内よりも沿岸域にぉ-いで大き<、 特に5月以降種めて急速で、体
長 1 0cm内外で沖合い生活に移ることが明らかにされたo

2. からふとますの標識魚の回帰について - - ・ 一 - - - -- -一一 2 0 7
l;i) 河川、湖沼の理化学的性状1の調査

-L 3 8-

2 0 3

一 2 0 8

3 さCプ稚魚の角言用n料fこ関する実験
さけ稚魚の適正な9同育用個料に関する開発研究の一環として現在市販されている 「ます稚魚用lEl
料」 と、特に試作された「さけ稚魚用個料」 とを用いてさけ能に対する飼青効寒について予備的

な実験を行 、なつたo しかし、実験段階にi?いて一部取扱いの誤りから計画を充分みた-i-こ とが出来
なかつた力11' 実験結果から両種の開間の生長度の優劣の差は明らかではないが海水移行時に◆け

る生理的障書を起すこともなく発育は極めて健康的であつた。
稚魚池内で置i日.給個をした場合、 両者の摂a度合いに若:fの違い:が示され、 tす用n料の方がさ
け用ll料よりも幾分食ぺ易い傾向がうかがわれた。
このことは給個方法の影響によるものか、或いは活発な摂a活動を うなが .l物質存在の有無 ,lz)差
によるものが明らかにすることはでさなかつた。

一1 3 lll-



(:;a さ け  ・ます類異種交配に関する調査

昭和 4  2年春、 成熱産卵期のさけ(9  ) ><からふとます (  0 )組合せの結果得られた稚魚を幌

内事業場から湧別川に移殖放流した。

この結果、交配魚として昭和4 3年 8月̃ 1 0月にかけてォホーツク沿沿岸要'よび河川で総計

1 3 1尾の採捕報告があつたが、 この中に幌別川の2尾、徳志1l1」川、網走川の各l尾、湧別沿岸、

サロマ湖内定置に乗網した4尾は、 調査の結果「ぎんさけ」 と確認されたので上記尾数から除外
し て l 2 3 尾 で あつ た o

施魚の沿岸来遊は8月初旬̃ 9月中旬で、 蕩別、常呂両地区に集中し. 特に常呂沿岸で多く
採取された。そ上河川は湧別川、活滑川で両河川の採捕尾数は前者が42尾、後者が22尾. 計
6 4尾で残余は沿岸で採捕されたo

沿岸、 河川で採捕報告のあった交配魚の標識は 「脂びれ」、  「H;びれ」 が完全に欠除するか、
一部再生していたこと、加えて解の輪積形成◆,よび年令査定によりすぺて交配2年魚であること
が分つたo

河川内採捕魚の雌雄の出現度合いは雌5li 0% 、雄 4 1i 0%で多少雌の方が多かつたがそれほ

ど極端な差はなかつたo

以上のことから交配魚も他のさけ、t一す額と同様に稚魚を放流した母川を中心とする河川に集

中して回帰する傾向がうかがわれたo

固定標本による形態、形質変異についての詳細は分析検討中であるo
また、 さ け ( ? ) X か らふ と ます ( 8 ) 組合 -'e::から発生した稚魚群が3 ̃ 4cmに生長すると稚
魚の体側にパール ・ マ ーク及び背部斑絞が存在し、幅色のさけ形形質をもつものと、 パ ー ル ・ 一'

き - - ・

ーク、斑絞がなく 、青整色を呈するからふLます形 (ここでは、 す形と呼ぶ)の一形が明らか
に認められるo  この表現形の相違が、 精子、 卵子のいづれに由来するか、 二形の出現割合いを確

かめるため、雌雄一?毎にょる交配を装l額l.作成し比較した結果、 各組稚魚の色彩には濃̃淡、 斑
絞に明瞭̃不明瞭の変異差はあるけれども、かならず各組に二形が出現することが分つたo次に

両形の出現する割合いは各組稚魚とも“さけ形'が - ます形 ',に比較していづれも若干尾数が多
く、 - さけ形・は 5 2 : 7%に対し 'ます形 'は 4 '1 3%でを,つたが、一般的にほば同数の出現率と
判断される。表面的観察では両形稚魚が出現する成因は遺伝的隔離によるものかどうか現在のと
ころ明らかでない。

さけ形,稚魚と“ます形,稚魚の生長を比較すると、前者はn付きが良く生長が極めて早い
のに反し、 後者はa付きが悪く生長も悪いため小形である。それ故、 “ます形'稚魚があるいは
淡水中では生長に伴つて生存できずに減耗することも考えられるので、現在 ' ます形'稚魚だけ

を分離して御育し、 減耗度合いを調査中であるo

- l 4 0-

(3» さ け ' ます親魚の生理、 生態調査

1 さけ親魚のエネルギ一代謝について
健全卵確保のための親魚書養上の地域的問題を解明するために石狩川、 標津川かよび静内川に ・

そ上したさけ親魚のそ_上開始にま;,ける保持エネルギ一量ならびからみた成熱程度にっいては遅れ病力みら
れたo これらのことから、 <わしぃことはェネルギーの定'的な検討を待たなければならないが、 完
熱するまでの日数が減少の傾同にあることも考え合せると、 最近十勝川にそ上する親魚の卵の造
成ならびに完成は短期間に、 かつ極めて効率よく行なわれていることが推察された。
また、 この結果にっいては、書養施設その他の環境条件の改善、 それに加えて捕獲親魚の減少
に伴なう書養条件の向上なとがら収容親魚が例年以上に安静の状態に保たれたこと、ならびに熱

度選別作業力;迅速に行なわれた可能性があることなどを考慮しなければならないo

しかしながら、 エネルギ一源としての蛋自の質師oi題を検討するに際してにその後の利用状況
と、一l一勝川にそ上したものとの差異を予備的に調ぺ、そ上後の成熱期間と著養限界の地域差を検
討したo

また、書養限界を簡便に求めるためにそ上親魚の電気抵抗特性を調査した。
なか、 地域性の問題を解明するためには十勝川そ上魚に1l1, け るェネルギ一特性上のE:::f変化に
ついての検討を必震とする。 これらの問題は経構的に書構された資料の解析を必要とし、 現時点
では充分な定量的解折も行なわれていないので、 一応の経過を報告するo
1 ) 十勝川そ上親魚の生理的な経年変化について

そ上開始時の保持エネルギーは昭和39年を最大にして減少の傾向が見られたが、 ェネル

ギ一的に成熱程度の進んでいる傾向に反して、 卵単の体重比' 前年に較ぺて抽出操作時に著
しい相違(抽出蛋自のゲル化)が見られた。

そ上時エネルギーの特異性をも加味した場合、 先に述ぺた結果は海洋生活期のili料の問題

にまで発展することも考えられるo

2 )  石狩川、標津川、静内川i・よび十勝川にそ上した親魚のェ ネルギ一的地域特性について
そ上開始時の保持エネルギ一量については、 魚体の形態的検討がなされていないう免に、
各河川によつてそれぞれ成熱程度に著しい違いがみられるため地域性を比較することが困難

である o  しかし、 卵巣の体重比を基準にして検討した場合に次のような結果が得られたo

標津川で1 l月 l 8日に得られた未熱魚は、昭和 3 9 年頃、 十勝Jl陳33号捕獲場または
千代田捕獲場までそ上した魚と同様の成熱度合いであつた力、 保持エネルギ一量については
同様に成熱期または放卵時の残余量と同程度で多つた。 (このことについては. 十勝川に;t・

ける経年変化と同様に完熱期に:t・ける抱卵量の経年的減少のあつたことも考えられる。 )

標津沿岸定置で得られた魚については河口で獲られたものと同様に、 昭和 3  9年の十勝川
にi,・lナる卵増成期と同程度の成熱度を示してま,・り、 これは、千歳川西越捕獲場で10月 l 1
日に捕獲されたものの残余エネルギーと同程度と考えられた。

-1 4 1-



これらのこ とから、 標津沿岸定置後期の魚はほぼ l i同問以内に完熱するこ とが予想され、

抱卵量については完熱時期が予想より早い場合は他河川のものよりいくらか少なくなる傾

向があることが 11lかがわれたo

1 l 月 2 日、標津沿岸定置、:1'得られた魚は体色のみならず成分的にも明らかに一二種の系

統群の混在力;認められた。すなわち、捕獲直後、体色にいくらかでも・ブナ毛'の認めら
れたものは成熱度合いが、 鹿部沿 ili1地域の定置で漁獲されたものよりも通れているのに、

保持エネルギーは逆に鹿部のものより少ないこと力程められた。

3 )  保持エネルギーを構便に知るための電気抵抗値の利用について

同? 、同一場ilTにi・l十る魚内0、電気抵抗は未熱魚より水分の多い完熱魚ほど大きい傾
向が認められた。 しかし、 成熱に伴なう電気抵抗値の変化については予備的調査の段階で

あるために明かにすることは出来なかつたが' 成熱状態との間に相関関係は認喊いよう

で1t、る o

これらの問題は、淡水域で捕獲されたものよりも水分量に関係な <海産(r:‘ ものほど電気

抵抗値の小さいことが明らかにされたことから、 成熱時には水分の増加に伴な 111電気抵抗

値の減少と、 体成分のェネ ル-ギ一的転化に関連する微量成分の減少に起因する電気抵抗値
の增加とが、互にきっこ うすることも考えられる。

な ;i ,'、 魚肉中の塩分構度が比較的安定した状態にをるものと予想される海産魚でさえ、

その電気抵抗値については、 幌泉沿岸のものよりも成熱度合いの進んだ標津沿岸のものが

大きな値を示した n しかし、 これは単に栄養成分の消費にもとず<電導性の低下とは考え

られない。

これら抵抗値の相違は完熱時にもみられ、標津沿岸の魚は、十勝川'・ょび静内川のもの
より抵抗値が大きく 、石狩川河口部産のものと同程度の値を示した。

以上の問題については、計器類?持上の問題ならびに性能1に も起因することも考えら

れ、すぺて比域性によるものと断定できないが、地域性または系統特性解明の上で、何ら
か利用可能なこともうかがわれる。

2 二養技術改書tt験

昭和 4  3年度、 北海道治岸のさけ来遊量は近年稀な不振のため河川そ上親魚の減少に伴い例

年に比較して畜養事も低くその結:東調査計画を変更して次の事項について調査を実施した。 (

本年度大改善を行つた十勝川千代田捕獲採卵場の畜養池には親魚が収容されず、 その改善効果

の検討については充分な結果を得られなかつた。 )

-1 4 2-

1 )  札内書養池環境条件の検討

① .統池用水fについて

@ 書養池内流速にっいて

@ 瘤存酸素にっいて

2 )  親魚輪送条件の検討

3 )  千代田書養池環境条件の検討

( 1 )  札内蓄養池環境条件の検討

十勝川札内事業場構内の蓄養:lt0の利用は昭和4 1年度から実施されたが、 43年度は施設改造

が行なわれた。前年度までは第1図水門下流のA ̃ c間を仕切り、 蓄養池として使用したが、43

年度は更に下流部を改造拡張したも(7、で、水門通過水とふ化用水を併せて利用することで用水量
a:、増加、 収容増が計られたのでこれらの書養条件について検討した。

1 )  書養池用水量にっいて

札内事業場用水はメム川の水をダムにより貯水して引用しているが、 一部は事業所裏の水

門(第1図A点 )から余菜 ltll'( として流し、ふ化用水は橋(H点)を通つて池に貯水されたも

のを使用している。

メ ム川の水は札内川の伏流水といわれ、水量の変化は少いが本流札内川 l7:、変化に伴つて変

動がある。

第 1 図  札内事業場見取図
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用水量の測定は 1 o月 9 日に行つたが、 これはこの時期の大体の平水量と考えられる。

演l」定はA点、 H点及びふ化用水の総排水量を測定検討したoその結果は次の通りo

(i) A点 (水門)通過量 3 4 . 7 ト ン/ 分

@ H点(橋下)通過;t l a 3 ト ン/ 分

③ ふ化用水排水総量 1 1i 4 ト ン / 分

一般的にはA点とH点の通過水量がメム川(「、総水量と考えられる。
また、@直点通過水量-とa化用水排水総量は同量であるぺきと考えられる。しかし、測定,
の結果②と③(r、差は a 9 ト ン/分という数値力1tliたoこれは貯水池から地下に海,透したものと

考えられる。即ち養魚池の各所で小さい蕩水が認められることからも相当iが滲透していると

考えられる。 このことは水門上流部でも同様の状況でメム川の天然産卵床の場水源となつている

と推定されるo

したがつて、書養池で使用されている水fは (!)+@の5 a 1 ト ン/分より多いものと考えら

れる o

2 )l 書養池内流速にっいて

書養池の配置は 2つ病魚池を通過した余剰水が合流する点かり書養池として使用しているo

従つて書養池内の流速は3方向から水が流入する関係で場所によつて著しい差があるo

1 o月9日に測定した結果は第l表及び第2図に示した。これによると 5l lGm / e e c ̃

1 4 . 4m / e e c、の範囲内で発んどの部分は1 0c1il'/e ec前後であるo

今までの調査結果では一般的には親魚の容資.に適した流速はl oc1ll'/ e  e c、附近が最も良
好で、 親魚の体力の消耗も少いと考えられている。

従つてこの書養池は流速の面からは 部用水が停滞する個所を除き、 かなり良い条件と考え

られるo

8 )  1容存酸素にっいて

親魚を◆tする場合その収容尾数を拘東する条件のうちもっと,も重要な ,ものは?有酸素(以

下D  0 )と考えられるo用水を循環使用する場合は炭酸ガス、アンモニア等 'も重要な要素とな

るが札内、千代田等 ,般の書養池ではD 0が大きな要素となるo

札内書養池では42年度に、第 1 図 Ã 0 l1:、部分で◆量を行い、C点附近から下流でD 0 不

足のためジ ェツト・ポンプを使用した例があり、 D 0の面で必ずしも充分な条件とは考えられ

ないので、 1 0 月 9 日、 1 8 日 及び 1 1 月 1 日に D  oの分布にっいて調査したo測定の結・果ri

第1表及び第3̃ 5回に示したoこ l2:、結果を見ると、 メ ム川のD 0は決して多い方ではなく、

著しい顧力1行われると考えられる水門の下でも多いと 1l l で 9 0%、時 に は 8 0%以下となる ?

- l 4 4-

養魚池下流では 2面 と  も D oは增加しているが水門下流の流水と養魚池通過後の流水との混合

状況と、書養魚内のD o消費に影響されることは当然である。養魚池通過水は水門通過水より少

いが、こ lz:、混入する部分に基干高いD 0を示した。
本年は書養尾数が少なかつたにも拘らず、 3号池以下ではかなりD oの低下が見られたことか

ら、 平常の書養尾数の場合は充分警戒の必要があるo

水門下流でD 0が次第に減少する原因として.事務所真のボーリング水及びC点の湯水の低酸

素水の流入が考えられるが流水量- との関l系、から見て、 この水の流入のみによる低下とは考えられ
ない o

1 1 月  1日の測定はこの間の事l青を明らかにするために行つたもので第1表及び第5図に示し

た通り、午前9時と午后8時の2回の演l!定であるが、一般に夜間はD 0が低下するがその度合は
水門下流と養魚池では異なる傾向を示したo

即ち水門下流では昼夜間共にD 0の減少が認められ、特に夜間の減少が著しいことから、 なん

らかの生物の生活による影響が著しいことが考えられる。 このことは只1回の測定であるが著養

池内の細菌数調査の結果(第1表)水門下流側書養池最上部で1Ca当 り l 4 ' 1 2 0 街の細慶数を

数えた。 他の細菌教との対比から、 ISlll定上の問題が残つているが生物学的要素について検討する

必要があるo

次に、養魚池内にll;rあぉみどろなどの緑漢類が川底に密生して:集,・り、 その代謝の関係から考え

ると、 夜間には当然かなりのD 0の低下が予測されたが、実際には1E:_間とほとんど差がないこと
から、養魚池0'-、水深が浅<、操気効果がl重額のD 0消費を上理つていると考えられる。
以上を総合して考えると、札内書養池のD o量は必ずしも充分でなく、 蓄養池上 ・流部で なん

らかの操気方法を行なうことが必要と考えられる。たとえば水門下流の用水を出来るだけE点そ

の他から養魚池を通過させるか、ふた1fLt-化室、養魚池を通過させて課気効果を高めるtか、水
門下流部を階段状にして操気効果を高めると同時に清編を充'テl・にして、生物などによるD oの減

少や、 ,E夜間のD o差を少なくするなどの方法が考えられる。
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第 1 表  札内書養池水温、 D o流速分布並びに細富数

定

点

l 0 月  9 日 1 0 月 1 8 日 1 l 月 l 日 9 時 1 1月 1日 2 0時 l 0 月 1 8 日

水 温 D 0% 流 速 水 温 D 0% 水 温 D 0% 水 温 D 0% 細 菌 数

①

②

③

(:3)
⑤

⑥

〇

③

⑨

l〇

〇

〇

〇

lgll
〇

@

〇

l〇

〇

,a)
〇

L
@
A

B

C

D

E

'F

0

a 1

a 7

1 L 7

a 1

'Z5

11 . 7

l a 2

a 4

8.2

l2. g

9:0

12.9

'Z5

1 9

1a 6

l 4 . 4

12.1

a 2

11, 0

la 6
a g

6 9

個 / lcl:1
l 4 1 2 0

9 4 0

1 1L6

1 L 7

l 2 : 2

8 li5

8 a 5

92.7

l ao

12.5
1 2. 5

12.5

12.0

8 6.5

8 1L 0
9 5, 5
1 oao

9ao

12:2 74.0 1 l.3 6 a 0

1 2 2

1u

1 L 0

1 L 9

l ao

l L 4

l
12 . 1

l 2 . 1

12.2

l lL 9

l l.7

l 1,4

l lL 3

94 .5

94.5

8 a 0

84.0

9 a5

9 ao

8 a 5

82:5

7 a 5

78.0

7 a 0

6a 5

9 61 0

( 7 1i0 )

11.0

1 L 5

1 ao

l 2 . 0

1 L 6
1 ;L5

1 ao

l 2 . 5

12.0

1 :L7

1 a 5
1 a 5

l ao

9 li0

95,5

88 0

92.0

9 lL 6
8 a 5
8a 0

92.0

9ao

8 a 5

g ao
751 0

86. 0

5 5 0

8 6 0

5 7 0

6 6 0

8 2 0

a 2 8 a 5 1a 4 81ll.0

1 a 7

l L l

1 1L0

l Q 3

7a 9

7 '1 7

8 a 6

9 a 4

1 a l

l a 4

a 3

7 a 5

8 l i 4

9 1 0

-1 4 6- -1 4 7-
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( 2 )  親民職'送率件の検討

十勝川千代田捕獲場から札内事業場書地までの間、 書養池までの間、 著養さけ親魚を輪送する際

の水中1容存酸素(D o ) 、 炭酸ガ ス ( 0  o g ) の 変化にっいて検討した。

調査期間中、 さ親魚捕獲尾数が著しく少なく、多量輪送の場合の検討は出来ず、 l 0 月 l 9 日、

9 3 2 尾、 合4尾計36尾の輸送にっいて実施した。

輪送の経過時間とD 0、 0 0 2 の測定値を表;i:、すれば次のと 1lll1りo

経‘, 過 . 時 間 D 0% 0 0 2  ppm 備 考

収 容 前

3 分

5

8

1 0

l 2

l 5

l 7

9 8

9 4

8 9

7 7

7 2

8 5

8 3

8 2

li 6

砂利道路

舗装道路

//

//

砂利道路

//

//2 a 6

輸送は酸素を通気しながら行つた力:、 出発後約 5分は砂利道で、 この間は若千D oが減少した。
その後5?出は錦装道路のため振動が少なく、D 0.は l 7%も9減した oそ0後再びfaP1lll随にな
つて若干回復した。

この試験は36尾とい1少:tの?送でしかi酸素を通気しながら17分とい 1ll短時間であったが,

このよクにD 0 がWすることから特に館装道路での構送は効果的な解通気の方法を検討する必

要があるo

C 0 二 にっいてはl7分間の軸送で約 4・8倍に增加したo C 02は時間の経過に伴つて增加する

もので、別の実験結果では、容:'2 0 .eの水中に意け1尾(体重 a 7ifeの3)を入れ酸素が充分な
状態に保つても、 c  0 2が次第に増加して ,‘ 7 p  p mになると横転して反応がにぶ < な り、 3時間
で約 7 0  p p mに増加したo

このよ 1llに一定(「、水中に魚を置くと、通気が充分であってi C 0 g の増加  のため危険な状態と
な る。 ,もし、この場合D 0が減少すると危険度は急激に高まる。

このことから 1第装道路を長時間輪送する場合は酸素の通気も大切であるが、 タンク内の水をポン
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プで循環瀑気させてC 0 2  の除去も併せて行な う方法が効果的と考えられる。

また、代謝を:lll]1tl lするために氷の使用などで低水温で維持することは勿論有効である。

( 3 ) 千代国書量池環境条件の検討

十勝川千代田捕獲採卵場内の書地は前年度、 D o不足にょり蓄養中、 さけ親魚が多量に窒息し

たo本年は注水瀑気法に改善を試みたので、その効果の検討も含めてD 0ならびに流速の分布を

測定したoその結果は第2表お'よび第6図に示したが、本年度、 親魚が全<蓄養されなかつたため

ポンブによる注水瀑気の効果について明らかな結果が得られなかった o

即ち、用水は 9 2- 0̃ 9 4・ 5%のD  0的和度を示したが、木格子通過後は98%近くまで高まり 、
流水は 9 8̃ 9 9%前後を示したため、注水の効果は明らかでない。 しかし、ポン プにょる注水操

気は、そのD  oが少ない場合ほど酸素の1さ・入が容易であるから、養魚池上流から未使用の水をポン

プ ' ア ッ プするよ りは、D oが低下した蓄養池内の水を:ポ ン プ ・ アップして課気注水した方が計算
上では収容尾数が增加するし効果的と考えられる。たs°し、 この場合沈般物の関係、からなるぺ<表

面水をポンプ ・ アップすることが望ましい。 .

第 2 表  千 代 田 書 養 池 D  o 並 に 流 速 分 布

石
D 0  (% ) 流 速(c m / s e c )

表 后 底 部 表 ,1i 底 部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

l 1

9 2. 0

9 a 5

9 4 . 0

9 4 5

9 l 0

9 ao

9 5 , 2

9 a 5

9 1i 5

9 ' Z 6

9 8. 5

9 ao

9 4 . 0

9 4 . 1

9 4 5

9 ' Z 5

g a 1

9 ' Z 0

9 a 5

9 't 0

9 ao

9 ao

a 4

a 4

a 4

'Z1

' Z6

a 5

4 . 8

i 5

9L6

1 a 2

1 a 9

1 2 5

' Z 1

i l

1i 5

4 .8

l i 5

-1 5 2-

在
D 0  (% ) 流 速 (.clm/ e e o )

表 li 底 部 表 1i 底 部

1 2

1 3

1 4

l 5

l 6

1 7

1 8

l 9

2 0

2 l

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8  

2 9

3 0

3 l

9 a 7

9 a 5

9 a 9

9 ao

9 a 5

9 8 7

9 a 7

o a 9

9 a 7

9 a 9

9 a 9

9 a 7

9 a 9

1ll 11l l3

3 a -o
9 a 1ll

,e a e
s a e

9 ao

il .:ll- ll1

9 a 8

9 li 9

9 ao

g a l

9 a 5

9 a 7

9 a 7

9 ao

9 ao

9 a 9

9 ao

9 ao

9 9 l

9 a o

9 ao

9 ao

9 a 5

9 ao

9 ao

5.5

1 1. 7

5,5

li 5

' l 9

l :L 7

a 4

'l: l

'Zg

a 4

' Z1

1

1 2 . 9

' Z 1

' Z 9

a 4

1 :L 7

1 a 2

' Z1

'Zg

a 3

1 L 7

l 1

1 5 , 6 l :L 7

備 考

① 観測時、水温 9. 4 ℃̃ a 6℃

② 底部は池底から約20 on'上部で測定
③ 測淀時、書養魚なし
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1 水質汚・aに関するl.査 (十B川)
9月中旬からl1月上旬のさけ規魚そ上期間中5回にわたり十房川,t,ょび沿川の主要組粉工場
の水質調査を行つたが、 そ上親魚が少ないため iあつて、 昨年度大:I・、い死を招いた千代田捕獲
採卵場の書◆池に親魚をt義するtでにいたらず、河川水'質と書書親魚の状況との関係は tl,,ltBで
きなかつたo調査結果は第l表̃第6表に示すとかりで、 各調直項日別の概況は次l':、とかり。
( l )  十勝川:i,,よび打内書量池
P H

j l l lf)祥栄橋下を除く各地点は 6・ 8̃ 'Z 2と比較的nが大きいのは明らかにM設粉工場廃液の
影響と思はれるo(祥栄橋下の採水地点はM工場廃液排出河川合流点下20 0 mの地点であ

る o )

B ' 0 ' D

祥栄橋を除く各地点は' 0̃ a  0 1 p  p mで、祥栄橋は a 0̃ 1 li 2 p  p mと変動も大き
く高い値が得られたが、 明らかにホクレン芽室搬粉工場廃液の影響である。調査期間中・ノ

ロ 'の流下も顕著であることが観察され、 奥気も認められたのは祥栄橋付近だけであった。

符栄橋よ り 1 4・ 5Km下流の十勝大橋では :L 1 7̃ 2. 0 5 p  pmと本流の稀釈,,自浄作用に

よつて回復しているo

C ' 0 ' D

祥栄橋を除く各地点はL 0 2̃ 5l 2 p  p m ( 9 月 l 3 日、打内蓄養池入ロ)は書養池上流

約 2 0  0 mの地点にi,・ける河川切替装せつ工事のためである。
據常つ工事地点の切替により a 3 7 p  p m以下と良好な結果が得られたo

祥栄橋は最高値 ' l 2 8 p  p mを示して汚染の影響を示しているo

アンモニア態室素

調査期l1l!を通じて祥栄橋を除<地点は a 0̃ a 3 9 p  p mであった。ァ ンモニァ態窒素は

無機体で河川に 1容出していることがあり、 必ずしi汚染の指標とはならないが、祥栄橋での

ピー クは L 4 4 P  P mを示して通常河川より種めて高い値が得られたが. 下流 l 4 . 5Klnの十
勝大橋では a l 2̃ 0・ 3 P  P mを示していることからみて明らかに廃液の影響と思はれるo
D ' 0

R和度でみると調査期間中の各地点を通じて8 a 4̃ 1 1 :L 8%と変動が大きいが、これ
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は汚商による影響よ りも流速、 水 :塊その他河川の状態によるところが大きい ものと思われるo

」1ti的高い値が得られたのは清水大橋(最上流) と千代田えん提下であるo

清水-:1,、差ilでは9 a 7̃ l l :L i%で流速も早く、大気中からの酸素1容入,lb活発と思われ、千
代田えん提下では9 a 3̃ l 0 6. 5 p  p mを得たが、明らかにえん提によるi l気効果であるo

最i低い値を示したのは打内書養池出口で8 a 4% ( l 0 月 l 8 日、第4表)が得られたが、

◆表尾数(約 l万尾)の影響と思われ、 1 l月 1日の調査では9 a 5%(書養尾数 a 6 0  0尾

第5表)と上昇傾向を示している。

総鉄・( F  e )
第 l 表̃第5表に示すと: ii ,り分析結果からみると特に問題点はないが、調査期間を通じて

a 0 0̃ a 6 5 p  p mで各地点とも時期的にランダムな結果が得られたo人為的な影響よりも

底質など天然によるものと思はれる。
l

リン酸イォン

リン酸イォンは地質的要因によつて存在することがあるが、工場廃液などの混入による場合

が多いので汚染の一指標となる。 t

調査期間中、常時検出されたのは行栄橋( a 0 8 ̃ a 2 2 p  p m )だけであるが、明らかに

M般粉一:[:場の廃液によるものと思はれるoそのほかの地点についてはァンモニア態室素と同様

商的にランダムな傾向を示している。調査結果からは特にとりあげるぺき問題点は得られな

かつたo

そ の 他

浮遊物質、:透視度についてみると概して清證河川とほf同様な結果が得られたが、 浮遊物質

は十勝橋で 2 9 p  p m ( 第 3 表 ) 8 8 p  P m(第5表)と比●表的高い値を得たのは上流の砂利

採取のllである o また、打内i1◆池 入 口 l 8 8 p  p m、同出ロ 1 6 2 p p  m ( 第 l 表 ) を 得

たのは河川解・前 前 解 あ る。な与換せつl水は828PPm C第1表)であつた。
硝酸態窒素はf il栄橋で検出( a 0 2 p  p m以下、第 3 表、第4表 ) された時 ,もあつたが、こ

れは廃液,のll1と思はれるo

亜硝酸態室素は検出されなかつた。( a 0 o 2 p p  m以下) .

硅酸,, 塩素イォ:ン、流a a・11展度に ・:oい -tは特iすぺき点はないo
打内◆l養池出口の底質C . 0 . Dは a l p  p m(第3表)と極めて良好な結果を得たo

(2) 般粉コ:場

十勝川沿川には多数の設粉・場が存在するが、 原料処理f にっいてみると、 ホクレン芽室a
粉工場、士 幌 能?粉工場の2 コ:場が占める割合いは昭和 4 2年度で 7 a 6% ( 芽 室 8 li 2% 、
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_L幌 3  li 3%、ホクレン調ぺ) となつてかり、廃水調査はこの2:I場にっいて行なつた o
芽室激粉工場

昭和42年度の原料処理:li:t l 1 2. 5 4 8 ト ン で、操業期間は a 2 3̃ l L 2 3 で あ る o
コ:場廃水にっいてみると、フリューム廃水、-::t t:n.、 2次セパレータ廃水、蛋自汁廃水、そ
の他雑用水があつて、廃水河川(ピウカ川)に放流するのは主としてフリ a-ーム廃水(沈波
処理) 、 セ パ レータ一廃水(操気、沈ll理 )である oピウカ川はt勝川合流点付近(水深
5 0cm、川巾3m)で採水した。ピゥカ川は汚濁している時と置んでいる状態を呈している

場合 ,もあつたが、河川水に證明で i臭気は著し<、必ずしもB ・ 0 ・Dか低いとい言えないo

調査結果は第6表に示すと:;1l・りであるo

B ・ 0 ・ Dでみるとピウカ川は5 2. 8̃ l 5 a 0 IP IPmであるが、十勝川で稀釈されて下

流約 2 0  0 mの地点 (祥商下 )では 2. o ̃ l 5. 2 p  p mとなつているo

i最観lll:i場

tの工場は規模もほぼ芽室工場と同一で、 工場廃流支流音更川(十勝川合流点上流約
2 ' Z 2Knlの能 ) に放流される o

調査期間中の放流河川は商つてぉ, り税度も 2・ o ̃ 6 o ,mと低い。放流廃水は約3.0 ト ン
/ 8 e cで途中湿地帯で稀釈されて 4 5 ト ン/ lge cとなる。 このため比較的D ・ on和度も
l li 8̃ 5 ;L 3%と廃液河川としては高い値を示して .いるo  B ・ 0 ・ Dにっいてみるとa a

̃ l 3 Q 5 p p  mとピウカ川より低い値が得られたo (第 7表 )

この廃液の影響については約27?下流の書更川十勝新橋ではB ・ 0 ・ D最高値 li.7 pp
1nを得た。 この付近でも泡の流下が観察されたことから、工場廃液の影◆を受けていると思

われるが (第 1表̃第 5 表、地 点 L ) 4̃ 5 ト ン/ e e  cの廃液を放流しても、 ート:勝川との合

流点に至るまでに河川水の1itll1、自浄作用により淨化され、1集液の及ばす影●i 微少になる
iのと推定されるo

- l 6 '1



第 l 表
十 勝  川 水

A

清水大橋

( 右 )

B

十 勝 橋

( 右 )

0

祥 栄 橋

( 右 )

D

十勝大橋

( 右 )

E

十勝温泉

( 右 )

F

千代国え-iて一着:-i-採 水 場 所

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 部 位  ( 深 度 )

天 候

風 向 ・ 風 力

気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ 臭 気

濁 度

水 素 イ ォ ン 種 度 ( P H )

硬 度 ( 0 a 0 0 3 ) PPm

1容存酸素(D . o ) p pm
?存 酸 素 飽 和 度 %

C . 0 . D p p m
B . 0 . D p p m

塩 素 イ ォ ン ( c'-) p p m
磋 酸 ( S i 0 2 ) p P m

リ 理 イ ォ ン ( P C )4 -) P  p m
アンモニ7態窒素(N li4- )PPm
亞硝酸態窒素(N C ) f N ) p p m

硝酸態窒素(N08-N )  ppm
硫酸塩( s o' ) :ppm

鉄 ( F e )  ppm

全蒸発残留物  p:pm

熱灼残留物  Ppm

熟 灼 減 量  ppm

浮 遊 物 質  ppm

透 視 度 em

6 a a l 2

l 0:0 0
2 0 l:11l1'
B

2 a 6

1 a 2

c l e a r

//

9:0 0
//

/ /

2 2 . 0

l 2 . 0

//

1 3:S 5
//

//

2 a 0
l le' 8

l l l

l 4:4 0
//

//

2 l . 0

l ao

a 1 3

1 0:0 0
2 0Cfll

B

1 ' Z 4

l 2 . 9

//

1 :l:2 0
//

/ /

2 a 0

1 ao

't 0

2 a 0

1 1. 3 0

l I L 3

1. 3 0

1L 4 8

8 5

2 5, 0

Q 0 5

a 9

2 2 . 0

1 a 9 2

1 0 4 . 6

1.0 2

L 4  5

l . 9 0

l a 5

a 1 2 5

a D l 2

t 6. g

2 a 0

a 9 2

l 0 4 7  2

:L 8 6

2. 0

i 7

l ll1 6

a 2 l  5

a 0 8

1 0

2 l. 0

l 0 . 4 6

l 0 8 3

L 9 5

t 1 7

a 6 5

l 8 . 5

a 0 5

ao l

l i 8

2 5, 0

l a 6 0

l O a 7

1 . 1 9

l. 0 3

' l l 6

l a o

a 0 5

61 9

2 21 0

1 a 7 ・r

l 0 li 6

L 5 8

L 3 2

li 2

l 8 3

a 0 5

a 0 7

2.2

a 0 6

a 9

a 1

4 ,8

a 0 8

2.2

a 0 6

9L2

a l 2

li 5

a 2

1 0

3 0 以上

1 5 1 5 1 0 l 0 l 5

備 考

- l li 8-

ん

質 分 析 表

0

提

H

長 日

( 右 )

I J

打内書養 池

K

清 水 橋

( 左 )

L

十勝新橋

( 左 )
打内1iai設水
河川注入水下 ( 右 ) 入 口 出 ロ

//

l l:0
//

//

22 . 0

l ao

61 9

2 a 0

l a 8 7

l o l61 5

2 . 2 8

:L 8 2

a 5 5

l a 5

a 0 2

2 .2

//

l 2:3 0
/

//

2 a 2

l l i 0

//

l 3:0 0
//

/ /

2 a 0

l li 3

m u a a y

6 8

2 a 2

a 4 5

9 a l

l i 2

2 . 9 6

2 5 , 6

2 15,. 6

a o f 8 2
a 8 9

a 3

a 6

2 2 5

8 2

1 4 3

1 8 8

6. 5

/ /

l 3:2 0
//

/ /

2 a 0 0
l 6. 8

muaay

l61 8

2 li 0

a 2 2

9 't l

4 . 9 3

2 . 2 5

2 a 6

2 5,. 0

a 0 8 8

a 2 8

a 4

a 7 5

l 9 3

5 9

1 3 4

l 6 2

ao

9 . l 2

1 0:2 0
//

/ /

2 5, 4

l lL 6

c 1 e a r

a 8

l ' Z 0

l Q 8 9

l 0  a 4

:L 7 7

lL 7 9

a o
l ao

ao l

2 a l

a 2

//

l 4:5 5
//

//

2 2 . 8

1 2 . 0

//

lEl:0 0

Cl. 8

26 0

a 6 8

l 0  L 2

1 , 5 8

2 . l 8

ao

l a 8

a 0 8

ao l

a 9

a l 2

't 4

3 i 0

l :L 2 3

1 0 '1l 6

l. 7 7

:L 8 2

a o

2 li 0

a 0 5

6. 5

a 2

9 8 6

2 1 5

7 7 l

8 2 8

2 . 0

8 2 1 l 5

3 0 以上

1 0

S t 0  c k e  a
5 2 0

- 1 5 9-



第 2 表 水 質

A

清 水 橋

( 石 )

B

十 勝 橋

( 右 )

c

祥 栄 橋

( 右 )

D

十勝大橋

( 右 )

E

十勝温泉

( 右 )
採 水 場 所

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 部 位 ( 深 度 )

天 候

風 向 ・ 風 力

気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ 臭 気

濁 度

水 素 イ ォ ン ie度 ( P H )
硬 度 ( c a c o3 ) p pm

容有酸素(D . o ) p  p m
1容存酸素飽和度 %

0 . 0 . D p P m
B . 0 . D p p m

塩 素 イ ォ ン ( c'-) p  p m
硅 酸 ( s i 0 2) p p m

リン酸イォン ( P Or) P P m
アンモニフ態窒素(NQ2-N)ppm
亜硝酸態窒素(NC)l2-N ) p  pm
硝酸態窒素(N03-N )  ppm
硫酸塩( s 0 4 ) p p m
鉄 ( F e )  p p m

全蒸発残留物  p p m

熱灼残留物  p P m

熟 灼 減 量  P P m

浮 遊 物 質  p p m

透 視 度 cm

a 2 6

l lL 0 0

2 0 om

C

l ao

1 2 : 2

c l e a r

/ /

1 a 3 0
//

//

l 4 . 0

1 2 : 1

l

' Z l

1 li 0

a 4 3

9 a 7

L 3 5

:L 6 4

't 7 9

2 5, 4

/ /

1 2 . 1  5

/ /

//

l 6 4

1 a o

十

't 2

2 3. 5

a 2 8

9 1 , 0

2 . 5 2

6 0 4

a 5 5

2 2 . 0

a l l

a 3 5

fy

l a 3 0
//

//

l li 6

1 ao

//

1 li 3 0

//

//

1 61 6

1 1i 0

' l 0

2 4. 0

1 a 3 7

9 a 9

1L 3

1L l 7

a 5

2 61 0

'Z0

2 2 . 0

a 2 8

9 :L 0

L 5 2

L 6 0

lli 6 5

2 4 . 0

十

a 0 l 5

4. 0
十 十

li 8

1 a 5

a 6 7

9 a l

L 4 0

L 5 6

lEi 6 5

2 a 0

十

i 8

十十十

a 4 6

十 十

l 6. 5

十十

6. 6 7

十 十

8

3 0以上

l 5 l 3 1 0 6

備 備 考 泡、ノロの流

下願著

-1 6 0-

分 析 表

ii' 0

千代田え,il.提
H

長 日

( 右 )

I J

打内蓄養池

K

清 水 橋

( 左 )

L

十勝新橋

( 左 )(老 )
r
( 右 ) 入 ロ 出 ロ

//

1 ' Z 0 0

//

//

1 2 . 8

1 a 2

'Z0

2 51 0

a 6 7

9 1i 3

1L 4 5

2. 0 3

8 ' 5 5

2 2 . 5

a l l

//

1 7 2 0

//

//

l 2 . 8

1 a 8

6. 9

3 4 0

1 a 2 l

0 :L 9 1

l. 2 5

L 2 0

5i. 7

2 lL 4

9.27

1 lL 3 0

4y

B 0

2 L 2

1 a 8

6 9

3 :L 5

a 2 0

9 L 8

2 . l

L 8 7

'l1 6

2 2 . 5

a 0 l 5

//

l 2 : 4 5

//

//

l 't 8

l 4 . l

1 0

3 a 0

a 3 6

9 4. 1

・ 1L 8

2 . 2 6

a 5

4 a 0

//

1 a o o
//

//

l li 0

l 4 . 8

a 9

1 1i 0

9l 2 8

9 4 . 6

L 7 6

2 . 3 0

a 0 8

3 '1l 6

a 2 7

1 IL 2 0

//

C

1 li 2

l L 8

' Z 4

3 a 5

li 4 5

8 a 6

1 . 3 5

L 8 5

5l. 2 2

3 a 6

/ /

l 51 0 0

zr

//

l 't 8

1 i 2

'Z4

2 L 0

a 5 0

8 ' Z 5

1. 6

2 . 2 3

51 7

3 a 0

十

十

'1 5 l

十十

6

1 a 2

十十

l 0

l a 2 3

十十

9

1 lL 3

a 2 5

1 8

l 2. 9

a 0 2

l 3

2 :2

十十

l 9

li 7

十十

l 5

l
l

s t o c1【e a
ll1 4 0 0

- l 6 l-



第 8 表 水 質

A

清水大橋

( 右 )

B

十 勝 橋

( 右 )

c

祥 栄 橋

( 右 )

D

十勝大橋

( 右 )

E

十ai温泉
( 右 )

採 水 場 所

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 部 位  ( 深 度 )

天 候

風 向 ・ 風 力
気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ .表_ 気

ll 度

水素イォン構度 ( P  H )

展 度 ( oaCoo ) p  p m

1容存酸素(D .0. ) p  p m
新 康 素n和度 %
C .. 0 . D p p m
B . 0 . D p p m

塩素イォン ( c'-) p  p m
硅 ll ( S i 〇 t ) p p m

リ 、ン〇lイォン(P0rN ) p pm
-:「、ン't=1態窒素(NH‘一)p:pm
亜a捜態窒素(N 0 -N ) p pm

二

硝酸態室素(N0l■一ilOP P  m
硫政塩 ( S o 4 ) Ppm

鉄 ( i i' e )  ppm

全蒸発残留物 PPm

1llし灼残留物

熱 灼 減 量

浮 遊 物  質

透 視 度

1 a 8

l l:l 0
2 0(1m

0

l 4 . ' 「

a ,r

c l e a r

//

1 l:6 0
/ /

//

//

l 3:l 5
1llll

/ /

. l :L 8

l 1. 2

c l e a r

十

ll l 6

22. 0

l a 0 3

9 a 4

2.8'「

1 a 3

2 . 8 5

l a 5

a l 2
L 2

十

a 5

a l 5

//

l 3:4 5
//

//

llll

l a:l o
//

//

l a 8
. a 4

m l,a ay

e g
2 a 0

l a 7 6

9 't l

:L 2 l

1L l 0

a l 7

2 2 . 4

1 a 8

l a 6

1 a 6

l :L 2

6. 9

2 1.

l l. 0 8

l O a 7

L 3 0

L 1 5

el. 7

2 4 . 0

6 9

2 2 . 0

1 a 6 9

9 a 3

2.0

:L 2 4

4・8

2 4 . 0

十

a 0 4

6. 9

8 2 . 6

l a 3 5

9 ' Z 5

:L4 0

L 0 5

4・6

l a 5

a o

十

ao

十

8 9

7 0

1 9

2 9

2 3

a 5

十十

a o

十

8

3 0以上 l 7 l 5 l 0

備 考 泡、ノ ロ の
流下顯著

- l 6 2-

分 析 表

F 0

::f代田えん堤

H _
t

長 高

( 右 )

I J

打内書養池

K

清 水 橋

l ( 左 )

L

十勝新橋

( 左 )上 ( 右 ) 下 ( 右 ) 入 ロ 出 口

//

l 4 .:0 0
//

//

1 5 , 5

l a 9

//

l 6:3 0
//

//

a 8

1 :L l

ll l 8

2 L  4

1 a 6 1

9 a 6

1L 5 0

1 . 0 5

4 ' 5

2 a 5

a 0 4 5

//

l lll:4 0
//

/ /

a 8

1 L  0

1 a g

1 2:3 0
//

B C

l ao

1 a 6

mu li d y

li 9

2 4 . 4

1 a 5 9

9 a 3

2.0 0

2 . 1 0

a 5

2 a 0

a 0 4 8

//

l 3:5 0
//

//

1 li 5

1 a 8

l a 8

l 1:3 0
/ /

//

1 4 . 2

' Z 8

c l c a r

li 7

1 a o

1 :L 4 8

9 a 7 8

2. 0  0

2 3 8

4. 7 5

3 1i 6

//

l 5 ,:5 0
//

//

l 2 . 2

1 a 2

・ a g

2 2 0

1 L  l 4

1 a 4 4

L 5 0

:L 0 0

4.0

2 L 5

li 8

2 a 8

1 a 1 4

9 6. 0

2 . 0 0

L 4 6

a 5

3 a 5

6 8

3 0 0

1 a o o

9 a 5

1L 9 5

L 7 9

ao

3 8 0

Cl1 5

' l 4

3 li 0

1 a 7 6

1 0 6 0

2 . 6 4

4 0 0

4 . 7 0

2 a 5

a 0 2

ao

十

1 3

十

a 6

a 4 5

l 8 0

l l 3

6 7

l l l

l 8

ao

十

ao

十

6 8

3 e
3 0

2 8

2 5

ao

a 4 0

7 3

4 0

3 3

3 6

2 5

4 . 8

十

' Z 2

十

1 0 l 0 l 5

S t o o k ea l0 ,940
底質 c 0 D = 9、 l 0

-1 6 3-



第 4 表

水 質

A

清水大橋

( 右 )

B

十 勝 橋

( 右 )

c

祥 栄 橋

( 右 )

D

十勝大橋

( 右 )

E

十勝温泉

( 右 )
採 水 場 所

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 部 位 ( 深 度 )

天 候

風 向 . 風 力
気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ '_ 気

1日 度

水素イ,',ン演度、. ( P  H )
優 度 ( c a c0 o ) p p m

1lliti酸素 ( D . 0 )  ppm
1容存酸素n和度 %
C . 0 . D p p m
B . 0 ・ D p P m

塩素イォン ( c 1- ) p  p m
硅 酸 ( S i 0 2 ) p p m

リン酸イォン ( P 0r) p  p m

アンモ ;::f 態窒素(N直rN ) p  pm
亜硝酸態窒表( Nolt-N ) p p m
硝酸態窒素(NOrN )  ppm
硫酸塩 ( s o ● ) p p m

鉄 ( F e )  p p m

全蒸発残留物  p p m

約 熟 残 留 物  p p m

灼 離 減 量  p p m

浮 遊 物 質  p p m

透 視 度 cm

l a l 7

l 0:3 0
2 0cal

B

l a o

a 7

c'e a r

/

1 !:0 0
/ /

/

l a 8

a 8

muaay

a 8

2 2 : 0

1 lL 1 5

9 9 l l

1L 2 3

L 6 0

1i 6 0

2 a 0

/ /

1 1:4 5
i y

//

l ( 1 l 8

l li 0

o'e a r

十

a 6

t 2 a 0

a 4 5

9 li 8

1 2 8

l li 2 0

a 2 6

2 a 0

a 2 2

:L 4 4

十

,G1 9

a 0 5

//

l 2.:l 5
//

//

1 1 . 8

a 8'

/ /

l 6:l 5
//

//

1 L 0  0

1 a 8

6 8

2 4 , 4

l a 8 4

9 a o

1L 9 4

L 8 0

a 6

2・4
a 3

6. 9

2 4 . 6

l a 4 5

9 7 5

2 . 1 5

lL 9 6

l L 5 0

2 a 4

a 1 7

a 9

2 4 . 0

l 1. 8 5

l 0 li l

L 0 7

L 5 2

1 a 7 7

2 a 5

1 8

a 1 5

1 6

a l 8

6, 7

a 1

a 7

a l

3 80以上 1 0 2 5 8 0 以上

備 考 泡、、ノ ロ ・の
流下願著

-1 6 4-

分 析 表

i i'

千代E日えん堤

0 H

長 日

( 右 )

,
打内書養池

J K

清 水 橋

( 左 )

L

十勝新橋

( 左 )上 ( 右 ) 下 ( 右 )

/

1 7:0 0
/ /

/ /

a 6

1 Q 0

a 9

2 2 . 6

1 1. 1 5
1 0 2 : 1

1 , 9 0

:L 6 0

8 . 0 7

2 a 0

a 2 6

a 6

a l 5

入 口 出 口

l a l 6

1 6:4 5
fy

B

a 8

1 a o

l61 8

2 2 . 0

1 a 2 9

9 4. 2

:L 7 0

:L 6 8

a 6 1

2 4 5

a 2 3

'l 6

十

1 a 1 8

8:0 0
'

B C

1 a 4

a 4

l61 8

3 li 4

1 a 5 3

9 5 . 0

2 . 3 3

2 . 0 3

1 a 9 3

2 a 0

a 1 6

a o

a 1 9

//

9:3 0
//

//

l :L 4

a 7

a 8

2 ' Z 0

a 9 5

9 a 5

2 . ! 5

2 . 0 3

1 2 . 8 3

2 :L 5

a l 5

/ /

a:4 5
//

/ /

a 7

6. 8

2 a 0

a 7 2

8 a 4

2 . 5 0

2 1 5

1 2 . 8 3

2 2 . 0

a 0 2

a 1 8

//

l 0:4 5
//

//

a 2

6. 8

1 5, 4

1 ;L 3 8

9 a 7

2 . 4 4

4. 2

a 6 5

2 4. 0

a 2 4

//

1 6:0 0
/ /

/ /

1 a 4

'Z2

3 6. 8

l a 7 6

l 0 lli 4

2 . 8 5

4. 7

't 6 9

3 a 8

a 1 7

a 2 0

十

'Z6

a 0 4

8 0

a 0 5

a 5

a 2 5

1 a 2

十

S t 0 0 e d I Cl000
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第 5 表

水 質

A

青水大橋

( 右 )

B

十 勝 橋

( 右 )

c

祥 栄 橋

( 右 )

D

十勝大橋

( 右 )

E

l十勝温泉

( 右 )
採 水 場 所

採 水 年 月 日

採 水 時 刻ll

採 水 部 位  ( 深 度 )

天 候

風 向 ・ 風 力l

気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ 臭 気

濁 度

水素イォン樓度 ( P H )

限 度 ( caco3 ) p p m

1容存一酸素(D . o ) P  P m
海存酸素飽和度 %

C . 0 . D P P m
B . 0 . D p P m

塩素イォン ( c 1-) p P m
確 酸 ( S i 0 2 ) p p m

リン酸lオン(P〇◆ ) p p m

7 ンモニア熊空素(N02-N )
ppm

亜硝酸態窒素(NC) f・N ) ロl1l

硝酸態窒素(N0g-N ) p P m
硫酸塩 ( S (.14 .) PPm

鉄 ( F e )  ppm

全蒸発残留物 PPm

熱灼残留物  P Pm

熟 灼 減 量  P Pm L

浮 遊 物 質  PPm

透 視 度 m

l a 3 l

l 1:5 0
2 0cal l

B

l 2:3 0 1 3:2 0 1 4:3 0 1 6:1 0

a 1

c 1 e a r

a 7

'l

、

a 7 a 9 a 8

6 9

2 2. 5

1 1 . 0 2

9 8 : 7

;L 4 8

L l 4

a 8

3 a l

't Ot

2 C l 8

1 1,0 2

9 ' l l 8

L 0 8

1L 6 0

a 6

2 a 0

a 0 8

6 7

2 L 5

1 a 3 3

9 a 9

' Z 2 0

1 a 5

a 6

2 i 0

a 1 4

1. 4 4

a 9

2 2. 3

1 a 2 4

9 a 5

:L 3 5

2 : 0 5

a 4

2 1i 0

a l 8

'1l 0

2 '2, 5

9 8

8 a 5

2 . 6 2

a o

l a 5

2 a 0

Q l 5

1 a 7

a 1 7 5

l 2 . 0

a 5

1 3 1

8 4

4 7

3 8

l 6

1 2. 0

a 5 5

9 . 4 6

a 0 7 5

1 2. 9

a 1 5

3 0 以上 8 0以上

備 考
上流

砂利採取

泡、 ノロの流
下顕著

- l 6 6-

分 析 表

F 0

千代田えん提

H

長 日

( 右 )

I J

打内書養地

K

清 水 橋

左

L

十勝新橋

左上 ( 右 ) 下 ( 右 ) 入 ロ 出 ロ

l 6:3 0

a 8

li 9

2 t 5

a 8 e
8 a 7

l. 6 9

ao 1

'Z0

2 2. 0

a 0 4

l 2. 0

a l

l t l

l l:3 0

a 4

6. 9

3 4 . l

l a 9
9 1ll.5

2. 6 0

2 : 8 0

_. a o
2 a 5

t.1li_:o
a 0 8 5
-0l' ,0 _i ,li

l a 8

ao s

. -;el e s

2 5

l a 3 l

l 2:l 0

a 6

a 8

1 4 . 4

l L 0 0

9 '1 3

2. 4 5

a 1 o

ao

2 a 5

a 2 0

l 6:4 0

l ao

a 8

2 :L 6

l a 8 5

9 a 3

l. 2 5

2 : 5 l

'Z5

2 4l・0

a 0 2

l 8:0 0

a o

a 9

2 a 5

l a 6

9 2 : 5

2. 9 0

2 . 0 6

l ;L 8

2 ' Z 0

a 0 4

l li 6

a 5 8

! 3:8 0

ao

6. 8

2 L 0

l a 1

9 2 , 5

a 3 '7

2 : 2 9

l :L 5

2 a l

a l 4

0 ・ 1 3 5

l a g

a 0 5

1 6:0 0

1 2 : 5

' Z 4

3 4 . e
l a 0 5

9 ' Z 4

2 6 0

4 . 0 5

' l 0 5

2 a 5

a l 8

a 3 5
a 0 5

l L 5 l 2 . 8

a 0 6

2 5 2 5

S t o c k e li a 6 5 9 泡の流下
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第 6 ̃ 7 表
水 質

F室デンプン
lllパレー タ

l1 理 前

処理池

採 水 場 所 処理後 放流水 貯留池 ピゥカ川

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 部 位  ( 深 度 )

天 候

風 向 ・ 風 力

気 温 ( ℃ )

水 温 ( ℃ )

水 色

味 ・ 臭 気

濁 度

水素イォン構度 ( P  H )

硬 度 ( C a C 0 o ) p p m

l容存酸素(D . c )  P P m
容存酸素飽和度 %

C . 0 . D p p m
B . 0 . D p p m

塩素イォン ( c'-) p p m
硅 酸 ( S i C)2 ) P P m

リン酸イォン ( p 0‘一) p p m
アンモニフ態空素(N11-N )En
亜硝酸態窒素(NC)f N ) P  Pn

硝酸態窒素(NorN ) P P n

硫酸塩( S 〇◆ ) ppm

鉄 ( i r e )  ppm

全蒸発残留物 PPm

熱約残留物  PPm

熟 約 減 量 ?m

浮 遊 物 質  PPm

透 視  度 PPm

a 1 2

2 0前

B

//

/ /

//

/

/ /

/ /

/ / /

/ /

fy

/ /

/ /

1 l61 5

十 十

1 l i 0 l ' Z 4

十 十

mud ,l l ly

十十

6 3

十'十

l

十 十 十

7 l 6

8 0 a 5

l 7 a 4

2 3 4 . 0

l 4 61 9

2 0  a 0

7 1 a 8

8 4 7

6 2 : 7

8 ' Z 3

2 . 5 2.0 a 3 2. 0 2 : 5

備 考
操業開始
8 月 2 0 日
パ レ イ シ ヨ -ii1l'l

- l 6 8-

分 析 表

//

上laテンyプ'ン
放 流 水

/ / // //

a 2 6

l 2 . 0  0

//

C

1 4 . 0

1 2 . 6

c l e a r

十十

61 3

2 . 4 9

2 4 . 2

1 2 . 5

5 2. 3

1 a 8

1 2 . 5 0

//

C

! a 2

l 2 : 2

十十

a 1

L 3 7

1 a 2
1 ' Z 9

6 4 . 6

a 8 5

十

1 a 8

l a l 7

l L 3 0

//

B C

l lL 0

1 i 9

十十

a 2

1L 5 6

l 4. 9
2 a 0

l 5 a 0

l ao

l a 3 l

1 4 0 0

//

B

1 a 8

1 2. 4

十十

a 3

:L 9 0

l 8 . 3

l 51 1

l 3 a 7

l 2 . 5

a l 2

2 0 clll

B

a 2 6

i 「

C

1 6. 8

l 4. 6

十十

a 3

lL 5 6

l 5 8

2 't 7

6 a 7

1j[1l 8 '

/ / / /

0

l :L 8

1 1L 6

十十

6'3

a 2 8

3i.1i

28.0

4 4 8

'Z7

l a l 7

/ /

B

12.0

12.8

十十

tl. 0

a 2 8

3 ;L5

4 a 2

7 a 5

a 2 6

1 a 3 l

//

B

l 5 . l 5

十十

a 2

5, 00

5 :L 3

2 a 9

7 a 0

ao

mua,i y
十十

6 1i 1

l 3 a 5

1 a 8

2 9 8

l 7 8

l 2 0

8 0

4 0

2 0 1

1 3 9

6 2

4 2

4 1 3

1 7 4

2 3 9

2 0 6

2.0

3 3 6

2 0 5

l 3 1

8 3

61 0

a 2 6

l 6 9

1 5 7

1 3 9

aoo v e r  3 0 2.5

l 放流水は湿地帝で一部稀釈される。
放流水 約 3 t / s e c 、l t
条 lft 1. 5 t/1eec J 4 5neC
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調 査 地 点 略 図

( )は河口からの距離Km

- l 7 0-

/

2 さけ報魚のt上と稚魚放流のl章書防除に関するa査
(〇l路川における放流稚魚のへい1;E原因について)

昭和 4 2 年 3 月、a略事業場から釧路川(美目和川合流点付近)に放流したさけ稚魚の大量へ
い死については、第 l表に示したとかり、昭和 4 2 年 8 月i3・よび4月に行つた十勝支場の調査か
ら、水中のアルミニ l:'ム化合物による室息あるいは高表性水による番白の操固などにょる一、い死
と考えられ, さ け ' tす再生産事業に重大な間題として提起された。

第 l 表  昭和 4  2 年 3 月̃ 4月にi,・け るal1路川の水質検査ならびに
生物試験結果、美留和川合流点前

稚 魚

放 流 点合流点後 弟子屈町

月 日 4 月 l 9 日

水 温 ℃

P H

A L  り / L

2 4 時 間 の  l

へい死率% 2

4.9

:L 6

l 0 0

2 5 i;

l a:5

L 5

l l a 8
6 '「

a 4

分 析 ; 北 大 工 学 部

生物試験 ; il l路事業場

へい 死 基 l 、 河川に生f を 設 け て 行つ た場合

a l 0 .e'の河川水に20尾の稚魚を収容して行つた場合
このため昭和4 8年 9月、北大工学部後藤助教授らによつて詳細な水の分析調査が行なわれ

( 第 2 表、)-、いmほtl川aを起演とするア″ミ =・ウムに起因することが明らかにされたo

1 '7 1-



第 2 表  al1路川さけ稚魚へい死場所に'ii・ける水質
( 北大エ学部調査報告4 a a 5 よ り抜すい )、水 温 PH l 金 A2 モジ ' l lt-',- . Z h

'

l F e 2-
S 0 4

創 路 川
合 流  前

1 a 6 4.'7 2.0 a 9 5 a 1 5 8 5

美留和川 l i 0 ' l 5 a 0 8 a l o 1 5

美留和川
合 流 後

l 6,7 1li.2 L 5 5 a 2 7 a 0 2 3 a 1 3 8 0

調直操は後藤助教授らにょる調査に参加する と同時にァル ミ ニ ウ  ムイ  ォンの書性試験を行な

う機会を得たので、水申に:l;・けるアルミ化合物の状態ならびに問題点の解説を含めてその結

を報告するo 、

(1) ァルミニウム化合物の水申に: l l l・ける形状と問題点

アルミニウムの:塩は古くから両性化合物と L;て知られ、酸性液申では次式のように塩基と
しての性質を現わす。

A.1e2 ( S 0 4 )0 十 6Ral 0-2 Ai( 0 H ) t 十 3 Hlt 8 0‘
2“( 0 H )0-Af 0 + 十 3 0 H一

しかし、 A .eは金属イォンとしては存在しなくてP  H3以下では、
3 十

ア =' 錯 イ ォ ン 〔 A le ( 0 H ) n )  ( n =二 6 ̃ 1 . 0 )
とい1安定した形をとつて存在する。 .

この形のアルミ ニ ウ ム は ア ル ミ ニ ウ ム イ ォ ン ( モ ノ -''- ) と称せられるが、P H が 4 よ
り高くな 一る i 字に従つて水酸基の部分が織合反応を起し、不容性の水酸化アルミニウi.,‘r
〔 A .e( o H ) o  ( 0  H;)2o o°として沈llするまでの種々の段階の量合度をもっ-t塩基性
の多核アル ミ ニ ウ ム イ オ ン ( ポ リ -''一とも言われる )に変化することが知られているoこ
のポリマーは8lla性で種めて安定に存在することが知られているo
以上のように水中のアル ミニウム化合物にはモノ 'マーに容解するも〇、同じくポリ -'-
に容解するもの,ii,よび浮遊物として存在する固形の水酸化アルミニウムの8つの形がみら

れる o

したがつて、放流稚魚が安全に放流さ-れるためlt11は、アル ミ ニ ウ ムが どの よ 11lな状態に

なつたときに害がなくなるかを知つて放流地点を決定しなければならない。

- 1 7 2-

以上の観点から、 アルミニウム化合物の毒性について生物試験を試み・たo また、 多量に浮

遊する固体の水酸化アルミニl:'ムについても、呼吸ならびに開生物えの影響など、 稚魚の
降海生理、生態の1えで当然問題9能することも考えられるが、 この点にっいては今回の
予備試験から除外したo

なか、 モノアルミニウムイォンは第3表に示したょ 1に P  Hの増加によつてl容存量が減少
するため、生物試験にはP Hの規制を行つたo

第 3 表  P H と モ ノ マーア・ルミニウムイォンのl容解量

_e
':P H ,l.a 4 9 1i 0 l:l. l '5l. 2 1,. 3 li 4 a 4

モノ''t-
A .1ll1
a 6 2. 3 t 4 a 9 a 5 7 a 3 6 a 2 3 a l 4

(2) ァルミニウムイォンの毒性試験

(i) PHの制御

ァル ミ ニ ゥ ム ィォンは前項で述ぺたようにあるP  H範囲ではほとんどポリ ''''一状態にな
つて溶存する。

ァルミニゥムの書性にっいては、 も し ィ ォン状のアル ミニウムが体絶陳にふれた場合に

不容性のアルミ.=. ウ ムとなつて付着し、呼吸障害を起すものとすれば、ポ リ ''一状のもの
とモ ノ マ一状0、ものの2つの性質のものについて検討しなければならないo
な :;l,・、 モ ノ マ一状のアル ミ ニ ウ ム イ ォ ン は P  H6以上ではほとんど存在することが出来
ないo したがつてポ リ -・ーイォンにょる影◆を知るため、強酸前液を添加してP liの制
御を試み、その結果を第1図に示したoまた、 P Hの增加によるモノ -'ーイォンの重合を
防ぐため, 塩酸ならびに詐酸緩fl液にょるP H静l御を試み同じ< 第1図に示したo

これらの結果、 p H 5 の l M酢酸緩行法を l L当 り 5 Cn注入することにょり, T LM測

定時間内のP Hをほば ・定に保つことが予想されたo

また、 p H6の保持には. I M 1開酸緩行液50 u/Lの注入にょり可能と考えられたo

したがって、生物試験実施に際しては、 P H 5、 IM 開 新 液 5 Ca/ L・ ;iP'よびP  H

a 2、 l u接酸最行液5 o ca/ Lを添加一L; t P  Hを制御したo

-1 7 3-



5

PH

●一 井 戸 水
0一塩酸添加

X-----一酢酸緩m添加
口一 一一一 構  ″ ″″

A

_ - -- - - -X-_-- -・、
↑ 

-----t-- --X一一一一t-:- X- - ---- -- - -- -- ---- -x

Ae l P;Pm添加

_ _ .;lf- --- - --- ------ - -- - --,X
一 一 一一一一 _ f 一 一一 一 '一一 一 tD

20 40 60 30 100 120

時 間

第 1 図  PHの経時変イヒ と緩行液による制御

A 0.1N HC i  4.9 lX/L添加

B PH ti 0 I Mlgj:豊 buf f e r 3 . 5CC/L添加= 3 .5X l0-3 M
c 同じく 1 20C-/ L添加= 1.2X10-2M
D PH4.9 0 . 2M酢段bu:f f e r  23CC/L添加= 4 . 6 X l 0-a M
E PH6.2 I M 構厳 b u f f e r l 0 0 (a/L添加= l.0 X 1 0-3 M
F :PH5.8 I M接abuffe r  50(1C/L添加= 0 . 5 X l 0-3M
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100

5（

0

50

異
常

遊
泳

魚

・
発
死

魚

出

現

率

② ァル ミ ニ ウ ムの毒性試験

a こol,試験は種々?度の2iのカリ明ばん;お・よびi,eの硫酸アル ミ ・=ウム被検液にそれそ
れ 1  0尾の稚魚( i日.付後約1̃ 2通間)を収容していつたo

その結果は第2図に示したとかり、 9時間後に呼吸異常が現われ硫酸アルミニウム区で

は a 5 P  P m相当のl・度より多い区で著しかったoそして体表面特に 'ひれ・などに自色
の物質が付着し始めた。

使用〕

-1 7 5-

〔硫酸アル- し. a場1ハ・;' l 田  J

尾 数 1o/ 2 i  'l 時間後
10  P h

r oAappm- ----- - l
1 :異常遊泳・横臥 j--- 一 一一一 J 横 ,

W 発 死 1 -
l l 1 l W f 一一 J

尾 数 1o / 1 .e, ・

05PPm
0A2PPm

「一一一一 一一l

「 l- - - - -
l l

r -- - - -- - l l ----- -

l L

l2lPPm
l--

- 0 S 2 地l-- - --_:, 者

「
, , m

0167PPm

_ 0A2 ilPm

. ↓ T- -- l l-- - -
l L _ _ _ t
l

l l

1.4PPm

o.68 r ___ _

- 「一一 -'J

r呼:;し1:1?一、?;-- 一 r??
084P;E'm

0.43P:Pm

r 積一r一一一l 1---
l- --' , _ _ _ i
l

r ,- -- - -- -- - 一 」  . mノ
i Z a4 a6 48

経 過 時 間

第 2 図  モ ノ ア ル 、ニ ウ ム イ ォ ン 液 中 に

: i''ける異常魚の発生と配時間 n

l 1o:P pm
051P;Pm

- f 吸異常 ;「 一 一 一1 「 一
,死直前一 一 一
j ---- 2-
: 』 一

, ' . Z 形

ウム使用 〕

12  24 36 48

経 過 時 間



モ
ノ
ア
ル

、一一
ウ

ム

イ
ォ
ン

また、a定lの開放や洗剰通動など異常な行動を始める ,bのが生じたが、 それらの演度は硫
酸 アル ミ区;9・よび明ばん区で異なつたo

48時間後にかける半数^ l,,,、死は1, 4 P  P m相当の構度区でみられ、へい死ま近いと思
はれた iのを含め:れi,:「 a 8 4 :p p m相当の構度区で発生したo

第 3 図  被検液のモノアル、ニ ウ ム イ ォ ン 量

ii,,,

時 間

なお・、水中のアルミ =.ウ ム イォンは、 P Hの3離に もかかわらず第 3図に示したょ 11に

種めて短時間で激減した。 これは供試尾数に対して被検液が少ないため、 魚体や器壁に対

して吸着したために生じたことも考えられるo

従つて、 上に述ぺた致死構度は真の値を示さないo また呼吸や遊泳行動にみられた異常

について ,も同様に、使用容器が小さかつたため、 1酸素不足によつて生じたことも考えられ

る o (第 4図 ) これらのことから被検被・を多<して次の実験を行つたo
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l l l l 1 l , 1
1 2  m a0 .lLR

第 4 図  被検波のPHならびにDoの変化

b 被検液 ‘‘.eに3尾の1ai魚を収容し、致死?度、呼吸i;,よびその他の異常を観察したo
その結果は第5図に示したと:li・り a 8 4 p  p m相当の種度区では48時間内に・全数へ

い死したoこのときのP  Hからみたァル ミ ・= ウ ムの密存可能量は a 5 2 p  p mが計算さ

れた o従つて モ ノ ア ル ミ ニ ウ ム イ ォンの致死a度は a 3 4 :p p mを越えるこ と はないも
のと考えられるo

ポ リ ・・'ーイォンの影fについては全試験期間を通じて見られず、 本実験で設定した構
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第 5 図 多量の被検液を用いた場合の a モ ノ マ ー ア ル ミ ニ ウ ム イ ォ ン ″

の毒性

度条件(  2 P  P m)では生理的な障害はないものと考えられるo

C3) ァル ミ ニ 'l'1'ムイォンの毒作用について

被検液に収容した魚は洗表随動を行なつたり、 ・ひれ・相是が自色の物質で被われるた
め、ア ル ミ ニ ウ ムイ ォンの毒作用のlつとしては、總業表面に形成される水酸アルミ =.ゥ ム
ムの被陳にょりガス交換が阻害されることも考えられるo

しかしこの実験では 1容存するァルミaウムイォンの絶対量からみて、a定.などに大量に付
着1る白色物質が水酸化アルミニウムの沈 l着物とは考えられない。

-1 '7 8-

このため、 アルプミンの水容液にァルミニウムl容液を添加したところ、 蛋自質に対して操固
作用,lz1、あることが認められたo従つて、 このモノアルミニウムイォンによる稚魚のへい死は、

廳表表面の粘質と変性による呼吸障書に起因することで推察されるo

なi,,、河川ではかなりの低種度でもその作用を能に受けるため、館1集il;t致命的な損aを
受けることが考えられるo同時に大●に流下する固体の水設化アル ミ ニ ウ ムは損傷を受けた館

の呼吸障害を 一1i助長することが考えられるo

要 約

i lilll路川放流稚魚のへい死は、河川に含tれるモノ -・・一態アルミ ニ ウ・l,・ イォンにょる呼吸障
害に起因するものと考えられるo

li ァルミニウムイォンによる障害については、呼吸器表面の蛋自変性ならびに水酸化アルミ

の付着にょるガス交換機能の阻書と推察されるo

M 致死構度については正確な値を知ることが出来なかったが (本実験ではQ 3 4 p  p m以下 ;)

河川の魚は新解な '定・のアルミ ・=ウムイォンに常にかかされているため、かなり低い接度
条件(例えば43年9月5日美留和川合流点にて a 2 7 :p p m)でi危険が伴な 1ものと考

えられるo

iv 流水中にみられる水ll化一「ル ミ ニ ウ ムの自濁物については、 呼吸障害を一属助長-i る こ と
も考えられるため、実際の致死震度演li定にあたつては、当然河水に浮遊する水酸化アル ミ =.

ウ ムの直接あるいは間接的影●を考慮しなければならないo

v ァルミニウムイォンの致死震度測定には、流水式で行なlll必要がある。

3 中川事業場さl1能異常へい死のm結果概要
昭和42年度に中川事業場にi,, いて整liした異常へい死については、昭和 4 3 年 6月に?・こな
つた水質調直から多量に密存した窒素ガスに起因するものと推測されたが、 本年度 1( 昭和 4  3年

度 ) 1lb前年度同様l2月初句から著しく発生したo

このため本年は、 へい死発生時に表学的ならびに化学的調査を実施し、 それらの結果から、 へ
い死原因を検討した。

( l )  疫学的調査

(i) i,化用水中の細日数 . , , , .  .

i1le-化用水の細E数にっいて調査した結.果.は第2表のと:i,,りである o
この結:東.によれば、ふ化用水の第 lポンプが最も少な< 2 7個 /Cnとなつてかり間題にな
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らない数であるo しかしこれは千'aなどの種l水に比して多い方であるo第2ポンプでは4  0 個
とほぼ同数であり、水温の関係から見ても明らかなよ 'l)に、第 2ボンプは水深が第 1ポンプよ

り浅く、河水を直接的に揚水して 、o傾向を示しているoふ化室の排水部は3◆ ° 直 l/l -,:i,a
加して:ll,・り、へい死魚の多い箇所の下部の?7 で 1 6 6 箇 /u、? 1 4 で l S 2 箇/Caと ':基l加

し て い る o こ れ は一、い死魚にょる汚染であるが、その汚染の進行具合は特に著しいものではな
いo

② 細富ならびにビールス感染試験

中川事業場では'ますのすけ 'など他の魚種についてはへい死をみていないことから、病原

体が種の特異性を示す場合も考えられるo ビールスは特に種特異性が強いことから考えて、 ビ

ールスによる感染も考慮された0:、で、細目数ならびにビールスによる感染試験を試みた。

試験方法

へい死が多数発生しているふ化糟( ,ll17)1の稚魚の1ち動作が緩慢となつている稚魚をA
区 と し、へい死魚が出始めた第2養魚の中央部の稚魚をB区として、 2群について試験した。

これらA、 B2群の稚魚を冷蔵して持ち帰 t、それぞれホモジナイザーにかけて徴細化し、
'tれを次のよ うに処理したo

減蘭 f 過

細菌はi戸過により除去し、病原ピールスが存在する場合通過するo

減菌f 液 を 能 理

ビール ス を 無 地によつて波日

9通i戸過

書通l;i過にょつて体組裁のみを排除、細富は通過するo

対 照 区

供試稚魚

千歳支場養魚池ならびに.i?化.:精の稚魚から、 中川の稚魚へい死発生の時期と同一ステー
ジの稚魚ならびに'購のll1'吸収直前の稚魚を本場に●ii送したものを使用した。

商青条件 -

:l .e;のビーガーに3 0  0uの井戸水を入れ、 これに前解過物を各5caづっ容かした中
に、稚魚を各15尾づっ入れて止水飼育を行つたo(水温7̃1 0 ℃ ) o 5 日 毎 に 同一条
件で換水を行なつて、 へい死魚発生ならびに変化を観察した。

能 に 考 察

-1 8 0-

2 月 5 日̃ 2 月 2 0  日まで観察した結果、 各区共にl尾のへい死も出ず、 正常に属の

うの吸収が進んだ。

そ・?、他へい死直後i;、 i び 直?,'の稚魚の体内から細菌の採取を試みたが、前年度同様疑

わしい細菌は培養されなかった o

前年度の結果ならびに本年の結果からみると稚魚のへい死原因が、 細富その他i戸過性
病原体に起因する伝染性の病気によ る可能性は極めて少ないと判断されるo

(2) 化学的經

1, 開お,よび調査方法

① 昭 和 4 3 年 6 月 5̃ 7 日i;よ び 昭 和 4 4 年 1 月 1 2 ̃ l 5 ,:,には、ふ化用水中の1容存

ガス量ならびに揚水後の操気効果の現況を調査した。

@ 昭 和 4 4 年 1 月 2 9 日̃ 2月l日には、窒素宿存量とへい死との関係を知るため6区

のflllti'条件を実験的に変えたふ化精(第1図)t- よび飼青池の1容存ガス量と能魚へい死
状態を調査した。

③ 容存ガスの予備的な制御による試験区の設定には、

操気塔内の水を水中ボンプで汲み揚 lrf、.i,,.化室の注水観にal下させたもの(以下再
操気水) 。

ふ化精 (長 さ lL 8 m、巾 a 3 m、水深 a a m)に活魚輪送用分散器l箇を用いて空

気を圧送し、気泡による室素の拡散除去効果を期待したものo

の各種4イ關に明l」を入れ、F過効果を期待したもの(以下f i過水と称す)を用いた。

@ 溶存室素の演I淀には管原の方法:i,,よびゥイ ン ク ラ ー、 管原の改良法に工:夫・を加えたも
のをそれぞれ使用したo

2 結果お よ び 考集

① ふ化用水ならびに河水中の溶存ガス量 .

第 l 図、第2図:;1l・よび第1表、第2表に測定街所かよび分析値を示したo通常さけ ・ます

類のふ化用水について、へい死の原因となり易いものとして、 酸素不足による室息死がある

が、第1表に示したょうに酸素については揚水時にゃや低溶存f ( 第 l 井戸で酸素 ll和度64

̃ 4 5% 、同 じ く 第 2 井 戸 9 4̃ ' 「 4% )を:示i一ものの、操気塔での操下中ならびに注水極

(親精)通過などの間に空中より溶入し、 飼育池にお,いても極めて良好な条件にあるものと

考えられる。
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なi,・、酸素以外にも一般に知られている炭酸ガスによる呼吸障害やアンモニア i ;・よび硫化
物などによるへい死があるが、いづれi種めて少なく 、へい死の原因にならないものと考え

ら れ る o

しかし、空素ガスについては、 1L 2のe張査から第l表に示したょうに極めて高い溶存量

が測定されかなりのま!気が期待されたo?育池にi,・いてさえ魚が空素ガス病で慢性的にへい

死すること力?られている・( 館 和度で 1 2% ) 以上の 1 2 2 5~ 1●2 5,. 9%と言1極めて

著しい過1!l流l状態であることが測定されたo

また、パンケナイ川の河水はl、2回の両調1査時と も、異常に高い空素?和 量 ( l 2 a 6%
?よ び l 2 4- 7% ) を示した。この結.東当事業場のふ化用水の水源i;・ょび溶存空素は、 3回目
の報査結1果:. ( 第 2表 )を含めた河水i'・よびポンプ空素絶対量の収支 1などから、ハンケナイ川i,
よびその河水に起因することが推察されるo

な: i''、第l回の調査時には、ポ ンプ揚水中の室素量が、河川より低い水温条件で増加(l6

一 ' i 2℃、溶存:・l a 2- 2 a 8 me / L、aS 和 度 l 2 a 6- l 2 a l% ) したこ とから、
事業場周辺の地質にもなにか関係のあるtとが 1か1がわれる。また、第3回目の調査時には、
豊素溶有量が河水i'・よびボンプ場水と 'もに著しく減少していた。この原因については明らかで
ないが、窒素の放出速度に気温、水温の下降が何らか関係していることも考えられる。
@ 願統かよび除去方法について

課気塔の効果は、第1表に示したょl l'に酸素では 3 0%以上 (第 1回目第 1ポンプ ) も增加
するのに反して溶存窒素はa 5̃t0%減少するにすぎなかつたo従つて、通常の課気方法で

は窒素の除去は種めて困難と考えられる。

速に第8回目の調直時に行なつた酸素分散器を用い、 空気の気泡にょる拡散効果にっいては

第2表から空気圧1,K9'/dお?よび 3?/ dの各条件にi,・いて溶存酸素は a 5%か ら 2 0%増加
したが、溶存酸素は同じか a 3%の減少がみられたにすぎなかつたo

しかしながら砂1ll1」1iを通過させた場合の効果については、通常の」l・化用水を用いたものip・ょ

び再深気水を用いたもののそれぞれについて測定したところ、溶行室素は a 2%i i ・ょ び l 2 . 1

%の減少がみられたo しかしこ lZ、場合には溶存酸素は同じか 5' 2%も減少し表 o
な :i'、 空気混入にょる気泡の拡散効果について はふ化用水の気泡に対する接触時間力s短か

いため、 ふ化用水0流入量iP・よび水深との関係を知る必要があるものと考えられるo

以上の結果から溶存空素は砂利1iに よ るiF過について最も効果的に除去された。そしてこの

溶存空素減少の理由は明らかでないが期気水の場合著しいことから、再操気にょり水中に生

-1 8 2-

;l;:1た気泡または酸素が何んらかの効果を有すること も考えられる。 このため課気塔での課
気、き?よび砂利によるi戸過などを同時に: i,・こな 1 ことは、空素の除去法として有効な方法
になるかも知れないo

いづれにしても窒素の除去には窒素の水中に対する混入係数の高いことも起因して相当

強力な瀑気力地・要であり、種々の方法を併用しなければならないものと考えられる。

@ 窒素溶存量とへい死にっいて

窒素溶存iとへい死との関係については、 溶存条件を実験的に変えたふ化精i;よび飼育
池の稚魚について調ぺた。すなわち、 第2図に示したょうにi戸過水を用いたA、 E構でへ

い死がほとんどみられなかった。 この理由にっいて、 E構では窒素の減少(ll和度で9 a 3

% )とも考えられるが、 しかしA精での窒素溶存量が著しいへい死をみせたD精と同じか、

むしろ多い状態であつたため明らかにすることが出来なかつたo

な: i,・、 予備実験として同ステージの稚魚(千歳支場でふ化)を瓶に入れて窒素ガスを通

気したところ、購のう突端部に白点状のもの力性じてへい死するものが生じた。 しかしこ

の場合の溶存ガス量が不明であつたため再び同様実験を行ない、 へい死の溶存ガス量を測

定した。 こl2:、場合すぺての魚がへい死する直前に通気したための正確な致死溶存量とはい

えないが、 l 3 1i 7%にも達していたo

また、上記実験水に、水温7℃以上、溶存窒素11 o%以下の水にあつた稚魚を投入し

たところ瞬間的にへい死したo しかしながら、 このときの実験温度は18℃にまで上昇し

たため、 この実験でのへい死原因は空素のみによるとは限らないが、 その影響を強く受け

たものと考えられる。

l 8 3



第 l 図  第 l 回、第 2 回 日 の 各 調 査 時 に :i;'け る 測定個
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第 2 図  l 月 の 調査時にi,・ け る 測 定 個 所 と 溶 存 ガ
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l 表 中 川 事 業 場 ふ 化

月 日 場 所 水 温 溶 存 窒 素

Cl1 / L %

1 2 a 6

1 2 a l

1 2 ' Z 4

1 2 2 . 8

1 2 1L 3

1 9 6 a a 6 川 水

瀑 気 前
第 l P ( " 後

標, 気 前
第 2 P (

″ . 後

個,料室 P 、

1 6. 0

' Z 2

' Z 2

' Z8

8 4

1 a 2

2 a 3

2 a 2

1 a 3

l a o

l 9 6 9 l. 1 3̃ l 4 直 接
川 水(

水申ボンフ1

第 l P  l

(
課気前 .i,-化ソ!:' 2
第 l .i,・化室排水路

l 号池  中央部

1al 気 前
第 2 P (

操 気 後

2号池排水部

調 査 課 井 戸 水

a 6

a 6

a 2

a 2

ao

'i 5

a l

li 1

1i 0

2 2 . 9

2 2 . 9

2 a 9

1 2 . 2

2 a 2

1 a 4

2 :L 8

2 a 9

2 :L 0

l 2 4 . 7

1 2 4 . 7

1 8 4 . 0

l l a 5

1 2 a 7

l 2 2. 5

1 3 1. 5

1 2 1i 8

1 2 a 9

1 o a 9

1 8 8

用 水 溶 存 ガ ス

溶 存 酸 素
遊 離

炭 酸

Ci/L C02 i: 流 下 物CCl/L H t S0a / L 的 和 度 %

l61 0

5 ,5

' Z 2

a 3

51 8

8 a 0

6 4 . 0

8 4 . 0

g ao

6 a 0

a 0 8

a 0 8

Q 2 2

a 1 8

a 1 8

1- l 2
:L 9 8

l l :L 4

l O a 7
( 9 4̃ 9 1 )
5 5l 8

4 1ll. 5
( 4 4 )
9 a 2
( 9 0 )
8 a 8
( 8 2 )
9 4 . 0

l 0 li 4

l O a 6

2.6
1L 7- :L 6

:L 8

1. 2

1 ' l1 1

l 8 9



2 表  中 川 事 業 場 ふ 化 用 水 溶 存 ガ ス か よ び 細 富

l 9 6 a IL 3 0̃3 l

在 場 所 水 温
D 0 メー一 溶 存 窒 素 溶 存 酸 素 D 0メーターによる

細 菌 数
〇i/L % Clll/L %

l 1

l

l

2

2

4

4

1 0

5

6

7

8

l 2

川 水

親 精 ( 8 0 日 )

i
″ ( 3 l 日 )

◆Kg'
圧縮空気(
第 3 時
ー に よ る 操

l 時
ポ 気 (
ン 3 時

プジャ リ構通過後

再揚水後親槽

ジャリ相通過後

普 通 精

親精流下後

.ふ化室排水部

a 4 5  a 7

'Z6 'Z3

/ /

″ 't3

'y

/ /

/ /

/ /

" ' l 4

/ /

//

21 . l  1 l 4 . 6

1 a 0 l 1 4 . 4

l a 0 l l 4 . l

l ' Z 9  1 1 a 8

1'Z7 l l 2 . 1

1 a 4 l l ll1 6

l ' Z 7  1 l 2.l

l ' Z 7  l l 2 . 2

1'Z 8 I O a li

l5,2 9 63

1'Z5 l l lL 2

l l Q 0

l 0.4 l 0 8

'Z0 8 a 2

' l l  84.6

'Z6 9 Q 9

a 4 1 0 a 6

1 9  9 1. 4

a 1 0 1 . 8

't 0 8 a 8

,1l 9 a l

't 2 8 1li.5
a 7 I O a 5

9 2.3

! 0 0

85‘0

91 .5

4 1

2 7

81ll.2

92.0

8 8 0

8 a 5

9 a

7 l

l 6 6

3 6 3

操 気 前
第

一 再揚水

ポ操気後 { の も の
ン と混合

プ

第2養魚池排水
部

4.4 4.0 1a 9 l l 1 , 6 l i 8  74.3 8 2 4 0

1 3

l 4

4.3 a 9 1 a 8 l l ' l 3 a 5 1 0 a 3 l O a 3 8 2

a 9 a 7 l a 5 1 l 4 . 4 &.5 9 2.3 9 5.8 l 6 2

前回の調査( l 9  6 8 年 1  2月)に用いた器具との誤差

同一場所にて 新 l自 新 l日

室素〇 l 1 4 4- l l 4 1  酸素〇 8 a 2- 8 4 , 6
1e 1 1 a 2- l 1 li 7 (ii) 8 a 8 → 8 2. 4

〇 l l ,t 4- l 1 1i 6 〇 9 a 3- 9 a 4

- l 9 0-

中川事業場の地学的環境について

当事業場のふイヒ用水に含まれる窒素ガス量の異常性については、 その原因の一つとして

考えられる地質学的な間題を検討した。その結果は下図に示したとぉり、 ふ化場をとりま

く周囲の山々を形成する泥岩は. 有機物に富む岩石と言われるが、 地下ホ中の溶存ガス量
を異常に増加させるほどのものではなぃと言われる。

(地下資源調査所、 山口博士談)

しかしながら、 平地は有機物の極めて豊富な沖積属(藤、砂1. 粘土 :i, よび泥炭)であり、

河水が各所で伏流することも関連して、 本調査でもその可能が考えられたとi, り、地1 iに
含まれるガス成分が地下水に溶け込む可能性の強いことが示唆された。

なi,・、 上に述べたことについては一般に炭酸ガスやメタンガスなども多くなると言われ

てい る が、 当ふ化用水の遊離炭酸は極めて少ないため、いづれにしても異常な地下水であ

ることが指摘された。

- l 9 l-



(S) さけ不受精発生原因に関する調査

太平洋さけ、 ます類はたf一回のそ上、 産卵で生涯を終り、 」:t較的短期間に全卵が成熱するこ
とが知られているoそれ故人工採卵、 受精を行クl2:、に種めて便利な魚種と言つてよいo しかしなが

ら現在まで人一I;」,.化行程申に度々大●の不受精卵が発生し発見されることがあるo不受精卵が発生

する原因l:t種々雑多な要因があろ 1l'が、 -般に人為的操作上の技術にょるもの、魚自体の生理或は
病気などにょるものなどが考えられるo

これら不受精卵出現の原因を見種解除するためには卵の成熱過程,, 排卵、未熱及び過熱1lltどの

基礎的調査をする必要があるo(この調査については「昭 和 4 2、 4 3 年度 さけ ・ ます增殖事業に

関する調査報告J を参照)ここにはその要点だけを述べるo

o 排卵について

さけの卵果卵が未熱から成熱の正常な過程を経て、体座内に排出されることで、最初に排卵を

始めてから全卵が排卵される時間は個体や取扱い等によつて相違するが、調査の結東、早い個体

は最初に排卵が始まつてから20時間内, 通くても48時間以内には完全に分離卵(所開パラ子)

になることが判明したo

o ・ 未熟卵試験

通採卵を実施する際、時に見掛け上成熱しているよ 1l1で も、切開開Wしてみると、未だ卵果

卵の ,部が残つている場合がある。この様な個体は残つている卵果卵が成熱過程中にあり、後値
かの時間で成熟する事を意味しているo体腔内? 卵が約7 0%に通した時には略々80%以上

が完全な受精率を示し、 9 0%排卵を越えた卵はほii正常に受精し、全卵が成熱段階に達してい ・

る事を物解つている。

o 過熱卵試験

産卵そ上して未熱魚を書養し催熟させる場合、次々と捕獲魚を池に入れて、採卵、受精する前

に採卵可能魚を選1lll け る。そal、際、完全に全卵が成熱しているか、何日経過したか魚体からは判

らないo  それ故多くの書養魚ll:、中には、過熟魚が混つていることが考えられる。それ故始めて排

卵してから 定時間更に書養し、その受精率を調べたところ、過熱日数6~ 8 .日では22 : 3%̃

8 a 4 2%と広い巾があつたo しかL;1 0日過熱したものでも9 a 7%の高率を示した個体があ

つたことから、安静にした場合には不受精卵も少なく、受精率も悪くなかつたo過熱魚は始んど

池の底に静止し発んど動かなかつたo しかしながら、一般には多くの解を書表池に入れるため、
遊泳中の,ljl突、 魚同志のストレスなど多くの諸要因i加わり、 自然放卵とい1現象も起り得るi
め、 2al:1e長い期間保持することが出来ず、従つて不受精卵が発生するものと考えるoこの点は

- l 9 2-

さらに検討する必要があるo

o 体座液

卵のll入と1jlliljl:・に関する試験人工i化の受精法として、卵に精を加えて良く-'混和し、更に
清水を加える乾導法はプロスキ ( 1 8 7 7 ) が 初 め て 試み、湿導法と < らぺ種めて受1lll障がょく、

天然産卵の場合に卵・精を同時に放出し水中で良く混和される状況に近くなつているといlllこと

が出来よ1o

さけの卵精は体腔液の中ではかなり長時間にわたつて受精力を保ち、 卵は賦活されず、 また精

子もほとんど活動しないか、 あるいはその:違動が種めて緩慢である o また野村 ( 1 9 6 4 ) に よ

れば運動が停止したも0でも淡水を加えるこ とによつて・i,・た?び活発に運動すると言われているo

自然産卵の際、 卵精と共に体腔液も放出され、 受精になんらかの役割をはたしていることが考

えられ、水中に混、じた体1控液が短時間ではあるが清水と界を生じていることからも推察され

る o

体建液申では精子は清水に接した時の2̃ 8倍から数十倍t長く活動し、 また卵も清水に入れ

ずに:i;・くか、体座液(あるいは等調リンゲル液など)に入れてかくと数時間から10数日も受精

力の変らないことが知られている。それ故体1l空液の役割とそれが受精に及liす影●について検討

してみたo

l )  体腔液量と受精についての実験

体腔液の存在が人工受精した場合、 どのよ 1l lに作用するかを知るため次〇ような割合で体

腔液を添加した。一般にll雄親魚の体腔液・は個体にょり異なり、 また成熱度が進むにつれ增
加の傾向を示している。 しかし、 この傾向は成熱排卵後外部からの淡水の侵入することも考

えられるので、体腔液そlr、もの(r、増加であるかどll1かは明らかにさ :hなかつたo

体腔液:tは卵容tに対し、 4̃ 5%か ら 1 0%程度でそのiはいづれもあまり多く 1ないo

( l 参 照 )  .
1. さけの成熱卵容iと体腔液量の関係

個体石 卵容t 体建液量 割 合 備 考

l

2

3

4

5

6

7

8

9

7 8 0 Ca
7 0 0

6 0 0

7 l 0

6 5 0

8 0 0

8 0 0

7 5 0

8 0 0

a 4CC

l
3 5

5 5

5 4

70

7 6

7 6

8 4

4 4 %

- li6

li8

u
a 8
a 8
a 5
l Q 0

l a 5

″部柔秋熱

- l 9 3-



これ ら )卵容f一と体腔液:器-についての結果から下表の割合で体腔液を加え媒精水量-は卵容:善1-
の:t/2、i /4、精液を1Caづっ加え、 受精率を調べた。

受精の方法は実験卵をヒ、:ーカ一 l一採り、それぞれの:量l-の体腔液をカuえて混和し、 さ ら に 1 Ct
の精液を加えてよく混和したあと、清水を加えた(混和はいずれもヒーカーを振り動i・して行

い、そのあと5分間静置して後大量の清水に移した)。

2-A 体座液添加受精実験
実験在 卵容最 体鹿液:屋 媒 精 水 量  l 受精率 備 考

ca
2 0 0

2 0 0

2 0  0

2 0  0

aa
l 0

1 5

2 0

3 0

u
l 0  0 ( 卵 量 の l / 2 )

l 0 0 (  " )

l 0 0 (  ″ )

1 0 0 (  " )

%
l 0 0

1 0 0

1 0 0

l

2

8

4

検査卵数 l o o粒

″ ( 8̃1 6 分割卵 )

" ( ″ )

1 0 0 " ( ″ )

t

2-B 依座液添加受精実験
実験在 卵容量 体腔液量 媒 精 水 量 受精率 備 考

CC
2 0  0

2 0 0

2 0  0

2 0 0

ca
l 0

1 5

2 0

3 0

ca
5 0 ( 卵:iの 1 / 4 )

5 0

5 0

5 0

%
! 0 0

l 0 0

l 0 0

1 0  0

l

2

3

4

検査卵数1 0  0粒

″ ( 8̃1 6分割卵)
″ ( ″ )

″ ( ″ )

2 )  媒精水量と受精についての実験

自然産卵の場合は大景の清水中で卵精が放出され、良好な受構基が得られているが、人

エ受精にぉ、ける媒精水 -最と、 受精塞の関係1;,,・よび体座液の添加による効果などについて実
0、f

験を行い下表のような結果を得た。 ( 3 -t-i ) -

1 9 4-

3- A 能液を除いた成熟卵に対tf:,媒精水量についての実験
実験石 卵容量 媒 精 水 量 受精率 備 考

l

2

S

4

c1a
1 0 0

l 0 0

1 0 0

1 0 0

0C‘

l 0 ( l 0% )

2 0 ( 2 0% )

3 0 ( 8 0% )

4 0 ( 4 0% )

%
l oao

9 l i 0

9 ao

, oao

検査卵数l o 0粒
( 2 0粒宛の平均 )

//

'y

/ /

8-B 体腔液1 0 (a:1宛を添加した場合の受精実験
能 石 卵容量 体腔液量 媒精水量 受精率 備 考

CC,

1 0 0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

Oll:
l 0

l 0

l 0

l 0

,%
5

l 0

2 0

3 0

%
l 0 0

! 0 0

l 0 0

1 0  0

検査卵数l o o粒
( 2 0粒売の平均 )

//

//

//

l

2

3

4

実験(3)- l、・と も に 1  0 0%近い受精率を示し、媒精水量5%以上の場合は、ほとんど正常
な受精の行われることが知れたo 1lla )-Aに於ける個体?2、 3に不受精卵が出現したことは実験
(3)-Bとの対比から本実験にかいて条件とした媒相水量、 体座液に関連した原因によるとはみえ
ず、他の原因によるものと考えられる。今後多くの追試をして原因を究明する必要がぁる。

3 )  i1l卵の混入と受精との関係

人工受精を行う場合演卵が存在すると受精家が悪< な る と と は、良 < 1E験しているとこ

ろであると共に多くの研究a よつて知られている。
それでどれ位のl●l卵の存在が卵に悪影◆を及ぼすか実験を行なつたo 受精方法は前実験同

様、 体座液、演卵:i;・よび精液をそれぞれ混和して行つたo

能1̃.4を通じて、実験4で最も不受精卵が出現し1たことは1lli卵内容物の混入が不受精の原
因になつているものと推察されるo さけ卵の内容物は大部分力著自質il,よびB告防で粘調を帯

び、その混入は卵の表面に附着して、卵門を,i;お・い、精子の活動を鈍らせるばか1tでなく、
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淡水に接する と内容物が凝固して卵門から精子の長入を妨げる ものと思かれるo 値かではあ

るが演卵が增加するに従つて、不受精の出現増加が認られるが、 さらに多くの演卵が混入し

た場合媒精水量との関係が問題になるので、 それらの関係を詳細に究明するため再検討する

必 要 が あ ろ う o 橋 本 ( 1 9 6 2 ) に よ れ ば、等調液による洗浄は不受精卵出現防止に効果が

ある と言 '1ll ことが知られているo

4. 演 卵 添 加 受 精 実 験

能 石 卵容量 体腔液量 媒 精 水 量

ca
1 8 0 ( 卵 量 と 同 じ )

l 8 0 (  ″ )

l 8 0 (  ″ )

1 8 0 (  " )

演 卵 数
個
受 精 率

u
1 8 0

l 8 0

l 8 0

l 8 0

(lC,
1 0

l 0

1 0

1 0

1 ( 約a 1 3:%)

2 ( 約a 2 0%)

3 ( 約 a 4 l .90

、4 ( 約a 5 5%)

l 9-% 2 o粒宛の平均)
g ao ( " )

9 ' Z 0 (  " )

9 2 . 0 (  ″ )

1

2

3

4

96

(6) 閉鎖水域におけ るさけ属の数量変化に関する調査

1. 昭和 4 3  年度に: i,,ける支場湖の湖沼条件
4 8年は春、-1◆、秋の3回にわたり支笏湖の? 、化学的条件の調査を行つた。その結果は表
lの通りである。 これから調査した項日に関する限り特異な現象は見当らない。 ここ数年安定し

た状態が続いているようであるo

表 l  昭和 4 3 年 に i,ける支笏湖の物理・ 化学的性質

深度

m

水 温 ( ℃ ) 0 2 (.Clql / ,e) 0 2 %

l 9 6 8-
8-1 9 l 6 8-8- l 2 ' 6 8-l l-1 l 6 8-3- l 9 l 6 8-8-1 2 l 6 8-1 l-l ' 6 8-3- l 9 l 6 8-8 - l 2 ; ii i

0

5

1 0

l 5

2 0

3 (1

5 0

7 5

1 0 0

2 0 0

3 0 0

2.45

2.40

2.42

2 .38

2.40

2.39

2.39

2.9 6

a 2 4
a 6 l

2 a l 8
2 L 4 8

l 5l 7 0

a 3 3
a 3 6
li 4 5

4.86

4 . 3 l

4 .03

a 8 3
a 7 6

l L 0  0

1 a 6 6
1 a 5 2
1 a 5 6
a 5 6
6 6 3

4.8 0

4.0 5
a 8 7

a 6 6
a 7 2
a 6 5
a 6 l
a 6 5
a 6 4
a 6 7
a 4 3
a 3 1
a 0 3

ll1 0 2

lEi 1 2

'Z32

& 5 7

a 7 6
a 9 4
a 6 4
a 4 8
a 6 2
a 3 9
' Z 9 l

' Z 5 l

'i 58

'Z 5 3

'Z 5 5

'Z97

a l 6
a 7 9

a 4 8
1i2 4

9 a 4
9 a g
9 a l
92.7

9 a 1
9 ao
9 a 3
9 2.1

9 L 5

8 a 2

l O a 6
l 0 :L l

l 0 1t 7

1 0 a 6
l O a 7
l O li 8

9 a 2
9 1i2

9 a 7
9 a 7
8 8.4

9 a 9
1 oao
9 a9
9 a 3
l 0 2 . 7

1 0 a 7
l O a 7

9 51 4

92.3

深度

m

P H S i 02 (1mal/e) p ( µg,,,e)
l 9 6 8-
3-l 9 l 6 8-8-1 2 ● 6 8-

1 1-1 l 6 8-3-l 9 l 6 8-8-l 2 l 6 8-l l-l l 6 8-3- l 9 ● 6 8-
8- l 2 l 6 8-l 1-l

0

5

l 0

l 5

2 0

3 0

5 0

7 5

l 0 0

2 0 0

3 0 0

1 4

'Z4

'Z6

'll4

'Z4

'Z4

't 4

'Z3

' i 3

'ZSl

'Z7

'Z7

'Z6

'i 6

1 6

't 5

'Z4

1 3

1 3

'l1 2

'Z2

l 1 6

'Z6

'Z6

1 6

'Z6

;:
・一4

l ':

2 9

2 8

')7

3 0

2 8

2 6

2 6

2 6

2 6

2 7

2 3

2 3

2 2

2 4

・2 8

2 5

2 5

2 8

2 4

2 5

2 9

l l 9

l 8

l 9

1 9

2 1

2 !

l 7

2 0

1 9

0

0

4

1 6

l 4-

l 4

0

4

4

0

0

0

9

l 4

6

4

l 4

8

7

5

4

;
0

0

0

0

0

0

0
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深 度

m

透 明 度 ( m )

l 6 8-8-l 9 ● 6 8-8-l 2 l 6 8-l l-l
0

5

l 0

l 5

2 0

3 0

5 0

7 5

l 0 0

2 0 0

8 0 0

l 4 l 7 2 0

2 支切湖におけるひめます資源のai結果 1l 服
(1) 6̃ 8月の漁獲試験結果 .
シシヤムナイ地区に :ii・いて6月19日 ̃ 7月 4日ま -1j、定置相 lケ統にょり、 :ii' よ び 6月

l 2 日̃ 8 月 3 1 日 ま で刺細 ( 3 8 >く3 m ; 5,. 5om日)27反により漁獲試験を行つたoその

結果は次表のとかりであるo

表 l  シ シ ヤ ム ナ イ 地 区 漁 獲 試 験 結 果

漁 具 操業日数 延日数

漁 獲 尾 数 尾
年 令 組 成 %

‘ 年 5 年 計 4 年 5 年 計

日
2 8

日

定置細 l a 6 8 7 2 li 7 2 5 45,, 4 2 2 41 . l 5 a9 l o ao

刺 :總 5 6 7 4 l 5,l l 7 2 Q 3 3 8 2 1i, 7 5 5 2 ]_ 0 7 a 0 l oao
合 計 6 3 - 2 4'1 0 4 4l0 7 3 7 l .l 7 7 8 a 9 6a l l oao

1 9 8-

表 2  定 置 細 に よ る 漁 獲 状 況

月 6 月 7 月
合 計

旬 中 下 計 初 中 計

尾
4 年
解

1i9 8 7

( 4 li7 )

l a2 6 2

( 3 a 8 )

l e. l 9 9 2 ,477

( 4 :L7 )

l 1

( 7 3 3 )

2 ,488 l a 68'「

( 4 1 . l )

尾
5 年
的

' l 0 5 4

( 5 4 8 )

l G1 2 l 8

( 6 1L2 )

2a 2 6 7 a4 6 4

( 5 a8 )

4

( 2 6 7 )

a 4 6 8 2 6.7 3 5

( 5 a9 )

尾
合計

・ 的

1 2 , 9 9 l

( l oao )

2 li 4 7 5

( l oao )

8 a4 6 6

( l oao )

6 l 9 4 l

( l oao )

l 5

( l oao )

5i,9 5 6

( 1 oao )

4 li4 2 2

( l oao )

l日当り

最低̃最大

04'「̃

2.7 3 0
l 5 2 0̃

4,-5 8 0 8 4 7̃

4 , 5 8 0

2 8̃

2 , l 6 5

l 5 1 5̃

2,l 5 5

l 5̃

4,, 5 8 0

l 日当り

平 均 漁

獲 尾 数

:5 a 9 2.645,8 2.3 2i5 5 9 4 l ・ l li0 5 4 :L 6 1.6 4 4 2

表 3  刺 網 の 反 当 り 尾 数 の 推 移

月 6 月 '「 月 8 月 大

計旬 中 下 計 申 下 計 初 申 下 計

4 年 2 a 2 a 5 l a 6 a 3 a g 4.9 51 l 5.6 ao ao 't3

5 年 24.0 9 L 3 2 a7 4 a0 l ao 2 a 5 2 5 7 2 a2 3 :L9 2 a 4 2 ' l 4

計 44.2 9'Z8 46.3 46.8 22.9 3a 4 3 a 8 2 a 7 3 a 9 32.4 84.8
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表 4  刺 網 試 験 漁 獲 結 果 ( 6̃ 8 月 ) の 経 年 変 化

使用反数
反
漁獲尾数
尾
尾/反

年 令 組  成 ( % )

8 4 5 6 7

昭 4 0

昭 4 l

昭 4 2

昭 4 3

2. l 1 8
2 , 0 7 2

1. 6 0 1

7 4 1

4 a 5 l 7

5 ll l 9 7 3

6 2 , 5 4 8

2 1i 7 5 5

2 L 5

2 ' Z 4

3 a l

3 4 . 8

0l 2 '1l 8

9 li 3

6 2 . 8

2 :L 0

8 a 4

2.2

3 ' Z 2

7 a 0

2.5

L 5

a 2

(2) 6̃ 8月の的人数の調査結果

漁場6ケ所からの的人数の毎日の結果は表6のと:l''' り o

表 5  半 日 当 り の 的 舟 及 的 人 数 の 推 移 状 況
l,

月 次 6 月 7 月 8 月 合 計

的 舟 数 l 4. 7 6 0 6. 0 3 0 2. 0 6 3
2 , 7 9 9

2 2. 8 5 3
3 11,, 4 5 0

. 的 人 数 2 4 0 7 0 a 5 8 l

(3) 定置網漁獲魚の標識放流試験結果

網漁獲:i; よび釣獲の強度を検討するため本年も前年に引続いて定置網漁獲魚の標識放流を

実施し、その再捕状況を調査したo放流は6月25、 2 6 目 に 4 年 魚 1 5 5 尾、 5 年魚 3 3 8

尾合計493尾を漁獲場所の沖合い約L 0 0 0 mの地点に、背部に、 ピニールチューブに赤

ラベルを付して放流した。その結果は表6のとi''り o

(4) 昭和39年春放流の標識稚魚の再捕結果

aふ化放流の効果と天然産卵発先群の実体を知り、 今後の増殖方法についての資料を得
るため、昭和 3 9年春よ り昭和 4 3 年春までの 5 ケ年間、毎 年 l 0  0万尾つつの定数放流を

実施し、 それと併行して稚魚の標識放流をほぼ隔年毎に実施している。

昭和3 9年春に放流稚魚数 l l 4万尾中、 10万尾の両腹びれを切除して放流したoその

再捕結果は表7のと i ; り。
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表 6 6 月 2 5̃ 2 6日のビニールチュープ標識魚の再捕結果

漁 獲 数 (尾) 再 捕 ( 尾 ) 再 捕 率 (% )

4 年 5 年 合 計 4 5 計 4 5 計

6.2 7-'Z l l
定 置

1 0l 3 l 2 1 l , 5 2 6 2 1.8 a 8 1 1 2 Q6 a 3 a 4

a 2 7-8 , 3 l
剌 網

a 5 0 0 l a 0 6 3 2 1.5 6 8 5 1 8 2 3 a 2 li3 4 7

合 計 l38 1 2 2 9l 5 8 9 4 a 4 0 1 lll 1 9 2 5 a 8 li 6 5,1

a 1 l̃a 3 l

の 全漁獲に

対する推定値

4- -2 4' l 0 4 7 1. l 7 7

l _

( ! 4 . 1 ) ( l a 8 ) ( l 5 , 5 )

iai L 尚.、 釣 1li.魚 よ り 5  7尾の再捕が確認されたがこの再捕率は1 2%と計算されるo

2. 秋親魚捕獲の際の再捕率は4年魚一 :L 9%、 5年魚一 a 6%と なつている。

表 7  昭 和 3  9 年 春 の 稚 魚 標 識 放 流 結 果

年 S 4 2 S 4 3 合 計

捕獲

(尾)

標 識

再al:L5

人工ふ化

の効果率

(% )

捕獲

(尾)

標 識

再ill31< l l5

人工ふ化

の効果率

(%)

捕獲

(尾)

標 識

:再tlll1<' l l5

人工ふ化

の効果基1

C%)

天然産卵

推定効果

湖9
畔

釣3

7 l 4

1.6 1 5

6 2 l

1. 7 3 0

8 7 0

1 oao

1.5 3 9

4 8 7

2 0 7

1 5 0

1 a 5

3 a 8

2 , 2 5 3

2 , 1 0 2

8 2 8

1L 7 6 5

3 6 7

7 a l

6 a 3

2 a 9

ポ9
i
i な
fll

1L 7 3 4

i.8 9 0

0

0

0

0

4.206

a 9 8 4

3 5

l 2

a 8

a 3

5l 9 4 0

818 7 4

3 5

1 2

a 6

a1

9 a 4

9 a 9

註 )  尚、 標識魚の開漁期漁獲魚に対する混獲藝は予想以上に低く、 網漁獲に対しては昭和4 2

年 a 3 7%、同 4 3 年 a 1 3%の効果率が計算されたにすぎないo
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(5) 産卵親魚に関する調査結果

産卵親魚の地区別、漁具別の捕獲結果:l l l ,よび年令組成は表8のとかり。

表 8  秋 親 魚 の 地 区 別 及 び 年 令 組 成

4 年 5 年

捕獲場所 合 計

%l

尾 % 尾

湖 時 9

( 曳 )  3

計

. t 7 4 3

6 8 5

2. 4 2 8

l 1 . 9 0

2 a 9 5

1 ll1 6

2 0 4

1 9 8

4 0 2

8 a l 0

7 L 0 5

8 a 4

l 5 ‘ 3 9

4 8 '7

2 , 0 2 6

湖 時 9

黒 岩  合

( 刺 )  計

2 0 2

8 8 6

l.0 3 8

l 2 . 9

1 2 . 1

1 2 . 3

2 7

2 0 l

2 2 8

8 ' i l

8 't 9

8 ' Z '7

1 7 5

7 3 5

9 l 0

ボロピ?イ9

( 刺 )  な

計

4 8 9 0

4 . 4 0 6

9l 2 9 6

l a 9 9

a 5 8

1 L 9

6 8 4

4 1 , 2

1・ 0 9 f

8 a 0 l

9 a 4 2

8 a l

4. 2 0 6

3 9 8 4

8, l 9 0

(6) 環境条件の調査

湖沼条件では全般的に透明度が幾分低下している傾向が認められたほか、 湖沼のプランク

トン条件も比較的安定していた。

2 0 2

(7) 沿 岸 水 域 調 査

1 あきさけ親魚の標識神流試験(昭和43年度)

〔標裳以西海区一l〕  ・

I tえがき

北海道沿岸域に施するあきさけ魚群は、その約 9 0 %はォ ホーツク海区、根室海区、 標

裳以東海区に来遊して:i;, り襟裳以西海区、 日本海区はその来遊は少いo特に解以西海区の道

南域及び日本海区では2̃ 3%にすぎない。当場ではこれら不振地域の資源を大さいものとす

るために種々の計画を検討・し、 すでに実施の段階に至つているものもあるoその 端として

喊火湾一帯の資源の増殖を計るために先づ遊楽部川より稚魚を多量に放流して或る程度の資源
を育成し、その後、隣接河川の有効利用により現在の資源の5倍以上にすることを計画してい

る。しかしながら、成火湾域に回帰する魚群の回遊経路については目下のところ想定の域を脱

せず、 資源の評価を適格に行lllことが出来ない現状にある。従つて資源の評価と効果の把程

更に、 その回遊生態を知るために親魚の標識放流試験を行つたものであるo

今回はその回遊状況についてのみ報告するo

II 標 識 放 流

① 放流点と放流時期

城火湾域に来遊する魚群は日高方面より南下し、 鹿部沿岸域を回遊するものとの想定から,,

放流場所として鹿部及び木直地域を選定したo

放流時期については魚期を初期、盛期、後期の3期に分け初期は9月下旬̃ l o 月上旬

盛期は10月下旬̃ l 1 月 上旬、終期は 1 l 月下旬とし、標識放流を行つたo (第 l図 )

② 供試魚及び標識

鹿部地域ではさけの漁獲は多くないためさけ定置網漁業は行われていないo しかし、雑, J、

型定置網漁業は行われておりぁきさけは混獲される程度である。 そのため、 雑小型定置網
乗網魚を供試魚とした。また、木直地域にっぃてはイカ定置組にょり灘されるも破解と院。

標識は供試魚を生置に収容し、港内まで曳航し、 M S ' 2 2 2 の 2 万 分の l 溶 液で麻酔を

かけ、 魚体測定、採鱗を行つた後、 背びれの前側筋肉部に標識票を附,着一させ、 標識票はスパ
ゲイ ・ タツグを用いた o

標識魚は生資に入れ、沿岸より a 0 0 0 m以上の沖合で放流したo

③ 標識放流尾数

標識放流尾数は第l表に示したo

表にみられる通り、 初期群は l 4 尾、盛期群は l 9 0 尾、終期群は8尾放流したo
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第 l 表  標識放流場所 、 月 1事及び尾数

時期 放流月日
放 流
場 所

番 号 尾 数 備 考

初

期

4 a l a 4

″ l a 5

,r l a 6

" l a 7

小 計

鹿 部

/ /

/ /

//

北 」・ l̃ 2
″ 3̃ l 0

" l l̃ 1 3

″ l 5̃ l 6

2

7

3

2

l 4

4 a l a 3 0

″ 1 0. 3 l

/ l 1 ・  1

″ I L 2

" l 1. 8

″ l 1_ 4
″ l :L 5

" I L 8

″ l 1. 9

小 計

鹿 部

/ /

/ /

/ /

/

/

/ /

/ /

木 直

:ll:.i' l ' 「̃ 4 9
″ 5 0̃ 5 5

・r
″ 5 6̃ 6 9
、

″ 7 0̃ 8 2

″ 8 a -,l 9 6
″ 9 7̃ l 2 8

″ l 2 9̃ l 3 9

″ l 4 0̃ l 9 1

″ 1 9 2̃ 2 2 0

2 9

6

l 3

l 2

l a

3 l

l 0

4 8

2 8

l 9 0

4 尾 欠 番

l 尾 欠 番

l 尾 欠 番

l 尾 欠 番

l 尾 欠 番

l 尾 欠 番

4 尾 欠 番

l 尾 欠 番

盛

期

終

期

4 a l L 2 7

″ l t 2 9

l ″ l i 3 0小 計

鹿 部

//

/ /

北.i・ 2 3 l- 2 3 6
″ 2 3 6-2 3 7
″ 2 3 8

5

2

l

8

合 計 2 l 2

初期群については 9月下句にl つの群が通過したが時化のた1t:,標識放流を行l1ことが出来
ず魚群が 1l lすく 'lltつたl0月上旬に行つたため値かしか放流が1flii;,れ1il:かつたo 'また、終期
群i魚群が '1;lすかつたため8尾しか放流出来なかつたo

I 標裁魚の再捕状況

(D 再捕数

再捕については第2表に示した。 .
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初期群は l 4尾の放流に対してl 2尾 (再捕率8  5 7% )の再捕があり、盛期群は l 9 0

尾 ( 5 a 3%)、また、終期群については8尾の放流に対して6尾(7 5,・ 0% )の再捕が,み

られたo

② 再 開 所  再捕場所については第1表、 第2図に示した。

初期群のl2尾の再捕のうち上磯地域で8尾とその大部分を占めたoそして項火湾の遊楽

部川で1尾、 青森原.の八戸沿岸でl尾の再捕がみられたo

盛期群についてはl0 7尾の再捕のうち茂辺地,上磯地域で44尾( 4 1 . 1 % ) と 最 も 多

く、 また9尾は茂辺地川で再捕されている。 次いで放流地域の南に位置する鹿部̃木直の・沿

岸域で 4 2尾(3 9 . 3 % )の再浦がみられた。そして、ollil火湾域の八要沿岸域で1尾、1買1気

別川で1尾の再捕があつた。本州域の太平洋側では青森県の下北半島沿岸域で2尾、 岩手県

の種市. 山田湾、船越湾、久慈沿岸で夫々l尾づつ再捕された。また、 日本海側では青森県
の深浦沿岸で2尾、難ヶ沢沿岸で2尾,秋田県の男鹿半島沿岸で2尾、 山形県の館海沿岸、

偉岡沿岸で夫々1尾. 日光川で4尾、月光川で4尾再捕された。
このことは鹿部、木直沿岸域を通過する主群は沿岸添?に南下し、その 6 a 8%1は主とし

て茂辺地川え回帰し、本州の太平洋域えは a 4 %、日本海域へは 1 a 8%回遊することを示

す.ものであり、章火湾域への回帰魚は 3%程度と少いことが 1l1かがわれる。終期群値6尾再

捕されたが、茂辺地、上;破地域で4尾、岩手県の富古沿承及び津軽石川で各l尾であり、

各地域の漁期の実態から終期群は盛期群に比ぺて本州方面え回遊するものの多いことが予想

さ れ る o

〇 回遊程過日数

a 初期群

放流から再捕までの日数については、初期群では上雄沿岸で再捕されたものは8日目̃
3 6日目で l 0日前後のものが一番多いoまた、遊楽部川での再捕はl3日日であり八戸
ie岸のiのは27日目であつたo
b 密・期群 

盛期群では鹿部一木直間の沿岸で再捕されたものは2日目̃ l l 日 目であ り 3 日目̃ 5
日日のものが多いo上a、茂辺地沿岸では4日目̃ l 4 日日であり 6日日̃ 7日日のもの
が多いしかし茂辺地川での再捕は6日日̃ 2 6日日であり、多くの 1bの は l 5 日 目̃ 2 3

〇

日目であるoこのことは上a. 茂通沿岸域で長期間常泳し成熱が近< なつてからそ上t
ることが 11lかがわれるoそして放流時期の通いiのは比較的速<再捕されている1重向がみ

られるo  tた. 演火構の:l1気房l1川での再捕は9日日、八雲沿岸の ,bのは7日日であつたo
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第 l 図 放 流 点 (e印筒所)
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本州域の太平洋沿岸域では5日目̃ 2 8日日、 日本海沿岸城ではl 3日日̃3 2日目で

あり、 また、月光1llでの再捕は22日日̃ 26日目であつたo

c 終期群

茂辺地' 上磯地域では4日目̃ 1 5日日であり、盛期群より移動が若f速い傾向がみら

れるo岩手県の官古沿岸での再捕はl1日目、津軽石川では20日目であつたo

「V ま と め

l ) o;i火湾沿岸域へ来遊するあきさけ魚群の回 一游解路、回遊状態を知るために標識放流試

験を行なつた。

2 )  漁期を初期・盛期・終期の3期に分け、鹿部及び木直より夫々l4尾、 l 9 0 尾、 8

尾合計2 l 2尾放流した o

3 )  再捕は初期群1 2尾 (再捕率8 1i 7% )、盛 期 群 l 0 7 尾 ( 5 li 3 % )、終期群6尾

( 7 51 0% )であつた。そして、鹿部、木直地域では4 4尾 ( 3 5・ 2% )、上藤、茂辺

地地域で 5 6 尾 ( 4 4 . 8 % )、嘖火湾域で3尾 ( 2 . 4 % )、本州の太平洋域9尾( ' Z 2

%)、日本海域で l 2 尾 ( a 6% ) で あつたo

4 )  魚群の移動け初期の群より盛期の群、盛期の群より終期の群の移動が;9干速い傾向が

みられる o

5 )  茂辺地川えそ上する魚群は沿岸滞留期間が長い。しかし、時期の運い群程沿岸滞留期

間が短くなる傾向がみられる。

6 )  鹿部、木直沿岸を回遊する魚群は70 %弱0ものが茂辺地川へ回帰する魚群であり、本

州地域へば 3 0 %弱のものが回帰し、項火湾域えは僅か数%程度のものが回帰するもの

と想定される。そして、 噴火湾えの[宣t帰魚は時期の早い群には盛期群より若千多<含ま

れて:ii・り、本州え回帰する群は盛期群' 終期群に比較的多く含まれていることがクかが

われるo

2 からふとます標識魚の回帰について

昭 和 4 l 年、 4 2 年 春、遊楽部川にかけるからふとます稚魚の放流適期を把握するため放流期

を3月と4月に区分し、 夫々別々の標識をっけて放流したo

前者は湧水管理、後者は河水管理とした。この結果、 4 2 年、 43年秋には遊楽部Jl』八雲沿

岸を中心として、長万部、落部の項火湾沿岸域での回帰が認められ、移殖の効果、母川への回帰

性が明らかに確認されたo河川内への回帰は 4 2 年 a 0 5 6%、 4 3 年 a 0 2 4%を示したが、

湾内の漁獲統計値から両年とも ;il 、よそ a 6 %前後の回帰があつたものと推察されたo
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( i3' 河 川 、 湖 沼 の 理 化 学 的 性 状 の 調 査

北海道にi;・いてさけ ・さ < らtす ・からふとますの各種が河川にそ上し、現在河川が汚染されて

il,・らず、かっ、近い将来も汚染されることがないと思われる河川の代表として道南地方の遊楽部川
を選定し、本年度から5ケ年計画で本川の理化学的性状を調査することとしたo本a調査は国際生物
学事業計画の研究と協同にょるものである。

本年度は遊楽都川本、支流に6観測点を選び、 24時間の同時観測を行ない、また本流に流入す

る各支流の観測も行つたo(図1 、表 l ) そ の結果か ら、遊楽部川の化学的性状について、か よ

そ次のよl l lなことが明らかになつたo

表 1

採水地点番号 採 水 地 点

l

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 l

l 2

l 3

l 4

l 5

セ イ ョ ?1'べツ川 構見峰 定点 l

" ″ 」i,・ イヒ場 ,1 2

遊 楽 部 川 " 3
″ ″ 4

" 建 岩 " 5

″ 捕獲場 ″ 6

キ ソ ン ぺ タ ス 川  大 曲

キ ソ ンぺ タ :ス川 南満河橋

ユーラップ川 上遊楽橋

″ 大富橋(セイョウべツ川合流後)

ト ヮルべツ川

べンケ ルべシ ュ-ぺ川
鉛 川 鉛川橋

音名川 ・

サランべ川  サ ラ ン 一'i橋

2 0 8-

図 1  ュー ラ ップ川水系略図

-2 0 9-
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l 6  20 24

1967  8 月 7 日  8 月 8 日

2 1 0

12  16時

l )  前 分 にっいてはその機度範囲からみて、 北海道のほかの 一般河川と異:なる点はなく、 ご

く一般的な河川である oた f 、 こまか くみる と、季節的に差はあるが解含動;やや多いこ
と、また年間を通じてP Hが1 0 ̃ 't 8 と他の一般河川の a 6 ̃ 't 2に比較して高いことが
挙げられるo

2 )  各観演lt点とも窒素化合物、構の含量は少なく、また浮遊物やC o Dの量も非常に少ないo

これらのことから、 化学成分上、 2つの水系は人為的な影響がない清浄な河川と言えるo

3 )  2つの水系で特に異なる点は、 1支流の鉛川の成分含量が他と比較して多いことであろう

これは二の川の上流に菱マンガン鉱1s・よび硫化物を生産する鉱山があり、その廃水と、その

鉱山内i; ょびその周辺に湧出する温泉水の流入が原因と考えられるo しかし、この支流が本

流に与える影響は、 その川の規模からして大きくないようであるoまた金属成分(F  e、

M n )も他に比較すれば多いが、大きな影響は与えていないo

4 )  図 ・ 2 に l 9 6 7 年 8 月 7̃ 8日に行なつた2時間ま; き2 4時間観測の結果を示すo図の

ょうに、化学成分についてはほとんど変動は認められなかつたo

2 1 i



S l 8  資 料  の 刊 行

o l 9 6 8 年 度 ( 昭和 4 a生 )の北海道iel岸河川域へのあきさけ施予報・ 並びに l 9  6 7 年度
( 昭和 4  2年度)の来造状况について 昭和 4  3 年 8月

o 魚と卵 l 2 7̃ l 2 8  昭和 4 0 年 7 月̃昭 和 4 8 年 1 2 月

o .b-化場研究報告 2 2 号  昭和・‘ 4 年 8月
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